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4) 予測結果

(1) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場

各予測地点による予測結果は表8-12-6に示すとおりである。

表8-12-6(1) 予測結果（武田神社）

予測項目 予測結果

活動の場及び自然資源の改 計画路線の明かり部から約450m離れた場所にあり、武田神
変の程度 社北部を地下式で通過するため、計画路線による改変はな

い。

利用性の変化 利用性の変化 計画路線による改変は生じないため、利用の支障が生じる
の程度 箇所はなく、利用可能な人数の変化も生じない。

到達時間・距 周辺からの主なアクセスルートと考えられる県道甲府山梨
離の変化 線に改変はなく、武田神社北西部で塚原ＩＣと接続するた

め、他県または郊外からの到達時間が短縮される。
したがって、到達時間・距離の変化の程度は向上するもの
と予測する。

快適性の変化の程度 計画路線は地下式であることから視認されず、塚原ＩＣも
武田神社境内からは視認できないため、武田神社の雰囲気
は阻害されず、快適性の変化は生じないものと予測する。
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表8-12-6(2) 予測結果（武田の杜遊歩道）

予測項目 予測結果

活動の場及び自然資源の改 計画路線の明かり部から約350m離れた場所にある。遊歩道
変の程度 は計画路線と交差するが、地下式で通過するため、計画路

線による改変はない。

利用性の変化 利用性の変化 計画路線は地下式で通過するため、利用の支障が生じる箇
の程度 所はなく、利用可能な人数の変化も生じない。

到達時間・距 周辺からの主なアクセスルートと考えられる県道天神平甲
離の変化 府線に改変はないことから、到達時間・距離の変化は生じ

ないものと予測する。

快適性の変化の程度 計画路線と交差するが、地下式で通過する。また、塚原Ｉ
Ｃも遊歩道から約350m以上離れた場所にあり、視認できな
いため、快適性の変化は生じないと予測する。
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表8-12-6(3) 予測結果（荒川サイクリングロード）

予測項目 予測結果

活動の場及び自然資源の改 計画路線と交差するが、高架構造で通過するため計画路線
変の程度 による改変はない。

利用性の変化 利用性の変化 計画路線と交差するが、高架構造で通過するため利用に支
の程度 障が生じる箇所はなく、利用可能な人数の変化も生じない。

到達時間・距 荒川サイクリングロードへの主な交通手段は徒歩か自転車
離の変化 と考えられる。周辺からの主なアクセスルートと考えられ

る県道敷島竜王線、県道甲府昇仙峡線に改変はないことか
ら、到達時間・距離の変化は生じないものと予測する。

快適性の変化の程度 サイクリングロード終点部において、計画路線が高架構造
で通過する。そのため、終点部周辺で近傍の風景に変化が
生じる可能性があるが、その範囲はわずかであることから、
快適性の変化はほとんど生じないと予測する。景観の変化
の程度は「第11節 景観 (p.8-11-63)」を参照。



8-12-22

表8-12-6(4) 予測結果（矢木羽湖）

予測項目 予測結果

活動の場及び自然資源の改 計画路線の明かり部から約250m離れた場所にあり、計画路
変の程度 線による改変はない。

利用性の変 利用性の変化 計画路線による改変は生じないため、利用の支障が生じる
化の程度 箇所はなく、利用可能な人数の変化も生じない。

到達時間・距離 矢木羽湖に向かう主要なアクセスルートと計画路線は交差
の変化 するが、地下式で通過するため改変は生じない。したがっ

て、到達時間・距離の変化は生じないものと予測する。

快適性の変化の程度 計画路線は矢木羽湖南東側の堤防の一部から視認されるが、
約250m離れており、矢木羽湖における湖側の雰囲気は阻害
されず、快適性の変化は生じないと予測する。景観の変化
の程度は「第11節 景観 (p.8-11-65)」を参照。
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表8-12-6(5) 予測結果（桜井町桜・里山管理）

予測項目 予測結果

活動の場及び自然資源の改 計画路線の明かり部から約250ｍ離れた場所にあり、計画路
変の程度 線による改変はない。

利用性の変 利用性の変化 計画路線による改変は生じないため、利用の支障が生じる
化の程度 箇所はなく、利用可能な人数の変化も生じない。

到達時間・距離 桜井町桜・里山管理に向かう主要なアクセスルートと計画
の変化 路線は交差するが、その箇所は既に国道140号（西関東連絡

道路）が開通してい部分であり、跨道橋が設置されている
ため、新たなアクセルートの変化は生じない。したがって、
到達時間・距離の化は生じないものと予測する。

快適性の変化の程度 計画路線は主要な活動範囲から視認されるが、近傍の風景
は国道140号（西関東連絡道路）がほとんどである。新たに
建設される西側のトンネル坑口部は樹林の陰になっている
ためほとんど視認されず、快適性の変化は生じないと予測
する。



8-12-24

表8-12-6(6) 予測結果（桜井町散策路）

予測項目 予測結果

活動の場及び自然資源の改 国道140号（西関東連絡道路）の高架部と交差するが、計画
変の程度 路線の明かり部からは約100ｍ離れた場所にあり、計画路線

による散策路の改変はない。

利用性の変 利用性の変化 計画路線による改変は生じないため、利用の支障が生じる
化の程度 箇所はなく、利用可能な人数の変化も生じない。

到達時間・距離 桜井町散策路に向かう主要なアクセスルートと計画路線は
の変化 交差するが、その箇所は既に国道140号（西関東連絡道路）

が開通している部分であり、跨道橋が設置されているため、
新たなアクセスルートの変化は生じない。したがって、到
達時間・距離の変化は生じないものと予測する。

快適性の変化の程度 既に国道140号（西関東連絡道路）が存在するため、新たな
近傍の風景に変化は生じない。西側においては、桜井ＩＣ
が視認されるが、散策路より15ｍ低い位置に建設されるた
め、甲府市街地や南アルプス等、散策路からの景観は大き
く変化せず、快適性の変化は生じないと予測する。景観の
変化の程度は「第11節 景観 (p.8-11-49)」を参照。
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表8-12-6(7) 予測結果（塚原町バードウォッチング）

予測項目 予測結果

活動の場及び自然資源の改 計画路線の明かり部から約400m離れた場所にあり、計画路
変の程度 線による改変はない。

利用性の変 利用性の変化 計画路線による改変は生じないため、利用の支障が生じる
化の程度 箇所はなく、利用可能な人数の変化も生じない。

到達時間・距離 利用は地元の塚原集落の住民と考えられるが、塚原集落の
の変化 南側を通過し、集落の連続性を分断するものではないため、

アクセス性の変化は生じない。したがって、到達時間・距
離の変化は生じないものと予測する。

快適性の変化の程度 計画路線から約400m離れた場所にあり、バードウォッチン
グは塚原の北側山地の雑木林等の林内で行われると考えら
れるため、計画路線は視認されず、快適性の変化は生じな
いと予測する。
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表8-12-6(8) 予測結果（塚原集落（ホタルの里））

予測項目 予測結果

活動の場及び自然資源の改 計画路線の明かり部から約400m離れた場所にある。相川は
変の程度 計画路線と交差するが、相川との交差部は地下式で通過す

るため、計画路線による相川の改変はない。

利用性の変 利用性の変化 計画路線による改変は生じないため、利用の支障が生じる
化の程度 箇所はなく、利用可能な人数の変化も生じない。

到達時間・距離 利用は地元の塚原集落の住民と考えられるが、塚原集落の
の変化 南側を通過し、集落の連続性を分断するものではないため、

アクセス性の変化は生じない。したがって、到達時間・距
離の変化は生じないものと予測する。

快適性の変化の程度 ホタルに関する活動を行う中心地は、塚原地区の相川上流
域にあたる。明かり部である塚原ＩＣとは約400m離れた場
所にあり、ホタルの観察に必要な夜間の静穏性や照明によ
る影響はなく、視認もできないため、快適性の変化は生じ
ないと予測する。



8-12-27

表8-12-6(9) 予測結果（団子新居散策路）

予測項目 予測結果

活動の場及び自然資源の改 計画路線の明かり部から約400m離れた場所にあり、計画路
変の程度 線による改変はない。

利用性の変化 利用性の変化 計画路線による改変は生じないため、利用の支障が生じる
の程度 箇所はなく、利用可能な人数の変化も生じない。

到達時間・距 団子新居散策路に向かう主要なアクセスルートと計画路線
離の変化 は交差するが計画路線は高架構造で通過するため、到達時

間・距離の変化は生じないものと予測する。

快適性の変化の程度 計画路線の明かり部から約400m離れた場所にあり、散策路
はクヌギやコナラの高木林に囲まれていることから、計画
路線は視認されず、快適性の変化は生じないと予測する。



8-12-28

表8-12-6(10) 予測結果（坊沢川ザリガニ採集）

予測項目 予測結果

活動の場及び自然資源 計画路線の明かり部から約100m離れた場所にあり、計画路線
の改変の程度 による改変はない。

利用性の変 利用性の変化 計画路線による改変は生じないため、利用の支障が生じる箇
化の程度 所はなく、利用可能な人数の変化も生じない。

到達時間・距離 主な利用者は地元の小学生等と考えられる。計画路線によっ
の変化 て、坊沢川に降りる道が改変されることはなく、その道に向

かう周囲のアクセスに変化はみられない。したがって、到達
時間・距離の変化は生じないものと予測する。

快適性の変化の程度 計画路線の明かり部から約100ｍ離れた場所にあり、採集は
河川の護岸内において行われるため、計画路線はほとんど視
認されず、快適性の変化は生じないと予測する。
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表8-12-6(11) 予測結果（双葉団地周辺散策路）

予測項目 予測結果

活動の場及び自然資源の改 計画路線の明かり部から約200m離れた場所にあり、計画路
変の程度 線による改変はない。

利用性の変 利用性の変化 計画路線による改変は生じないため、利用の支障が生じる
化の程度 箇所はなく、利用可能な人数の変化も生じない。

到達時間・距離 主に地域住民が利用する散策路である。散策路に向かう周
の変化 囲のアクセスに変化はみられない。したがって、到達時間

・距離の変化は生じないものと予測する。

快適性の変化の程度 計画路線の明かり部から約200m離れた場所にあり、散策路
は雑木林を通り坊沢川に降りるルートとなっており、散策
路から計画路線は視認されず、快適性に変化は生じないと
予測する。
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表8-12-6(12) 予測結果（花の咲く丘）

予測項目 予測結果

活動の場及び自然資源の改 計画路線の明かり部から約150m離れた場所にあり、計画路
変の程度 線による改変はない。

利用性の変 利用性の変化 計画路線による直接改変は生じないため、利用の支障が生
化の程度 じる箇所はなく、利用可能な人数の変化も生じない。

到達時間・距離 大垈地区に向かうアクセスルートに改変・迂回が生じるが、
の変化 迂回する距離は220ｍ程度であり、アクセス性の変化はほと

んど生じないと予測する。

快適性の変化の程度 計画路線の明かり部は花の咲く丘から約150mの場所にある
が視認できず、花の咲く丘周辺は視界が広く開け、南アル
プス等、花の咲く丘からの主要な景観は維持されるため、
快適性の変化は生じないと予測する。
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12.1.3 環境保全措置の検討

1) 環境保全措置の検討

予測結果より、事業によって主要な触れ合いの活動の場及び自然資源が大きく改変

されることは無く、利用性及び快適性も低下しないと考えられるため、環境保全措置

の検討は行わないものとする。

12.1.4 事後調査

予測手法は都市計画対象道路事業実施区域と主要な人と自然との触れ合いの活動の

場の分布範囲の重ね合わせ、触れ合いの活動の場からの景観変化を把握するフォトモ

ンタージュ等の多くの実績を有する手法であり、予測の不確実性は小さいと考えられ

ることから、事後調査は実施しないこととする。

12.1.5 評価

1) 回避又は低減に係る評価

計画路線は道路の計画段階において、トンネル構造を始めとした道路構造の検討

を実施しており、主要な人と自然との触れ合いの活動の場への影響に配慮し、環境

負荷の回避・低減を図っている。

事業の実施により荒川サイクリングロードの端部付近を計画路線が高架構造で通

過するが、その範囲はわずかであり、著しい環境影響を及ぼすことはないと考えら

れる。

このことから、環境影響は事業者の実行可能な範囲内でできる限り回避又は低減

されているものと評価する。
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第13節 廃棄物等

工事の実施に伴う切土等又は既存の工作物の除去により発生する建設副産物が道路事

業実施区域外に搬出され、建設副産物による影響が考えられるため、廃棄物等の予測及

び評価を行った。

13.1 切土等又は既存の工作物の除去に係る廃棄物等

13.1.1 予測

1) 予測手法

切土等又は既存の工作物の除去に係る廃棄物等の予測は、「道路環境影響評価の技

術手法 土木研究所資料第4065号」（平成19年６月 （独）土木研究所）に基づいて行

った。

(1) 予測手順

予測方法は、建設工事に伴う建設副産物の種類ごとに、事業実施区域外に搬出され

る土砂やコンクリート塊等の発生の規模を可能な限り定量的に予測した。さらに、地

域特性の把握から得られる廃棄物等の再利用・処分等の立地状況に基づいて、実行可

能な再利用の方策を検討した。

予測項目は、対象事業における事業特性及び地域特性の情報をもとに、以下に示す

建設副産物の種類ごとの概略の発生状況とした。なお，対象道路事業実施区域周辺の

地質は、砂礫や火山岩で構成されているため、掘削による建設汚泥は発生しないと考

えられることから予測項目から除外した。

・建設発生土

・既存工作物の除去に係る建設副産物（コンクリート塊、アスファルト・コンクリ

ート塊）

・建設発生木材

2) 予測地域

予測地域は、都市計画対象道路事業実施区域及びその周辺とした。

3) 予測対象時期

予測対象時期は、建設副産物の発生する工事期間とした。

■用語の説明■

コンクリート塊：側溝など既存の工作物の除去に伴って生じるコンクリートの破片。

アスファルト・コンクリート塊：舗装の剥ぎ取りあるいは削り取りによって生じるアスファルトがら。
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4) 予測結果

対象事業により道路事業実施区域外に搬出する建設副産物は、建設発生土、コンク

リート塊、アスファルト・コンクリート塊、建設発生木材があり、これらの種類ごと

の発生量の概略推計結果は表8-13-1に示すとおりである。

表8-13-1 廃棄物等に係る予測結果

種 類 発生量 道路事業実施区 道路事業実施区
域での再利用量 域外への搬出量

建設発生土 注1） 約270万ｍ3 約40万ｍ3 約230万ｍ3

コンクリート塊 約 400ｍ3 － 約 400ｍ3

アスファルト・コンクリート塊 約1,900ｍ3 － 約1,900ｍ3

建設発生木材 伐採 約3,300ｍ3 － 約3,300ｍ3

型枠材 約 300ｍ3 － 約 300ｍ3

注）建設発生土は、トラック運搬量を想定し、掘削土をほぐした後の膨張量を加算した土量である。

(1) 建設発生土

建設発生土については、掘削工事により約270万ｍ3が生じるものと予測するが、発

生量のうち約15％にあたる40万ｍ3を事業実施区域内の盛土材として再利用する計画

である。また、残土量約230万ｍ3についても、「建設発生土情報交換システム」によ

る工事間利用を、他の道路事業への再利用も含めて検討し、余剰分は「資源の有効な

利用の促進に関する法律」（平成3年4月26日 法律第48号）に基づき、適正な処理及

び再利用を図ることとする。

なお、「建設発生土情報交換システム」とは、全国の全ての公共工事等発注担当者

が共通的に利用できるオンライン情報交換システムであり、建設残土が発生する、ま

た埋土等土砂を利用する建設工事を対象に、建設発生土の工事間利用に関する情報を

工事担当者に提供し、リサイクルの推進を図ることを目的とするものである。

(2) コンクリート塊及びアスファルト・コンクリート塊

コンクリート塊及びアスファルト・コンクリート塊については、既存工作物の撤去

や既存道路の掘削等により、それぞれ約400ｍ3、約1,900ｍ3が発生する。これに対し

ては、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成12年5月31日 法律第

104号）に基づき、工事の際には分別解体し、再資源化を図り、再資源化できないも

のについては、関係法令に基づいて適切に処理・処分する。

再資源化の具体的な内容は、コンクリート塊については、再生コンクリート材に加

工し、再資源化を図ることとする。アスファルト・コンクリート塊については、再生

アスファルト合材等に加工し、再資源化を図ることとする。
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(3) 建設発生木材

建設発生木材については、森林の伐採に伴い約3,300ｍ3が、橋梁部等の使用済みコ

ンクリート型枠材により約300ｍ3が生じるものと予測する。これに対しては、「建設

工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成12年5月31日 法律第104号）に基

づき、工事の際には分別解体し、再資源化できるものについては再資源化施設へ搬入

する等により再資源化を図る。再資源化の具体的な内容は、伐採木については、マル

チング材、育成基盤材、堆肥として利用する予定である。

コンクリート養生等建設現場から発生するベニヤ板、標識杭等の再資源化できない

ものについては、関係法令に基づいて適切に処理・処分する。

なお、処理・処分に際しては、可能な限りバイオマスボイラー燃料等への再生が行

われる産業廃棄物処理業者へ委託することとする。

また、これらの建設副産物については、表8-13-2に示す「建設リサイクル推進計画

2008」（平成20年４月 国土交通省）及び「山梨県建設リサイクル推進計画」（平成1

5年４月 山梨県）に定められた再資源化率の目標値を上回るよう再利用・再資源化に

努めることとする。

表8-13-2 建設リサイクル推進計画の目標値

平成22年度 平成24年度 平成27年度
対象品目

山梨県 全国 全国 全国

再資源化 アスファルト 99％以上 98％以上 98％以上 98％以上
率 ・コンクリート塊

コンクリート塊 99％以上 98％以上 98％以上 98％以上

再資源化 建設発生木材 再資源化率 65％
・縮減率 95％ 95％以上 95％以上

縮減率 30％

有効利用 建設発生土 90％ 85％ 87％ 90％
率

備考：各品目の目標値の定義は以下のとおりである。ただし、利用量には現場内利用を含む。
＜再資源化率＞
・アスファルト・コンクリート塊、コンクリート塊：（再使用量＋再生利用率）／排出量
・建設発生木材：（再使用量＋再生利用量＋熱回収量＋焼却による減量化量）／排出量
＜有効利用率＞
・建設発生土：（土砂利用量のうち土質改良を含む建設発生土利用量）／土砂利用量
出典：「建設リサイクル推進計画2008」（建設副産物対策関東地方連絡協議会）

「山梨県建設リサイクル推進計画」（山梨県）
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13.1.2 環境保全措置の検討

1) 環境保全措置の検討

切土等又は既存の工作物の除去に係る廃棄物等の環境負荷を低減するための環境保

全措置として、表8-13-3に示す案を検討した。

環境保全措置の検討の結果、「工事間流用の促進」、「再資源化施設への搬入等によ

る他事業等での利用」及び「トンネル掘削に伴う発生土による土壌汚染の防止」を採

用する。なお、搬入する再資源化施設等は、事業実施段階において検討を行う。

表8-13-3 環境保全措置の検討

環境保全措置 環境保全措置の効果 環境保全措置の検討結果

工事間流用の促進 建設発生土の再利用によって 建設発生土の発生量の低減が確実に見
発生量を回避低減できる。 込めれることから、環境保全措置とし

て採用する。

再資源化施設への コンクリート塊、アスファル コンクリート塊、アスファルト・コン
搬入等による他事 ト・コンクリート塊、建設発 クリート塊、建設発生木材の発生量の
業等での利用 生木材の再利用によって発生 低減が確実に見込まれることから、環

量を回避低減できる。 境保全措置として採用する。

トンネル掘削に伴 有害物質の含有状況等を把握 トンネル掘削に伴う発生土による土壌
う発生土による土 し、必要に応じて「建設工事 への影響を確実に低減できることから
壌汚染の防止 における自然由来重金属等含 環境保全措置として採用する。

有岩石・土壌への対応マニュ
アル（暫定版）」などに基づ
いて搬出先等における汚染防
止措置を行うとともに、土壌
汚染対策法（平成14年法律第5
3号）に基づく溶出量基準・含
有量基準を超過する土壌を確
認した場合は、必要に応じて
速やかに同法第７条第６項の
技術的基準に基づく対応を行
うことで、土壌への影響を低
減できる。

2) 検討結果の検証

発生するコンクリート塊及びアスファルト塊の量が定量的に予測されていること、

また、再資源化施設の処理能力についても、実際の稼働状況により多少の変動はある

ものの、既に処理能力に実績があること、「建設工事における自然由来重金属等含有

岩石・土壌への対応マニュアル（暫定版）」や土壌汚染対策法（平成14年法律第53号）

の技術的基準に基づく対応を行うことから環境保全措置の効果の不確実性は小さいと

判断される。
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3) 検討結果の整理

環境保全措置に採用した「工事間流用の促進」、「再資源化施設への搬入等による他

事業等での利用」の効果、実施位置、他の環境への影響について整理した結果は

表8-13-4に示すとおりである。

表8-13-4(1) 検討結果の整理

実施主体 国土交通省関東地方整備局

実施内容 種類 工事間流用の促進

位置 都市計画対象道路事業実施区域及びその周辺

環境保全措置の効果 建設発生土の再利用によって発生量を回避低減でき
る。

効果の不確実性 なし

他の環境への影響 特になし

表8-13-4(2) 検討結果の整理

実施主体 国土交通省関東地方整備局

実施内容 種類 再資源化施設への搬入等による他事業等での利用

位置 都市計画対象道路事業実施区域及びその周辺

環境保全措置の効果 コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、建
設発生木材の再利用によって発生量を回避低減でき
る。

効果の不確実性 なし

他の環境への影響 特になし

表8-13-4(3) 検討結果の整理

実施主体 国土交通省関東地方整備局

実施内容 種類 トンネル掘削に伴う発生土による土壌汚染の防止

位置 都市計画対象道路事業実施区域及びその周辺

環境保全措置の効果 トンネル掘削に伴う発生土による土壌への影響を確実
に低減できる

効果の不確実性 なし

他の環境への影響 特になし
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13.1.3 事後調査

予測手法は、対象事業の実施に伴う建設副産物の発生量及び搬出量を定量的に予測

しており、余剰分は関係法令に基づいて適切に処理・処分することから、予測の不確

実性は小さいと考えられる。このため、事後調査は実施しないこととする。

13.1.4 評価

1) 回避又は低減に係る評価

計画路線は道路の計画段階において、集落及び市街地をできる限り回避した計画と

しており、建築廃材の排出量は極めて少なく、環境負荷の回避・低減を図っている。

事業の実施により建設発生土、コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、

建設発生木材が発生すると考えられることから、廃棄物等の再利用及び再資源化の環

境保全措置を実施する。

トンネル構造の採用に伴って大量に発生する建設発生土については、事業内で極力

再利用することとする。また、残土については、他の道路事業等との連携をはかりな

がら極力再利用し、適正な処理及び再利用に努める。

また、トンネル工事等から発生するコンクリート塊、アスファルト・コンクリート

塊、建設発生木材については、再資源化施設への搬入等により可能な限り再資源化を

図り、再資源化出来ないものは適切に処理・処分する。

さらに、有害物質の含有状況等を把握し、必要に応じて「建設工事における自然由

来重金属等含有岩石・土壌への対応マニュアル（暫定版）」などに基づいて搬出先等

における汚染防止措置を行うとともに、土壌汚染対策法（平成14年法律第53号）に基

づく溶出量基準・含有量基準を超過する土壌を確認した場合は、必要に応じて速やか

に同法第７条第６項の技術的基準に基づく対応を行うことで、土壌への影響を低減で

きる。

このことから、環境影響は事業者の実行可能な範囲内でできる限り回避又は低減さ

れているものと評価する。

なお、対象事業実施区域外に搬出する残土については、工事の実施に当たり搬出先

及び搬出先ごとの排出量を把握すると伴に、事業に実施に際しては、作業員に対し、

廃棄物の排出抑制について周知・教育等を行うと伴に、具体的な排出抑制計画を策定

する。
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第９章 都市計画対象道路事業に係る環境影響の総合的な評価

本環境影響評価では、都市計画対象道路事業について、影響要因の区分である「工事の実

施」及び「土地又は工作物の存在及び供用」に関し、環境要素の13項目（大気質、騒音、振

動、低周波音、地下水の水位、地形及び地質、日照阻害、動物、植物、生態系、景観、人と

自然との触れ合いの活動の場、廃棄物等）を選定し、調査、予測及び評価を実施した。

予測の結果、「低周波音」、「地下水の水位」、「地形及び地質」、「日照阻害」、「人と自然と

の触れ合いの活動の場」の５項目については、著しい環境影響を及ぼすことはないため、事

業者の実行可能な範囲内で回避又は低減が図られるものと評価する。

その他の項目（大気質、騒音、振動、動物、植物、生態系、景観、廃棄物等）については、

必要な環境保全措置を実施することで環境影響を回避・低減しているものと考えられ、事業

者の実行可能な範囲内で回避又は低減が図られるものと評価する。さらに、「動物」「植物」

及び「生態系」については、効果に係る知見が不十分な環境保全措置を講ずる場合において、

環境影響が著しいものとなるおそれがあるため、事後調査を実施し、専門家等の指導・助言

を得ながら適切な措置を講ずることとする。

また、今後の本事業における詳細な計画検討にあたっては、環境影響評価の結果に基づき

環境保全に十分配慮して行うこととし、本環境影響評価の段階において予測し得なかった著

しい環境への影響が生じた場合には、必要に応じて専門家等の指導・助言を得ながら調査を

実施し、適切な措置を講ずることとする。
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で

基
準

値
を

下
回

っ
て

お

り
、
基
準
等
と
の
整
合
は
図
ら
れ
る
と
評
価
す
る
。
 

 



 

9-3 

表
9-
1-
1(
2)
 
 環

境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因

の
区
分
 

大 気 環 境
 

大
気
質
 

粉
じ

ん
等

（
降

下
ば

い
じ
ん
）

建
設

機
械

の
稼
働
 

＜
気
象
の
状
況
＞
 

気
象
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「
自
動
車
の
走
行
に
係
る
大

気
質
」
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
 

1.
予
測
結
果
 

予
測
結
果
は
、
0.
2～

8.
3ｔ

/㎞
2 /
月
と
な
り
、
い
ず

れ
の
地
点
も
参
考
と
な
る
値
の

10
t/
 k
m2
/月

を
下
回
る
。

 

2.
環
境
保
全
措
置
 

●
環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果
 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

作
業

方
法

へ
の

配
慮

 

位
置

 
建

設
機

械
が

稼
働

す
る

場
所

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

作
業

員
へ

の
資

機
材

の
取

り
扱

い
の

指
導

等
を

行
う

こ
と

に
よ

り
粉

じ
ん

等
の

発
生

の
低

減
が

見
込

ま
れ

る
。

 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
特

に
な

し
 

 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

種
類

 
工

事
中

の
適

宜
散

水
 

位
置

 
工

事
に

よ
り

出
現

す
る

法
面

や
裸

地
 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

粉
じ

ん
等

の
発

生
源

に
直

接
散

水
す

る
事

に
よ

り
、

粉
じ

ん
等

の
発

生
が

低
減

さ
れ

る
。

 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
特

に
な

し
 

 3.
事
後
調
査
 

予
測
手
法
は
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
予

測
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
採
用
し
た
環
境
保
全
措
置
に
つ
い
て
も
効
果
に

係
る
知
見
が
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
、
効

果
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

後
調
査
は
実
施
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
道
路
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
集
落
及
び

市
街
地
を
で
き
る
限
り
回
避
し
た
計
画
と
し
て
お
り
、
住

居
等
の
保
全
対
象
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回

避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
環
境
保
全
措
置
と
し
て
作
業
方
法
の
配
慮
、
工

事
中
の
適
宜
散
水
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
環
境
負
荷
を
低

減
し
て
い
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能

な
範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も

の
と
評
価
す
る
。
 

 

＜
基
準
又
は
目
標
と
の
整
合
性
に
係
る
評
価
＞
 

評
価
結
果
よ
り
、
降
下
ば
い
じ
ん
量
は
全
て
の
予
測
地

点
で
参
考
値
を
下
回
っ
て
お
り
、
基
準
又
は
目
標
と
の
整

合
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
 

 



 

9-4 

表
9-
1-
1(
3)
 
 環

境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因

の
区
分
 

大 気 環 境
 

大
気
質
 

粉
じ
ん
等

（
降

下
ば

い
じ
ん
）

工
事

用
車

両
の
運
行
 

＜
気
象
の
状
況
＞
 

気
象
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「

自
動
車
の
走
行
に
係
る
大

気
質
」
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
 

1.
予
測
結
果
 

予
測
結
果
は
、
3.
3～

28
.9
ｔ
/㎞

2 /
月
で
あ
る
。
 

 

2.
環
境
保
全
措
置
 

●
環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果
 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

工
事

用
車

両
の

運
行

計
画

の
配

慮
 

位
置

 
工

事
車

両
が

通
行

す
る

道
路

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

工
事

用
車

両
の

分
散

運
行

や
規

制
速

度
の

遵
守

等
の

配
慮

に
よ

り
、

粉
じ

ん
等

の
発

生
を

低
減

で
き

る
。

 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
騒

音
、

振
動

へ
の

影
響

が
軽

減
さ

れ
る

。
 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

工
事

中
の

適
宜

散
水

及
び

工
事

用
車

両
の

荷
台

へ
の

防
じ

ん
シ

ー
ト

の
敷

設
 

位
置

 
工

事
施

工
範

囲
内

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

工
事

中
に

適
宜

散
水

を
行

う
と

と
も

に
、

工
事

用
車

両
の

荷
台

へ
防

じ
ん

シ
ー

ト
を

敷
設

す
る

こ
と

に
よ

り
粉

じ
ん

等
の

発
生

を
低

減
で

き
る

。
 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
な

し
 

 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

工
事

用
車

両
の

タ
イ

ヤ
洗

浄
 

位
置

 
工

事
施

工
範

囲
内

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

タ
イ

ヤ
洗

浄
装

置
を

用
い

て
洗

車
す

る
こ

と
に

よ
り

粉
じ

ん
等

の
発

生
を

低
減

で
き

る
。

ま
た

、
タ

イ
ヤ

洗
浄

に
伴

っ
て

発
生

す
る

工
事

排
水

に
つ

い
て

は
、
評

価
書

P
2
5

に
記

載
の

と
お

り
、

適
切

に
放

流
を

行
う

こ
と

で
影

響
を

低
減

で
き

る
。

 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
な

し
 

 3.
事
後
調
査
 

予
測
手
法
は
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
予

測
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
採
用
し
た
環
境
保
全
措
置
に
つ
い
て
も
効
果
に
係

る
知
見
が
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
、
効
果

の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
後

調
査
は
実
施
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
道
路
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
集
落
及
び

市
街
地
を
で
き
る
限
り
回
避
し
た
計
画
と
し
て
お
り
、
住

居
等
の
保
全
対
象
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回

避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
環
境
保
全
措
置
と
し
て
工
事
用
車
両
の
運
行
計

画
の
配
慮
、
工
事
中
の
適
宜
散
水
及
び
工
事
用
車
両
の
荷

台
へ
の
防
じ
ん
シ
ー
ト
の
敷
設
、
工
事
用
車
両
の
タ
イ
ヤ

洗
浄
を
実
施
す
る
こ
と
で
環
境
負
荷
を
低
減
し
て
い
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能

な
範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も

の
と
評
価
す
る
。
 

 

＜
基
準
又
は
目
標
と
の
整
合
性
に
係
る
評
価
＞
 

評
価
結
果
よ
り
、
降
下
ば
い
じ
ん
量
は
全
て
の
予
測
地

点
で
参
考
値
を
下
回
っ
て
お
り
、
基
準
又
は
目
標
と
の
整

合
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
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表
9-
1-
1(
4)
 
 環

境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
因
 

の
区
分
 

大 気 環 境
 

大
気
質
 

二
酸

化
窒

素
及
び
 

浮
遊

粒
子

状
物
質
 

建
設

機
械

の
稼
働
 

＜
大
気
質
の
状
況
・
気
象
の
状
況
＞
 

大
気
質
の
状
況
及
び
気
象
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「

自
動

車
の
走
行
に
係
る
大
気
質
」
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
 

1.
予
測
結
果
 

予
測
結
果
は
、
二
酸
化
窒
素
の
年
平
均
値
が

0.
00
90
～

0.
01
91
pp
m、

浮
遊
粒
子
状
物
質
の
年
平
均
値
が

0.
02
00
5

～
0.
02
47
8m
g/
m3
で
あ
る
。
 

 

2.
環
境
保
全
措
置
 

●
環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果
 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

排
出

ガ
ス

対
策

型
建

設
機

械
の

使
用

 

位
置

 
建

設
機

械
が

稼
働

す
る

場
所

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

排
出

ガ
ス

対
策

型
建

設
機

械
を

使
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

二
酸

化
窒

素
及

び
浮

遊
粒

子
状

物
質

の
発

生
を

低
減

で
き

る
。

 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
特

に
な

し
 

 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

作
業

方
法

へ
の

配
慮

 

位
置

 
建

設
機

械
が

稼
働

す
る

場
所

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

工
事

の
実

施
に

あ
た

っ
て

、
建

設
機

械
の

複
合

同
時

稼
働

や
高

負
荷

運
転

を
極

力
避

け
る

等
の

配
慮

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
二

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
子

状
物

質
の

発
生

を
低

減
で

き
る

。
 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
特

に
な

し
 

 3.
事
後
調
査
 

予
測
手
法
は
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
予

測
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
採
用
し
た
環
境
保
全
措
置
に
つ
い
て
も
効
果
に

係
る
知
見
が
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
、
効

果
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

後
調
査
は
実
施
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
道
路
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
集
落
及
び

市
街
地
を
で
き
る
限
り
回
避
し
た
計
画
と
し
て
お
り
、
住

居
等
の
保
全
対
象
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回

避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
環
境
保
全
措
置
と
し
て
排
出
ガ
ス
対
策
型
建
設

機
械
の
使
用
、
作
業
方
法
へ
の
配
慮
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

環
境
負
荷
を
低
減
し
て
い
る
。
 

さ
ら
に
、
住
居
等
の
保
全
対
象
の
近
く
で
は
、
第

3
次

排
出
ガ
ス
対
策
型
建
設
機
械
の
使
用
を
検
討
す
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能

な
範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も

の
と
評
価
す
る
。
 

 

＜
基
準
又
は
目
標
と
の
整
合
性
に
係
る
評
価
＞
 

評
価
結
果
よ
り
、
二
酸
化
窒
素
の
建
設
機
械
に
よ
る
寄

与
濃
度
及
び
日
平
均
値
の
年
間

98
％
値
、
浮
遊
粒
子
状
物

質
の
建
設
機
械
に
よ
る
寄
与
濃
度
及
び
日
平
均
値
の
年
間

2％
除
外
値
は
、
全
て
の
予
測
地
点
で
基
準
値
を
下
回
っ
て

お
り
、
基
準
又
は
目
標
と
の
整
合
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の

と
評
価
す
る
。
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表
9-
1-
1(
5)
 
 環

境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因

の
区
分
 

大 気 環 境
 

大
気
質
 

二
酸

化
窒

素
及
び
 

浮
遊

粒
子

状
物
質
 

工
事

用
車

両
の
運
行
 

＜
大
気
質
の
状
況
・
気
象
の
状
況
＞
 

大
気
質
の
状
況
及
び
気
象
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「

自
動

車
の
走
行
に
係
る
大
気
質
」
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
 

1.
予
測
結
果
 

予
測
結
果
は
、
二
酸
化
窒
素
の
年
平
均
値
が

0.
00
7～

0.
01
5p
pm
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
年
平
均
値
が

0.
02
0～

0.
02
4 
mg
/m

3
で
あ
る
。
 

 2.
環
境
保
全
措
置
 

●
環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果
 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

工
事

用
車

両
の

運
行

計
画

の
配

慮
 

位
置

 
工

事
車

両
が

通
行

す
る

道
路

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

工
事

用
車

両
の

分
散

運
行

や
規

制
速

度
の

遵
守

等
の

配
慮

に
よ

り
、

二
酸

化
窒

素
及

び
浮

遊
粒

子
状

物
質

の
発

生
を

低
減

で
き

る
。

 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
騒

音
、

振
動

へ
の

影
響

が
軽

減
さ

れ
る

。

 3.
事
後
調
査
 

予
測
手
法
は
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
予

測
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
採
用
し
た
環
境
保
全
措
置
に
つ
い
て
も
効
果
に

係
る
知
見
が
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
、
効

果
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

後
調
査
は
実
施
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
道
路
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
集
落
及
び

市
街
地
を
で
き
る
限
り
回
避
し
た
計
画
と
し
て
お
り
、
住

居
等
の
保
全
対
象
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回

避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
環
境
保
全
措
置
と
し
て
工
事
用
車
両
の
運
行
計

画
の
配
慮
を
実
施
す
る
こ
と
で
環
境
負
荷
を
低
減
し
て
い

る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能

な
範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も

の
と
評
価
す
る
。
 

 

＜
基
準
又
は
目
標
と
の
整
合
性
に
係
る
評
価
＞
 

評
価
結
果
よ
り
、
二
酸
化
窒
素
の
工
事
用
車
両
の
運
行

に
よ
る
寄
与
濃
度
及
び
日
平
均
値
の
年
間

98
％
値
、
浮
遊

粒
子
状
物
質
の
工
事
用
車
両
の
運
行
に
よ
る
寄
与
濃
度
及

び
日
平
均
値
の
年
間

2％
除
外
値
は
、
全
て
の
予
測
地
点

で
基
準
値
を
下
回
っ
て
お
り
、
基
準
又
は
目
標
と
の
整
合

が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
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表
9-
1-
1(
6)
 
 環

境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因
 

の
区
分
 

大 気 環 境
 

騒
音
 

騒
音
 

自
動

車
の

走
行
 

＜
騒
音
の
状
況
＞
 

等
価
騒
音
レ
ベ
ル
( Ｌ

Ae
q)
は
、
昼
間
で

42
～
70
dB
、
夜

間
で

35
～
65
dB

で
あ
る
。
交
通
量
は

1,
57
7
台
/日

～

15
,1
89

台
/日

で
あ
る
。
 

●
 

騒
音
レ
ベ
ル
の
調
査
結
果
（
等
価
騒
音
レ
ベ
ル
）
 

騒
音
 

種
別
 

地
点

番
号

調
査
地
点
 

調
査
結
果
(d
B)
 

昼
間
 

夜
間
 

一
般
 

環
境
 

騒
音
 

1
甲
府
市
桜
井
町
 

44
 

35
 

2
甲
府
市
塚
原
町
 

44
 

39
 

3
甲
斐
市
牛
句
 

42
 

39
 

4
甲
斐
市
団
子
新
居
 

45
 

43
 

5
甲
府
市
宇
津
谷
 

49
 

46
 

 

騒
音
 

種
別
 

地
点

番
号

調
査
地
点
 

調
査
結
果
(d
B)
 

昼
間
 

夜
間
 

A
甲
府
市
桜
井
町
 

65
 

60
 

B
甲
府
市
古
府
中
町
 

61
 

53
 

C
甲
府
市
山
宮
町
 

64
 

54
 

D
甲
斐
市
牛
句
 

68
 

58
 

E
甲
斐
市
団
子
新
居
 

63
 

55
 

F
甲
斐
市
宇
津
谷
出
口
 

70
 

65
 

 
注
)１

.時
間
区
分
は
、
昼
間
(６

～
22

時
)、

夜
間
(2
2～

６
時
)で

あ
る
。

●
自
動
車
交
通
量
の
調
査
結
果
 

調
査
地
点
 

路
線
名
 

自
動
車

交
通
量

(台
/日

)

大
型
車

混
入
率
（
％
）

甲
府
市
桜
井
町
 

国
道

14
0
号
(西

関
東
連
絡
道
路
)

15
,1
89

5.
1 

甲
府
市
古
府
中
町
 

県
道
甲
府
山
梨
線
 

1,
72
2 

4.
2 

甲
府
市
山
宮
町
 

県
道
甲
府
昇
仙
峡
線
 

2,
71
0 

3.
8 

甲
斐
市
牛
句
 

県
道
敷
島
竜
王
線
 

4,
30
2 

7.
9 

甲
斐
市
団
子
新
居
 

県
道
島
上
条
宮
久
保
絵
見
堂
線

1,
57
7 

3.
9 

甲
斐
市
宇
津
谷
出
口
 

県
道
甲
府
韮
崎
線
 

11
,0
44

3.
3 

注
)１

. 
大
型
車
混
入
率
と
は
、
大
型
車
類
(普

通
自
動
車
・
バ
ス
)の

混
入
率
を
示
す
。

 
 ２

. 
大
型
車
混
入
率
は
、
24

時
間
の
平
均
値
を
示
す
。
 

 

＜
計
画
路
線
の
沿
道
の
状
況
＞
 

計
画
路
線
沿
道
の
地
表
面
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
又
は
草

地
、
畑
地
で
あ
る
。
 

住
居
等
は
、
い
ず
れ
の
調
査
地
も
数
十
件
の
住
居
が
存

在
し
て
い
る
。
 

1.
予
測
結
果
 

計
画

路
線

の
予

測
結

果
は

、
近

接
空

間
の

昼
間

が
58

～
75
dB
、
夜
間
が

55
～
72
dB
、
背
後
地
の
昼
間
が

56
～

69
dB
、
夜
間
が

54
～
66
dB

で
あ
る
。
 

既
存
道
路
か
ら
の
影
響
を
考
慮
し
た
、
複
合
的
な
影
響

の
予
測
結
果
は
、
近
接
空
間
の
昼
間
が

59
～
75
dB
、
夜
間

が
57
～
72
dB
、
背
後
地
の
昼
間
が

57
～
70
dB
、
夜
間
が

55

～
67
dB

で
あ
る
。
 

 2.
環
境
保
全
措
置
 

●
環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果
 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 

種
類

 
遮

音
壁

の
設

置
 

位
置

 

環
境

基
準

を
超

過
す

る
地

点
 

（
桜

井
I
C
周

辺
、

牛
句

I
C
周

辺
、

岩
森

交
差

点
周

辺
、

宇
津

谷
 

交
差

点
周

辺
）

遮
音

壁
の

高
さ

 

桜
井

I
C
周

辺
：

1
.
0
ｍ

 

牛
句

I
C
周

辺
：

1
.
5
ｍ

(
ラ

ン
プ

部
)
 

岩
森

交
差

点
周

辺
：

2
.
5
～

4
.
5
ｍ

 

宇
津

谷
交

差
点

周
辺

：
1
.
0
ｍ

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

遮
蔽

効
果

に
よ

り
騒

音
を

低
減

で
き

る
。

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
特

に
な

し
 

 3.
事
後
調
査
 

予
測
手
法
は
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
予

測
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
採
用
し
た
環
境
保
全
措
置
に
つ
い
て
も
効
果
に

係
る
知
見
が
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
、
効

果
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

後
調
査
は
実
施
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
道
路
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
集
落
及
び

市
街
地
を
で
き
る
限
り
回
避
し
た
計
画
と
し
て
お
り
、
住

居
等
の
保
全
対
象
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回

避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
基
準
値
を
超
過
す
る
と
予
測
さ
れ
る
、
桜
井
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
、
牛
句
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
、

岩
森

交
差

点
周

辺
及

び
宇

津
谷

交
差

点
周

辺
に

お
い

て

は
、
環
境
保
全
措
置
と
し
て
遮
音
壁
の
設
置
を
行
い
、
環

境
負
荷
を
低
減
す
る
。
 

な
お
、
牛
句
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
、
岩
森
交
差
点

周
辺
及
び
宇
津
谷
交
差
点
周
辺
に
お
い
て
は
、
既
存
道
路

へ
の
遮
音
壁
の
設
置
は
考
慮
し
て
い
な
い
が
、
計
画
路
線

に
お
い
て
遮
音
壁
の
設
置
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
計
画
路

線
か
ら
の
自
動
車
の
走
行
に
係
る
騒
音
が

0～
23
ｄ
B
低

減
さ
れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
既
存
道
路
の
影
響
を
考
慮
し

た
自
動
車
の
走
行
に
係
る
騒
音
も
低
減
さ
れ
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能

な
範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も

の
と
評
価
す
る
。
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表
9-
1-
1(
7)
 
 環

境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因
 

の
区
分
 

大 気 環 境
 

騒
音
 

騒
音
 

建
設

機
械

の
稼
働
 

＜
騒
音
の
状
況
＞
 

騒
音
レ
ベ
ル
の

90
％
レ
ン
ジ
の
上
端
値
Ｌ

A5
は
、
45
～

50
dB
(一

般
環
境
昼
夜
)で

あ
る
。
 

1.
予
測
結
果
 

予
測
結
果
は
、
77
～
97
dB

で
あ
る
。
 

 2.
環
境
保
全
措
置
 

●
環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果
 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

作
業

方
法

へ
の

配
慮

 

位
置

 
建

設
機

械
が

稼
働

す
る

場
所

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

遮
蔽

効
果

に
よ

り
騒

音
を

低
減

で
き

る
。

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
大

気
質
・
振

動
へ

の
影

響
が

緩
和

さ
れ

る
。

 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

低
騒

音
型

機
械

の
使

用
 

位
置

 
建

設
機

械
が

稼
働

す
る

場
所

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

低
騒

音
型

建
設

機
械

を
採

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
騒

音
の

発
生

を
低

減
で

き
る

。
 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
特

に
な

し
 

 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 

種
類

 
仮

囲
い

（
防

音
パ

ネ
ル

）
の

設
置

 

位
置

 

規
制

基
準

を
超

過
す

る
地

点
で

の
工

事
敷

地
境

界
（

甲
府

市
桜

井
町

、
甲

斐
市

牛
句

、

甲
斐

市
宇

津
谷

（
東

部
）

）
 

遮
音

壁
の

高
さ

 

甲
府

市
桜

井
町

：
5
.
0
ｍ

 

甲
斐

市
牛

句
：

5
.
0
ｍ

 

甲
斐

市
宇

津
谷

東
部

：
6
.
0
ｍ

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

遮
蔽

効
果

に
よ

り
騒

音
を

低
減

で
き

る
。

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
大

気
質

へ
の

影
響

が
緩

和
さ

れ
る

。
 

  

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
道
路
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
集
落
及
び

市
街
地
を
で
き
る
限
り
回
避
し
た
計
画
と
し
て
お
り
、
住

居
等
の
保
全
対
象
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回

避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
工
事
施
工
ヤ
ー
ド
は
計
画
路
線
の
区
域
内
を
極

力
利
用
す
る
計
画
と
し
て
お
り
、
環
境
保
全
措
置
と
し
て

作
業
方
法
へ
の
配
慮
、
低
騒
音
型
機
械
の
使
用
及
び
仮
囲

い
（
防
音
パ
ネ
ル
）
の
設
置
を
実
施
し
、
環
境
負
荷
を
低

減
す
る
。
 

さ
ら
に
、
住
居
等
の
保
全
対
象
の
近
く
で
は
、
超
低
騒

音
型
機
械
の
使
用
を
検
討
す
る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の

と
評
価
す
る
。
 

 ＜
基
準
又
は
目
標
と
の
整
合
性
に
係
る
評
価
＞
 

評
価
結
果
よ
り
、
建
設
機
械
の
稼
働
に
係
る
騒
音
の
予

測
値
は
、
全
て
の
予
測
地
点
で
基
準
値
を
下
回
っ
て
お
り
、

基
準
等
と
の
整
合
は
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
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表
9-
1-
1(
8)
 
 環

境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因
 

の
区
分
 

大 気 環 境
 

騒
音
 

騒
音
 

建
設
機
械

の
稼
働
 

 
3.
事
後
調
査
 

予
測
手
法
は
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
予

測
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
採
用
し
た
環
境
保
全
措
置
に
つ
い
て
も
効
果
に

係
る
知
見
が
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
、
効

果
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

後
調
査
は
実
施
し
な
い
も
の
と
す
る
。
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表
9-
1-
1(
9)
 
 環

境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境

要
素

の
区
分
 

影
響

要
因

の
区
分
 

大 気 環 境
 

騒
音
 

騒
音
 

工
事
用
車

両
の
運
行
 

＜
騒
音
の
状
況
＞
 

等
価
騒
音
レ
ベ
ル
( Ｌ

Ae
q)
は
、
61
～
70
dB

で
あ
る
。
 

自
動
車
交
通
量
は
、
1,
51
0
台
/日

～
13
,7
94

台
/日

で
あ

る
。
 

1.
予
測
結
果
 

予
測
結
果
は
、
62
～
70
dB

で
あ
る
。
 

 2.
環
境
保
全
措
置
 

●
環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果
 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

工
事

用
車

両
の

運
行

計
画

の
配

慮
 

位
置

 
工

事
用

車
両

が
通

行
す

る
道

路
 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

工
事

用
車

両
の

分
散

運
行

や
規

制
速

度
の

遵
守

等
の

配
慮

に
よ

り
、

騒
音

の
発

生
を

低
減

で
き

る
。

 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
大

気
質

へ
の

影
響

が
緩

和
さ

れ
る

。
 

 

3.
事
後
評
価
 

予
測
手
法
は
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
予

測
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
採
用
し
た
環
境
保
全
措
置
に
つ
い
て
も
効
果
に

係
る
知
見
が
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
、
効

果
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

後
調
査
は
実
施
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
道
路
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
集
落
及
び

市
街
地
を
で
き
る
限
り
回
避
し
た
計
画
と
し
て
お
り
、
住

居
等
の
保
全
対
象
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回

避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
環
境
保
全
措
置
と
し
て
工
事
用
車
両
の
運
行
計

画
の
配
慮
を
実
施
し
、
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の

と
評
価
す
る
。
 

 ＜
基
準
又
は
目
標
と
の
整
合
性
に
係
る
評
価
＞
 

評
価
結
果
よ
り
、
工
事
用
車
両
の
運
行
に
係
る
騒
音
の

予
測
値
は
、
全
て
の
予
測
地
点
で
基
準
値
を
下
回
っ
て
お

り
、
基
準
等
と
の
整
合
は
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す

る
。
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表
9-
1-
1(
10
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境

要
素

の
区
分
 

影
響

要
因

の
区
分
 

大 気 環 境
 

振
動
 

振
動
 

自
動
車
の

走
行
 

＜
振
動
の
状
況
＞
 

振
動
レ
ベ
ル
の

80
％
レ
ン
ジ
の
上
端
値
( Ｌ

10
)は

、
昼

間
で

30
dB

未
満
～
41
dB
、
夜
間
で

30
dB

未
満
～
32
dB

で

あ
る
。
 

●
振
動
レ
ベ
ル
の
調
査
結
果
 

(振
動
レ
ベ
ル
の

80
％
レ
ン
ジ
の
上
端
値
) 

振
動
 

種
別
 

地
点

番
号

調
査
地
点
 

調
査
結
果
(d
B)
 

昼
間
 

夜
間
 

一
般
 

環
境
 

振
動
 

1 
甲
府
市
桜
井
町
 

34
 

<3
0 

2 
甲
府
市
塚
原
町
 

<3
0 

<3
0 

3 
甲
斐
市
牛
句
 

<3
0 

<3
0 

4 
甲
斐
市
団
子
新
居
 

<3
0 

<3
0 

5 
甲
府
市
宇
津
谷
 

<3
0 

<3
0 

注
）
1.
調
査
結
果
は
昼
間
（
８
時
～
19

時
）
、
夜
間

（
19
～

8

時
）
の
平
均
値
で
あ
る
。
 

2.
調
査
結
果
の
「
<3
0」

は
、
測
定
限
界

30
dB

未
満
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
。
 

 

振
動
 

種
別
 

地
点

番
号

調
査
地
点
 

調
査
結
果
(d
B)
 

昼
間
 

夜
間
 

A 
甲
府
市
桜
井
町
 

40
 

32
 

B 
甲
府
市
古
府
中
町
 

<3
0 

<3
0 

C 
甲
府
市
山
宮
町
 

<3
0 

<3
0 

D 
甲
斐
市
牛
句
 

31
 

<3
0 

E 
甲
斐
市
団
子
新
居
 

<3
0 

<3
0 

F 
甲
斐
市
宇
津
谷
出
口
 

41
 

32
 

注
）
1.
調
査
結
果
は
昼
間
（
８
時
～
19

時
）
、
夜
間

（
19
～

8

時
）
の
平
均
値
で
あ
る
。
 

2.
調
査
結
果
の
「
<3
0」

は
、
測
定
限
界

30
dB

未
満
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
。
 

 ＜
地
盤
の
状
況
＞
 

計
画
路
線
沿
道
の
地
表
面
の
地
盤
種
別
は
、
各
地
点
と

も
砂
地
盤
で
あ
る
。
地
盤
卓
越
振
動
数
は

17
.2
～
43
.5
Hz

で
あ
る
。
 

1.
予
測
結
果
 

予
測

結
果

は
、

昼
間

が
39

～
50
dB

、
夜

間
が

38
～

49
dB

で
あ
る
。
 

 2.
環
境
保
全
措
置
 

予
測
結
果
よ
り
、
自
動
車
の
走
行
に
係
る
振
動
に
関
し

て
は
規
制
基
準
を
下
回
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
環
境
保

全
措
置
の
検
討
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
 

 3.
事
後
調
査
 

予
測
手
法
は
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
予

測
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

後
調
査
は
実
施
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
道
路
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
集
落
及
び

市
街
地
を
で
き
る
限
り
回
避
し
た
計
画
と
し
て
お
り
、
住

居
等
の
保
全
対
象
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回

避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の

と
評
価
す
る
。
 

 ＜
基
準
又
は
目
標
と
の
整
合
性
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
を
走
行
す
る
車
両
か
ら
生
じ
る
振
動
レ
ベ
ル

に
つ
い
て
は
、
全
て
の
予
測
地
点
及
び
時
間
区
分
に
お
い

て
基
準
値
を
下
回
っ
て
お
り
、
基
準
等
と
の
整
合
は
図
ら

れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。
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表
9-
1-
1(
11
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因

の
区
分
 

大 気 環 境
 

振
動
 

振
動
 

建
設

機
械

の
稼
働
 

＜
地
盤
の
状
況
＞
 

計
画
路
線
沿
道
の
地
表
面
の
地
盤
種
別
は
、
各
地
点
と

も
未
固
結
地
盤
で
あ
る
。
 

1.
予
測
結
果
 

予
測
結
果
は

51
～
63
dB

で
あ
る
。
 

 2.
環
境
保
全
措
置
 

●
環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果
 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

作
業

方
法

へ
の

配
慮

 

位
置

 
建

設
機

械
が

稼
働

す
る

場
所

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

作
業

方
法

へ
配

慮
す

る
こ

と
に

よ
り

、
振

動
の

発
生

を
低

減
で

き
る

。
 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
大

気
質

へ
の

影
響

が
緩

和
さ

れ
る

。
 

 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

低
振

動
型

機
械

の
使

用
 

位
置

 
建

設
機

械
が

稼
働

す
る

場
所

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

低
振

動
型

建
設

機
械

を
採

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
振

動
の

発
生

を
低

減
で

き
る

。
な

お
、

低
振

動
型

に
指

定
さ

れ
て

い
る

建
設

機
械

は
限

ら
れ

て
い

る
た

め
、

指
定

さ
れ

て
い

る
機

種
(
バ

イ
ブ

ロ
ハ

ン
マ

)
を

用
い

る
工

事
に

限
ら

れ
た

環
境

保
全

措
置

で
あ

る
。

 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
特

に
な

し
 

 3.
事
後
調
査
 

予
測
手
法
は
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
予

測
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
採
用
し
た
環
境
保
全
措
置
に
つ
い
て
も
効
果
に

係
る
知
見
が
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
、
効

果
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

後
調
査
は
実
施
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
道
路
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
集
落
及
び

市
街
地
を
で
き
る
限
り
回
避
し
た
計
画
と
し
て
お
り
、
住

居
等
の
保
全
対
象
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回

避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
環
境
保
全
措
置
と
し
て
作
業
方
法
へ
の
配
慮
及

び
低
振
動
型
機
械
の
使
用
を
実
施
し
、
環
境
負
荷
を
低
減

す
る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の

と
評
価
す
る
。
 

 ＜
基
準
又
は
目
標
と
の
整
合
性
に
係
る
評
価
＞
 

評
価
結
果
よ
り
、
建
設
機
械
の
稼
働
に
係
る
振
動
の
予

測
値
は
、
全
て
の
予
測
地
点
で
基
準
値
を
下
回
っ
て
お
り

、
基
準
等
と
の
整
合
は
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る

。
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表
9-
1-
1(
12
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因

の
区
分
 

大 気 環 境
 

振
動
 

振
動
 

工
事

用
車

両
の
運
行
 

<振
動
の
状
況
> 

振
動

レ
ベ

ル
の

80
％

レ
ン

ジ
の

上
端

値
(
Ｌ

10
)
は

、

30
dB

未
満
～
41
dB

で
あ
る
。
 

 

●
振
動
レ
ベ
ル
の
調
査
結
果
(振

動
レ
ベ
ル
の

80
％
レ
ン
ジ
の

上
端
値
) 調
査
地
点
 

路
線
名
 

調
査
結
果

(d
B)
 

甲
府
市
桜
井
町
 

国
道

14
0
号
(西

関
東
連
絡
道
路
)

40
 

甲
府
市
古
府
中
町
 

県
道
甲
府
山
梨
線
 

<3
0 

甲
府
市
山
宮
町
 

県
道
甲
府
昇
仙
峡
線
 

<3
0 

甲
斐
市
牛
句
 

県
道
敷
島
竜
王
線
 

31
 

甲
斐
市
団
子
新
居
 

県
道
島
上
条
宮
久
保
絵
見
堂
線
 

<3
0 

甲
斐
市
宇
津
谷
出
口
 

県
道
甲
府
韮
崎
線
 

41
 

注
1）

調
査
結
果
は
昼
間
（
８
時
～
19

時
）
の
平
均
値
で
あ
る
。
 

注
2）

調
査
結
果
の
「
<3
0」

は
、
測
定
限
界

30
dB

未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
 

  

＜
地
盤
の
状
況
＞
 

地
盤
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「

自
動
車
の
走
行
に
係
る
振

動
」
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
 

1.
予
測
結
果
 

予
測
結
果
は
、
30
dB

未
満
～
42
dB

で
あ
る
。
 

 

2.
環
境
保
全
措
置
 

●
環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果
 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

工
事

用
車

両
の

運
行

計
画

の
配

慮
 

位
置

 
工

事
用

車
両

が
通

行
す

る
道

路
 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

工
事

用
車

両
の

分
散

運
行

や
規

制
速

度
の

遵
守

等
の

配
慮

に
よ

り
、

振
動

の
発

生
を

低
減

で
き

る
。

 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
大

気
質

・
騒

音
へ

の
影

響
が

緩
和

さ
れ

る
。

 

3.
事
後
調
査
 

予
測
手
法
は
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
予

測
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
採
用
し
た
環
境
保
全
措
置
に
つ
い
て
も
効
果
に

係
る
知
見
が
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
、
効

果
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

後
調
査
は
実
施
し
な
い
も
の
と
す
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
道
路
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
集
落
及
び

市
街
地
を
で
き
る
限
り
回
避
し
た
計
画
と
し
て
お
り
、
住

居
等
の
保
全
対
象
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回

避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
環
境
保
全
措
置
と
し
て
工
事
用
車
両
の
運
行
計

画
の
配
慮
を
実
施
し
、
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の

と
評
価
す
る
。
 

 ＜
基
準
又
は
目
標
と
の
整
合
性
に
係
る
評
価
＞
 

評
価
結
果
よ
り
、
工
事
用
車
両
の
運
行
に
係
る
振
動
の

予
測
値
は
、
全
て
の
予
測
地
点
で
基
準
値
を
下
回
っ
て
お

り
、
基
準
等
と
の
整
合
は
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す

る
。
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表
9-
1-
1(
13
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境

要
素

の
区
分
 

影
響

要
因

の
区
分
 

大 気 環 境
 

低
周

波
音
 

低
周
波
音

自
動

車
の

走
行
 

＜
住
居
等
の
状
況
＞
 

住
居
等
の
位
置
は
、
各
調
査
地
に
お
い
て
、
数
軒
～
数

十
軒
の
１
～
２
階
建
て
木
造
住
居
、
あ
る
い
は
木
造
住
居

と
事
務
所
が
立
地
し
て
い
る
。
 

   

1.
予
測
結
果
 

予
測
結
果
は
、
Ｌ

50
が

66
～
74
dB
、
Ｌ

G5
が

75
～
82
dB

で
あ
る
。
 

 2.
環
境
保
全
措
置
 

予
測
結
果
よ
り
、
自
動
車
の
走
行
に
係
る
低
周
波
音
に

関
し
て
は
低
周
波
音
の
参
考
と
な
る
指
標
を
下
回
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
環
境
保
全
措
置
の
検
討
は
行
わ
な
い
も

の
と
す
る
。
 

 3.
事
後
調
査
 

予
測
手
法
は
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
予

測
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

後
調
査
は
実
施
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
道
路
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
集
落
及
び

市
街
地
を
で
き
る
限
り
回
避
し
た
計
画
と
し
て
お
り
、
住

居
等
の
保
全
対
象
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回

避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の

と
評
価
す
る
。
 

 ＜
基
準
又
は
目
標
と
の
整
合
性
に
係
る
評
価
＞
 

全
て
の
予
測
地
点
で
参
考
値
を
下
回
っ
て
お
り
、
基
準

等
と
の
整
合
は
図
ら
れ
る
と
評
価
す
る
。
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表
9-
1-
1(
14
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因
 

の
区
分
 

水 環 境
 

地
下

水

の
水

質

及
び

水

位
 

地
下

水
の

水
位
 

工
事

の
実

施
 

（
切

土
工

等
又

は
既

存
の

工
作

物
の
除
去
）
 

＜
地
下
水
の
状
況
＞
 

地
下
水
位
の
経
年
変
化
を
見
る
と
、
甲
府
１
号
井
及
び

甲
府
２
号
井
の
年
平
均
の
地
下
水
の
水
位
は
、
上
昇
傾
向

に
あ
る
。
そ
の
他
の
観
測
井
で
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
に
推
移

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
観
測
井
は
、
地
表
面
か
ら

2～
6ｍ

程
度
と
地
表
面
に
近
い
水
位
の
地
点
が
多
い
。
 

 ＜
帯
水
層
の
地
質
・
水
理
の
状
況
＞
 

●
地
質
の
状
況
 

荒
川
よ
り
西
側
（
甲
斐
市
側
）
に
は
第
四
紀
更
新
世
以

降
の
比
較
的
新
し
い
時
代
の
堆
積
物
が
分
布
し
て
お
り
、

丘
陵
性
の
な
だ
ら
か
な
斜
面
が
発
達
し
て
い
る
。
一
方
、

荒
川
よ
り
東
側
（
甲
府
市
側
）
に
は
、
第
三
紀
中
新
世
～

鮮
新
世
の
深
成
岩
類
お
よ
び
火
山
岩
類
が
比
較
的
急
峻
な

山
地
を
形
成
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
山
麓
斜
面
や
谷
部
を
、
段
丘
堆
積
物
・

扇
状
地
堆
積
物
お
よ
び
崖
錐
堆
積
物
が
埋
め
る
構
造
と
な

っ
て
い
る
。
 

●
地
下
水
の
存
在
状
況
 
 

地
下
水
は
、
岩
盤
部
で
は
深
部
に
、
扇
状
地
堆
積
物
部

で
は
表
層
部
に
存
在
す
る
。
 

1.
予
測
結
果
 

(1
) 
地
下
水
の
水
位
 

1
号
ト
ン
ネ
ル
岩
盤
部
は
、
岩
盤
部
の
地
下
水
が
低
い

位
置
に
あ
る
た
め
、
地
表
付
近
に
存
在
す
る
土
壌
水
と
の

関
連
性
は
低
く
、
地
表
付
近
に
存
在
す
る
土
壌
水
に
変
化

は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
。
 

1
号
ト
ン
ネ
ル
扇
状
地
堆
積
物
部
は
、
扇
状
地
堆
積
物

中
の
地
表
近
く
に
地
下
水
が
存
在
す
る
た
め
、
工
事
中
の

地
下
水
の
状
況
を
観
測
し
、
そ
の
結
果
を
施
工
方
法
に
反

映
さ
せ
る
方
法
で
工
事
を
施
工
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
影

響
を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

2
号
ト
ン
ネ
ル
の
周
辺
は
、
山
裾
を
通
過
す
る
計
画
で

地
下
水
位
が
低
い
た
め
、
地
表
付
近
に
存
在
す
る
土
壌
水

と
の
関
連
性
は
低
く
、
地
表
付
近
に
存
在
す
る
土
壌
水
に

変
化
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
。
ま
た
、
丸
山
た
め
池
（
千

代
田
湖
）
の
湖
水
は
、
地
下
水
と
の
関
連
性
が
低
く
、
常

時
、
湖
底
へ
の
浸
透
量
以
上
の
沢
水
の
流
入
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
丸
山
た
め
池
（
千
代
田
湖
）
の
湖
水
に
変
化
は
ほ

と
ん
ど
生
じ
な
い
。
 

3
号
ト
ン
ネ
ル
の
周
辺
は
、
地
下
水
位
が
低
い
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水
及
び
土
壌
水
の
変
化
は
ほ
と

ん
ど
生
じ
な
い
。
 

3
号
ト
ン
ネ
ル
以
西
の
土
工
区
間
は
、
地
下
水
位
が
計

画
道
路
の
施
工
基
面
よ
り
も
低
い
た
め
、
地
下
水
及
び
土

壌
水
に
変
化
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
。
 

3
号
ト
ン
ネ
ル
以
西
の
橋
梁
区
間
は
、
橋
梁
基
礎
掘
削

が
帯
水
層
表
層
の
極
一
部
に
限
ら
れ
る
た
め
、
地
下
水
及

び
土
壌
水
に
変
化
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
。
 

 

(2
) 
温
泉
 

温
泉
水
は
、
沢
水
や
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
の
地
下
水
と
明
ら

か
に
水
質
が
異
な
り
、
よ
り
深
部
を
流
動
し
、
計
画
道
路

周
辺
の
地
下
水
と
の
関
連
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
加

え
て
、
計
画
道
路
に
関
連
す
る
流
域
面
積
は
、
甲
府
盆
地

内
北
側
の
流
域
面
に
比
べ
て
非
常
に
小
さ
い
こ
と
か
ら
、

温
泉
に
変
化
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
、
ト
ン
ネ
ル
区
間
の
大
半
が
岩
盤
部
を
通

過
す
る
計
画
で
あ
り
、
工
事
の
実
施
に
よ
り
地
表
付
近
に

存
在
す
る
土
壌
水
へ
の
変
化
が
極
力
小
さ
く
な
る
よ
う
に

配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回
避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
予
測
結
果
か
ら
、
１
号
ト
ン
ネ
ル
岩
盤
部
、
２

号
ト
ン
ネ
ル
の
周
辺
、
３
号
ト
ン
ネ
ル
の
周
辺
、
３
号
ト

ン
ネ
ル
以
西
の
土
工
区
間
及
び
３
号
ト
ン
ネ
ル
以
西
の
橋

梁
区
間
で
は
、
工
事
の
実
施
に
よ
り
土
壌
水
に
変
化
は
ほ

と
ん
ど
生
じ
な
い
。
１
号
ト
ン
ネ
ル
扇
状
地
堆
積
物
部
で

は
、
工
事
中
の
地
下
水
の
状
況
を
観
測
し
、
そ
の
結
果
を

施
工
方
法
に
反
映
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
工
事
を
施
工
す
る

こ
と
で
影
響
を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
温
泉
に
つ
い

て
も
変
化
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
い
。
 

さ
ら
に
、
工
事
の
実
施
中
に
掘
削
等
に
伴
っ
て
発
生
す

る
工
事
排
水
に
つ
い
て
は
、
評
価
書

P2
5「

e)
工
事
中
の

水
質
監
視
等
」
で
記
載
し
て
い
る
内
容
を
環
境
保
全
措
置

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
環
境
影
響
を
低
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の

と
評
価
す
る
。
 

な
お
、
事
業
実
施
区
域
周
辺
の
個
別
の
井
戸
等
に
つ
い

て
は
、
事
業
実
施
段
階
で
、
井
戸
分
布
等
の
詳
細
な
調
査

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
。
ま
た
、

ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
に
よ
る
地
下
水
位
の
低
下
等
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
箇
所
に
お
い
て
、
工
事
の
実
施
に
当
た
っ

て
当
該
影
響
が
見
ら
れ
る
際
に
は
、
地
下
水
等
へ
の
影
響

の
低
減
効
果
を
含
め
て
、
施
工
方
法
を
検
討
し
、
確
実
に

対
策
を
実
施
す
る
。
温
泉
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
工
事
中
及
び
供
用
後
の
温
泉
の
状
況

の
把
握
に
努
め
る
。
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表
9-
1-
1(
15
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境

要
素

の
区
分
 

影
響
要
因
 

の
区
分
 

水 環 境
 

地
下

水
の

水
質

及
び

水
位
 

地
下

水
の

水
位
 

工
事

の
実

施
 

（
切

土
工

等
又

は
既

存
の

工
作

物
の

除

去
）
 

●
水
理
の
状
況
 

(a
)ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
孔
に
お
け
る
地
下
水
位
 

地
下
水
位
は
、
安
定
し
て
お
り
、
岩
盤
部
で
低
く
扇
状

地
堆
積
物
部
で
高
い
。
 

ま
た
、
荒
川
以
西
の
丘
陵
性
の
斜
面
で
は
、
既
存
ボ
ー

リ
ン
グ
に
よ
り
地
表
面
か
ら
深
度

10
m
ま
で
は
地
下
水
位

が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
 

(b
)各

地
層
の
透
水
性
 

新
期
扇
状
地
堆
積
物
、
古
期
扇
状
地
堆
積
物
は
礫
混
じ

り
土
で
あ
る
が
、
礫
の
一
般
値
に
比
べ
小
さ
な
値
を
示
し

て
い
る
。
昇
仙
峡
花
崗
岩
の
透
水
係
数
は
低
い
。
 

(c
)た

め
池
の
水
位
状
況
 

千
代
田
湖
の
観
測
さ
れ
た
水
位
は
、
人
為
的
に
操
作
さ

れ
た

20
09

年
9～

10
月
を
除
き
、
す
べ
て
余
水
吐
け
高
さ

以
上
で
あ
る
。
 

(d
)水

質
調
査
（
電
気
伝
導
率
）
 

沢
水
、
た
め
池
及
び
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
の
電
気
伝
導
率
は

概
ね

25
mS
/m

以
下
で
あ
り
、
深
井
戸
は

50
mS
/m

以
下
で

あ
る
。
一
方
、
温
泉
水
は

50
mS
/m
～
27
0m
S/
m
の
範
囲
の

結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
 

(e
)水

質
調
査
（
イ
オ
ン
分
析
）
 

都
市
計
画
対
象
道
路
事
業
実
施
区
域
の
地
下
水
等
は
、

「
沢
水
、
た
め
池
」
、
「
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
」
、
「
温
泉
水
」

の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ
れ
る
。
 

＜
温
泉
の
状
況
＞
 

湯
村
温
泉
は
、
主
に
花
崗
岩
と
安
山
岩
か
ら
の
揚
水
に

よ
り
温
泉
水
を
採
取
し
て
い
る
。
積
翠
寺
温
泉
（
要
害
温

泉
）
は
、
安
山
岩
の
下
部
に
あ
る
花
崗
岩
の
割
れ
目
か
ら

自
然
湧
出
し
て
い
る
温
泉
水
を
利
用
し
て
い
る
と
さ
れ

る
。
ま
た
、
甲
府
温
泉
は
、
透
水
性
の
高
い
沖
積
層
、
洪

積
層
を
流
動
し
て
い
る
温
泉
水
を
、
掘
削
井
に
よ
る
揚
水

に
よ
り
採
取
し
て
い
る
。
 

2.
環
境
保
全
措
置
 

予
測
結
果
よ
り
、
１
号
ト
ン
ネ
ル
岩
盤
部
、
２
号
ト
ン

ネ
ル
の
周
辺
、
３
号
ト
ン
ネ
ル
の
周
辺
、
３
号
ト
ン
ネ
ル

以
西
の
土
工
区
間
及
び
３
号
ト
ン
ネ
ル
以
西
の
橋
梁
区
間

で
は
、
工
事
の
実
施
に
よ
り
土
壌
水
に
変
化
は
ほ
と
ん
ど

生
じ
な
い
。
１
号
ト
ン
ネ
ル
扇
状
地
堆
積
物
部
で
は
、
工

事
中
の
地
下
水
の
状
況
を
観
測
し
、
そ
の
結
果
を
施
工
方

法
に
反
映
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
工
事
を
施
工
す
る
こ
と
で

影
響
を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
温
泉

に
つ

い
て

も
変

化
は

ほ
と

ん
ど

生
じ

な
い

と
考

え
ら

れ

る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
水
位
及
び
温
泉
に
つ
い

て
は
環
境
保
全
措
置
の
検
討
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

な
お
、
工
事
の
施
工
中
に
掘
削
等
に
伴
っ
て
発
生
す
る

工
事
排
水
に
つ
い
て
は
、
評
価
書

P2
5「

 e
)工

事
中
の
水

質
監
視
等
」
で
記
載
し
て
い
る
内
容
を
環
境
保
全
措
置
と

し
て
実
施
す
る
。
 

 3.
事
後
調
査
 

予
測
手
法
は
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
予

測
の
不
確
実
性
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

後
調
査
は
実
施
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
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表
9-
1-
1(
16
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素
 

の
区
分
 

影
響
要
因
 

の
区
分
 

土 壌 に 係 る 環 境 そ の 他 の 環 境
 

地
形

及

び
地
質
 

重
要

な
地

形

及
び
地
質
 

土
地

又
は

工
作

物
の

存
在

及
び

供
用
（
道
路

の
存
在
）
 

 工
事

の
実

施
 

（
工

事
施

工
ヤ

ー
ド

の
設
置
、
工

事
用

道
路

の
設
置
）
 

＜
地
形
及
び
地
質
の
概
況
＞
 

●
地
形
の
概
況
 

調
査
区
域
は
山
梨
県
の
ほ
ぼ
中
央
の
甲
府
盆
地
北
辺
に

位
置
し
、
東
側
は
主
に
山
地
と
扇
状
地
で
構
成
さ
れ
、
西

側
は

主
に

火
山

山
地

と
韮

崎
岩

屑
流

で
構

成
さ

れ
る

ほ

か
、
釜
無
川
周
辺
域
で
谷
底
平
野
と
扇
状
地
が
分
布
し
て

い
る
。
 

 ●
地
質
の
概
況
 

調
査
区
域
の
主
な
地
質
は
、
東
側
が
水
ヶ
森
火
山
岩
（
安

山
岩
、
安
山
岩
質
凝
灰
角
礫
岩
な
ど
）
を
始
め
と
す
る
火

山
岩
を
基
盤
と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
西
側
で
は
山
側

で
黒
富
士
火
砕
流
（
デ
イ
サ
イ
ト
火
砕
流
堆
積
物
）、

低
地

で
砂
礫
か
ら
な
る
堆
積
物
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
千
代
田
湖
周
辺
に
は
黒
雲
母
花
崗
岩
な
ど
の
酸
性
深

成
岩
（
貫
入
岩
類
）
が
露
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
非
火

山
地
で
あ
る
甲
府
市
街
地
周
辺
は
、
扇
状
地
堆
積
物
や
段

丘
堆
積
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

 

＜
重
要
な
地
形
と
自
然
物
及
び
地
質
の
分
布
、
状
態
及
び

特
性
＞
 

重
要
な
地
形
と
自
然
物
と
し
て
「
御
岳
昇
仙
峡
」
、
「
御

岳
昇
仙
峡
の
方
状
節
理
」
、
「
御
岳
昇
仙
峡
の
甌
穴
群
」
、

「
甲
斐
市
（
旧
敷
島
町
）
亀
沢
の
船
石
」
、
「
泣
石
」
、

「
団
子
石
」
、
「
御
勅
使
川
扇
状
地
と
信
玄
堤
」
が
存
在

す
る
。
 

ま
た
、
重
要
な
地
質
体
と
し
て
「
甲
府
盆
地
地
下
の
姶

良
Tn

火
山
灰
(A
T)
層
」、
「
甲
府
市
相
川
の
ナ
ウ
マ
ン
象
化

石
産
地
」、
「「

穴
観
音
」
付
近
の
黒
富
士
火
砕
流
と
韮
崎
岩

屑
流
」
が
存
在
す
る
。
 

1.
予
測
結
果
 

＜
重
要
な
地
形
と
自
然
物
＞
 

●
泣
石
 

泣
石
は
都
市
計
画
対
象
道
路
事
業
実
施
区
域
外
に
存
在

し
、
改
変
又
は
消
失
等
の
影
響
は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。

ま
た
、
甲
斐
市
に
よ
り
フ
ェ
ン
ス
が
設
置
さ
れ
良
好
に

保
存
さ
れ
て
お
り
、
直
近
に
あ
る
鉄
道
の
通
過
に
よ
る
振

動
の
影
響
も
み
ら
れ
な
い
た
め
、
泣
石
は
安
定
し
た
巨
石

で
あ
る
と
予
測
さ
れ
る
。
 

し
た
が
っ
て
、
周
辺
環
境
の
変
化
に
よ
る
劣
化
や
不
安

定
化
の
促
進
等
の
間
接
的
な
影
響
も
な
い
と
予
測
す
る
。

 ＜
重
要
な
地
質
体
＞
 

●
甲
府
盆
地
地
下
の
姶
良

Tn
火
山
灰
(A
T)
層
 

姶
良

Tn
火
山
灰
の
分
布
域
の
端
部
（
山
梨
県
天
然
記
念

物
緊
急
調
査
報
告
書
に
よ
る
）
は
、
都
市
計
画
対
象
道
路

事
業
実
施
区
域
外
に
存
在
し
、
改
変
又
は
消
失
等
の
影
響

は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

ま
た
、
姶
良

Tn
火
山
灰
の
分
布
す
る
地
域
は
、
市
街
地

又
は
ブ
ド
ウ
畑
と
な
っ
て
お
り
既
に
開
発
が
な
さ
れ
て
い

る
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
火
山
灰
層
は
地
中
に
存
在
す
る

た
め
、
周
辺
環
境
条
件
の
変
化
（
地
上
部
）
に
よ
る
風
化

や
劣
化
の
促
進
等
の
影
響
は
な
い
も
の
と
予
測
す
る
。
 

 

2.
環
境
保
全
措
置
 

予
測
結
果
よ
り
、
事
業
の
実
施
に
よ
り
改
変
又
は
消
失

す
る
重
要
な
地
形
と
自
然
物
及
び
地
質
体
は
存
在
し
な
い

た
め
、
環
境
保
全
措
置
の
検
討
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

 

3 .
事
後
調
査
 

予
測
手
法
は
事
業
の
実
施
に
伴
う
改
変
範
囲
と
重
要
な

地
形
と
自
然
物
及
び
地
質
体
の
分
布
範
囲
を
重
ね
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、
予
測
の
不
確
実
性
は
小
さ

い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
後
調
査
は
実
施
し
な
い

こ
と
と
す
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
、
重
要
な
地
形
と
自
然
物
及
び
地
質
体
の

保
全
の
観
点
か
ら
、
改
変
量
を
極
力
抑
え
た
計
画
と
し
て

い
る
。
 

ま
た
、
予
測
結
果
か
ら
、
事
業
の
実
施
に
よ
り
改
変
又

は
消
失
す
る
重
要
な
地
形
と
自
然
物
及
び
地
質
体
が
存
在

し
な
い
た
め
、
事
業
の
実
施
に
伴
う
著
し
い
環
境
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の

と
評
価
す
る
。
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表
9-
1-
1(
17
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因
 

の
区
分
 

土 壌 に 係 る 環 境 そ の 他 の 環 境
 

そ
の

他
の

環
境

要
素
 

日
照
阻
害

土
地

又
は

工

作
物

の
存

在

及
び

供
用

（
道

路
（

嵩

上
式

）
の

存

在
）
 

 

＜
住
居
等
及
び
地
形
の
状
況
＞
 

計
画
路

線
周
辺
地

域
に

中
高
層
建

築
物

は
存
在
せ

ず
、

現
況
地
形
に
よ
る
影
響
も
み
ら
れ
な
い
。
 

1.
予
測
結
果
 

予
測
結

果
は
、
い

ず
れ

の
地
点
で

も
「

公
共
施
設

の
設

置
に
起
因
す

る
日

陰
に
よ
り

生
ず

る
損
害
等

に
係

る
費
用

負
担
に
つ
い
て
」（

昭
和

51
年
建
設
省
計
用
発
第
４
号
）

の
基
準
以
下
で
あ
る
。
 

 

2.
環
境
保
全
措
置
 

予
測
結

果
よ
り
、

道
路

（
嵩
上
式

）
の

存
在
に
係

る
日

照
阻
害
に
関

し
て

は
参
考
と

な
る

指
標
を
下

回
る

と
考
え

ら
れ
る
た
め

、
環

境
保
全
措

置
の

検
討
は
行

わ
な

い
も
の

と
す
る
。
 

 

3.
事
後
調
査
 

予
測
手

法
は
科
学

的
知

見
に
基
づ

く
も

の
で
あ
り

、
予

測
の
不
確
実

性
は

小
さ
い
と

考
え

ら
れ
る
こ

と
か

ら
、
事

後
調
査
は
実
施
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路

線
は
道
路

の
計

画
段
階
に

お
い

て
、
大
部

分
を

ト
ン
ネ
ル
構

造
と

し
て
改
変

面
積

を
極
力
小

さ
く

す
る
計

画
と
し
、
日

照
阻

害
へ
の
影

響
に

配
慮
し
、

環
境

負
荷
の

回
避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

こ
の
こ

と
か
ら
、

環
境

影
響
は
事

業
者

の
実
行
可

能
な

範
囲
内
で
で

き
る

限
り
回
避

又
は

低
減
さ
れ

て
い

る
も
の

と
評
価
す
る
。
 

 ＜
基
準
又
は
目
標
と
の
整
合
性
に
係
る
評
価
＞
 

全
て
の

予
測
地
点

で
参

考
値
を
下

回
っ

て
お
り
、

基
準

等
と
の
整
合
は
図
ら
れ
る
と
評
価
す
る
。
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表
9-
1-
1(
18
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因
 

の
区
分
 

動
物
 

重
要
な
種

及
び
注
目

す
べ
き
生

息
地
 

工
事
の
実
施
 

（
工

事
施

工

ヤ
ー

ド
の

設

置
、

工
事

用

道
路

等
の

設

置
、

建
設

機

械
の
稼
働
）
 

 土
地

又
は

工

作
物

の
存

在

及
び

供
用

（
道

路
の

存

在
）
 

●
動
物
の
生
息
の
状
況
及
び
重
要
な
種
等
の
状
況
 

＜
ほ
乳
類
＞
 

現
地
調
査
の
結
果
、
6
目

14
科

24
種
の
哺
乳
類
が
確
認

さ
れ
た

。
樹
林
で

は
ツ

キ
ノ
ワ
グ

マ
、

ニ
ホ
ン
ジ

カ
、

ノ

ウ
サ
ギ

、
キ
ツ
ネ

等
が

確
認
さ
れ

た
ほ

か
、
農
耕

地
で

は

タ
ヌ
キ

、
キ
ツ
ネ

、
ハ

ク
ビ
シ
ン

等
が

確
認
さ
れ

た
。

現

地
調
査

に
よ
り
確

認
さ

れ
た
重
要

な
ほ

乳
類
は
、

キ
ク

ガ

シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
ム
サ
サ
ビ
等

5
種
で
あ
っ
た
。
 

＜
鳥
類
＞
 

現
地
調
査
の
結
果
、
15

目
38

科
11
5
種
の
鳥
類
が
確
認

さ
れ
た

。
樹
林
で

は
ア

カ
ゲ
ラ
、

ヒ
ヨ

ド
リ
等
が

確
認

さ

れ
た
ほ
か
、
河
川
や
た
め
池
で
は
サ
ギ
類
、
カ
モ
類
等
が
、

農
耕
地

で
は
キ
ジ

バ
ト

、
ハ
ク
セ

キ
レ

イ
等
が
そ

れ
ぞ

れ

確
認
さ

れ
た
。
ま

た
、

甲
府
北
部

オ
オ

タ
カ
検
討

会
の

調

査
に
よ
っ
て
、
合
計

5
箇
所
で
オ
オ
タ
カ
の
営
巣
が
確
認

さ
れ
た
。
現
地
調
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
重
要
な
鳥
類
は
、

オ
オ
タ
カ
、
ハ
チ
ク
マ
、
フ
ク
ロ
ウ
等

27
種
で
あ
っ
た
。

＜
両
生
類
・
爬
虫
類
＞
 

現
地
調
査
の
結
果
、
1
目

4
科

9
種
の
両
生
類
、
2
目

6

科
13

種
の
爬
虫
類
が
確
認
さ
れ
た
。樹

林
で
は
カ
ナ
ヘ
ビ
、

ヤ
マ
カ

ガ
シ
等
が

確
認

さ
れ
た
ほ

か
、

水
辺
環
境

で
は

ト

ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
、
ツ
チ
ガ
エ
ル
等
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

た
め
池

で
は
ク
サ

ガ
メ

や
ア
カ
ミ

ミ
ガ

メ
等
が
、

農
耕

地

で
は
ア

マ
ガ
エ
ル

、
ト

ノ
サ
マ
ガ

エ
ル

等
が
そ
れ

ぞ
れ

確

認
さ
れ

た
。
現
地

調
査

に
よ
り
確

認
さ

れ
た
重
要

な
両

生

類
・
爬
虫
類
は
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
、
イ
シ
ガ
メ
等

5
種

で
あ
っ
た
。
 

＜
魚
類
＞
 

現
地
調
査
の
結
果
、
5
目

8
種

19
種
の
魚
類
が
確
認
さ

れ
た
。
 

塩
川
・
釜
無
川
で
は
ア
ユ
や
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
等
が
確
認
さ

れ
た
ほ

か
、
六
反

川
や

坊
沢
川
、

荒
川

等
で
は
ア

ブ
ラ

ハ

ヤ
や
ヨ

シ
ノ
ボ
リ

類
等

が
確
認
さ

れ
た

。
一
方
、

止
水

環

境
で
あ

る
千
代
田

湖
や

伊
豆
ノ
宮

た
め

池
で
は
コ

イ
や

ブ

ラ
ッ
ク

バ
ス
等
が

確
認

さ
れ
た
。

現
地

調
査
に
よ

り
確

認

さ
れ
た
重
要
な
魚
類
は
、
カ
ジ
カ
の

1
種
で
あ
っ
た
。
 

1.
予
測
結
果
 

＜
工
事

の
実
施
（

工
事

施
工
ヤ
ー

ド
の

設
置
、
工

事
用

道

路
等
の

設
置
、
建

設
機

械
の
稼
働

に
よ

る
影
響
）

及
び

土

地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用
（
道
路
の
存
在
）
＞
 

工
事
の
実
施
及
び
土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用

に
よ
り
、
以
下
の
種
に
対
す
る
影
響
が
予
測
さ
れ
る
。
 

【
影
響
が
予
測
さ
れ
る
種
】
 

キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
、
オ
オ
タ
カ
、
コ
オ
イ
ム
シ
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
、
ト
ラ
フ
カ
ミ
キ
リ
 

 2.
環
境
保
全
措
置
 

自
然

環
境

へ
の

影
響

を
低

減
す

る
よ

う
,
以

下
の

環
境

保
全
措
置
を
行
う
。
 

【
影
響
の
低
減
を
図
る
環
境
保
全
措
置
】
 

工
事
施
工
ヤ
ー
ド
及
び
工
事
用
道
路
の
計
画
路
線
区
域

内
利
用
、
照
明
の
漏
れ
出
し
の
抑
制
、
工
事
工
程
の
検

討
及
び
段
階
的
な
土
地
の
改
変
、
低
騒
音
型
・
低
振
動

型
機
械
の
使
用
、
工
事
従
事
者
へ
の
講
習
・
指
導
、
締

切
・
沈
砂
地
等
の
濁
水
処
理
の
実
施
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
等
に
よ
る
繁
殖
環
境
等
の
創
出
（
代
償
措
置
）

 3.
事
後
調
査
 

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
事
後
調
査
を
実
施
す
る
。
 

【
調
査
項
目
】
 

①
オ
オ
タ
カ
の
生
息
状
況
調
査
 

②
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
の
生
息
状
況
調
査
 

 ＜
事
後

調
査
の
結

果
に

よ
り
環
境

影
響

の
程
度
が

著
し

い

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
の
対
応
＞
 

事
後
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
生
息

環
境
の

大
幅
な
変

化
等

、
事
前
に

予
測

し
得
な
い

環
境

上

の
著
し

い
影
響
が

生
じ

た
こ
と
が

判
明

し
た
場
合

は
、

事

業
者
が
関
係
機
関
協
議
し
、
専
門
家
の
意
見
を
得
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
道
路
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
大
部
分
を

ト
ン
ネ
ル
構
造
と
し
て
改
変
面
積
を
極
力
小
さ
く
す
る
計

画
と
し
、
動
物
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回
避
・

低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

一
部
の
種
で
生
息
環
境
は
保
全
さ
れ
な
い
又
は
保
全
さ

れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
予
測
し
た
が
、
工
事
施
工
ヤ
ー

ド
及
び
工
事
用
道
路
の
計
画
路
線
区
域
内
利
用
、
照
明
の

漏
れ
出
し
の
抑
制
、
工
事
工
程
の
検
討
及
び
段
階
的
な
土

地
の
改
変
、
低
騒
音
型
・
低
振
動
型
機
械
の
使
用
、
工
事

従
事
者
へ
の
講
習
・
指
導
、
締
切
・
沈
砂
地
等
の
濁
水
処

理
の
実
施
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
等
に
よ
る
繁
殖
環
境

等
の
創
出
（
代
償
措
置
）
の
環
境
保
全
措
置
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め
る
。
 

な
お
、
工
事
工
程
の
検
討
及
び
段
階
的
な
土
地
の
改
変
、

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
等
に
よ
る
繁
殖
環
境
等
の
創
出
に

つ
い
て
は
、
環
境
保
全
措
置
の
効
果
に
不
確
実
性
が
生
じ

る
た
め
、
事
後
調
査
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
予
測
し
得
な

い
影
響
が
生
じ
た
場
合
は
別
途
対
策
を
講
じ
る
も
の
と
す

る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
で
き
る
限
り
、
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も

の
と
評
価
す
る
。
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表
9-
1-
1(
19
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因
 

の
区
分
 

動
物
 

重
要
な
種

及
び
注
目

す
べ
き
生

息
地
 

工
事
の
実
施
 

（
工

事
施

工

ヤ
ー

ド
の

設

置
、

工
事

用

道
路

等
の

設

置
、

建
設

機

械
の
稼
働
）
 

 土
地

又
は

工

作
物

の
存

在

及
び

供
用

（
道

路
の

存

在
）
 

＜
昆
虫
類
＞
 

現
地
調
査
の
結
果
、
18

目
25
6
科

15
24

種
の
昆
虫
類
が

確
認
さ
れ
た
。
樹
林
で
は
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
類
、
オ
オ
ム
ラ

サ
キ
、
ハ
ル
ゼ
ミ
等
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
草
地
で
は
キ

バ
ネ
ツ
ノ
ト
ン
ボ
、
オ
オ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
等
が
確
認
さ

れ
た
。
果
樹
園
で
は
ク
マ
バ
チ
や
ベ
ッ
コ
ウ
バ
チ
類
等

が
、
た
め
池
や
水
田
で
は
オ
オ
ヤ
マ
ト
ン
ボ
、
ギ
ン
ヤ
ン

マ
等
が
確
認
さ
れ
た
。
現
地
調
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
重

要
な
昆
虫
類
は
、
ヒ
ラ
タ
ク
ワ
ガ
タ
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
、

ク
ロ
ヒ
カ
ゲ
モ
ド
キ
等

22
種
で
あ
っ
た
。
 

＜
底
生
動
物
＞
 

現
地
調
査
の
結
果
、
12

綱
26

目
98

科
25
4
種
の
底
生

動
物
が
確
認
さ
れ
た
。
河
川
で
は
、
ト
ビ
ケ
ラ
類
や
ヒ
ラ

タ
カ
ゲ
ロ
ウ
類
等
が
多
数
確
認
さ
れ
た
。
河
川
上
流
で

は
、
オ
ジ
ロ
サ
ナ
エ
、
ミ
ル
ン
ヤ
ン
マ
等
の
ト
ン
ボ
類
が

確
認
さ
れ
た
。
た
め
池
を
中
心
と
し
た
止
水
環
境
で
は
、

ギ
ン
ヤ
ン
マ
や
オ
オ
ル
リ
ボ
シ
ヤ
ン
マ
等
の
ト
ン
ボ
類
が

確
認
さ
れ
た
。
現
地
調
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
重
要
な
底

生
動
物
は
、
マ
ル
タ
ニ
シ
、
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
、
コ
オ
イ
ム

シ
、
ホ
ッ
ケ
ミ
ズ
ム
シ
等

12
種
で
あ
っ
た
。
 

＜
事
後
調
査
結
果
の
公
表
方
法
＞
 

事
後
調
査
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
事
業

者
が
行
う
も
の
と
す
る
が
、
関
係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、

適
切
な
時
期
・
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
。
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表
9-
1-
1(
20
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因
 

の
区
分
 

植
物
 

重
要
な
種

及
び
 

群
落
 

工
事
の
実
施
 

（
工

事
施

工

ヤ
ー

ド
の

設

置
、

工
事

用

道
路

等
の

設

置
）
 

 土
地

又
は

工

作
物

の
存

在

及
び

供
用

（
道

路
の

存

在
）
 

●
植
物
の
生
育
の
状
況
及
び
重
要
な
種
等
の
状
況
 

＜
植
物
相
＞
 

現
地
調
査
の
結
果
、
13
9
科

89
2
種
の
植
物
の
生
育
が

確
認
さ

れ
た
。
樹

林
の

主
要
構
成

樹
種

と
し
て
は

、
コ

ナ

ラ
、
ク

ヌ
ギ
、
ケ

ヤ
キ

等
の
落
葉

広
葉

樹
、
ア
ラ

カ
シ

、

シ
ラ
カ

シ
等
の
常

緑
広

葉
樹
、
ア

カ
マ

ツ
、
ス
ギ

、
ヒ

ノ

キ
等
の

常
緑
針
葉

樹
が

挙
げ
ら
れ

る
。

林
内
に
は

、
ム

ラ

サ
キ
シ

キ
ブ
、
ガ

マ
ズ

ミ
、
ヤ
マ

コ
ウ

バ
シ
等
の

低
木

類

が
み
ら

れ
、
草
本

類
で

は
、
イ
カ

リ
ソ

ウ
、
ア
キ

ノ
タ

ム

ラ
ソ
ウ

等
が
み
ら

れ
る

。
林
縁
部

や
放

棄
果
樹
園

の
草

地

で
は
、

ス
ス
キ
、

ヨ
モ

ギ
、
ク
ズ

等
の

高
茎
・
つ

る
性

植

物
の
生

育
が
み
ら

れ
、

定
期
的
に

草
刈

り
が
行
わ

れ
て

い

る
水
田

周
辺
の
土

手
や

畦
に
は
、

チ
ガ

ヤ
、
ス
イ

バ
等

の

草
地
性
の
種
の
生
育
が
み
ら
れ
た
。
 

水
辺
で
は
、
塩
川
、
荒
川
、
相
川
等
で
ツ
ル
ヨ
シ
が
広

く
生
育

し
て
い
た

ほ
か

、
ヤ
ナ
ギ

類
、

ヤ
ナ
ギ
タ

デ
、

オ

オ
ミ
ゾ

ソ
バ
等
の

抽
水

・
湿
生
植

物
が

み
ら
れ
た

。
ま

た

、
水
田

付
近
の
水

路
内

で
は
、
エ

ビ
モ

、
ア
イ
ノ

コ
イ

ト

モ
等
の
沈
水
植
物
の
生
育
も
認
め
ら
れ
た
。
 

耕
作
地
の
う
ち
果
樹
園
や
畑
周
辺
で
は
、
ナ
ズ
ナ
、
ヒ

ル
ガ
オ

、
ト
キ
ワ

ハ
ゼ

、
ホ
ト
ケ

ノ
ザ

等
の
畑
地

雑
草

が

生
育
し

、
ま
た
水

田
で

は
、
セ
リ

、
ア

ゼ
ナ
、
コ

ナ
ギ

等

の
湿
生
植
物
が
認
め
ら
れ
た
。
 

現
地
調
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
重
要
な
植
物
種
は
、
カ

リ
ガ
ネ
ソ
ウ
等

32
種
、
重
要
な
植
物
(巨

樹
・
巨
木
)は

6

件
(4

箇
所

7
本
)で

あ
っ
た
。
 

 ●
植
物
の
生
育
の
状
況
及
び
重
要
な
種
等
の
状
況
 

＜
植
生
＞
 

現
地
調
査
の
結
果
、
合
計

26
群
落
及
び

11
の
土
地
利

用
等
（
開
放
水
面
含
む
）
が
確
認
さ
れ
た
。
 

調
査
地
域
で
は
、
甲
府
市
湯
村
の
尾
根
部
に
分
布
す
る

ア
カ
マ

ツ
群
落
が

唯
一

の
自
然
植

生
と

し
て
挙
げ

ら
れ

る

。
そ
の

ほ
か
は
、

古
く

か
ら
薪
炭

林
等

と
し
て
利

用
さ

れ

て
き
た

二
次
林
や

、
耕

作
地
、
市

街
地

、
改
修
さ

れ
た

河

川
等
、

人
為
的
に

大
き

く
改
変
を

受
け

た
立
地
に

成
立

し

た
代
償
植
生
で
あ
る
。
 

現
地
調
査
で
は
重
要
な
植
物
群
落
と
し
て
、
ア
カ
マ
ツ

群
落
（
自
然
林
）
が
確
認
さ
れ
た
。
 

1.
予
測
結
果
 

＜
工
事
の
実
施
（
工
事
施
工
ヤ
ー
ド
の
設
置
、
工
事
用
道

路
等
の
設
置
に
よ
る
影
響
）
及
び
土
地
又
は
工
作
物
の

存
在
及
び
供
用
（
道
路
の
存
在
）
＞
 

工
事
の
実
施
及
び
土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用

に
よ
り
、
以
下
の
種
に
対
す
る
影
響
が
予
測
さ
れ
る
。
 

【
影
響
が
予
測
さ
れ
る
種
】
 

イ
ヌ
ハ
ギ
、
ミ
ズ
マ
ツ
バ
、
ウ
ス
ゲ
チ
ョ
ウ
ジ
タ
デ
、

ス
ズ
サ
イ
コ
、
カ
リ
ガ
ネ
ソ
ウ
、
ミ
ゾ
コ
ウ
ジ
ュ
、
イ

ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
カ
ワ
ヂ
シ
ャ
、
ギ
ン
ラ
ン
 

 

2.
環
境
保
全
措
置
 

自
然
環
境
へ
の
影
響
を
低
減
す
る
よ
う
以
下
の
環
境
保

全
措
置
を
行
う
。
 

【
影
響
の
低
減
を
図
る
環
境
保
全
措
置
】
 

・
工
事
施
工
ヤ
ー
ド
及
び
工
事
用
道
路
の
計
画
路
線
区
域

内
利
用
、
工
事
従
事
者
へ
の
講
習
・
指
導
 

保
全
対
象
の
種
：
イ
ヌ
ハ
ギ
、
ス
ズ
サ
イ
コ
、
カ
リ
ガ

ネ
ソ
ウ
、
ミ
ゾ
コ
ウ
ジ
ュ
、
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
カ

ワ
ヂ
シ
ャ
、
ギ
ン
ラ
ン
 

・
移
植
（
代
償
措
置
）
 

代
償
措
置
対
象
の
種
：
イ
ヌ
ハ
ギ
、
ミ
ズ
マ
ツ
バ
、
ウ

ス
ゲ
チ
ョ
ウ
ジ
タ
デ
、
ス
ズ
サ
イ
コ
、
ミ
ゾ
コ
ウ

ジ
ュ
、
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
カ
ワ
ヂ
シ
ャ
 

 

3.
事
後
調
査
 

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
事
後
調
査
を
実
施
す
る
。
 

【
調
査
項
目
】
 

①
移
植
し
た
植
物
の
生
育
状
況
調
査
 

 ＜
事
後
調
査
の
結
果
に
よ
り
環
境
影
響
の
程
度
が
著
し
い

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
の
対
応
＞
 

事
後
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
生
育

環
境
の
大
幅
な
変
化
等
、
事
前
に
予
測
し
得
な
い
環
境
上

の
著
し
い
影
響
が
生
じ
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
事

業
者
が
関
係
機
関
協
議
し
、
専
門
家
の
意
見
を
得
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
道
路
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
大
部
分
を

ト
ン
ネ
ル
構
造
と
し
て
改
変
面
積
を
極
力
小
さ
く
す
る
計

画
と
し
、
植
物
へ
の
影
響
に
配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回
避
・

低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

一
部
の
種
で
生
息
環
境
は
保
全
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ

る
と
予
測
し
た
が
、
工
事
施
工
ヤ
ー
ド
及
び
工
事
用
道
路

の
計
画
路
線
区
域
内
利
用
、
工
事
従
事
者
へ
の
講
習
・
指

導
、
移
植
（
代
償
措
置
）
の
環
境
保
全
措
置
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め
る
。
 

な
お
、
移
植
を
実
施
し
た
重
要
種
に
つ
い
て
は
、
環
境

保
全
措
置
の
効
果
に
不
確
実
性
が
生
じ
る
た
め
、
事
後
調

査
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
予
測
し
得
な
い
影
響
が
生
じ
た

場
合
は
別
途
対
策
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
で
き
る
限
り
、
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も

の
と
評
価
す
る
。
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表
9-
1-
1(
21
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因
 

の
区
分
 

植
物
 

重
要
な
種

及
び
 

群
落
 

工
事
の
実
施
 

（
工

事
施

工

ヤ
ー

ド
の

設

置
、

工
事

用

道
路

等
の

設

置
）
 

 土
地

又
は

工

作
物

の
存

在

及
び

供
用

（
道

路
の

存

在
）
 

 
＜
事
後
調
査
結
果
の
公
表
方
法
＞
 

事
後
調
査
結
果
の
公
表
方
法
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
事
業
者
が
行
う
も
の
と
す
る
が
、
公
表
時
期
・
方
法
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、
適
切
に
実
施
す

る
も
の
と
す
る
。
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表
9-
1-
1(
22
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因
 

の
区
分
 

生
態
系
 

地
域
を
特

徴
づ
け
る

生
態
系
 

工
事
の
実
施
 

（
工
事
施
工

ヤ
ー
ド
の
設

置
及
び
工
事

用
道
路
の
設

置
）
 

 土
地
又
は
工

作
物
の
存
在

及
び
供
用

（
道
路
の
存

在
）
 

●
地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系
の
注
目
種
・
群
集
の
状
況

生
態
系

の
成
立
環

境
を

構
成
す
る

地
形

及
び
植
生

に
関

す
る
情
報
を

整
理

し
、
道
路

計
画

路
線
区
域

及
び

そ
の
周

辺
を
以
下
に
示
す
８
つ
の
生
態
系
に
区
分
し
た
。
 

○
山
地
の
樹

林
生

態
系
：
荒

川
以

東
の
山
地

に
広

が
る
落

葉
広
葉
樹
林
や
ア
カ
マ
ツ
林
主
体
の
樹
林
環
境
 

（
注
目
種
）
 

上
位
性
：
キ
ツ
ネ
、
オ
オ
タ
カ
 

典
型
性

：
ニ
ホ
ン

イ
ノ

シ
シ
、
ア

カ
ネ

ズ
ミ
、
シ

ジ
ュ

ウ
カ
ラ
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
、
ハ
ル
ゼ
ミ
、
コ

ナ
ラ

群
落

、
ア

カ
マ

ツ
群

落
(
二

次
林

・
植

林
) 

○
台
地
・
低

地
の

樹
林
生
態

系
：

荒
川
以
西

の
台

地
・
低

地
の
主

に
台
地
段

丘
斜

面
に
点
在

す
る

コ
ナ
ラ
等

の
落

葉
広
葉
樹
主
体
の
樹
林
環
境
 

（
注
目
種
）
 

上
位
性
：
キ
ツ
ネ
、
オ
オ
タ
カ
 

典
型
性

：
ア
カ
ネ

ズ
ミ

、
シ
ジ
ュ

ウ
カ

ラ
、
オ
イ

カ
ワ

、
ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
、
コ
ナ

ラ
群
落
 

特
殊
性
：
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
 

○
果
樹
園
・

畑
地

の
生
態
系

：
ウ

メ
、
モ
モ

、
ブ

ド
ウ
等

の
果
樹

園
や
畑
、

放
棄

耕
作
地
等

の
草

地
か
ら
な

る
比

較
的
乾
燥
し
た
環
境
 

（
注
目
種
）
 

上
位
性
：
キ
ツ
ネ
、
オ
オ
タ
カ
 

典
型
性

：
ア
カ
ネ

ズ
ミ

、
カ
ヤ
ネ

ズ
ミ

、
ム
ク
ド

リ
、

キ
ボ
シ
カ
ミ
キ
リ
、
ス
ス
キ
・
ク
ズ
群
落
 

○
水
田
の
生

態
系

：
水
田
や

水
路

の
水
辺
、

畦
の

草
地
か

ら
な
る
比
較
的
湿
潤
な
草
地
環
境
 

（
注
目
種
）
 

上
位
性
：
オ
オ
タ
カ
 

典
型
性
：
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
、
ム
ク
ド
リ
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ

ル
、
水
田
 

1.
予
測
結
果
 

＜
工
事
の
実

施
（

工
事
施
工

ヤ
ー

ド
の
設
置

及
び

工
事
用

道
路
の
設
置

に
よ

る
影
響
）

及
び

土
地
又
は

工
作

物
の
存

在
及
び
供
用
（
道
路
の
存
在
）
＞
 

工
事
の
実
施
及
び
土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用

に
よ
り
、
以
下
の
注
目
種
・
群
集
に
対
す
る
影
響
が
予
測

さ
れ
る
。
 

【
影
響
が
予
測
さ
れ
る
注
目
種
・
群
集
】
 

オ
オ
タ

カ
（
山
地

の
樹

林
生
態
系

、
台

地
・
低
地

の
樹

林
生
態
系
、
果
樹
園
・
畑
地
の
生
態
系
、
水
田
の

生
態
系
：
上
位
性
）
 

キ
ク
ガ

シ
ラ
コ
ウ

モ
リ

（
台
地
・

低
地

の
樹
林
生

態
系

：
特
殊
性
）
 

ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ト
ビ
ケ
ラ
（
中
規
模
河
川
(荒

川
)
の
生

態
系
：
典
型
性
）
 

 2.
環
境
保
全
措
置
 

自
然
環

境
へ
の
影

響
を

低
減
す
る

よ
う

以
下
の
環

境
保

全
措
置
を
行
う
。
 

【
影
響
の
低
減
を
図
る
環
境
保
全
措
置
】
 

工
事
施

工
ヤ
ー
ド

及
び

工
事
用
道

路
の

計
画
路
線

区
域

内
利
用

、
照
明
の

漏
れ

出
し
の
抑

制
、

工
事
工
程

の
検

討
及
び

段
階
的
な

土
地

の
改
変
、

低
騒

音
型
・
低

振
動

型
機
械

の
使
用
、

工
事

従
事
者
へ

の
講

習
・
指
導

、
ボ

ッ
ク
ス

カ
ル
バ
ー

ト
等

に
よ
る
繁

殖
環

境
等
の
創

出
（

代
償
措
置
）
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路

線
は
道
路

の
計

画
段
階
に

お
い

て
、
大
部

分
を

ト
ン
ネ
ル
構

造
と

し
て
改
変

面
積

を
極
力
小

さ
く

す
る
計

画
と
し
、
生

態
系

へ
の
影
響

に
配

慮
し
、
環

境
負

荷
の
回

避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

一
部
の

地
域
を
特

徴
づ

け
る
生
態

系
の

注
目
種
・

群
落

で
生
息
・
生

育
環

境
は
保
全

さ
れ

な
い
又
は

保
全

さ
れ
な

い
可
能
性
が

あ
る

と
予
測
し

た
が

、
工
事
施

工
ヤ

ー
ド
及

び
工
事
用
道

路
の

計
画
路
線

区
域

内
利
用
、

照
明

の
漏
れ

出
し
の
抑
制

、
工

事
工
程
の

検
討

及
び
段
階

的
な

土
地
の

改
変
、
低
騒

音
型

・
低
振
動

型
機

械
の
使
用

、
工

事
従
事

者
へ
の
講
習

・
指

導
、
ボ
ッ

ク
ス

カ
ル
バ
ー

ト
等

に
よ
る

繁
殖
環
境
等

の
創

出
（
代
償

措
置

）
の
環
境

保
全

措
置
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め
る
。
 

な
お
、
工
事
工
程
の
検
討
及
び
段
階
的
な
土
地
の
改
変
、

キ
ク
ガ
シ
ラ

コ
ウ

モ
リ
に
対

す
る

ボ
ッ
ク
ス

カ
ル

バ
ー
ト

等
に
よ
る
繁

殖
環

境
等
の
創

出
に

つ
い
て
は

、
環

境
保
全

措
置
の
効
果

に
不

確
実
性
が

生
じ

る
た
め
、

事
後

調
査
を

実
施
す
る
。

ま
た

、
予
測
し

得
な

い
影
響
が

生
じ

た
場
合

は
、
別
途
対
策
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。
 

こ
の
こ

と
か
ら
、

環
境

影
響
は
事

業
者

の
実
行
可

能
な

範
囲
内
で
で

き
る

限
り
、
回

避
又

は
低
減
さ

れ
て

い
る
も

の
と
評
価
す
る
。
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表
9-
1-
1(
23
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因
 

の
区
分
 

生
態
系
 

地
域
を
特

徴
づ
け
る

生
態
系
 

工
事
の
実
施
 

（
工
事
施
工

ヤ
ー
ド
の
設

置
及
び
工
事

用
道
路
の
設

置
）
 

 土
地
又
は
工

作
物
の
存
在

及
び
供
用

（
道
路
の
存

在
）
 

○
大
規
模
河

川
の

生
態
系
（

釜
無

川
・
塩
川

）
：

釜
無
川

・
塩
川

の
水
域
と

そ
の

水
辺
に
み

ら
れ

る
草
地
環

境
、

河
畔
林
、
砂
礫
地
等
の
裸
地
環
境
 

（
注
目
種
）
 

上
位
性
：
ア
オ
サ
ギ
、
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
 

典
型
性
：
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
、
カ
ワ
ラ
バ
ッ
タ
、
ヒ
ゲ
ナ
ガ

カ
ワ
ト
ビ
ケ
ラ
、
オ
ギ
群
落
 

○
中
規
模
河

川
の

生
態
系
（

荒
川

）
：
荒
川

の
水

域
と
そ

の
水
辺
に
み
ら
れ
る
草
地
環
境
 

（
注
目
種
）
 

上
位
性
：
ア
オ
サ
ギ
、
オ
オ
タ
カ
 

典
型
性
：
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
、
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
、
ハ
ネ
ナ
ガ

イ
ナ
ゴ
、
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ト
ビ
ケ
ラ
、
ツ
ル

ヨ
シ
群
落
 

○
た
め
池
の
生
態
系
：
た
め
池
に
成
立
し
た
止
水
環
境
 

（
注
目
種
）
 

上
位
性
：
ア
オ
サ
ギ
 

典
型
性
：
コ
シ
ア
キ
ト
ン
ボ
、
抽
水
・
湿
生
植
物
群
落

○
市
街
地
の

生
態

系
：
住
宅

や
資

材
置
き
場

、
採

石
跡
地

等
の
人
為
環
境
 

3.
事
後
調
査
 

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
事
後
調
査
を
実
施
す
る
。
 

【
調
査
項
目
】
 

①
オ
オ
タ
カ
の
生
息
状
況
調
査
 

②
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
の
生
息
状
況
調
査
 

 ＜
事
後
調
査
の
結
果
に
よ
り
環
境
影
響
の
程
度
が
著
し
い

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
の
対
応
＞
 

事
後
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
事
業
の
実
施
に
よ
る
生
息

環
境
の
大
幅
な
変
化
等
、
事
前
に
予
測
し
得
な
い
環
境
上

の
著
し
い
影
響
が
生
じ
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
事

業
者
が
関
係
機
関
協
議
し
、
専
門
家
の
意
見
を
得
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
。
 

 ＜
事
後
調
査
結
果
の
公
表
方
法
＞
 

事
後
調
査
結
果
の
公
表
方
法
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
事
業
者
が
行
う
も
の
と
す
る
が
、
公
表
時
期
・
方
法
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、
適
切
に
実
施
す

る
も
の
と
す
る
。
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表
9-
1-
1(
24
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因
の

区
分
 

景
観
 

主
要
な
眺

望
地
点
及

び
景
観
資

源
並
び
に

主
要
な
眺

望
景
観
 

土
地

又
は

工

作
物

の
存

在

及
び

供
用

（
道

路
の

存

在
）
 

＜
主
要
な
眺

望
点

及
び
日
常

的
な

視
点
場
の

状
況

及
び
景

観
資
源
の
状
況
＞
 

道
路
事
業
実
施
区
域
か
ら
３
km

を
基
本
と
し
た
調
査
地

域
内
に
お
い

て
、

主
要
な
眺

望
点

及
び
日
常

的
な

視
点
場

は
43

箇
所
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
景
観
資
源
は

19
箇

所
存
在
す
る
。
 

 ＜
主
要
な
眺

望
景

観
及
び
日

常
的

な
視
点
場

か
ら

の
景
観

の
状
況
＞
 

主
要
な

眺
望
点
及

び
日

常
的
な
視

点
場

か
ら
視
認

で
き

る
景
観
資
源
は
、
以
下
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
 

眺
望

点
視

認
で

き
る

景
観

資
源

兜
山

富
士

山
、

甲
府

盆
地

大
蔵

経
寺

山
富

士
山

、
甲

府
盆

地

上
積

翠
寺

展
望

地
甲

府
盆

地
、

や
ま

な
し

の
歴

史
文

化
公

園
、

南
ア

ル
プ

ス
、

秩
父

多
摩

甲
斐

国
立

公
園

舞
鶴

公
園

や
ま

な
し

の
歴

史
文

化
公

園
み

ゆ
き

の
森

み
は

ら
し

広
場

富
士

山
、

南
ア

ル
プ

ス
、

甲
府

盆
地

県
立

美
術

館
秩

父
多

摩
甲

斐
国

立
公

園
、

や
ま

な
し

の
歴

史
文

化
公

園

梅
の

里
公

園
富

士
山

、
黒

富
士

火
山

群
、

秩
父

多
摩

甲
斐

国
立

公
園

サ
ン

ト
リ

ー
山

梨
ワ

イ
ナ

リ
ー

富
士

山
、

甲
府

盆
地

信
玄

橋
黒

富
士

火
山

群
、

八
ヶ

岳
南

麓
流

れ
山

、
塩

川
（
左

岸
）
河

成
段

丘
双

田
橋

黒
富

士
火

山
群

斜
面

の
果

樹
園

の
景

観
斜

面
の

果
樹

園

棚
田

か
ら

の
景

観
甲

府
盆

地
、

や
ま

な
し

の
歴

史
文

化
公

園
、

南
ア

ル
プ

ス
、

秩
父

多
摩

甲
斐

国
立

公
園

愛
宕

山
ス

カ
イ

ラ
イ

ン
沿

い
の

眺
望

景
観

や
ま

な
し

の
歴

史
文

化
公

園
高

台
か

ら
の

景
観

・
坑

口
斜

面
の

景
観

甲
府

盆
地

緑
が

丘
公

園
や

ま
な

し
の

歴
史

文
化

公
園

千
松

橋
黒

富
士

火
山

群
、

秩
父

多
摩

甲
斐

国
立

公
園

荒
川

河
川

敷
公

園
黒

富
士

火
山

群
、

秩
父

多
摩

甲
斐

国
立

公
園

県
道

敷
島

竜
王

線
（
富

士
山

が
見

え
る

場
所

）
富

士
山

、
黒

富
士

火
山

群
、

秩
父

多
摩

甲
斐

国
立

公
園

道
路

か
ら

の
景

観
（
大

久
保

地
区

）
富

士
山

大
垈

地
区

高
台

か
ら

の
景

観
そ

の
１

富
士

山
大

垈
地

区
高

台
か

ら
の

景
観

そ
の

２
富

士
山

ド
ラ

ゴ
ン

パ
ー

ク
黒

富
士

火
山

群
一

橋
陣

屋
跡

前
か

ら
の

景
観

八
ヶ

岳
南

麓
流

れ
山

、

親
水

公
園

黒
富

士
火

山
群

、
八

ヶ
岳

南
麓

流
れ

山
、

塩
川

（
左

岸
）
河

成
段

丘
国

道
2
0
号

か
ら

の
景

観
富

士
山

、

東
善

寺
墓

地
の

西
側

甲
府

盆
地

、
斜

面
の

果
樹

園

桜
井

町
散

策
路

甲
府

盆
地

、
斜

面
の

果
樹

園
英

和
大

学
東

側
住

宅
地

入
口

斜
面

の
果

樹
園

英
和

大
学

北
西

の
果

樹
園

及
び

桜
並

木
甲

府
盆

地
、

斜
面

の
果

樹
園

金
峰

神
社

付
近

及
び

神
社

北
側

の
携

帯
電

話
ア

ン
テ

ナ
前

甲
府

盆
地

、
や

ま
な

し
の

歴
史

文
化

公
園

古
府

中
町

第
2
号

公
園

や
ま

な
し

の
歴

史
文

化
公

園
2
号

ト
ン

ネ
ル

入
口

北
側

の
農

道
や

ま
な

し
の

歴
史

文
化

公
園

県
道

7
号

（
甲

府
市

山
宮

 昇
仙

峡
ラ

イ
ン

）
、

県
道

1
0
1
号

（
甲

斐
市

牛
句

 敷
島

竜
王

線
）
、

を
通

過
す

る
区

間
黒

富
士

火
山

群
、

秩
父

多
摩

甲
斐

国
立

公
園

茅
ヶ

岳
東

部
広

域
農

道
と

の
複

合
影

響
が

把
握

で
き

る
地

点
（
荒

川
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

）
黒

富
士

火
山

群
、

秩
父

多
摩

甲
斐

国
立

公
園

矢
木

羽
湖

富
士

山
、

黒
富

士
火

山
群

、
秩

父
多

摩
甲

斐
国

立
公

園
高

原
団

地
　

北
側

の
公

園
付

近
黒

富
士

火
山

群
太

神
神

社
西

側
塩

川
（
左

岸
）
河

成
段

丘
双

葉
ス

ポ
ー

ツ
公

園
の

北
東

端
塩

川
（
左

岸
）
河

成
段

丘
舟

形
神

社
北

西
八

ヶ
岳

南
麓

流
れ

山
市

営
田

畑
団

地
付

近
富

士
山

国
道

2
0
号

と
六

反
川

の
交

差
部

付
近

八
ヶ

岳
南

麓
流

れ
山

県
道

6
号

　
田

畑
交

差
点

西
南

ア
ル

プ
ス

国
道

2
0
号

新
田

畑
交

差
点

南
側

八
ヶ

岳
南

麓
流

れ
山

1.
予
測
結
果
 

＜
主
要
な
眺
望
点
及
び
景
観
資
源
の
改
変
＞
 

景
観
資

源
の
改
変

で
は

、
斜
面
の

果
樹

園
、
黒
富

士
火

山
群
、
八
ヶ

岳
南

麓
流
れ
山

、
塩

川
（
右
岸

）
河

成
段
丘

に
お
い
て
改

変
を

伴
う
。
し

か
し

、
い
ず
れ

も
改

変
面
積

が
0.
6％

～
3.
0％

と
わ
ず
か
な
改
変
に
留
ま
る
。
 

 ＜
主
要
な
眺

望
景

観
及
び
日

常
的

な
視
点
場

か
ら

の
景
観

の
変
化
＞
 

主
要
な

眺
望
景
観

及
び

日
常
的
な

視
点

場
か
ら
の

景
観

の
変
化
の
予
測
地
点
と
し
て
、
27

地
点
を
選
定
し
た
。
 

フ
ォ
ト

モ
ン
タ
ー

ジ
ュ

と
視
角
の

物
理

的
指
標
に

よ
る

解
析
結
果
か

ら
、

斜
面
の
果

樹
園

の
景
観
、

荒
川

河
川
敷

公
園
、
県
道
敷
島
竜
王
線
、
一
橋
陣
屋
跡
前
か
ら
の
景
観
、

東
善
寺
墓
地

の
西

側
、
桜
井

町
散

策
路
、
英

和
大

学
東
側

住
宅
地
入
口

、
英

和
大
学
北

西
の

果
樹
園
及

び
桜

並
木
、

金
峰

神
社

付
近

及
び

神
社

北
側

の
携

帯
電

話
ア

ン
テ

ナ

前
、
2
号
ト
ン
ネ
ル
入
口
北
側
の
農
道
、
県
道

7
号
（
甲
府

市
山
宮
 昇

仙
峡
ラ
イ
ン
）、
県
道

10
1
号（

甲
斐
市
牛
句
 敷

島
竜
王
線
）、

を
通
過
す
る
区
間
、
茅
ヶ
岳
東
部
広
域
農
道

と
の
複
合
影

響
が

把
握
で
き

る
地

点
（
荒
川

サ
イ

ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
）、

矢
木
羽
湖
、
高
原
団
地
 
北
側
の
公
園
付
近
、

太
神
神
社
西
側
、
舟
形
神
社
北
西
、
市
営
田
畑
団
地
付
近
、

国
道

20
号
と
六
反
川
の
交
差
部
付
近
、
県
道

6
号
 
田
畑

交
差
点
西
及
び
国
道

20
号
新
田
畑
交
差
点
南
側
を
眺
望
点

と
す
る
景
観

は
、

解
析
の
結

果
、

景
観
の
構

造
に

変
化
が

生
じ
る
と
予
測
さ
れ
る
。
 

そ
の
他

の
地
点
は

、
眺

望
点
か
ら

視
認

さ
れ
る
景

観
資

源
の
中
心
域

よ
り

外
れ
て
い

る
か

、
可
視
の

程
度

が
小
さ

か
っ
た
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路

線
は
道
路

の
計

画
段
階
に

お
い

て
、
ト
ン

ネ
ル

構
造

を
始

め
と

し
た

道
路

構
造

の
検

討
を

実
施

し
て

お

り
、
景
観
へ

の
影

響
に
配
慮

し
、

環
境
負
荷

の
回

避
・
低

減
を
図
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
環
境
保
全
措
置
と
し
て
、
地
形
改
変
部
の
緑
化
、

ラ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ

に
よ
る
周

辺
地

形
と
の
調

和
及

び
周
辺

景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
構
造
物
（
橋
梁
等
）
の
形
式
、

デ
ザ
イ
ン
、

色
彩

の
検
討
等

の
環

境
保
全
措

置
を

実
施
す

る
こ
と
で
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め
る
。
 

こ
の
こ

と
か
ら
、

環
境

影
響
は
事

業
者

の
実
行
可

能
な

範
囲
内
で
で

き
る

限
り
回
避

又
は

低
減
さ
れ

て
い

る
も
の

と
評
価
す
る
。
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表
9-
1-
1(
25
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響

要
因

の

区
分
 

景
観
 

主
要
な
眺

望
地
点
及

び
景
観
資

源
並
び
に

主
要
な
眺

望
景
観
 

土
地

又
は

工

作
物

の
存

在

及
び

供
用

（
道

路
の

存

在
）
 

 
2.
環
境
保
全
措
置
 

●
環
境
保
全
措
置
の
検
討
結
果
 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

地
形

改
変

部
の

緑
化

 

位
置

 
計

画
路

線
に

よ
り

地
形

を
改

変
す

る
箇

所

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

周
辺

景
観

に
調

和
さ

せ
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
特

に
な

し
 

 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 
種

類
 

ラ
ウ

ン
デ

ィ
ン

グ
に

よ
る

周
辺

地
形

と
の

調
和

 

位
置

 
切

土
部

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

周
辺

景
観

に
調

和
さ

せ
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
特

に
な

し
 

 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 

種
類

 
構

造
物
（

橋
梁

等
）
及

び
道

路
付

属
物

の
形

式
、

デ
ザ

イ
ン

、
色

彩
の

検
討

 

位
置

 
六

反
川

渡
河

部
付

近
、

荒
川

渡
河

部
付

近
、

桜
井

I
C
付

近
 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

環
境

影
響

の
あ

る
地

点
に

お
け

る
対

策
で

あ
る

。
 

周
辺

景
観

に
調

和
さ

せ
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
特

に
な

し
 

 3.
事
後
調
査
 

予
測
手

法
は
図
上

解
析

に
よ
る
改

変
の

位
置
、
程

度
の

把
握
、
主
要

な
眺

望
景
観
の

変
化

を
把
握
す

る
フ

ォ
ト
モ

ン
タ
ー
ジ
ュ

等
、

多
く
の
実

績
を

有
す
る
手

法
で

あ
り
、

予
測
の
不
確

実
性

は
小
さ
い

と
考

え
ら
れ
る

。
ま

た
、
採

用
し
た
環
境

保
全

措
置
に
つ

い
て

も
効
果
に

係
る

知
見
が

十
分
に
把
握

さ
れ

て
い
る
と

判
断

で
き
、
効

果
の

不
確
実

性
は
小
さ
い

と
考

え
ら
れ
る

こ
と

か
ら
、
事

後
調

査
は
実

施
し
な
い
も
の
と
す
る
。
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表
9-
1-
1(
26
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因
の

区
分
 

人
と

自
然

と
の

触
れ

合
い

の
活

動
の
場
 

主
要
な
人

と
自
然
と

の
触
れ
合

い
の
活
動

の
場
景
観

土
地

又
は

工

作
物

の
存

在

及
び

供
用

（
道

路
の

存

在
）
 

＜
主
要

な
人
と
自

然
と

の
触
れ
合

い
の

活
動
の
場

の
概

況

＞
 道
路
事
業
実
施
区
域
か
ら
概
ね

50
0
ｍ
の
範
囲
に
存
在

す
る
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
が

15

箇
所
存
在
す
る
。
 

 ●
主
要

な
人
と
自

然
と

の
触
れ
合

い
の

活
動
の
場

の
調

査

結
果
 

 

1.
予
測
結
果
 

＜
主
要

な
人
と
自

然
と

の
触
れ
合

い
の

活
動
の
場

及
び

自

然
資
源
の
改
変
＞
 

予
測
の
結
果
、
全
て
の
予
測
地
点
に
お
い
て
、
主
要
な

触
れ
合
い
活
動
の
場
及
び
自
然
資
源
に
改
変
は
な
い
。
 

 ＜
利
用
性
の
変
化
＞
 

予
測
の
結
果
、
多
く
の
予
測
地
点
に
お
い
て
、
計
画
路

線
は
主

要
な
触
れ

合
い

活
動
の
場

へ
の

ア
ク
セ
ス

ル
ー

ト

を
分
断

し
な
い
た

め
ア

ク
セ
ス
性

の
変

化
は
生
じ

な
い

と

予
測
さ
れ
る
。
 

 ＜
快
適
性
の
変
化
＞
 

予
測
の
結
果
、
予
測
地
点
の
多
く
は
快
適
性
に
変
化
は

生
じ
な
い
と
予
測
さ
れ
る
。
 

ま
た
、
荒
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー

ド
終
点
部

に
お

い
て
、
計

画
路

線
が
高
架

構
造

で

通
過
す

る
。
そ
の

た
め

、
終
点
部

周
辺

で
近
傍
の

風
景

に

変
化
が

生
じ
る
可

能
性

が
あ
る
が

、
そ

の
範
囲
は

わ
ず

か

で
あ
る

こ
と
か
ら

、
快

適
性
の
変

化
は

ほ
と
ん
ど

生
じ

な

い
と
予
測
す
る
。
 

 

2.
環
境
保
全
措
置
 

予
測
結
果
よ
り
、
事
業
に
よ
っ
て
主
要
な
触
れ
合
い
の

活
動
の

場
及
び
自

然
資

源
が
大
き

く
改

変
さ
れ
る

こ
と

は

無
く
、

利
用
性
及

び
快

適
性
も
低

下
し

な
い
と
考

え
ら

れ

る
た
め

、
環
境
保

全
措

置
の
検
討

は
行

わ
な
い
も

の
と

す

る
。
 

 

3.
事
後
調
査
 

予
測
手
法
は
都
市
計
画
対
象
道
路
事
業
実
施
区
域
と
主

要
な
人

と
自
然
と

の
触

れ
合
い
の

活
動

の
場
の
分

布
範

囲

の
重
ね

合
わ
せ
、

触
れ

合
い
の
活

動
の

場
か
ら
の

景
観

変

化
を
把

握
す
る
フ

ォ
ト

モ
ン
タ
ー

ジ
ュ

等
の
多
く

の
実

績

を
有
す

る
手
法
で

あ
り

、
予
測
の

不
確

実
性
は
小

さ
い

と

考
え
ら

れ
る
こ
と

か
ら

、
事
後
調

査
は

実
施
し
な

い
こ

と

と
す
る
。
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路
線
は
道
路
の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
ト
ン
ネ
ル

構
造

を
始

め
と

し
た

道
路

構
造

の
検

討
を

実
施

し
て

お

り
、
主
要
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
へ
の

影
響
に
配
慮
し
、
環
境
負
荷
の
回
避
・
低
減
を
図
っ
て
い

る
。
 

事
業
の
実
施
に
よ
り
荒
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
端

部
付
近
を
計
画
路
線
が
高
架
構
造
で
通
過
す
る
が
、
そ
の

範
囲
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
著
し
い
環
境
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
は
事
業
者
の
実
行
可
能
な

範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
又
は
低
減
さ
れ
て
い
る
も
の

と
評
価
す
る
。
 

  



 

9-28 

表
9-
1-
1(
27
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因

の
区
分
 

廃
棄
物
等
 

建
設

工
事

に
伴

う
副

産
物
 

工
事

の
実

施
 

（
切

土
工

等
又

は
既

存
の

工
作

物
の
除
去
）
 

 

－
 

 

1.
予
測
結
果
 

廃
棄
物
の
予
測
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

●
廃
棄
物
等
の
予
測
結
果
 

種
 

類
 

発
生

量
 

建
設
発
生
土

 
注

1
）
 

約
2
7
0
万

ｍ
3
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
 

約
 
 
4
0
0
ｍ

3
 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
 

約
1
,
9
0
0
ｍ

3
 

建
設
発
生
木
材
 

伐
採

 
約

3
,
3
0
0
ｍ

3
 

型
枠
材
 

約
 

3
0
0
ｍ

3
 

注
1）

建
設
発
生
土
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
搬
量
を
想
定
し
、
掘
削
土
を
ほ
ぐ
し

た
後
の
膨
張
量
を
加
算
し
た
土
量
で
あ
る
。
 

 2
.
環

境
保

全
措

置
 

●
環

境
保

全
措

置
の

検
討

結
果

 
実

施
主

体
 

国
土

交
通

省
関

東
地

方
整

備
局

 

実
施

内
容

 

種
類

 
工

事
間

流
用

の
促

進
 

位
置

 
都

市
計

画
対

象
道

路
事

業
実

施
区

域
及

び

そ
の

周
辺

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

建
設

発
生

土
の

再
利

用
に

よ
っ

て
発

生
量

を
回

避
低

減
で

き
る

。
 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
特

に
な

し
 

 

実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 

種
類

 
再

資
源

化
施

設
へ

の
搬

入
等

に
よ

る
他

事

業
等

で
の

利
用

 

位
置

 
都

市
計

画
対

象
道

路
事

業
実

施
区

域
及

び

そ
の

周
辺

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

塊
、
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
・
コ

ン

ク
リ

ー
ト

塊
、
建

設
発

生
木

材
の

再
利

用
に

よ
っ

て
発

生
量

を
回

避
低

減
で

き
る

。
 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
特

に
な

し
 

 実
施

主
体

 
国

土
交

通
省

関
東

地
方

整
備

局
 

実
施

内
容

 

種
類

 
ト

ン
ネ

ル
掘

削
に

伴
う

発
生

土
に

よ
る

土

壌
汚

染
の

防
止

 

位
置

 
都

市
計

画
対

象
道

路
事

業
実

施
区

域
及

び

そ
の

周
辺

 

環
境

保
全

措
置

の
効

果
 

ト
ン

ネ
ル

掘
削

に
伴

う
発

生
土

に
よ

る
土

壌
へ

の
影

響
を

確
実

に
低

減
で

き
る

 

効
果

の
不

確
実

性
 

な
し

 

他
の

環
境

へ
の

影
響

 
特

に
な

し
 

＜
回
避
又
は
低
減
に
係
る
評
価
＞
 

計
画
路

線
は
道
路

の
計

画
段
階
に

お
い

て
、
集
落

及
び

市
街
地
を
で

き
る

限
り
回
避

し
た

計
画
と
し

て
お

り
、
建

築
廃

材
の

排
出

量
は

極
め

て
少

な
く

、
環

境
負

荷
の

回

避
・
低
減
を
図
っ
て
い
る
。
 

事
業
の
実
施
に
よ
り
建
設
発
生
土
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、

ア
ス
フ
ァ
ル

ト
・

コ
ン
ク
リ

ー
ト

塊
、
建
設

発
生

木
材
が

発
生
す
る
と

考
え

ら
れ
る
こ

と
か

ら
、
廃
棄

物
等

の
再
利

用
及
び
再
資
源
化
の
環
境
保
全
措
置
を
実
施
す
る
。
 

ト
ン
ネ

ル
構
造
の

採
用

に
伴
っ
て

大
量

に
発
生
す

る
建

設
発
生
土
に

つ
い

て
は
、
事

業
内

で
極
力
再

利
用

す
る
こ

と
と
す
る
。

ま
た

、
残
土
に

つ
い

て
は
、
他

の
道

路
事
業

等
と
の
連
携

を
は

か
り
な
が

ら
極

力
再
利
用

し
、

適
正
な

処
理
及
び
再
利
用
に
努
め
る
。
 

ま
た
、

ト
ン
ネ
ル

工
事

等
か
ら
発

生
す

る
コ
ン
ク

リ
ー

ト
塊
、
ア
ス

フ
ァ

ル
ト
・
コ

ン
ク

リ
ー
ト
塊

、
建

設
発
生

木
材
に
つ
い

て
は

、
再
資
源

化
施

設
へ
の
搬

入
等

に
よ
り

可
能
な
限
り

再
資

源
化
を
図

り
、

再
資
源
化

出
来

な
い
も

の
は
適
切
に
処
理
・
処
分
す
る
。
 

さ
ら
に

、
有
害
物

質
の

含
有
状
況

等
を

把
握
し
、

必
要

に
応
じ
て
「

建
設

工
事
に
お

け
る

自
然
由
来

重
金

属
等
含

有
岩
石
・
土
壌
へ
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
暫
定
版
）」

な
ど

に
基
づ
い
て

搬
出

先
等
に
お

け
る

汚
染
防
止

措
置

を
行
う

と
と
も
に
、
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成

14
年
法
律
第

53

号
）
に
基
づ

く
溶

出
量
基
準

・
含

有
量
基
準

を
超

過
す
る

土
壌
を
確
認

し
た

場
合
は
、

必
要

に
応
じ
て

速
や

か
に
同

法
第
７
条
６

項
の

技
術
的
基

準
に

基
づ
く
対

応
を

行
う
こ

と
で
、
土
壌
へ
の
影
響
を
低
減
で
き
る
。
 

こ
の
こ

と
か
ら
、

環
境

影
響
は
事

業
者

の
実
行
可

能
な

範
囲
内
で
で

き
る

限
り
回
避

又
は

低
減
さ
れ

て
い

る
も
の

と
評
価
す
る
。
 

  



 

9-29 

表
9-
1-
1(
28
) 

 環
境
影
響
評
価
結
果
の
総
合
的
な
評
価
 

環
境
要
素
 

項
 
目
 

調
査
結
果
 

予
測
結
果
の
概
要
及
び
環
境
保
全
措
置
の
概
要
 

評
価
結
果
 

環
境
要
素

の
区
分
 

影
響
要
因

の
区
分
 

廃
棄
物
等
 

建
設

工
事

に
伴

う
副

産
物
 

工
事

の
実

施
 

（
切

土
工

等
又

は
既

存
の

工
作

物
の
除
去
）
 

 

－
 

 

3
.
事

後
調

査
 

予
測

手
法

は
、
対

象
事

業
の

実
施

に
伴

う
建

設
副

産

物
の

発
生

量
及

び
搬

出
量

を
定

量
的

に
予

測
し

て
お

り
、

余
剰

分
は

関
係

法
令

に
基

づ
い

て
適

切
に

処
理

・

処
分

す
る

こ
と

か
ら

、
予

測
の

不
確

実
性

は
小

さ
い

と

考
え

ら
れ

る
。
こ

の
た

め
、

事
後

調
査

は
実

施
し

な
い

こ
と

と
す

る
。

 

＜
目
標
と
の
整
合
性
に
係
る
評
価
＞
 

建
設
副
産
物
に
つ
い
て
は
、「

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
計

画
20
08
」
及
び
「
山
梨
県
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
計
画
」

に
よ
り
定
め

ら
れ

た
再
資
源

化
率

の
目
標
値

を
上

回
る
よ

う
再
利
用
・
再
資
源
化
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。
 

こ
の
こ

と
か
ら
、

基
準

等
と
の
整

合
は

図
ら
れ
る

と
評

価
す
る
。
 

な
お
、

対
象
事
業

実
施

区
域
外
に

搬
出

す
る
残
土

に
つ

い
て
は
、
工

事
の

実
施
に
当

た
り

搬
出
先
及

び
搬

出
先
ご

と
の
排
出
量

を
把

握
す
る
と

伴
に

、
事
業
に

実
施

に
際
し

て
は
、
作
業

員
に

対
し
、
廃

棄
物

の
排
出
抑

制
に

つ
い
て

周
知
・
教
育

等
を

行
う
と
伴

に
、

具
体
的
な

排
出

抑
制
計

画
を
策
定
す
る
。
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第10章 都市計画対象道路事業に係る環境影響評価の実施者、協力者及び委託先

本事業における環境影響評価の実施者及び協力者は表10-1に示すとおりである。また、環

境影響評価は表10-2に示す者に委託して行った。

表10-1 環境影響評価の実施者及び協力者

実施者及び協力者 代表者の氏名等

実施者 山 梨 県 代表者の氏名：山梨県知事 横内 正明

住 所：山梨県甲府市丸の内一丁目６番１号

協力者注） 国土交通省 代表者の氏名：関東地方整備局長 森北 佳昭

住 所：埼玉県さいたま市中央区新都心２番１

注）環境影響評価法第四十六条の規定により都市計画決定権者（山梨県）より協力要請を受けた者

表10-2 環境影響評価の委託先
項 目 委託先の名称、代表者の氏名、事務所の所在地

準備書作成

・大気質注2）

・騒音注2）

・振動注2）

・低周波音注2）

・地形及び地質注2）

・日照阻害注2） 調査注1)、予測 株式会社福山コンサルタント 東日本事業部

・動物注1）,注2） 及び評価注2） 事業部長 福山 俊弘

・植物注2） 〒112-0004 東京都文京区後楽2-3-21

・生態系注1）,注2）

・景観注1）,注2）

・人と自然との触れ合

いの活動の場注2）

・廃棄物等注2）

評価書作成

調査、予測
株式会社エイト日本技術開発 東京支社

・地下水の水位
及び評価

支社長 新屋 昭典

〒164-0012 東京都中野区本町5-33-11

・大気質

・騒音

・振動

・低周波音

・地形及び地質

・日照阻害 株式会社オリエンタルコンサルタンツ 東京支店

・動物 調査 支店長 崎本 繁治

・植物 〒151-0071 東京都渋谷区本町3-12-1

・生態系

・景観

・人と自然との触れ合

いの活動の場

日本工営株式会社 甲府営業所

・動物 調査 所長 福本 武和

〒400-0031 山梨県甲府市丸の内2-16-6
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第11章 事業の実施中及び実施後の手続

第１節 山梨県環境影響評価条例に基づく事業の実施中及び実施後の手続

山梨県環境影響評価条例第四十六条に基づき、都市計画対象道路事業の実施中及び実施後

において、評価書に記載された環境影響評価の項目に係る環境の状況及び環境の保全のため

の措置の実施状況を把握するために、中間報告書及び完了報告書の作成等の手続きを行う。

なお、詳細については事業実施段階で検討し、関係機関と協議しながら適切に実施する。
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第 12 章 準備書についての意見を有する者の意見の概要及びそれに対する都市計画

決定権者の見解
 
環境影響評価法第十六条に基づき、環境影響評価準備書を平成 23 年 9 月 26 日から平成 23 年

10 月 26 日まで縦覧に供し、平成 23 年 9 月 26 日から平成 23 年 11 月 9 日まで意見を求めたとこ

ろ、同法第十八条第一項に基づく環境保全の見地からの意見書は 63 通であった。 

以下に、意見の概要及び都市計画決定権者の見解を示す。 

 

１．環境全般に関すること 

意見書に記載された意見の概要 都市計画決定権者の見解 

（１）新たに道路沿道となる地域の中には保

育園や小学校のある新興住宅地もあ

るため衛生的に良くない。 

評価書第３章に記載のとおり、計画ルート

は、市街地への影響を極力避け、甲府盆地北部

の山間部や住宅地を通過することとし、安全で

快適な走行の確保、地域の利便性の向上を考慮

しつつ、自然環境や景観、遺跡、既存の土地利

用等への影響が可能な限り小さくなるよう配

慮しました。 

（２）トンネル構造は、地上構造以上に環境

に及ぼす影響が大きい。 

評価書第３章に記載のとおり、甲府北部地域

は、自然や歴史、文化の豊かな地域であり、武

田氏遺跡など歴史的価値の高い史跡・遺跡が多

数存在します。このため、重要な史跡・遺跡及

びその景観等に対して、地上構造よりも影響の

少ないトンネル構造主体の計画としました。そ

の上で、重要な遺跡である「中世武田城下町遺

跡」、「横根・桜井積石塚古墳群」やホタル鑑

賞等の地域の環境活動が行われている相川の

地下を通過するよう、トンネル区間を決定しま

した。 

また、トンネル区間の地下水は低い位置にあ

るため、地上の隆起や地盤沈下に影響を及ぼす

地表付近に存在する土壌水との関連性は低い

と考えられます。なお、１号トンネルのうち、

扇状地堆積物部では地表付近に地下水が存在

することが確認されましたが、工事中の地下水

の状況を観測し、その結果を施工方法へ反映さ

せることで、地下水の水位の影響はほとんど生

じないと考えています。 
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意見書に記載された意見の概要 都市計画決定権者の見解 

（３）いつ着工して、いつ完成なのかが不明

であり、20 年間の社会情勢の変化をみ

れば、今から 9年後の予測など、到底

無理である。準備書は供用開始の時を

基準に作成されるべき。 

予測の対象時期は、「環境影響評価法第四条

第九項の規定により主務大臣及び国土交通大

臣が定めるべき基準並びに同法第十一条第三

項及び第十二条第二項の規定により主務大臣

が定めるべき指針に関する基本的事項」(H9.1

2.12、環境省告示第 87 号,H17.3.30 改正)に基

づいて、供用後の定常状態となる時期として、

評価書第３章に記載のとおり、幹線道路ネット

ワークの整備が概ね完了した平成 42 年を対象

としています。 

（４）基準についてはどんな根拠のもとに出

されているのか理解できない。誰もが

理解できるような説明を行ってほし

い。 

整合をはかるべき基準等は、「環境影響評価

法第四条第九項の規定により主務大臣及び国

土交通大臣が定めるべき基準並びに同法第十

一条第三項及び第十二条第二項の規定により

主務大臣が定めるべき指針に関する基本的事

項」(H9.12.12、環境省告示第 87 号,H17.3.30

改正)に基づいて選定しました。 

（５）様々な環境影響について予測値が全て

基準を満足していることに納得でき

ない。誰もが理解できるような説明を

行ってほしい。 

評価書第７章第２節に記載のとおり、環境影

響評価に関する予測の手法については、「道路

事業に係る環境影響評価の項目並びに当該項

目に係る調査、予測及び評価を合理的に行うた

めの手法を選定するための指針、環境の保全の

ための措置に関する指針等を定める省令」(建

設省令第 10 号,H10.6、国土交通省令第 15 号,

Ｈ22.4 改訂)に示された参考手法及び調査結果

に基づいて予測する手法により予測・評価を行

いました。 

 
２．大気質・騒音・振動に関すること 

意見書に記載された意見の概要 都市計画決定権者の見解 

（１）完成後のトンネル出口から排出される

汚染物質濃度を等濃度分布図で示し

て欲しい。また、その排気ガスによっ

て環境破壊が起こる。 

評価書第８章第１節において、トンネル坑口

から排出される二酸化窒素、浮遊粒子状物質の

影響を加味した大気質の予測・評価を行いまし

た。その結果、全ての予測地点で整合を図るべ

き基準等を満足することを確認しました。ま

た、トンネル抗口周辺の二酸化窒素の等濃度分

布図は評価書資料編３．大気質に示していま

す。 

（２）工事用車両の運行ルート・車両台数（時

間当たり）を明らかにしなければ、既

存道路に与える影響は「整合を図るべ

き基準等」の範囲にあるという結論は

納得できない。 

工事用車両の運行を予定している路線、台数

は、評価書第８章第１節、第２節、第３節に示

しています。 
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３．地下水・地盤に関すること 

意見書に記載された意見の概要 都市計画決定権者の見解 

（１）トンネル工事により、地下水脈に変化

が生じることは若彦トンネル、リニア

試験線工事などからあきらかである。

また、北部区間の山間部は、被圧水層

の位置も比較的浅い位置にあると思わ

れる。このため、本事業のトンネル掘

削中若しくはトンネル完成後におい

て、構造物による地下水脈の分断や地

下水流動の変化、地下水位の低下によ

る井戸・棚田等の水枯れ、温泉の泉源

の枯渇、地盤の隆起や沈下といった影

響は生じないのか。事前に影響が生じ

ないことを明らかに出来ない場合に

は、工事を実施すべきではない。 

評価書第８章第５節に記載のとおり、温泉水

は沢水やボーリング孔の地下水と明らかに水

質が異なり、より深部を流動し、計画路線周辺

の地下水との関連性は低いと考えられました。

加えて、計画路線に関連する流域面積は甲府盆

地内北側の流域面積に比べて非常に小さいこ

とから、温泉に変化はほとんど生じないと考え

ています。 

１号トンネル（岩盤部）、２号トンネル及び

３号トンネル周辺は、岩盤部の地下水位が低い

位置にあるため、トンネルの掘削中若しくはト

ンネル完成後において、地下水脈の分断等の影

響はほとんど生じないと考えています。 

また、1号トンネル扇状地堆積物部について

は、地表付近に地下水が存在するため、工事中

の地下水の状況を観測し、その結果を施工方法

へ反映させることで、地下水の水位への影響の

低減を図ることから、井戸・棚田等への影響、

地盤の変位等の影響はほとんど生じないと考

えています。 

評価書第８章第５節に記載のとおり、事業実

施区域周辺の個別の井戸等については、事業実

施段階で、井戸分布等の詳細な調査を行い、必

要に応じて適切な対策を行います。 

（２）自家用井戸、棚田、温泉の泉源に対し

て影響が見られた場合には補償しても

らえるのか。 

（３）千代田湖の直下をトンネル掘削し、万

一湖底が抜け大量の湖水がトンネル開

口部より噴出することも考慮している

のか。 

評価書第８章第５節及び資料編５．地下水に

記載のとおり、堅硬な岩盤であること、千代田

湖は、付近のボーリングで確認された地下水よ

りも高い位置にあり、千代田湖の湖水は、地下

水との関連性が低いことから、千代田湖の湖水

に変化はほとんど生じないと考えています。 

（４）地下水流の変化による地上の隆起や、

地盤の沈下による影響など、地下水流

の状況を十分に把握する調査を実施

し、水流の方向とトンネルの関係を示

してもらいたい。 

評価書第８章第５節及び資料編５．地下水に

記載のとおり、地下水の状況を確認した結果、

トンネル区間の地下水は低い位置にあるため、

地上の隆起や地盤沈下に影響を及ぼす地表付

近に存在する土壌水との関連性は低いと考え

られます。また、１号トンネルのうち、扇状地

堆積物部では地表付近に地下水が存在するこ

とが確認されましたが、工事中の地下水の状況

を観測し、その結果を施工方法へ反映させるこ

とで、地下水の水位の影響はほとんど生じない

と考えています。なお、これらの状況のイメー

ジは評価書第８章第５節及び資料編５．地下水

に示すとおりです。 
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意見書に記載された意見の概要 都市計画決定権者の見解 

（５）塚原町を囲む山々の山麓一帯は土石流

危険地域の指定を受けており、北部区

間の家屋は洪水による水害の被災が発

生している。その下流部分にインター

チェンジは造成可能か。 

当該地区においては、河川上流の山腹で発生

した土石流が計画路線まで到達するか概略検討

を行い、安全なルート位置を選定しております。

事業実施段階で詳細な地質調査等を行い、必

要に応じて安全対策の検討を実施する予定で

す。 

（６）塚原町内は地盤が脆弱であり、地下掘

削に耐えられるか。 

評価書第３章に記載のとおり、地下掘削にあ

たっては、掘削した壁面にコンクリートを吹き

付けて固め、さらにロックボルトを打設して地

山と一体化させる NATM を採用する予定です。

なお、必要に応じ、補助工法を実施すること

を、事業実施段階で検討します。 

※補助工法とは、トンネル掘削面の安定及び

地山の変位抑制のための工法で、具体的に

は水平長尺鋼管先受工、長尺鏡補強工等が

あります。 

 
４．動物・植物・生態系に関すること 

意見書に記載された意見の概要 都市計画決定権者の見解 

（１）トンネルから排出される窒素酸化物に

よる、オオタカやキクガシラコウモリ

など絶滅危惧種に指定されている動植

物に対しての影響が心配である。 

評価書第８章第８節及び第９節に記載のとお

り、調査、予測、評価は「道路事業に係る環境

影響評価の項目並びに当該項目に係る調査、予

測及び評価を合理的に行うための手法を選定す

るための指針、環境の保全のための措置に関す

る指針等を定める省令」(建設省令第 10 号,H10.

6、国土交通省令第 15 号,Ｈ22.4 改訂)に基づい

て適切に実施しています。 

オオタカ等、生息・生育環境が保全されない

又は保全されない可能性があると予測された重

要な動植物種については、環境保全措置を実施

することで、環境負荷の低減に努めます。 

また、工事中及び道路の供用後において、予

測し得ない影響が生じた場合は、別途対策を行

います。 

（２）オオタカ等の事後調査結果で、影響が

確認された場合には誰が責任をとるの

か。また、その際には計画の中止やル

ートの変更は行われるのか。 

評価書第８章第８節に記載のとおり、オオタ

カ等については事後調査を実施し、工事中及び

道路の供用後において、予測し得ない影響が生

じた場合は、別途対策を行います。 
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４．動物・植物・生態系に関すること 

意見書に記載された意見の概要 都市計画決定権者の見解 

（３）地下水位が低下すると考えられ、それ

に伴い植生への影響も生じるはずであ

る。 

評価書第８章第５節に記載のとおり１号トン

ネル岩盤部、２号トンネルの周辺、３号トンネ

ルの周辺、３号トンネル以西の土工区間及び３

号トンネル以西の橋梁区間では、工事の実施に

より土壌水に変化はほとんど生じません。１号

トンネル扇状地堆積物部では、工事中の地下水

の状況を観測し、その結果を施工方法に反映さ

せる方法により工事を施工することで影響を低

減することができると考えています。 

（４）今のままの自然環境豊かな自然の里山

を残してほしい。 

評価書第８章第８節、第９節、及び 10 節に記

載のとおり、計画路線は道路の計画段階におい

て、大部分をトンネル構造として改変面積を極

力小さくする計画とし、動物、植物、生態系へ

の影響に配慮し、環境負荷の回避・低減を図っ

ています。一部で生息・生育環境は保全されな

い可能性があると予測されましたが、環境保全

措置を実施することで、環境負荷の低減に努め

ます。 

（５）自然を破壊してまで作らなければなら

ない道路なのか。建設後の自然保護に

ついて何の展望も示せず無責任であ

る。 

（６）動植物の個々の種がどのように関わり、

全体的な自然環境を作っているのか示

されていません。高位の動物（ex.オオ

タカ）が生息するための、低位の動物

や植生がどのように保証されるのか、

具体的に示してほしい。 

評価書第８章第 10 節に記載のとおり、地域を

特徴づける生態系として、山地の樹林生態系な

ど、当該地域を８つの生態系に区分し、それぞ

れの生態系における消費者、生産者、基盤環境

を整理して、食物連鎖の関係を把握しました。

さらに、市街地を除く７区分について、生態

系区分毎に注目種・群集の生息・生育基盤を重

ね合わせ、科学的知見及び類似事例を参考に予

測を行いました。一部の地域を特徴づける生態

系の注目種・群集で生息・生育環境は保全され

ない又は保全されない可能性があると予測され

ましたが、環境保全措置を実施することで、環

境負荷の低減に努めます。 

なお、工事中及び道路の供用後において、予

測し得ない影響が生じた場合は、別途対策を行

います。 

（７）生態系について、いくつか保全されな

い可能性が指摘されている。生態系の

保全の観点からも、希少種の調査、保

護、回避などたくさんの課題がある。
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５．景観に関すること 

意見書に記載された意見の概要 都市計画決定権者の見解 

（１）甲府盆地に広がる山々の眺望、ぶどう

棚や果樹園の四季折々の景観は山梨県

民の宝である。観光客にとっても一番

魅力を感じる甲府盆地に広がる山々の

眺望、ぶどう棚や果樹園からの四季

折々の景観を守るべき。 

評価書第８章第 11 節に記載のとおり、計画路

線は道路の計画段階において、トンネル構造を

始めとした道路構造の検討を実施しており、景

観への影響に配慮し、環境負荷の回避・低減を

図っています。 

景観の構造に変化が生じると予測された地点

については、周辺景観との調和に配慮した構造

物（橋梁等）の形式、デザイン、色彩の検討等

の環境保全措置を実施することで、環境負荷の

低減に努めます。 

（２）遠景ばかりであり、景観に及ぼす影響

を過小に見せている。遠景だと道路の

圧迫感は軽減される。もっと近景から

の視点を導入すべきである。 

評価書第８章第 11 節に記載のとおり、調査、

予測、評価は「道路事業に係る環境影響評価の

項目並びに当該項目に係る調査、予測及び評価

を合理的に行うための手法を選定するための指

針、環境の保全のための措置に関する指針等を

定める省令」(建設省令第 10 号,H10.6、国土交

通省令第 15 号,Ｈ22.4 改訂)に基づいて適切に

実施しています。 

景観の視点の選定にあたっては、評価書第８

章第 11 節に記載のとおり、主要な眺望点及び日

常的な視点場と景観資源との位置関係及び対象

道路の位置などを踏まえ、主要な眺望景観及び

日常的な視点場からの景観に変化が生じると想

定される眺望点を設定しました。 

（３）塚原ＩＣの一帯の里山の風景がどのよ

うに変わるのか、塚原町や古府中町に

住む住民、予定地域の住民の生活圏の

範囲で具体的に示すべきである。 

（４）荒川河川敷の上流に住む人にとっては

甲府盆地や富士山を横切る構造物とな

る。敷島総合公園から富士山の眺望が

問題である。 

（５）現在進行中の広域農道の橋もこの景観

図から抜け落ちており問題である。 

評価書第８章第 11 節に記載のとおり、調査、

予測、評価は「道路事業に係る環境影響評価の

項目並びに当該項目に係る調査、予測及び評価

を合理的に行うための手法を選定するための指

針、環境の保全のための措置に関する指針等を

定める省令」(建設省令第 10 号,H10.6、国土交

通省令第 15 号,Ｈ22.4 改訂)に基づいて適切に

実施しています。 

なお、荒川河川敷公園から見た主要な景観資

源である黒富士火山群及び秩父多摩甲斐国立公

園については、広域農道の橋の存在による景観

への影響は小さいため、広域農道を考慮した予

測・評価は実施しておりません。 
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６．廃棄物等に関すること 

意見書に記載された意見の概要 都市計画決定権者の見解 

（１）廃土による二次的な自然破壊を招く惧

れがある。 

評価書第８章第 13 節に記載のとおり、建設発

生土については、事業実施区域内の盛土材とし

て再利用する計画です。また、「建設発生土情

報交換システム」による工事間利用を、他の道

路事業等への再利用も含めて検討し、余剰分は

「資源の有効な利用の促進に関する法律」（平成

3年 4月 26 日 法律第 48 号）に基づき、適正

に再利用等を図ることとしています。 

（２）トンネル工事による残土の処分地の説

明が行われていない。東側区間を高架

方式とし残土処理ができない場合、大

量の残土をどこに処分するのか。 

 
７．その他 

意見書に記載された意見の概要 都市計画決定権者の見解 

（１）車・経済優先の社会は見直しの時期に

きている。地球の資源のムダ使いを止

め、人間が主人公で生物と共生できる、

自転車、車椅子、歩行者が十分満足で

きる景観、健康志向の道路政策を考え

るべきである。渋滞対策の工夫、交通

システムの工夫、地元の知恵で色々な

工夫ができる。 

評価書第３章に記載のとおり、計画路線ヘの

交通の転換による国道 20 号の渋滞の緩和に伴

う交通流、物流等の円滑化、都市間の移動・輸

送時間が短縮されることによる地域の活性化、

県立中央病院への周辺地域からのアクセス時間

が短縮されることによる救急医療サービスの向

上が図られることから、甲府都市圏全体として

必要不可欠な路線と考えています。 

（２）世界中が食料危機を問題にしている時、

大切な農地をつぶすことに反対であ

る。 

（３）平成 17 年の交通センサスでは交通量が

減少しており、さらに交通量が減少す

ることは疑問の余地がなく、北部区

間・南部区間とも、現在の交通量を考

えると計画交通量は信用できない。計

画交通量の算出根拠があいまいであ

り、どのような算出根拠・算出方法に

基づいて算出したのか明らかにするこ

と。 

評価書第３章に記載のとおり、計画交通量は、

平成 17 年に全国で実施した道路交通センサス

を基に将来の道路網を踏まえ、平成 42 年の交通

需要の予測を行っています。 

その際には、将来人口の想定、免許保有者お

よび乗用車保有台数の将来の見通し等について

条件を設定しており、将来の人口動向等の影響

も勘案したものとなっています。 

なお、愛宕町下条線の供用、国道 20 号竜王拡

幅の供用等の最新の道路網条件も考慮した上で

計画道路の交通量を予測しています。 
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意見書に記載された意見の概要 都市計画決定権者の見解 

（４）果樹栽培に影響が心配。植物・農作物

が排気ガスで黒くなり、果実などは食

べられなくなる。 

植物・農作物については、計画段階において、

大部分をトンネル構造として改変面積を極力小

さくする計画とし、負荷の回避・低減を図りま

した。 

なお、評価書第８章第９節に記載のとおり、

調査、予測、評価は「道路事業に係る環境影響

評価の項目並びに当該項目に係る調査、予測及

び評価を合理的に行うための手法を選定するた

めの指針、環境の保全のための措置に関する指

針等を定める省令」(建設省令第 10 号,H10.6、

国土交通省令第 15 号,Ｈ22.4 改訂)に基づいて

適切に実施しています。 

（５）工事用車両が狭い生活道路を走り子供

達が危険にさらされる。特に、山宮、

羽黒、千塚地区の子供達が心配。 

ダンプトラック等の工事用車両の通行に関し

ては、通学路区間に配慮しながら、朝・夕の通

学時間は運行を制限する、必要に応じて主要な

交差点等にはガードマンを配置する等を検討し

ます。 
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第 13 章 準備書についての知事意見及びそれに対する都市計画決定権者の見解 
 

環境影響評価法第20条第1項に基づく環境の保全の見地からの山梨県知事意見及びそれに対す

る都市計画決定権者の見解を以下に示す。 

 

Ⅰ．全般的な事項 

１．環境影響評価方法書手続中に新たに情報提供を行った資料の取扱い 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

環境影響評価準備書（以下「準備書」とい

う。）の縦覧後、新たに知事に情報提供を行

った補足資料については、原則として補足し

た内容を全て環境影響評価書（以下「評価書」

という。）の「対象事業の目的及び内容」、

「対象事業に係る環境影響評価の項目並び

に調査、予測及び評価の手法」に記載するこ

と。また、交通量等の算定根拠、基礎数値等

の補足的な資料については資料編に添付す

ること。 

準備書の縦覧後、新たに知事に情報提供を

行った補足資料については、貴重種の保護の

観点から公表できないもの等を除き、評価書

資料編に記載しました。また、交通量等の算

定根拠、施工計画、工事用車両台数、工事用

車両の運行ルートの概要等の補足資料を評

価書資料編に記載しました。 

 

２．環境影響の程度、評価基準の明確化 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

準備書において、対象事業が及ぼす環境影

響について環境基準等への適合状況を確認

した環境影響評価の項目は、対象事業による

環境影響の程度及び広がりを次の事項が明

らかになるよう検討し、検討の経緯及び結果

を評価書に記載すること。 

１）対象事業が及ぼす環境影響の整理 

ａ）方法書知事意見に基づく評価の実施 

方法書知事意見（1.05）において、「評価

は、環境の保全措置の実施前後を比較するこ

とによって行うこと。環境影響の軽減の度合

については、できる限り定量的若しくは、客

観的に明らかにすること」を求めたところで

あるが、準備書においては、事業実施後の環

境の状況及び保全措置の効果についての記

載となっており、実施前との比較が行われて

いないので、評価書において修正すること。

自動車の走行に係る大気質、騒音等につい

ては、事業実施前との比較を行い、評価書第

８章第１節 8-1-55～58、8-1-109～110、

8-1-124～125 頁、第２節 8-2-40～43、

8-2-58、8-2-74 頁等に記載しました。 

なお、建設機械の稼働に係る粉じん等など

現地調査を実施していない項目については、

工事着手前に調査を実施します。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

ｂ）現在の環境の状況との比較 

対象事業が及ぼす環境影響の程度については、現

在の環境の状況を明らかにした上で、環境保全措置

の実施前後の環境影響の比較を行い、検討の経緯及

び結果を評価書に記載すること。 

対象事業が及ぼす環境影響の程度につ

いては、現在の環境の状況を明らかにし

た上で、環境保全措置の実施前後の環境

影響の比較を行い、検討の経緯及び結果

を評価書第８章第１節 8-1-88、8-1-109

～110 頁、第２節 8-2-40～43、8-2-58 頁

に記載しました。 

ｃ）事後調査の実施 

都市計画決定権者が環境影響の程度が「環境基準

未満である」ことを理由に「影響はない」と判断し

た地域には、対象事業の実施により現在の環境の状

況から乖離することとなる地域（例えば、当該事業

による環境影響の寄与率が１０％を超える地域）が

含まれていることから、こうした地域においては、

「道路事業に係る環境影響評価の項目並びに当該項

目に係る調査、予測及び評価を合理的に行うための

手法を選定するための指針、環境の保全のための措

置に関する指針等を定める省令」（以下「主務省令」

という。）第１４条第１項に定める、「環境影響が

無い又は環境影響の程度が極めて小さいと判断」し

た理由について評価書に記載すること。 

 準備書における各評価項目について

は、「事業者の実行可能な範囲で回避又

は低減が図られているかどうか。」、「整

合を図るべき基準又は目標との整合が図

られているかどうか」について評価して

います。 

その結果、計画路線は道路の計画段階

において、集落及び市街地をできる限り

回避した計画としており、住居等の保全

対象への影響に配慮し、環境負荷の回

避・低減を図っており、また、環境基準

等との整合は図られると評価していま

す。 

なお、評価項目については、山梨県環

境影響評価条例（以下、「山梨県条例」

という。）第４６条に基づき、事業の実

施中及び実施後において環境の状況及び

環境の保全のための措置の実施状況を把

握するために、中間報告書及び完了報告

書の作成等の手続きを行います。 

また、対象事業の実施中及び実施後における周辺

環境へ影響を確認するため事後調査を実施し、対象

事業による環境影響の程度を明らかにした上で、環

境保全措置の必要性を検討し、その経緯及び結果を

事業実施中及び実施後の手続において明らかにする

こと。 

なお、事業者は、事業の実施による環境への負荷

をできる限り回避し、又は低減することその他の環

境の保全についての配慮が適正になされることを求

めた、環境影響評価法第３条の主旨を尊重すること。

合わせて、環境基本法第１６条に定められた「環

境基準」は、「人の健康を保護し、及び生活環境を

保全する上で維持されることが望ましい」基準とし

て定められたものであり、対象事業による環境影響

を当該基準値まで地域住民等に許容させるものでは

ないことを申し添える。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

２）複数案による環境保全措置の検討 

ａ）実施しないとした措置の説明 

「環境保全措置の検討」において比較検討し、実

施しないこととした措置についても、評価書におい

て、環境影響の低減に係る具体的な効果を説明する

こと。 

「環境保全措置の検討」において比較

検討し、実施しないこととした措置につ

いては、実施しないこととした理由を評

価書資料編に記載しました。 

ｂ）環境保全措置の検証 

環境保全措置の検証において、「環境保全措置の

効果に係る知見は蓄積されていると判断される」と

している項目については、当該措置の実施事例の引

用等により、本事業における環境影響の低減の程度

を検証し、その内容を基に、措置の合理性の検討を

行い、検討の経緯及び結果を評価書に記載すること。

【検討すべき環境保全措置の例】 

大気汚染・騒音：車両運行計画 

（P.8-1-43、P.8-2-46） 

景観     ：地形等の改変部緑化、ラウンデ

ィング、構造物・付属施設等の

形状等（P.8-11-45） 

環境保全措置の検証において、「環境

保全措置の効果に係る知見は蓄積されて

いると判断される」とした項目について

は、当該措置の実施事例を評価書資料編

に記載しました。 

また、山梨県条例第４６条に基づき、

事業の実施中及び実施後において評価書

に記載された環境影響評価の項目に係る

環境の状況及び環境の保全のための措置

の実施状況を把握するために、中間報告

書及び完了報告書の作成等の手続きを行

います。 

ｃ）実施可能な環境保全措置の検討 

環境保全措置の複数案の比較検討において、費用

等の環境保全の見地以外の理由で実施しないと判断

した措置については、評価書の記載から除外するこ

と。 

環境保全措置の複数案の比較検討にお

いて、費用等の環境保全の見地以外の理

由で実施しないと判断した措置について

は、評価書の記載から除外しました。 
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３．対象事業の部分供用について【主務省令第 10 条第 3項関係】 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

対象事業の工事が長期間にわたり、暫定的

に部分供用が行われる場合にあっては、部分

供用による環境影響の予測が主務省令第 10

条第 3項において規定されている。 

本事業においては、山梨県環境影響評価等

技術審議会において、事業者は「部分供用は

行わない予定である」としていることから、

その旨を評価書の事業計画第３章中に明記

すること。 

なお、事業の実施中に、社会情勢等の変化

により、部分供用することとなった場合は、

当該区間の供用による環境影響の程度及び

環境保全措置の必要性について検討すると

ともに、事後調査を実施すること。 

併せて、本県条例で定める「事業実施中及

び実施後の手続」に基づき、検討経緯及び事

後調査の結果等を明らかにする旨を評価書

に記載すること。 

本事業は、「部分供用は行わない予定である」

ことから、その旨を評価書の事業計画第３章 5

頁に記載しました。 

ただし、今後の社会情勢等の変化により、部

分供用することとなった場合は、当該区間の供

用による環境影響の程度及び環境保全措置の

必要性等について検討を行います。 
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４．他事業との複合影響等【主務省令第 10 条第 5項関係】 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

次の３事業に関しては、供用後における当

該事業との複合影響について、主務省令第

10 条第 5項に基づき、事業計画、将来交通

量や利用状況に係る基礎的な情報を整理・勘

案した上で環境影響を把握し、検討の経緯及

び結果について評価書に記載すること。 

特に、当該対象事業の工事用車両の運行に

より影響を受ける事業については、「環境影

響評価方法書に対する知事の意見（以下「方

法書知事意見」という。）」1.9 において、

環境影響を求めているところであるが、準備

書に反映されていないので、評価書において

明らかにすること。 

１）都市計画道路甲府外郭環状道路東区間

（現在準備書手続中） 

ａ）接続することによる相互影響 

ｂ）トンネル掘削残土及び切り土等により発

生する残土の受け渡しに係る環境影響 

山梨県環境影響評価等技術審議会（平成

24 年 3 月 2 日開催）において、残土の処分

方法として、事業者から「都市計画道路甲府

外郭環状道路東区間（以下「東区間」という。）

において利用する」旨の説明があったことか

ら、現在想定している東区間への残土の搬入

量、車両台数及び代表的な運行ルートを明確

にすること。 

都市計画道路甲府外郭環状道路東区間（以下

「東区間」という。）と接続することによる相

互影響については、評価書第８章第１節

8-1-52～53 頁、第２節 8-2-26～27 頁に記載し

ています。 

また、現在想定している東区間への残土の搬

入量、車両台数及び代表的な運行ルートを評価

書資料編に記載しました。 

２）都市計画道路（（仮）新環状・緑が丘ア

クセス線） 

ａ）接続することによる相互影響 

ｂ）当該事業の工事用車両が都市計画道路を

利用することによる環境影響（方法書知事意

見 1.9） 

（仮）新環状・緑が丘アクセス線と接続する

ことによる相互影響については、評価書第８章

第１節 8-1-52～53 頁、第２節 8-2-26～27 頁に

記載しています。 

また、当該事業の工事用車両は、（仮）新環

状・緑が丘アクセス線を利用しない計画として

います。 

３）茅ケ岳東部広域農道 

ａ）施設の存在及び供用にかかる景観等の環

境影響 

計画路線の存在に係る景観の予測評価につ

いては、最新の状況を踏まえ見直しを行い評価

書第８章第 11 節 8-11-39 頁に記載しました。



13-6 

 

５．方法書知事意見の反映 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）「方法書知事意見に対する見解」の再

検討 

ａ）大気汚染物質の拡散抑制に対する影響

（方法書知事意見 1.10 及び 2.1.2）【主務

省令第 7条第 1項第１号及び第 16 条第 1項

第 2号関係】 

特異な地形を考慮した予測を行うことを

求めた方法書知事意見に対し、都市計画決定

権者は「特異な地形ではない」（P.6-3）と

の見解を示し、一般的な予測手法（パフモデ

ル）を適用しているが、「特異な地形ではな

い」と判断するに至った測定結果や検討経

緯、検討結果が示されていないので、評価書

に記載すること。 

大気質については、トンネル出口付近で甲

府盆地北斜面における接地逆転層発生時に

降下流等の影響により大気汚染物資が南側

（盆地内側）に偏って拡散することが懸念さ

れる。一般的な予測モデルでは、そのような

拡散状態が再現できないおそれがあること

から、当該事項を考慮した予測を行い、汚染

物質の水平方向の拡散の様子を等濃度線に

より地図上に示すことにより明らかにし、評

価書に記載すること 

大気質については、接地逆転層の状況を把握

するための調査を行った結果、逆転層（温度逆

転）は、冬季の日没から日の出前にかけて出現

するという、冬季における一般的な傾向が見ら

れました。調査結果の詳細を評価書資料編に記

載しました。 

予測の手法の一つとして採用したパフモデ

ルの鉛直拡散係数（夜間）は、秋季から冬季に

かけての接地逆転層の発生を見込んだものと

なっており、調査結果から、これらの係数を適

用することが妥当であると考えます。 

また、山梨県条例第４６条に基づき、事業の

実施中及び実施後において大気質に係る環境

の状況を把握するために、中間報告書及び完了

報告書の作成等の手続きを行います。 

ｂ）騒音の異常伝搬に対する影響（方法書

知事意見 1.10 及び 2.2.2） 

騒音の異常伝搬の確認を求めた方法書知

事意見に対し、都市計画決定権者は「現地に

おいて騒音実験を実施して確認を行ったが、

地形による明確な反射音は確認できなかっ

た」旨の見解（P.6-6）を示しているが、当

該調査の結果が準備書に記載されていない

ことから、評価書に調査結果を添付するとと

もに、検討の経緯及び結果を評価書に記載す

ること。 

騒音については、地形による反射音の実験を

行った結果、地形による影響はほとんどなかっ

たことから騒音に係る特異な地形はないと判

断しました。調査結果の詳細を評価書資料編に

記載しました。 

また、山梨県条例第４６条に基づき、事業の

実施中及び実施後において騒音に係る環境の

状況及び環境の保全のための措置の実施状況

を把握するために、中間報告書及び完了報告書

の作成等の手続きを行います。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

ｃ）空気振動に係る影響（方法書知事意見

2.2.3） 

大型建設機械の稼働による低周波音の発

生に対する検討を求めた方法書知事意見に

対し、都市計画決定権者は「現地踏査を行い、

特に配慮が必要な施設の分布状況及び構造

等を把握した」旨の見解（P.6-6）を示して

いるが、第８章第４節にはその具体的内容が

記載されていないことから、調査結果及び環

境保全措置等の検討の経緯及び結果を評価

書に記載すること。 

低周波音については、現地踏査を実施し、自

動車の走行に係る低周波音が発生するおそれ

がある橋梁部周辺の住居等の立地状況、特に配

慮が必要な施設がないことを確認し、その結果

を評価書第８章第４節 8-4-3 頁に記載してい

ます。 

なお、工事に使用する建設機械の詳細につい

ては、事業実施段階で検討を行いますが、低周

波音の影響が懸念される建設機械を使用する

場合は、低周波音の低減方策等について検討し

ます。 

ｄ）水質汚濁物質の影響（方法書知事意見

2.3.1） 

濁水の発生時やトンネル掘削に係る工事

排水に対する環境影響の把握を求めた方法

書知事意見に対し、都市計画決定権者は「当

該事業においては、仮沈砂池や濁水処理装置

を用いることにより、濁水やアルカリ排水を

河川等の公共用水域に排出しない」旨の見解

を示しているが、「仮設沈砂池や濁水処理装

置等」については、水質汚濁に係る環境影響

評価の項目として改めて選定したうえで、調

査、予測及び評価を行い、検討の経緯及び結

果を評価書に記載すること。 

工事中の濁水については、新たに「工事中の

水質監視等」の項目を設け、当該事業において

は、仮沈砂池や濁水処理装置を用いることによ

り、濁水やアルカリ排水を河川等の公共用水域

に排出しないこと、事業実施中に定期的な調査

を行うことを評価書第３章 25 頁に記載すると

ともに、その検討結果を評価書資料編に記載し

ました。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

ｅ）環境保全措置の検討について（方法書

知事意見 4.1.4） 

都市計画決定権者は、景観に変化が生じる

と予測された地点における環境保全対策に

ついては、「事業の実施段階において、周辺

景観との調和に配慮した構造物（橋梁等）の

形式、デザイン、色彩の検討等の環境保全措

置を実施する」旨の見解を示しているが、具

体的な検討が行われていないことから、既存

事例引用、複数案の検討等を具体的に行い、

その検討の経緯及び結果を評価書に記載す

ること。 

なお、上記の検討が評価書までに間に合わ

ない場合、環境保全措置の効果を検証できな

いことから、景観の変化については事後調査

の対象とし、事業の実施中及び実施後の手続

において、検討の経緯およびその結果を明ら

かにすること。 

現段階においては、橋梁形式等が確定してい

ないことから、複数案の比較検討等について

は、事業実施段階で検討します。 

なお、景観については、山梨県条例第４６条

に基づき、事業の実施中及び実施後において環

境の状況及び環境の保全のための措置の実施

状況を把握するために、中間報告書及び完了報

告書の作成等の手続きを行います。 

６．事業計画（計画交通量） 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）ルート選定 

都市計画決定権者は、「準備書第３章に記

載のとおり、計画ルートは、市街地への影響

を極力避け、甲府盆地北部の山間部や住宅地

を通過することとし、安全で快適な走行の確

保、地域の利便性の向上を考慮しつつ、自然

環境や景観、遺跡、既存の土地利用等への影

響が可能な限り小さくなるよう配慮（P.20）」

した旨を記載しているが、その具体的内容が

準備書に記載されていない。ルート選定の経

緯及び結果について、具体的に評価書に記載

すること 

計画路線のルート選定の経緯及び結果につ

いて、評価書第３章 22～23 頁に記載しました。
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

２）道路構造（P.08～11） 

P.8 に記載された基本構造については、予

測対象部分の道路構造（盛土、切土部、掘割、

地中式等）や高さ（予測地点付近の平均的な

高さ(深さ)、最も高い(深い)地点）に関する

情報が十分に記載されていないことから、予

測の検証に必要な情報を全て評価書に記載

すること。 

計画路線の道路構造や計画高等に関する情

報について、評価書第３章 10～11 頁に記載し

ました。 

３）計画交通量 

計画交通量は、環境影響の予測の根幹とな

る部分であることから、その積算根拠及び将

来交通量の推計について、資料を整理し評価

書に添付すること。 

その際、将来推計に用いた、社会的な変化

の条件（高齢化、人口の減少等）、周辺の道

路環境の変化（市道愛宕町下条線の部分供用

等）については、その内容及び反映状況をで

きる限り詳細に記載すること。 

計画交通量の積算根拠及び将来交通量の推

計について、評価書資料編に記載しました。 

４）側道に係る交通量 

側道の有無（迂回路等で使用する予定の道

路を含む。）、設置予定箇所及び当該部分に

おいて想定される計画交通量については、当

該事業に関連して発生する環境影響である

ため、その積算根拠及び将来推計について、

資料を整理し評価書に追加すること。 

計画路線の整備と合わせて側道の整備を行

いますが、これは周辺の生活道路の機能補償の

ために改修を行うものです。従って、通行する

交通量は少なく予測値に影響を与えるもので

はないため、側道からの影響は考慮していませ

ん。 

５）トンネルに係る発生土の処理等 

ａ）当該事業においては甲府盆地北側斜面

がトンネル区間となる計画であることから、

トンネル掘削及び工事関連施設の設置に伴

う影響要因(工事用車両により発生する交通

量、現況交通量、発生土の質・量等)を定量

的に把握し、関連する環境影響評価の項目

(大気質、騒音、振動、水質、地下水、発生

土等)の予測及び評価を実施し、その検討の

経緯及び結果を評価書に記載すること。 

トンネル工事に係る大気質、騒音、振動、地

下水、発生土等の予測及び評価の結果は、評価

書第８章第１～３節、第５節及び第 13 節に記

載しています。 

また、工事中の濁水については、「工事中の

水質監視等」を評価書第３章 25 頁に記載する

とともに、その検討結果を評価書資料編に記載

しました。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

ｂ）発生土を主に運搬する道路について

は、トンネル工事における発生土の量、運搬

車両の台数、主要な運搬ルート及び保全対象

の分布状況を明示したうえで、大気質、騒音、

振動等の調査、予測及び環境保全措置を検討

し、その経緯及び結果を評価書に記載するこ

と。 

工事用車両の運行等に係る大気質、騒音、振

動等の予測及び評価の結果は、評価書第８章第

１～３節に記載しています。 

また、施工計画、工事用車両台数、工事用車

両の運行ルートの概要等の補足資料を評価書

資料編に記載しました。 

ｃ）発生土を工事ヤード及び残土処分場以

外で仮保管する場合は、仮保管場所について

も、残土処分場と同様に環境保全措置を検討

し、その経緯及び結果を評価書に記載するこ

と。 

工事により発生する土砂等は、都市計画対象

道路事業実施区域外での仮保管は予定してい

ない旨を評価書第３章 12 頁に記載してます。

なお、都市計画対象道路事業実施区域外での土

砂の仮保管等を行う場合には、環境影響の程度

及び環境保全措置の必要性等について検討を

行います。 

６）工事関係車両 

ａ）工事関係車両の算定根拠の明確化 

方法書知事意見 1.7 において「トンネル掘

削に伴う工事用車両により発生する交通量、

現況交通量、発生土の質及び量等を定量的に

把握し、関連する環境影響評価の項目に係る

環境影響評価」の実施を求めたが、工事用車

両の算定根拠、交通量、工事車両の運行ルー

トに係る検討資料や具体的な検討結果が示

されていないため、本知事意見で求めた内容

について、検証が可能な資料を評価書に記載

すること。 

工事用車両の算定根拠、交通量、工事車両の

運行ルートに係る検討資料を評価書第３章 19

～20 頁及び評価書資料編に記載しました。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

ｂ）他の事業への搬出に係る環境影響の基

礎条件の整理 

山梨県環境影響評価等技術審議会（平成

24 年 3月 2日開催）において、「トンネル

工事等で発生する残土については、「甲府外

郭環状道路東区間（以下「東区間」という。）」

において使用する」旨の回答があったことか

ら、東区間において当該事業により使用する

発生土の量、運搬車両の台数、走行時間帯及

び走行ルート（代表的なものを必ず記載する

こと）等を評価書に明記すること。 

なお、運搬ルートの設定が困難である場合

は、最も影響が大きくなるおそれがある次の

地点を結ぶルートを想定し検討を行うこと。

ア）甲府市塚原〜東区間の笛吹市（井戸〜

東油川地内）の盛土部分 

イ）甲斐市牛句〜東区間の甲府市小曲付近

の盛土部分 

工事用車両の算定根拠、交通量、工事車両の

運行ルートに係る検討資料を評価書第３章 19

～20 頁及び評価書資料編に記載しました。 

７．予測 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）調査地点（交通騒音、交通振動共通）

方法書（図 5-2-1(1)（Ｐ.201）に記載し

た「自動車騒音及び道路交通振動の調査地

点」のうち、国道 20 号の調査地点（塩崎交

差点付近（甲斐市塩崎町））については、道

路交通騒音の調査地点（表 8-2-2（Ｐ.8.2-3）

及び図 8-2-1（Ｐ.8.2-3））及び道路交通振

動の調査地点（表 8-3-2(2)（Ｐ.8.3-2）及

び図 8-3-1（Ｐ.8.3-3））が準備書段階にお

いて削除されている。 

計画路線は国道 20 号のバイパスとして計

画されており、当該調査地点は計画路線が国

道２０号に接続した後の環境影響を把握す

る上で重要な地点であることから、評価書に

おいて、当該調査地点を削除した理由及び検

討経緯（特に供用後の国道 20 号への車両の

流入及び車両運行ルートとの関連）について

説明すること。 

方法書（図 5-2-1(1)（Ｐ.201）に記載した

「自動車騒音及び道路交通振動の調査地点」の

うち、国道 20 号（塩崎交差点付近（甲斐市塩

崎町））は、方法書時点で工事用道路としての

利用が予想されたため調査地点として選定し

ていましたが、施工計画の検討を行った結果、

工事用車両が利用しない計画となったため準

備書には記載しませんでした。 

当該地点の調査結果について、参考として評

価書資料編に記載しました。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

２）調査地点（交通騒音、交通振動共通）

ａ）２．１自動車の走行に係る影響（騒音、

振動） 

準備書段階の道路交通騒音調査地点（表

8-2-2（Ｐ.8.2-3）及び図 8-2-1（Ｐ.8.2-3））

道路交通振動の調査地点（表 8-3-2(2)

（Ｐ.8.3-2）及び図 8-3-1（Ｐ.8.3-3））の

「Ａ甲府市桜井」の調査地点において、評価

書で国道１４０号を選定した理由を明らか

にすること。 

併せて、供用後の環境影響を当該地点で測

定する理由を評価書に記載すること。 

ｂ）２．３資材及び機械の運搬に用いる車

両の運行に係る影響（騒音、振動） 

現況の車両交通量の測定地点と工事車両

の走行に係る予測地点が異なることについ

て、説明すること。 

例えば、桜井インター付近において、国道

１４０号を現況交通量の測定地点として掲

げているが、予測地点は、和戸通りの延長に

あり、両者の関連が不明である。（騒音：

P.8-2-53,59、振動：P.8-3-31,35） 

道路交通騒音及び道路交通振動の調査地点

は、住居等の保全対象の位置、計画路線の構造

及び周辺の地形等を踏まえ、調査地域の現況を

適切に把握し得る地点及び調査地域に位置す

る主要な道路の沿道地点を選定しました。 

なお、国道１４０号（西関東連絡道路）にお

いても測定を実施し、評価書第８章第２節

8-2-2～7 頁、第３節 8-3-2～6 頁に記載しまし

た。 

８．環境保全措置の検討 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）方法書知事意見の反映 

環境保全措置の実施要件を「著しい影響が

生じた場合」として準備書に記載している

が、判断の基準に具体性がなく、方法書知事

意見（1.4）において求めた、「環境の保全

措置を検討するに当たり、当該措置を行うと

判断するための判断材料及び判断基準を準

備書に記載すること」に対応する見解となっ

ていないことから、改めて保全措置の実施要

件について評価書へ記載すること。 

事後調査の結果による環境保全措置の実施

要件を「著しい影響が生じた場合」として準備

書に記載している動物、植物及び生態系につい

ては、事業実施による生息・生育環境の大幅な

変化等を保全措置の実施要件とする旨を評価

書第８章第８節 8-8-81 頁、第９節 8-9-39 頁及

び第 10 節 8-10-105 頁に記載しました。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

２）環境保全措置の明確化 

環境保全措置については、その詳細につい

て確認することが出来ないため、主務省令第

１４条第１項に準じて、想定しうる複数の環

境保全措置及びその効果について、具体的に

評価書に記載すること。 

環境保全措置については、想定しうる複数の

環境保全措置及びその効果として、評価書資料

編に実施事例等を記載しました。 

３）工事用車両の運行時間への配慮 

準備書についての意見の概要に対する見

解において、都市計画決定権者は車両の運行

計画については、「朝夕の通学時間帯は運行

を制限する」としているが、関連する環境保

全措置においてはそれが記載されていない

ことから、予め具体的な運行計画を評価書に

記載すること。 

併せて、当該措置の実施により低減される

環境影響の程度については、定量的な検討を

行い、その結果を評価書に記載すること。 

工事用車両の運行計画については、事業実施

段階で詳細な運行ルートの選定を行います。選

定に当たっては、通学時間帯の運行を極力避け

る、学校・病院・住宅地等を極力回避して選定

する等の配慮を実施する旨、評価書第３章 19

頁に記載しました。 
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９．事後調査の実施 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）建設機械の稼働に係る予測の不確実性

の検証（主務省令第１７条関係） 

大気汚染、騒音及び振動の予測について、

都市計画決定権者は「事後調査（P.8-1-70 

P.8-2-50, P.8-3-27）」において、「予測の

不確実性は小さい」としているが、予測条件

（P.8-1-63, P.8-2-46, P.8-3-23）の表の備

考欄において、「実際に稼働するユニットは

現時点では定まらない」とし、一般的に使用

されるユニットにより予測しており、実施段

階では予測時と異なる条件により工事が実

施されることが想定されることから、当該予

測条件は不確実性を含むものであると考え

られる。評価書において、今回予測に用いた

ユニットの設定の根拠とした建設機械の配

置、種類、台数等の一覧及び予測に用いる係

数を明らかにすること。 

併せて、当該項目については、事後調査の

対象とし、事業実施中に重大な環境影響が生

じていないことを確認すること。 

建設機械の稼働に係る大気質、騒音及び振動

の予測に用いたユニットの設定の根拠とした

建設機械の配置、種類、台数等の一覧及び予測

に用いる係数を評価書資料編に記載しました。

なお、建設機械の稼働に係る大気質、騒音及

び振動については、山梨県条例第４６条に基づ

き、事業の実施中及び実施後において環境の状

況及び環境の保全のための措置の実施状況を

把握するために、中間報告書及び完了報告書の

作成等の手続きを行います。 

２）措置の内容が未確定のもの、事業進捗

とともに措置が具体化する項目について 

環境保全措置を講ずるとしている環境影

響評価の項目のうち、措置の内容が未確定の

もの、及び構造・色彩等の事業進捗とともに

措置が具体化するものについては、現段階で

は、効果が不確定であることから、予測手法

に係る知見に関わらず事後調査の対象とす

る旨を評価書に記載すること。 

環境保全措置を講ずるとしている環境影響

評価項目のうち、事業進捗とともに措置が具体

化する項目については、山梨県条例第４６条に

基づき、事業の実施中及び実施後において環境

の状況及び環境の保全のための措置の実施状

況を把握するために、中間報告書及び完了報告

書の作成等の手続きを行います。 
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１０．評価の手法（主務省令第 11 条第 1項各号）【ミティゲーション】 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

評価については、「適正に評価した」旨の

コメントがあるが、その根拠が不明であり、

主務省令第 11 条第 1項各号において記載す

べき事項の記載が不十分である。 

評価については、「環境基準に適合してい

るか否か」ではなく、「検討過程が明確であ

ること」、「回避→低減（最小化）→代償」

の順で検討が行われ、「最終的に残る環境影

響が確認されているか」等を検討経緯ととも

に明確にする必要があるので、評価書におい

て記載内容を修正すること。 

計画路線は道路の計画段階において、集落及

び市街地をできる限り回避した計画としてお

り、住居等の保全対象への影響に配慮し、環境

負荷の回避・低減を図っています。また、環境

基準等との整合は図られると評価しています。

なお、評価項目ついては、山梨県条例第４６

条に基づき、事業の実施中及び実施後において

環境の状況及び環境の保全のための措置の実

施状況を把握するために、中間報告書及び完了

報告書の作成等の手続きを行います。 

１１．専門家の助言 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

表 7-3-1 専門家による技術的助言

（P.7-24）については、「専門家からの聴取

の結果を基に検討を行っている」旨の記載が

あるが、当該専門家の助言の内容について詳

細な記載がない。当該助言及び助言に対する

検討の経緯及び反映状況が分かるように、で

きる限り詳細な記載に修正すること。 

なお、可能な場合は、専門家の所属氏名を

併せて記載すること。 

環境影響評価の技術的内容についての助言

については、助言の内容及び助言に対する検討

の経緯及び反映状況を評価書第７章 7-43～44

頁に記載しました。 

１２．分りやすい資料の作成 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）見やすい資料の作成 

準備書については、Ａ３版の図面が大半を

占めているにも関わらず、Ａ４版に製本され

ているため資料の参照が困難である。評価書

の作成に当たっては、Ａ３版の図表について

は、重要部分を除きＡ４版への縮小又は分割

を行う、若しくは「図面集等」を別冊として

とりまとめるなど、閲覧者の利便性の向上に

努めること。 

評価書の作成に当たっては、Ａ３版の図表に

ついては、重要部分を除きＡ４版への縮小又は

分割等を行いました。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

２）専門用語等 

環境影響評価手続は住民に対して、当該事

業の実施による影響について説明するため

の資料であることに鑑み、専門用語には注釈

を付け、引用部分には「引用」と明記し、参

照部分等については、参照ページを記載する

等、記載内容や説明の趣旨が確実に伝わるよ

う、表現方法等の見直しを行うこと。 

評価書の作成にあたっては、専門用語に注釈

を付け、記載内容や説明の趣旨が確実に伝わる

よう、表現方法等の見直しを行いました。 

 

Ⅱ．個別的な事項 

１．大気汚染 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）自動車の走行に係る予測 

ａ）方法書知事意見の反映 

ア）トンネルから排出される自動車排ガス

濃度（方法書知事意見 2.1.1） 

塚原 IC 及び牛句 IC は、トンネル区間の中

間の明かり部に設置されており、２つのトン

ネル内から排出される自動車排出ガスは、周

辺地域における大気の状況に影響を及ぼす

と考えられることから、これらのトンネルか

らの自動車排出ガスの濃度に係る資料を評

価書に記載すること。 

また、トンネルからの排気については、

「1.1.2 予測の結果」において、「自然換気

によるものとした（Ｐ.8-1-13）」旨の記載

があるが、他の事業において、防災用に設置

されたファンを換気に使用している例があ

ることから、当該地域における大気の拡散予

測では、ファンの使用による大気汚染物質の

拡散について評価書に記載すること。 

トンネルからの自動車排出ガスの濃度に係

る資料を評価書資料編に記載しました。なお、

換気方式は自然換気を予定しています。 

また、ジェットファンは防災用に設置予定で

あり、通常のトンネル内換気には使用しませ

ん。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

ｂ）他事業による影響（方法書知事意見

2.1.2） 

ア）塚原 IC （（仮）新環状・緑が丘ア

クセス線） 

 甲府市塚原地区の予測において、当該事

業と並行して都市計画決定手続が進められ

ている「（仮）新環状・緑が丘アクセス線

（L=2,110m）」については、塚原 IC のアク

セス道路であるにも関わらず、環境影響が加

味されていない。 

当該都市計画道路は、対象事業に接続する

道路であり、既に計画交通量等も公表されて

いることから、当該道路の影響については、

主務省令の規定に沿った複合的な予測を実

施し評価書に追加すること。 

イ）桜井ＩＣ （甲府外郭環状道路東区間、

西関東連絡道路） 

 甲府市桜井地区の予測において、当該事

業と接続する、「都市計画道路甲府外郭環状

道路東区間」（準備書手続中）及び「西関東

連絡道路」については、桜井 IC において、

複合的な環境影響が想定されることから、そ

れぞれの道路における交通量の配分及び環

境影響の程度を整理した上で、当該事業によ

る複合影響を検討し、その経緯及び結果を評

価書に追加すること。 

（仮称）塚原インターチェンジにおいて接続

予定の（仮）新環状・緑が丘アクセス線及び（仮

称）桜井インターチェンジにおいて接続予定の

東区間・国道１４０号（西関東連絡道路）との

相互影響については、評価書第８章第１節

8-1-52～53 頁、第２節 8-2-26～27 頁に記載し

ています。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

２）環境保全措置 排出ガス対策型建設機

械の使用（P.8-1-86） 

都市計画決定権者は排出ガス対策型建設

機械（１次及び２次排ガス対策型）の使用を

環境保全措置として位置付けているが（表

8-1-57（P.8-1-101））、排出ガス対策型建

設機械の使用については、『建設機械に関す

る技術指針について（建設省経機発第 247 号

_平成 3年 10 月 8 日）』において、「国土交

通省所管直轄工事に使用する場合は、排ガス

対策型建設機械の使用を原則とする」として

いるため、表 8-1-53（P.8-1-94）及び表

8-1-58（P.8-1-102）の排出係数の前提とな

る建設機械の構成を明らかにし、保全措置前

の予測は当該技術指針を満たしていること

を示すこと。 

なお、仮に、適合していない場合にあって

は再予測を行うこと。 

排出ガス対策型建設機械（１次及び２次排ガ

ス対策型）の使用は、工事実施区域周辺の環境

保全を目的とすることから、環境保全措置とし

て位置付け、評価書第８章第１節 8-1-106 頁に

記載しています。 

なお、住居等の保全対象近傍での工事につい

ては、事業実施段階において３次排ガス対策型

建設機械の採用について検討してまいります。

また、表 8-1-58 で使用するとしている排

出ガス対策型建設機械については、これまで

に、１次及び２次排ガス対策型の認定は終了

し、現在は３次排ガス対策型の認定が行われ

ている。環境保全措置の予測においては、こ

うした排ガス対策型建設機械の認定及び普

及の動向を考慮した環境保全対策（３次排出

ガス対策型以降の使用）の検討を行うこと。
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２．騒音 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）2.1 自動車の走行に係る騒音に係る環

境保全措置の検討 

ａ）複数案の比較検討 

都市計画決定権者は、表8-2-12（P.8-2-27）

において環境保全措置の複数案による比較

を行っているものの、各措置の効果について

定量的な比較が行われておらず、遮音壁の設

置が前提となった比較となっている。 

表 8-2-12 では、それぞれの環境保全措置

により期待される効果の程度を追加した上

で、環境保全措置の比較検討を行うこと。 

「環境保全措置の検討」において比較検討

し、実施しないこととした措置については、実

施しないこととした理由を評価書資料編に記

載しました。 

ｂ）環境保全措置 

岩森地区の遮音壁の高さについては、2.5

～4.5ｍとされているが、当該地は、住宅地

周辺を通過する部分であるため、当該区間に

おける遮音壁の高さについて図表等により

明示するとともに、景観の観点からの配慮に

ついても検討し、検討の経緯及び結果を評価

書に記載すること。 

岩森地区も含め遮音壁の高さについては、評

価書第８章第２節 8-2-34～37 頁に記載しまし

た。 

また、景観については、準備書の記載におい

ても、遮音壁を考慮し予測及び評価を実施して

います。 

２）建設機械の稼働に係る環境保全措置の

検討 

表 8-2-26（P.8-2-48）に記載された環境

保全措置のうち「低騒音型機械の使用」につ

いては、国土交通省の『建設工事に伴う騒音

振動対策技術指針（建関技第 103 号昭和 62

年４月 16 日）』において原則使用を定めて

いる地域（当該指針第２章関係）があること

から、本事業計画路線において、当該指針の

適用を受ける地域及び予測地点を明らかに

し、該当地域においては、予め低騒音型機械

の使用を前提とした予測を行うこと。 

低騒音型機械の使用は、工事実施区域周辺の

環境保全を目的とすることから、環境保全措置

として位置付け、評価書第８章第２節 8-2-56

頁に記載しています。 

なお、住居等の保全対象近傍での工事につい

ては、事業実施段階において超低騒音型建設機

械の採用について検討してまいります。 
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３．振動 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）建設機械の稼働に係る環境保全措置の

検討 

表 8-3-18（P.8-3-26）低振動型の建設機

械については、山梨県環境影響評価等技術審

議会（平成 24 年 3 月 2日開催）において、

バイブロハンマー以外の機種は市場に殆ど

出回っていないことが指摘された。都市計画

決定権者は、「当該措置は橋梁下部の土留め

工事に使用する」旨の説明をしているが、準

備書の記載内容では、県民に対して「工事用

機械として、低振動型機械が一般的に使用さ

れている」という誤解を招くおそれがある。

従って、低振動型機械を使用する地点、工事

内容及び使用する機械の種類を明記し、「当

該環境保全措置は限定的な措置」であること

を評価書に明記すること。 

併せて、低振動型機械を使用しない地域に

ついては、振動に係る環境保全措置の再検討

を行い、追加的な環境保全措置の実施の有無

（行う場合は低減の程度を含む。）及び検討

経緯を評価書に記載すること。 

建設機械の稼働に係る振動の環境保全措置

に記載している低振動型建設機械は、土工及び

橋梁における土留め工で使用するバイブロハ

ンマを想定している旨、評価書第８章第３節

8-3-28 頁に記載しました。 

また、低振動型建設機械を使用しない工事に

ついては、環境保全措置として「作業方法の配

慮」を行います。 
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４．空気振動 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）低周波音の基準又は整合を図るべき基

準 

P.8-4-11 に示された基準又は整合を図る

べき基準は、当該項目の調査、予測及び評価

の手法として選定した「道路環境影響評価の

技術的手法 国土技術政策総合研究所資料」

（以下「国総研資料」という。）第 387 号

（P.5-13）に記載されている「③心身に係る

苦情に関する評価指針 G特性音圧レベル９

２dB」が評価基準から除外されている。 

移動発生源については、同資料 P.15-14 に

おいて、「交通機関等の移動発生源は除くこ

と」としているが、方法書知事意見で述べた

工事中の建設機械を発生源とする場合のよ

うに工事が一定箇所で一定期間行われる場

合については検討対象とすべき事項である

ので、検討経緯及びその結果を評価書に記載

すること。 

工事に使用する建設機械の詳細については、

事業実施段階で検討を行いますが、低周波音の

発生が懸念される建設機械を使用する場合は、

低周波音の低減方策等について検討します。 
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５．水質汚濁 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）工事中の水質監視等 

ａ）工事排水による環境影響の把握 

水質汚濁等の問題が発生した場合、原因究

明において重要な情報源となることから、事

業着手前の水質に関する調査を実施する旨

評価書に記載すること。 

工事中の濁水については、新たに「工事中の

水質監視等」の項目を設け、当該事業において

は、仮沈砂池や濁水処理装置を用いることによ

り、濁水やアルカリ排水を河川等の公共用水域

に排出しないこと、事業実施中に定期的な調査

を行うことを評価書第３章 25 頁に記載すると

ともに、その検討結果を評価書資料編に記載し

ました。 

ｂ）トンネルから流出する有害物質（重金

属類を含む）に係る環境影響の把握 

トンネル掘削工事により、有害物質（重金

属類を含む）を含む地下水の流出が懸念され

ることから、流出水の放流先を評価書に明確

に記載すること。 

併せて、定期的に水質検査を実施すること

とし、流出水の状況を継続的に把握し、その

結果を事後調査において明らかにする旨を

評価書に記載すること。 

ｃ）管理計画の策定 

工事排水及び流出水の管理に当たり、水質

検査の結果において有害物質の検出その他

の水質異常が確認された場合は、速やかに流

出防止のための措置を講じ、県をはじめとす

る関係機関へ報告する等の手順を定めた「マ

ニュアル」を策定する旨評価書に記載するこ

と。 

工事排水及び流出水の管理に当たっては、

「マニュアル」を策定します。 

６．水象 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）方法書知事意見の反映 

ａ）方法書知事意見 2.3.2 関係 

ア）ボーリング調査結果におけるトンネル

掘削時の出水の検討 

 図 8-5-6 ボーリング孔地下水位

（P.8-5-12）に記載された、トンネルよりも

上部に水位があるボーリング井戸のうち、地

下水面が確認された深度からトンネル深度

まで同一の地質で構成されている部分につ

いては、工事による出水が懸念されることか

ら、当該ボーリング井戸付近における南北方

向の地質断面等による検証を行うこと。 

トンネルよりも上部に水位があるボーリン

グ井戸のうち、地下水面が確認された深度から

トンネル深度まで同一の地質で構成されてい

る部分については、事業着手前及び施工中に地

質調査等による検討を行います。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

イ）周辺井戸調査の事後調査への位置付け 

トンネル掘削に係る周辺井戸調査について

は、調査手法、期間及び調査範囲を評価書に記

載すること。 

なお、調査期間については、経年的な変化を

考慮すること。 

また、水位の低下が認められる場合の「判断

基準（方法書知事意見 1.4）」及び「想定され

る措置等の例」について、評価書に記載するこ

と。 

事業実施区域周辺の個別の井戸等につい

ては、事業実施段階で、井戸分布等の詳細な

調査を行います。 

また、事業実施段階で水位低下が生じた場

合は関係者と協議の上、「公共事業に係る工

事の施工に起因する水枯渇等により生ずる

損害等に係る事務処理要領」等に基づき、必

要な改善策を講じます。 

ｂ）方法書知事意見 2.3.2 関係 

ア）最新の情報に基づく温泉への影響の把握

本県においては、温泉の利用施設（所在地、

泉質を含む）及び利用状況をホームページで公

表していることから、これらを利用し最新の情

報に基づき評価書の内容を更新すること。 

計画路線周辺の温泉の利用施設及び利用

状況について、最新の情報に基づき評価書第

８章第５節 8-5-17 頁に記載しました。 

なお、温泉の現状については、個人情報等

の保護の観点から別冊に取りまとめ提出し

ます。 

更新に際して、当該地域内の源泉のうち自然

湧出又は地上ポンプで汲み上げを行っている

源泉については、現状を把握し、その結果を評

価書に記載すること。（なお、個人情報等の保

護が必要な場合は、希少種に係る調査結果と同

様に別冊に取りまとめること。） 

イ）事後調査の実施 

都市計画決定権者は、準備書において、「温

泉への影響はない、事後調査は実施しない」と

しているが、甲府市北部及び湯村地域における

温泉では、掘削や採取の深度に差があり、利用

方法についても、自然湧出、動力装置（地上式、

水中ポンプ）の利用等幅があることから、工事

の着手に先立ち十分な実態把握を行うととも

に、継続的な監視を事後調査に位置付け、温泉

への影響の早期把握に努めること。 

なお、調査期間は、工事の影響が把握される

までに時間的なずれ等が生じる可能性を考慮

して設定すること。 

 

温泉の現状については、事業着手前に掘削

や採取の深度、利用方法等の実態把握を行い

ます。 

また、山梨県条例第４６条に基づき、事業

の実施中及び実施後において環境の状況及

び環境の保全のための措置の実施状況を把

握するために、中間報告書及び完了報告書の

作成等の手続きを行います。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

ｃ）方法書知事意見 2.4.1 関係 

ア）周辺井戸調査の位置付け 

工事に伴い実施する「周辺井戸調査」につ

いては、事後調査として評価書に記載するこ

と。 

 

計画路線の周辺井戸については、山梨県条例

第４６条に基づき、事業の実施中及び実施後に

おいて環境の状況及び環境の保全のための措

置の実施状況を把握するために、中間報告書及

び完了報告書の作成等の手続きを行います。 

イ）１号トンネル扇状地堆積物部における

環境影響の把握 

5.3.1 環境保全措置の検討（P.8-5-25）及

び 5.1.4 事後調査（P.8-5-25）において、そ

れぞれ、環境保全措置及び事後調査は行わな

いとしており、表 8-5-7 予測結果の概要にお

いて「1号トンネル扇状地堆積物部では、工

事中の地下水の状況を観測し、その結果を施

工の方法に反映させる方法により工事を施

工することで影響を低減することができる

と考えられる」（Ｐ.8-5-24）として環境影

響が把握されていないが、当該工事の内容は

地下水の変化の程度（影響の不確実性）を考

慮し、工法の変更等を行うものであることか

ら、当該工法については、環境保全措置及び

事後調査に位置付けること。 

1 号トンネル扇状地堆積物部の地下水の変

化については、山梨県条例第４６条に基づき、

事業の実施中及び実施後において環境の状況

及び環境の保全のための措置の実施状況を把

握するために、中間報告書及び完了報告書の作

成等の手続きを行います。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

２）甲府市北部地域における地下水の流動

方向等についての検証 

図 8-5-6 ボーリング孔地下水位

（P.8-5-12）の地点 B-4 と B-5 は、太良ヶ峠

火山岩（Ta）により分断されているとし、太

良ヶ峠火山岩の存在は現地の露頭により確

認されているが、事業の実施による計画路線

周辺の地下水の流動の状況を把握すること

は重要であることから、次の内容を含む検討

結果を評価書に記載すること。 

併せて、同様の検討を事後調査に位置付

け、調査結果及びその結果に基づいて新たに

講じた環境保全措置の検討の経緯及び効果

を事業実施中及び実施後の手続きにおいて

明らかにすること。 

ａ）工事に伴い行ったボーリング調査のデ

ータ（水位を含む） 

ｂ）水位の観測されたボーリング孔におい

ては水位を連続観測 

ｃ）周辺井戸調査のデータ、ボーリング調

査のデータを用いて地下水の流動解析を行

った結果（地下水の流動解析については、地

層の構造と地下水位の空間分布を把握する

ことにより可能である。） 

地下水の変化については、山梨県条例第４６

条に基づき、事業の実施中及び実施後において

環境の状況及び環境の保全のための措置の実

施状況を把握するために、中間報告書及び完了

報告書の作成等の手続きを行います。 

また、必要に応じて事業着手までに地下水の

流動解析を行います。 

３）環境保全措置の検討 

地下水等に枯渇や水位低下等の影響が確

認された場合は、事業との因果関係が不明確

な場合であっても、県及び管轄する市町村に

対して速やかに情報提供を行うとともに、工

事との関連性について検証を行う旨、評価書

に記載すること。 

地下水等に枯渇や水位低下等の影響が確認

された場合は、県及び管轄する市町村に対して

速やかに報告を行うとともに、工事との関連性

が明らかになった場合は、適切な措置を講じま

す。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

４）事後調査 

地下水（温泉を含む）の予測については、

不確実な部分が多いことから、工事による影

響を把握するため、次の内容を含む継続的な

モニタリング調査を実施し、中間報告書及び

完了報告書に結果を記載する旨を評価書に

記載すること。 

ａ）トンネル掘削による地下水及び小河川

等の水資源への影響については、事業実施前

のできる限り早い時期から、水位、流量、水

質等の経時的な変化を観測すること。 

ｂ）トンネル工事に伴う浸出水についても

水量及び水質を確認し地下水質の変化を把

握すること。 

地下水の変化については、山梨県条例第４６

条に基づき、事業の実施中及び実施後において

環境の状況及び環境の保全のための措置の実

施状況を把握するために、中間報告書及び完了

報告書の作成等の手続きを行います。 

また、周辺河川の水位、流量、水質等の変化

及びトンネル工事に伴う浸出水の水量、水質、

地下水質の変化を把握し、著しい変化が生じた

場合は関係機関と協議の上、必要な改善策を講

じます。 
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７．土壌汚染 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）トンネル掘削に伴う発生土の管理及び

記録の作成 

トンネル掘削に伴う発生土については、酸

性雨や酸化等による有害物質の流出等、発生

土の保管、処分等に起因する土壌汚染を防止

するため、次のことを評価書に記載するこ

と。 

ａ）有害物質の含有状況等の把握 

トンネル掘削に伴う発生土の処分方法に

関わらず、発生土に含まれる有害物質の含有

試験及び溶出試験を定期及び地質的な変化

を確認した時点において実施するとともに、

有害物質の含有又は溶出が確認された発生

土については、搬出先、搬出量、搬出先での

利用内容等の記録を作成すること。 

トンネル掘削に伴う発生土については、有害

物質の含有状況等を把握し、必要に応じて搬出

先・保管場所における汚染防止措置を行いま

す。 

また、事業の実施段階で土壌汚染対策法に基

づく溶出量基準・含有量基準を超過しているこ

とを確認した場合は、関係機関と協議の上、必

要な改善策を講じます。 

ｂ）搬出先及び保管場所における汚染防止

措置の実施 

トンネル掘削に伴う発生土の保管、仮置き

（一時保管）、処分を行う場所については、

時間の経過に伴う酸化等により溶出した有

害物質によって、周辺河川、地下水及び土壌

が汚染されないよう、措置を講ずるととも

に、定期的に浸出水の検査を実施すること。

ｃ）土壌汚染対策法で定める有害物質の含

有又は溶出の基準を超過した場合の対応 

溶出量又は含有量が土壌汚染対策法で定

める基準を超過していることを確認した場

合は、速やかに同法に規定する自主申請（土

壌汚染対策法第１４条関係）を行うこと。 



13-28 

 

８．動物・植物・生態系 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）方法書知事意見の反映 

ａ）湧水池等の生物への地下水位の変化に

よる影響（方法書知事意見 3.1.3） 

今回の調査を通して明らかとなった、「土

壌水に変化が生じるおそれがある」ため地下

水の観測を行うこととした地点及び当該地周

辺における水生生物等の状況について評価書

に記載すること。 

「土壌水に変化が生じるおそれがある」た

め地下水の観測を行うこととした地点及び当

該地周辺における水生生物等の状況について

は、評価書資料編に記載しました。 

 

ｂ）オオタカの生息環境の保全に係る措置

の検討（方法書知事意見 3.1.2） 

都市計画決定権者は、オオタカの生息及び

営巣に係る環境保全措置として、「表 8-8-27

環境保全措置の検討（P.8-8-77）」において、

「工事工程の検討及び段階的な土地の改変」

と「低騒音型・低振動型機械の使用」を掲げ、

これらの措置については、「実施事例等によ

り、環境保全措置の効果に係る知見は蓄積さ

れていると判断される」として、措置の効果

を検証しないこととしている。しかし、措置

の効果については地域差及び個体差等を考慮

する必要があり、これまで事業者が実施した

調査結果及び一般的な工事工程とオオタカの

営巣に配慮した工事工程の比較により、影響

の低減の程度を検証すること。 

オオタカについての環境保全措置のうち

「工事工程の検討及び段階的な土地の改変」

については、「環境保全措置の効果の不確実

性がある」ことから、事後調査を実施するこ

ととしています。 

営巣木周辺の工事においては、「超低騒音

型」の建設機械の導入を検討します。「低振

動型機械」については、バイブロハンマを想

定しており、営巣木周辺の工事において、導

入の検討を行います。これらの内容について

は、評価書第８章第８節 8-8-77 頁に記載しま

した。 

なお、営巣地毎の環境保全措置については、

希少種の保護の観点から別冊に取りまとめ提

出します。 

また、「低騒音型・低振動型機械の使用」

に関し、「低騒音型」については、公共事業

での使用が原則化されている事を考慮し、「超

低騒音型」の建設機械の導入を検討すること。

また、「低振動型機械」については、営巣

地付近の工事において導入可能なものの一覧

を添付すること。 

なお、措置の効果については営巣地毎に検

証することとし、検討の過程及び結果を評価

書に記載すること。（希少種であることから

別冊可） 

「表 8-8-29(3)及び(4)検討結果の整理

（P.8-8-79）」には、本意見を反映した記載

に修正すること。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

ｃ）新たに確認した希少種に対する環境保

全措置の検討（方法書知事意見 3.1.4） 

ア）キクガシラコウモリ 

環境保全措置として設置される、ボックス

カルバートの設置位置、構造、当該対象種を

誘引するための措置、人の影響等について詳

細に明らかにすること。 

キクガシラコウモリについては、事業着手ま

でに環境保全措置の具体的な検討を行います。

クマタカについては、現地調査で飛翔は確認

されましたが、計画路線近傍に営巣地がないこ

とから、行動圏解析は実施していません。 

ミゾゴイについては、確認地点が改変部より

250ｍ以上離れていることから準備書において

予測対象から除外しましたが、事業着手までに

計画路線周辺での営巣の有無及び当該種の行

動圏と当該事業区域の関係性について確認を

行うとともに、必要に応じて環境保全措置の検

討を行います。 

 

イ）クマタカ 

対象事業実施区域と当該対象種の行動圏

との関連について明らかにし、影響が危惧さ

れる場合にあっては、環境保全措置の検討を

行うこと。 

ウ）ミゾゴイ 

事業計画区域の隣接地で確認された当該

種については、確認された時期から、当該種

が事業計画区域の一部を営巣等に利用して

いることが推察されることから、事業着手ま

での間に、営巣の有無及び当該種の行動圏と

当該事業区域の関係性について確認し、影響

が危惧される場合においては、環境保全措置

の検討を行うこと。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

ｄ）生態系の調査・予測手法の確認 

ア）予測手法の確認 

生態系の予測及び評価については、事業者

は国総研資料第393号及び第394号の調査手

法に基づき実施するとしているが、予測の過

程を確認することができないため、検討の過

程及び結果が明らかになるよう関連資料を

評価書に追加記載すること。 

なお、当該手法と異なる予測手法を取り入

れている場合は、参考とした資料の名称、引

用ページ、引用した理由について評価書に記

載すること。 

生態系の予測及び評価については、国総研資

料第393号及び第394号の調査手法に基づき実

施しています。 

なお、生態系の予測の過程については、関連

資料を評価書資料編に記載しました。 

イ）確認に当たっての留意事項 

・定量的な評価を求めた方法書知事意見

（3.1.1 及び 3.2.1）の当該予測結果への反

映について、その検討の経緯及び結果を明ら

かにすること。 

・土地等の改変により直接影響を受ける範

囲及びその周辺地域の状況を図示するとと

もに、改変面積をもとに、生育基盤の消失や

縮小の程度を把握すること。移動経路の分断

については、移動阻害が生じる区間を把握し

整理すること。（国総研資料第 393 号 

P.13-64,65） 

・土地等の改変面積及び全体面積の算出根

拠を明らかにすること。その際、事業者が管

理可能な区域の面積についても併せて記載

すること。 

生態系の予測では、土地等の改変により直接

影響を受ける範囲及びその周辺地域の状況を

改変面積をもとに、注目種等の生息・生育基盤

の消失や縮小の程度として把握しました。ま

た、キツネについては、現地調査での確認位置

等から移動阻害が生じる区間を把握し、評価書

第８章第 10 節 8-10-42 に記載しました。 

土地等の改変面積及び全体面積の算出根拠

及び移動阻害が生じる区間を、評価書資料編に

記載しました。 

なお、生態系に関する環境保全措置の実施事

例を評価書資料編に記載しました。 

・環境保全措置の検討においては、実施事

例及び当該措置の成功率等を明らかにする

こと。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

２）実効性のある環境保全措置の検討 

ａ）動物及び植物の環境保全措置の検討

（P.8-8-76 及び 8-9-36）の経緯（設置位置、

構造、利用が想定される範囲、影響を受ける

個体等の行動範囲等との関連性等）につい

て、具体的に内容を整理した資料を評価書に

添付すること。 

ｂ）具体的な環境保全措置用の実施例を示

すこと。 

ｃ）保全対象に印を付ける等、作業員に明

確に周知すること。 

 

動物及び植物の環境保全措置については、事

業実施段階で具体的な検討を行います。 

また、環境保全措置の実施事例を評価書資料

編に記載しました。 

なお、事業の実施にあたっては、保全対象種

の保護について、作業員への周知徹底を図りま

す。 

３）動物及び植物に係る事後調査の実施 

ａ）事後調査の必要性 

動物及び植物に係る環境保全措置の検討

の内容が定性的で、「予測の不確実性が小さ

い」と結論付けた理由が明らかではないこと

から、事後調査を行うこととし、その旨を評

価書に記載すること。 

動物及び植物については、山梨県条例第４６

条に基づき、事業の実施中及び実施後において

環境の状況及び環境の保全のための措置の実

施状況を把握するために、中間報告書及び完了

報告書の作成等の手続きを行います。 

ｂ）事後調査の結果により環境影響が著し

いと判明した場合の対応 

動物（P.8-08-81）及び植物（P.8-09-39）

において、「著しい影響が生じた場合」とし

ているが、「環境影響が著しい」と判断する

ための具体的手法及び考え方を明らかにす

ること。 

同様に「必要に応じて適切な措置を講じ

る」についても、事例を引用するなどして、

想定される影響に対する具体的な措置等を

評価書に記載すること。 

事後調査の結果による環境保全措置の実施

要件を「著しい影響が生じた場合」として準備

書に記載している動物、植物及び生態系につい

ては、事業実施による生息・生育環境の大幅な

変化等が明らかになった場合を保全措置の実

施要件とする旨を評価書第８章第８節 8-8-81

頁、第９節 8-9-39 頁及び第 10 節 8-10-105 頁

に記載しました。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

ｃ）事後調査等の公表の方法 

事業実施中の調査結果等の公表について

は、事業が長期間に及ぶ事に鑑み、工区毎の

作業工程等を基に検討すること。 

事業実施後の公表時期については、東区間

と連結後に計画交通量に達した時点、もしく

は交通量が概ね安定した時点を目安とする

が、関連する環境影響評価項目に係る事後調

査及び環境保全措置の進捗状況を勘案しつ

つ詳細については関係機関と協議すること。

事業実施中及び事業実施後の調査結果等の

公表時期については、環境影響評価項目に係る

調査及び環境保全措置の進捗状況を勘案しつ

つ、関係機関と協議することとします。 

４）生態系の調査、予測及び評価の手法 

ａ）地域を特徴づける生態系の区分 

ア）表 8-10-2 地域を特徴づける生態系の

区分及び概況（P.8-10-03）に記載されてい

る、各生息・生育基盤及びそれぞれに分布す

る主要な動植物について検討の経緯を評価

書に記載すること。（国総研資料第 393 号

（P.13-50）） 

地域を特徴づける生態系の区分及び概況に

記載されている、各生息・生育基盤について、

それぞれに分布する主要な動植物を記載しま

した。 

また、各生態系区分が該当する生息・生育基

盤については、注目種等の分布状況、行動圏及

び集水域等地形的な要因等を考慮した区分と

しました。 

予測は、生態系区分と対象道路事業実施区域

を重ね合わせ改変面積を算出するとともに、移

動経路の分断について検討を行いました。な

お、改変面積の算出根拠として計画路線の明か

り部等区域毎の内訳を評価書資料編に記載し

ました。 

河川生態系への影響についても、土地等の改

変を行う区域及び保全される区域を明示する

とともに、濁水による環境影響の検討を行い評

価書資料編に記載しました。 

イ）同表の各生態系区分が該当する生息・

生育基盤については、注目種の分布状況、行

動圏及び集水域等地形的な要因等を考慮し

た区分に再構成し、再度区域および面積が明

らかになるよう整理し、検討の経緯及び結果

を評価書に記載すること 

ｂ）予測対象時期 

P.8-10-39 の記載からは、予測時期を想定

することはできないため、「（10.1.2 2)予

測地域及び予測地点(P.8-10-39)」の見直し

を行い、具体的な予測地点を明らかにした上

で（箇所毎に位置図、作業範囲、道路、構造

物等が記載された図面を作成すること）、工

事等の内容を整理し、予測対象時期を評価書

に記載すること。 

ｃ）河川生態系への影響 

ア）土地等の改変を行う区域及び保全され

る区域を明示すること。 

イ）濁水による環境影響の把握及び濁水流

出時の河川の状況について検討すること。 
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９．風景・景観 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）方法書知事意見の反映 

ａ）地域の景観との調和等（方法書知事意見

4.1.1） 

事業による構造物の出現や植樹、法面緑化

による地域景観への影響について、都市計画

決定権者は、「フォトモンタージュの作成に

より、地域の景観との調和に配慮し、検討を

実施した（「第 8章 第 11 節 景観」参照）」

としているが、当該事項に係る検討経緯及び

検討結果が記載されていないことから、その

判断基準及び複数案の比較検討の経緯及び

結果について明らかにし、評価書に記載する

こと。 

景観については、現段階において橋梁形式等

が確定していないことから、複数案の比較検討

等については、事業実施段階で検討します。 

なお、景観については、山梨県条例第４６条

に基づき、事業の実施中及び実施後において環

境の状況及び環境の保全のための措置の実施

状況を把握するために、中間報告書及び完了報

告書の作成等の手続きを行います。 

ｂ）地域住民及び観光客等の視点に立った予

測地点（視点場）の選定 

方法書知事意見（4.1.2 及び 4.1.3）等に

おいて地域住民の視点に立った予測地点（視

点場）の選定を求めたところであるが、別表

に掲げる視点場等を参考として地域住民の

視点に立った視点場の追加を検討すること。

なお、別表の視点場等については再度現地

確認を行い、追加する必要があるか検討し、

追加しない場合にはその理由について、評価

書に一覧表として明らかにすること。 

また、視点場の数についても、当該施設の

影響の程度や周辺の状況を考慮し、柔軟に対

応すること。 

知事意見の別表に掲げる視点場等を参考と

して地域住民及び観光客等の視点に立った視

点場の追加を行い評価書第８章第 11 節

8-11-46～79 頁に記載しました。 

ｃ）構造物の出現について 

本事業により新たに出現するインターチ

ェンジ等の主要部分の構造等が把握できる

視点場を追加すること。 

本事業により新たに出現するインターチェ

ンジ等の主要部分の構造等が把握できる視点

場を追加し、評価書第８章第 11 節 8-11-46～

79 頁に記載しました。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

２）景観に係る環境影響評価の手法 

ａ）選定された手法の実施 

景観の調査、予測及び評価の手法として選

定した国総研資料第 396 号に記載されてい

る事項を確実に実施し、当該事業による環境

影響が適切に把握されるよう手法を再確認

すること。 

景観の調査、予測及び評価の手法は、国総研

資料第 396 号に記載されている事項を実施し、

当該事業による環境影響を適切に把握しまし

た。 

ｂ）関連する環境影響評価の項目との調整 

人と自然との触れ合い活動の場として選

定した予測地点においては、快適性の変化の

程度を明確にするため、景観の視点場として

選定し、対象事業による景観の変化の程度を

明らかにすること。 

人と自然との触れ合い活動の場として選定

した予測地点のうち、計画路線が視認される地

点については、景観の項目においてフォトモン

タージュによる視覚的な表現方法による予測

等を実施し、評価書第８章第 11 節 8-11-48～

49、8-11-62～63、8-11-64～65 頁に記載しま

した。 

ｃ）確認限界距離外に位置する視点場の再検

証 

都市計画決定権者が予測手法として用い

ている国総研資料第 396 号において、調査範

囲については、確認限界距離を考慮し選定す

ることとされているが、視点場として設定し

た次の地点については、対象事業の道路構造

物の高さを勘案した場合、確認限界距離を超

えていることから再検討すること。 

なお、国総研資料第 396 号（P.14-7）にお

いて把握すべき範囲の目安としている確認

限界距離３ｋｍは、構造物の高さは５０ｍの

場合である。 

ア）図 8-11-2 予測地点 a（主要眺望点）

上積翠寺温泉  

イ）図 8-11-2 予測地点 b（主要眺望点）

梅の里公園 

ウ）図 8-11-2 予測地点 c（日常的視点）

愛宕山スカイライン 

エ）図 8-11-2 予測地点 h（日常的視点）

国道２０号 

視点場として設定した次の地点についても、

計画路線が視認できることから予測地点とし

て選定し、その結果を評価書第８章第 11 節

8-11-24～27、8-11-32～33、8-11-42～43 頁に

記載しています。 

ア）図 8-11-2 予測地点 a（主要眺望点） 上

積翠寺温泉  

イ）図 8-11-2 予測地点 b（主要眺望点） 梅

の里公園 

ウ）図 8-11-2 予測地点 c（日常的視点） 愛

宕山スカイライン 

エ）図 8-11-2 予測地点 h（日常的視点） 国

道２０号 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

ｄ）個別の視点場の検討（一橋陣屋跡前）

一橋陣屋跡前については、画角を狭くした

ことにより、周囲の状況及び景観への影響を

十分把握することができない。当該地の状況

をできるだけ分りやすく伝えるよう工夫す

ること。 

一橋陣屋跡前については、画角を広くし評価

書第８章第 11 節 8-11-41 頁に記載しました。

ｅ）物理的指標の解析方法による検討 

予測において、都市計画決定権者が眺望景

観の変化の程度を表す手法として用いてい

る国総研資料第 396 号（P.14-20～23）の考

え方を示すに当たり、国総研資料第 396 号表

-14.8 物理的指標の解析方法（P.14-23）の

内容についての検討経緯が示されていない

理由を評価書に記載すること。 

予測において眺望景観の変化の程度を表す

手法として用いている物理的指標の解析方法

の内容について、検討経緯を評価書資料編に記

載しました。 

ｆ）事業により景観への影響が及ぶ範囲 

高架橋や橋梁について、「表 8-11-6 視覚

に関する物理指標（国総研資料第 396 号

（P.14-22））「表-14.7 視覚に関する物理

的指標の例）」に示される景観への影響が及

ぶ範囲を検討すること。 

 

景観の予測地点については、「視覚に関する

物理指標」に示される景観への影響が及ぶ範囲

を踏まえた上で設定しています。  

３）分りやすい表記 

都市計画決定権者が作成したフォトモン

タージュは、写真が小さく、また、周辺の状

況及び構造物の形状等が十分に確認するこ

とができないことから、住民が見やすいサイ

ズ（Ａ３版横程度）に拡大し評価書に添付す

ること。 

その際、撮影条件（撮影日、撮影時の天候、

視程、使用カメラ、レンズ焦点距離、35mm フ

ィルム換算焦点距離）を記載すること。 

フォトモンタージュについては、住民が見や

すいサイズに拡大し評価書第８章第 11 節

8-11-26～79 頁に記載しました。 

また、撮影条件についても評価書第８章第

11 節 8-11-26～79 頁に記載しました。 
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１０．人と自然との触れ合い活動の場 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）景観の変化についての検証 

ａ）調査（P.8-12-04～15） 

対象事業実施区域に隣接する予測対象（塚

原集落、桜井散策路）については、当該事業

との関連を把握するため、特に次の地点にお

いては、適切な縮尺（1/5,000～1/10,000 程

度）の地形図を用い、対象事業と予測地点の

位置関係及び構造物が視認される範囲にあ

るかどうかを明らかにするとともに、表

8.12.3(1)～(2)及び表8.12.4(1)～(10)の内

容を修正すること。 

ア）表 8-12-3 

地点番号４ 荒川サイクリングロード 

イ）表 8-12-3 

地点番号５ 矢木羽湖 

ウ）表 8-12-3 

地点番号６ 桜井町桜・里山管理 

エ）表 8-12-3 

地点番号７ 桜井町散策路 

オ）表 8-12-3 

地点番号１２ 団子新居散策路 

カ）表 8-12-3 地点番号 １５ 花の咲く丘

 

対象事業実施区域に隣接する次の地点にお

いては、対象事業と予測地点の位置関係及び構

造物の視認の有無について評価書第８章第 12

節 8-12-17 頁に記載しました。 

ア）表 8-12-3 

地点番号４ 荒川サイクリングロード 

イ）表 8-12-3 

地点番号５ 矢木羽湖 

ウ）表 8-12-3 

地点番号６ 桜井町桜・里山管理 

エ）表 8-12-3 

地点番号７ 桜井町散策路 

オ）表 8-12-3 

地点番号１２ 団子新居散策路 

カ）表 8-12-3 地点番号 １５ 花の咲く丘 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

ｂ）予測手法（P.8-12-16～18） 

次の点を考慮した予測手法について再検

討し、その検討の経緯及び結果を評価書に記

載すること。 

ア）準備書に記載した予測手法（国総研資

料第 398 号（P.15-16））により明らかにす

べき事項（例えば、自然資源への影響の図上

解析（土地改変位置、面積、延長等）、イン

ター直近部分等における、フォトモンタージ

ュ等の視覚的な表現方法による予測等）につ

いて予測を行い、表 8-12-6（1）～（12）に

追加記載すること。 

人と自然との触れ合いの活動の場の調査地

点の内、計画路線が視認される地点について

は、景観の項目においてフォトモンタージュに

よる視覚的な表現方法による予測等を実施し、

評価書第８章第 11 節 8-11-48～49、8-11-62～

63、8-11-64～65 頁に記載しました。 

イ）利用性の変化（P.8-12-16）の「(a)主要

な触れ合い活動の場の利用性の変化」、「（c）

快適性の変化」については、予測手順に具体

性がなく、検証できない。特に変化の程度の

考え方について都市計画決定権者の「判断基

準」を明らかにすること。（国総研資料第

398 号（P.15-16）） 

「主要な触れ合い活動の場の利用性の変化」

については、活動の場の利用の支障の有無、支

障が生じる箇所等を把握するとともに、利用人

数の変化について予測しました。 

また、「快適性の変化」については、主要な

触れ合いの活動の場から認識される近傍の風

景の変化が生じる位置・程度を予測しました。

ウ）表 8-12-4(1)～(10)調査結果（P.8-12-6

～15）中の利用環境の記載については、「主

要なふれあい活動の場」を取り巻く自然資源

と景観上の特性が把握されていないため、当

該地からの周辺景観及び対象事業を含む景

観等について検討すること。（国総研資料第

398 号（P.15-12）） 

人と自然との触れ合いの活動の場の調査地

点のうち、計画路線が視認される地点について

は、景観の項目においてフォトモンタージュに

よる視覚的な表現方法による予測等を実施し、

評価書第８章第 11 節 8-11-48～49、8-11-62～

63、8-11-64～65 頁に記載しました。 

ｃ）予測結果（P.8-12-19～24） 

予測は、次の点に考慮した環境影響の把握

及び保全対策の検討に基づいて行い、検討の

経緯及び結果を評価書に記載すること。 

ア）表 8-12-6(3)荒川サイクリングロード終

点（金石橋）付近における、インターチェン

ジと橋梁が景観上圧迫感を与える範囲及び

景観の変化を明らかにすること。 

「荒川サイクリングロード」、「桜井町散策

路」及び「矢木羽湖」については、景観の項目

においてフォトモンタージュ等により眺望景

観の変化を予測し、評価書第８章第 11 節

8-11-48～49、8-11-62～63、8-11-64～65 頁に

記載しました。 

また、「塚原集落（ホタルの里）」における

インターチェンジ部に設置される夜間照明の

影響については、動物の項目において予測し、

評価書第８章第８節 8-8-79 頁に記載していま

す。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

イ）表 8-12-6(4)矢木羽湖については、牛句

ＩＣから 250m 離れていることを理由に、快

適性の変化はないとしているが、ＩＣ方向の

延長には甲府盆地及び富士山が眺望される

ことから、影響の程度について景観の評価手

法等を参考に再度予測を実施すること。 

 

※前頁に記載 

ウ）表 8-12-6(5)桜井町桜・里山管理につい

ては、近傍景観として西関東連絡道路、北区

間と東区間の接合部分の橋梁があり、当該予

測地点へのアクセス道路からは甲府盆地の

眺望が可能であることから、こうしたことを

考慮した予測を行うこと。（主務省令第１０

条第３項関係） 

エ）表 8-12-6(6)桜井町散策道については、

事業計画地が視認されることとなるのでフ

ォトモンタージュ等により眺望景観の変化

を予測すること。 

オ）表 8-12-4(8)塚原集落（ホタルの里）に

ついては、塚原ＩＣに隣接しているため、Ｉ

Ｃに設置される夜間照明の影響が懸念され

る。動物に対する環境保全対策（P.8-8-78）

の中でも、当該予測地点における照明の影響

について他事例等を引用する中で検討する

こと。（国総研資料第 398 号（P.15-17））

カ）表 8-12-4(12)花の咲く丘については、

計画路線から約 50ｍの位置にあり、当該地

からの南アルプスの眺望への影響が懸念さ

れることから、表 8-12-4（10）の調査結果

の概要に写真撮影に用いられる地点である

ことを記載するとともに当該事項を考慮し

た影響の把握及び検討を行うこと。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

キ）昇仙峡ラインとの交差部（未選定地点）

については、専門家による技術的助言

（P.7-24）において「昇仙峡に向かう観光客

等、不特定多数の目に触れる区域であること

から、その影響について特に配慮すること」

が求められている。当該地点を予測地点に追

加し、国総研資料第 398 号（P.15-16）に基

づきフォトモンタージュ等の視覚的な表現

手法により予測すること。 

県道甲府昇仙峡線は、昇仙峡への主なアクセ

スルートであるが、自動車での利用がほとんど

であることから、当該地点を「人と自然との触

れ合いの活動の場」としては選定せず、景観の

評価地点として選定し、景観の項目においてフ

ォトモンタージュ等により眺望景観の変化を

予測し、評価書第８章第 11 節 8-11-60～61 頁

に記載しました。 

ｄ）環境保全措置の検討（P.8-12-24） 

環境保全措置の内容及び効果は、事例引用や

フォトモンタージュを使用して具体的な内

容とするとともに、複数案の比較検討を行

い、検討の経緯及び結果を評価書に記載する

こと。（国総研資料第 398 号（P.15-19））

予測結果より、事業によって主要な触れ合い

活動の場及び自然資源が大きく改変されるこ

とは無く、利用性及び快適性も低下しないと考

えられるため、環境保全措置の検討は行わない

ものとしました。 

ｅ）事後調査（P.8-12-25） 

都市計画決定権者は、「予測結果の不確実性

が小さい」とし、事後調査を行わないことと

しているが、当該項目に係る予測結果は定性

的であり、かつ、検討経緯が不明であること

から不確実性が小さいとはいえない。このた

め、当該項目を事後調査の項目に位置付け、

予測結果の検証を行い、その結果を事業実施

中及び実施後の手続きにおいて明らかにす

ること。 

人と自然との触れ合いの活動の場について

は、山梨県条例第４６条に基づき、事業の実施

中及び実施後において環境の状況及び環境の

保全のための措置の実施状況を把握するため

に、中間報告書及び完了報告書の作成等の手続

きを行います。 
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１１．廃棄物等 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）方法書知事意見の反映 

ａ）建設発生土の再利用について（知事意見

5.1.1） 

ア）表 8—13-1（P.8.12-2）に記載された廃

棄物等の算出根拠を評価書に記載するこ

と。 

廃棄物等の算出根拠を評価書資料編に記載

しました。 

イ）建設発生土の処理に係る予測結果の内容

は、一般的な残土処理の流れであり、当

該事業との関連（発生量及び処分先の配

分等）について説明されたものではない

ことから、当該建設発生土処理の考え方

に基づき本事業が実施された場合の処理

の状況及び見込みについて、評価書に記

載すること。 

具体的な建設発生土の処理方法については、

事業実施段階で検討を行います。 

ウ）発生土の処理に係る事後調査（P.8-13-5）

については、定量的な検討が行われてお

らず、事業者が主張する「予測の不確実

性は小さい」ことを検証することができ

ないことから、検討の経緯を明らかにす

ること。 

具体的な建設発生土の処理方法については、

事業実施段階で検討を行います。 

なお、廃棄物等については、山梨県条例第４

６条に基づき、事業の実施中及び実施後におい

て環境の状況及び環境の保全のための措置の

実施状況を把握するために、中間報告書及び完

了報告書の作成等の手続きを行います。 

エ）建設発生土については、下請け業者によ

る自由処分の有無を明記し、自由処分が

ある場合は対応方針を明らかにするこ

と。 

下請け業者による自由処分を想定していま

せん。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

ｂ）建設リサイクル推進計画との整合（方法

書知事意見 5.1.2） 

方法書知事意見（5.1.2）において、「事

業は、『建設工事に係る資材の再資源化等に

関する法律』の『対象建設工事』に該当する。

同法第１６条によりアスファルト・コンクリ

ート塊、建設発生木材等の再資源化等（再資

源化及び縮減）を行う義務がある廃棄物等を

含め、発生する廃棄物の種類毎に、発生抑制、

再資源化等の具体的な対策とそれを採用す

る理由を示し、廃棄物の発生量、再資源化量、

搬出量及び最終処分量等を一般的な工法及

び類似事例の引用等により定量的に予測・評

価し、その結果を準備書に記載すること」を

求めたが、「表 8-13-2 建設リサイクル推進

計画の目標値（P.8-13-3）」のみの記載であ

る。表 8-13-2 に記載された廃棄物の適正処

理にむけて、次の点が明らかになるよう定量

的に検討し、検討の経緯及び結果を評価書に

記載すること。 

 

ア）発生する廃棄物の種類毎に、発生抑制、

再資源化等の具体的な対策とそれを採用

する理由を記載すること。 

 

イ）廃棄物の発生量、再資源化量、搬出量及

び最終処分量等を一般的な工法及び類似

事例の引用等により定量的に予測・評価

すること。 

具体的な廃棄物等の処理方法等については、

事業実施段階で検討を行います。 

また、廃棄物等については、山梨県条例第４

６条に基づき、事業の実施中及び実施後におい

て環境の状況及び環境の保全のための措置の

実施状況を把握するために、中間報告書及び完

了報告書の作成等の手続きを行います。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

２）廃棄物の予測に係る資料の整理 

ａ）調査結果 

ア）県内の処理施設の状況を取りまとめた、

「表 4-2-49 産業廃棄物処分業者

（P.4-2-91）」については、当該処分業

者の選定理由と事業実施時の処分先の選

定の考え方を記載すること。また、選定

した産業廃棄物処分業者の処理可能物と

事業により発生する廃棄物の関連と特別

管理産業廃棄物処分業者に搬出を想定し

ている廃棄物を明らかにすること。 

イ）処理能力と処理可能な廃棄物の種類の関

連が不明であることから、処理可能品目

等と当該事業の関連について記載するこ

と。 

都市計画対象道路事業実施区域及びその周

辺概況においては、計画路線から概ね３km の

範囲にある廃棄物処分業者を抽出しました。具

体的な廃棄物等の処理方法等については、事業

実施段階で検討を行います。 

ｂ）コンクリート塊及びアスファルト・コン

クリート塊（P.8-13-2） 

コンクリート塊とアスファルト・コンクリ

ート塊の定義について注釈を追加すること。

コンクリート塊とアスファルト・コンクリー

ト塊の定義について注釈を評価書第８章第 13

節 8-13-1 頁に記載しました。 

ｃ）建設発生木材（P.8-13-3） 

ア）建設発生木材については、立木の伐採に

より発生する木材とそれ以外の木材を分

けて記載するとともに、「再資源化でき

ない建設発生木材」の種類、性状及び量

を評価書において明らかにすること。 

イ）コンクリート養生等建設現場から発生し

たベニヤ板、標識杭等の木材及び家屋解

体等で発生する木くずは産業廃棄物であ

り、堆肥化等と称して現地で敷き込み等

を行った場合は不法投棄となることか

ら、適正処理を図る旨を記載すること。

ウ）P8-13-3 に記載したマルチング材、育成

基盤材、堆肥とすることができ、かつ「再

資源化できない建設廃棄物」に該当する

廃棄物の発生過程及び性状を評価書にお

いて明らかにすること。 

建設発生木材については、立木の伐採により

発生する木材とそれ以外の木材を分けて評価

書第８章第 13 節 8-13-2 頁に記載しました。 

また、コンクリート養生等建設現場から発生

するベニヤ板、標識杭等の木材については、適

正処理を図る旨を評価書第８章に記載しまし

た。 

なお、マルチング材、育成基盤材、堆肥とし

て再資源化を図る発生木材は、立木の伐採によ

り発生する木材を想定しています。 
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知事意見 都市計画決定権者の見解 

３）環境保全措置の検討 

ａ）表 8-13-3 環境保全措置の整理

（P.8-13-4）において「…の発生量を回避低

減できる。」としているが、当該結論に至る

までの具体的な検討の経緯及び保全措置の

効果が示されていないため、検討の経緯及び

結果を評価書に記載すること。 

また、当該措置の検討において、回避に相当

る措置の検討は行われていないことから、評

書において記載を修正すること。 

建設発生土については、発生量のうち約

15％を事業実施区域内の盛土材として再利用

し、残土量についても、「建設発生土情報交換

システム」による工事間利用を行う旨を評価書

第８章第１３節 8-13-2 頁に記載しています。

アスファルト・コンクリート塊については、再

生アスファルト合材等に加工し、再資源化を図

るとともに、再利用できないものについては、

関係法令に基づいて適正に処理・処分します。

建設発生木材については、再資源化施設へ搬入

する等により再資源化を図り、再資源化できな

いものについては、関係法令に基づいて適切に

処理・処分します。 

また、事業に実施に際しては、作業員に対し、

廃棄物の排出抑制について周知・教育等を行う

とともに、具体的な排出抑制計画を策定しま

す。 

ｂ）作業員（下請け業者）に対し、廃棄

物の排出抑制について周知・教育等を行いう

こと。 

ｃ）具体的な排出抑制計画の方策を定め

る検討方針を示すこと。 

４）事後調査 

当該環境影響評価の項目に係る検討は定

性的であり（発生する廃棄物の定義、算出根

拠、処理施設の能力、廃棄物の削減対策、他

事業への搬出等に具体性がない）、検討の経

緯、処分先の能力と発生量のバランス、廃棄

物の発生抑制対策について定量性が認めら

れず、予測の結果は「不確実性が小さい」と

は言えないことから、事後調査を実施し廃棄

物の発生状況等について予測結果の検証を

行うこと。 

廃棄物等については、山梨県条例第４６条に

基づき、事業の実施中及び実施後において環境

の状況及び環境の保全のための措置の実施状

況を把握するために、中間報告書及び完了報告

書の作成等の手続きを行います。 
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１２．温室効果ガス 

知事意見 都市計画決定権者の見解 

１）方法書知事意見の反映 

準備書において、方法書知事意見 5.3.1 が

反映されていないことから、改めて温室効果

ガスに係る検討を行うこと。 

２）工事中に発生する、温室効果ガスの発生

工事期間が長期間に及ぶことから、工事期

間中に発生する温室効果ガスの排出量を見

積もり、評価書に記載すること。 

温室効果ガスは環境影響評価における単独

の道路事業の評価には馴染まないと考えられ

ることから、予測・評価の対象としていません。

注釈）方法書知事意見に続く数字（例 1.1、2.1.1 等） 

環境影響評価準備書第 6章 方法書についての山梨県知事の意見及びそれに対すると計画

決定権者の見解（P.6-1～11）に記載された、知事意見の番号に対応。

※都市計画決定権者の見解に記載の評価書参照頁は、代表的な頁を記載している。
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【別表】 

個別的事項９．風景・景観 １）方法書知事意見の反映 

ｂ）地域住民及び観光客等の視点に立った予測地点（視点場）の選定 関係 

国総研資料第 396 号（Ｐ.14-8）に記載される「主要な眺望点」の抽出基準「⑤集落周辺の

眺望の良い場所、寺社等地域に密着した眺望の良い場所」に該当すると考えられる地点等の

一覧 

 

地点 

番号 
地点の名称  

Ｓ-１ 甲府市桜井（英和大学東側住宅地入口） 桜井ＩＣ 

Ｓ-２ 甲府市桜井（英和大学北西の果樹園及び桜並木） 桜井ＩＣ 

Ｓ-３ 甲府市桜井（東善寺墓地の西側） 桜井ＩＣ 

Ｔ-１ 甲府市古府中（古府中町第 2号公園） 塚原ＩＣ 

Ｔ-２ 甲府市塚原町（金峰神社付近及び神社北側の携帯電話アンテナ前） 塚原ＩＣ 

Ｔ-３ 甲府市塚原町（２号トンネル入り口北側の農道） 塚原ＩＣ 

Ｋ-１ 
県道 7 号（甲府市山宮 昇仙峡ライン）、県道 101 号（甲斐市牛句 敷島竜王線）、を

通過する区間 

牛句ＩＣ 

Ｋ-２ 甲斐市牛句（茅ヶ岳東東部広域農道との複合影響が把握できる地点） 牛句ＩＣ 

Ｋ-３ 甲斐市大垈（高原団地 北側の公園付近） 盛土部分 

Ｋ-４ 甲斐市団子新居（太神神社西側） 甲斐ＩＣ 

Ｋ-５ 甲斐市岩森（双葉スポーツ公園の北東端） 甲斐ＩＣ 

Ｋ-６ 甲斐市宇志田（舟形神社北西） 高架部分 

Ｋ-７ 甲斐市宇津谷（県道 6号 田畑交差点西） 宇津谷交差点 

Ｋ-８ 甲斐市宇津谷（国道20号と六反川の交差部付近） 宇津谷交差点 

Ｋ-９ 甲斐市宇津谷塩川端（国道 20 号新田畑交差点南側） 宇津谷交差点 

Ｋ-10 甲斐市妙善寺墓地西側（市営田畑団地付近） 宇津谷交差点 

 

（参考）国総研資料第 396 号 （P.14-4～14-8） 

「文献・資料では主要な眺望景観について把握できない場合等には、現地踏査及び関係地方公共

団体等へヒアリングを実施すること」としている。 
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第 14 章 国土交通大臣意見及び都市計画同意権者意見と都市計画決定権者の対応 
 

環境影響評価法第 40 条第 2 項の規定により読み替えて適用される同法第 24 条に基づく環境保

全の見地からの国土交通大臣意見及び都市計画同意権者意見とそれに対する都市計画決定権者の

対応（補正事項）を表 14-1 に示す。 

 

表 14-1(1) 評価書についての国土交通大臣意見及び都市計画同意権者意見と 

それに対する都市計画決定権者の対応 

国土交通大臣意見及び 

都市計画同意権者意見 
都市計画決定権者の対応（補正事項） 

１．地下水・温泉について 

トンネルの掘削工事による地下水位の低

下等の影響が懸念される箇所において、工事

に当たって当該影響が見られる際には、地下

水等への影響の低減効果を含めて施工方法

を検討し、確実に対策を実施すること。 

また、温泉については、今後、継続的なモ

ニタリングを行い、工事中及び供用後の温泉

の状況の把握に努めること。 

 

トンネル掘削工事による地下水位の低下

等の影響が懸念される箇所において、工事に

当たって当該影響が見られる際には、地下水

等への影響の低減効果を含めて施工方法を

検討し、確実に対策を実施する旨、評価書第

８章第５節 8-5-25 頁に記載しました。 

また、温泉については、継続的なモニタリ

ングを行い、工事中及び供用後の温泉の状況

の把握に努める旨、評価書第８章第５節

8-5-25 頁に記載しました。 

２．動物について 

事業実施区域内に繁殖場所となる防空壕

で確認されているキクガシラコウモリにつ

いて、代償措置を行うこととされているが、

その具体的な内容について、これまでの調査

結果や専門家等の意見を踏まえて十分に検

討し、適切に措置を実施すること。 

事業実施区域内で繁殖が確認されている

オオタカについて、工事着手前においても繁

殖状況の調査を実施し、環境保全措置として

繁殖地の近傍において繁殖期間中には工事

を実施しない等について、専門家等の意見を

踏まえて十分に検討し、適切に環境保全措置

を実施すること。 

さらに、キクガシラコウモリ及びオオタカ

について行った事後調査の結果については

適切な時期・方法により公表すること。 

 

キクガシラコウモリの代償措置の具体的

な内容については、これまでの調査結果や専

門家等の意見を踏まえて十分に検討し、適切

に措置を実施する旨、評価書第８章第８節

8-8-78 頁に記載しました。 

オオタカについては、工事着手前において

繁殖状況の調査を実施し、環境保全措置とし

て繁殖地の近傍において繁殖期間中に工事

を実施しない等について、専門家等の意見を

踏まえて十分に検討し、適切に環境保全措置

を実施する旨、評価書第８章第８節 8-8-78

頁に記載しました。 

なお、キクガシラコウモリ及びオオタカの

事後調査結果については、適切な時期・方法

により公表する旨、評価書第８章第８節

8-8-81 頁に記載しました。 



14-2 

 

国土交通大臣意見及び 

都市計画同意権者意見 
都市計画決定権者の対応（補正事項） 

３．景観について 

秩父多摩甲斐国立公園はわが国を代表す

る優れた自然の風景地であることから、眺望

点から秩父多摩甲斐国立公園が視認できる

場合は景観資源として位置づけた上で適切

に予測・評価する必要がある。このため、評

価書においては、眺望点である「上積翠寺展

望地」及び「棚田からの景観」における景観

資源として秩父多摩甲斐国立公園を加える

とともに、当該眺望点からの予測及び評価に

ついても秩父多摩甲斐国立公園を盛り込む

こと。 

 

眺望点である「上積翠寺展望地」及び「棚

田からの景観」については、景観資源として

秩父多摩甲斐国立公園を評価書第８章第 11

節 8-11-14～15、8-11-20～21 頁に追加する

とともに、当該眺望点からの予測及び評価に

ついても秩父多摩甲斐国立公園を評価書第

８章第 11 節 8-11-26、8-11-32 頁に追加しま

した。 

４．廃棄物等について 

トンネル工事に伴い多くの残土が発生す

ることから、採用した環境保全措置の実効性

を確認するため、対象事業実施区域外におけ

る残土の有効活用に当たっては、工事の実施

に当たって搬出先及び搬出先ごとの搬出量

を把握すること。 

 

対象事業実施区域外に搬出する残土につ

いては、工事の実施に当たり搬出先及び搬出

先ごとの搬出量を把握する旨、評価書第８章

第 13 節 8-13-6 頁に記載しました。 

５．温室効果ガスについて 

事業実施段階において、温室効果ガス排出

量を削減するため、他の道路事業における取

組状況を踏まえ、国等による環境物品等の調

達の推進等に関する法律に基づく特定調達

品目等の使用等に努めること。また、効率的

な施工の実施が建設機械等から排出される

温室効果ガスの排出量削減に資することか

ら、地域特性等を踏まえ、温室効果ガスの排

出量削減に留意しつつ、効率的な施工計画を

策定するよう努めること。 

また、トンネル内の照明等の施設の省エネ

化等を進め、供用時においてもできる限りの

温室効果ガスの排出量削減に努めること。 

 

事業実施段階において、温室効果ガス排出

量を削減するため、他の道路事業における取

組状況を踏まえ、「国等による環境物品等の

調達の推進等に関する法律」（平成十二年五

月三十一日法律 第百号）に基づく特定調達

品目等の使用に努める旨、評価書第３章 25

頁に記載しました。 

また、効率的な施工の実施が建設機械等か

ら排出される温室効果ガス排出量の削減に

資することから、地域特性等を踏まえ、温室

効果ガスの排出削減等に留意しつつ、効率的

な施工計画を策定するよう努める旨、評価書

第３章 25 頁に記載しました。 

さらに、トンネル内の照明等の施設の省エ

ネ化等を進め、供用時においてもできる限り

の温室効果ガスの排出量削減に努めること

を評価書第３章 25 頁に記載しました。 
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第 15 章 準備書の記載事項の修正内容 
 
環境影響評価法第20条第1項に基づく山梨県知事意見並びに同法第40 条第2 項の規定により

読み替えて適用される同法第 24 条に基づく国土交通大臣意見及び都市計画同意権者意見等を勘

案して環境影響評価準備書の記載事項について検討を加え、評価書において行った修正等を表

15-1-1、15-1-2 に示す。 

なお、表現の適正化及び誤字、脱字等の修正については適宜行った。 

 

表 15-1-1(1) 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

5 
2) 主な連結部 

 

ジャンクション・インターチェンジ及び
交差点の位置及び接続道路は、表 3-2-2 に
示すとおりである。 

 

ジャンクション・インターチェンジ及び
交差点の位置及び接続道路は、表 3-2-2 に
示すとおりである。 

計画路線は全区間、全車線一斉の供用開
始を予定しており、部分供用は予定してい
ない。ただし、今後の社会情勢等の変化に
より、部分供用することとなった場合は、
当該区間の供用による環境影響の程度及
び環境保全措置の必要性等について検討
を行う。 

6 
7.計画交通量 

推計結果は図 3-2-4 に示すとおりである。 推計結果は図 3-2-4 に示すとおりである
（計画交通量の算定方法の詳細等につい
ては資料編 2.1 章に記載。）。 

10 
用語の説明 

記載なし （平均的な高さ約 5ｍ、最も高い地点の高
さ約 14ｍ(甲府市桜井町)） 

10 
用語の説明 

記載なし （平均的な深さ約７ｍ、最も深い地点の高
さ約 18ｍ（甲斐市牛句）） 

10 
用語の説明 

記載なし （平均的な深さ約 4ｍ、最も深い地点の高
さ約 8ｍ（甲府市塚原町）） 

11 
用語の説明 

記載なし （平均的な高さ約 13ｍ、最も高い地点の高
さ約 26ｍ（甲斐市岩森）） 

12 
1)工事区分及び想定さ
れる工種 

本事業の工事は、本線とジャンクション・
インターチェンジ部に分けられ、土工、橋
梁、トンネルの３種類から構成される。工
事区分及び想定される工種は、表 3-2-4 に
示すとおりである。 

本事業の工事は、本線とジャンクション・
インターチェンジ部に分けられ、土工、橋
梁、トンネルの３種類から構成される。工
事区分及び想定される工種は、表 3-2-4 に
示すとおりである。（施工計画の詳細等に
ついては資料編 2.1 章に記載。） 
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表 15-1-1(2) 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

12 
1)工事区分及び想定さ
れる工種 

トンネル部から発生する土砂等は隣接す
る事業である「都市計画道路甲府外郭環状
道路東区間」に可能な限り流用するものと
する。 
 

トンネル部から発生する土砂等は、都市計
画対象道路事業実施区域外での仮保管は
予定しておらず、隣接する事業である「都
市計画道路甲府外郭環状道路東区間」に可
能な限り流用するものとする（東側区間へ
の流用の計画については資料編2.1章に記
載。）。 
 

12 
1)工事区分及び想定さ
れる工種 

記載なし なお、都市計画対象道路事業実施区域外で
の土砂の仮保管等を行う場合には、環境影
響の程度及び環境保全措置の必要性等に
ついて検討を行う。 

19 
4) 工事施工ヤード、工
事用道路の設置位置等 

4) 工事施工ヤード、工事用道路の設置位
置 

4) 工事施工ヤード、工事用道路の設置位
置等 

19 
4) 工事施工ヤード、工
事用道路の設置位置等 

工事施工ヤードは計画路線区域内を極力
利用する計画である。また、工事用道路は、
計画路線区域内及び既存道路を利用する
計画である。 

工事施工ヤードは計画路線区域内を極力
利用する計画である。また、工事用道路は、
計画路線区域内及び既存道路を利用する
計画である。 
工事用車両（搬入搬出車両）は大別すると、
掘削土の搬出用等のダンプトラック、鋼材
等の資材搬入のトレーラ、トラック及びコ
ンクリート搬入のトラックミキサである。
想定される主な工事用車両の運行ルート
及び運行台数は、表 3-2-6 及び図 3-2-11
に示すとおりである（工事用車両の台数の
詳細等については資料編 2.1 章に記載。）。
なお、事業実施段階で詳細な運行ルートの
選定を行う際には、通学時間帯の運行を極
力避ける、学校・病院・住宅地等を極力回
避して選定する等の配慮を行う。 
また、現時点で使用する計画のない道路を
使用する場合には、環境影響の程度及び環
境保全措置の必要性等について検討を行
う。 

19 
表 3-2-6 工事用車両
の運行ルート及び運行
台数 

【表】 
記載なし 地点 道路名 

1日最大延べ工事用

車両台数（往復台数

、台／日） 

甲府市桜井町
国道140号（西関東

連絡道路） 
650 

甲府市古府中

町 
県道甲府山梨線 230 

甲府市平瀬町 県道甲府昇仙峡線 490 

甲斐市牛句 県道敷島竜王線 150 

甲斐市団子新

居 

県道島上条宮久保

絵見堂線 
280 

甲斐市宇津谷 県道甲府韮崎線 240 

※工事用車両が運行する時間は、9:00～12:00、13:00～17:00 を計画。 

20 
図 3-2-11 想定される
工事用車両の運行ルー
ト 

【図】 
記載なし 

【図追加】 
図 3-2-11 想定される工事用車両の運行ル
ート 

21 
1)計画策定に至る検討
の経緯（ルート選定に
係る検討経緯） 

1)計画策定に至る検討の経緯 1)計画策定に至る検討の経緯（ルート選定
に係る検討経緯） 

22 
図 3-2-12 計画策定に
係る検討の経緯 

【図の追加】 
記載なし 

【図の追加】 
図 3-2-12 計画策定に係る検討の経緯 

23 
図 3-2-13 計画策定に
係る検討の結果 

【図の追加】 
記載なし 

【図の追加】 
図 3-2-13 計画策定に係る検討の結果 
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表 15-1-1(3) 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

25 
e)工事中の水質監視等 

記載なし e)工事中の水質監視等 
工事の施工中の掘削等に伴って発生する
工事排水は、濁水やアルカリ排水を河川等
の公共用水域に排出しないよう、仮設沈砂
池や濁水処理装置等を用いて処理をし、
「水質汚濁防止法」（昭和 45 年 12 月 25
日、法律第 138 号）及び「山梨県生活環境
の保全に関する条例」（昭和 50 年 7 月 12
日、山梨県条例第 12 号）に従い、適切に
放流を行う（工事の実施に係る水の濁りに
関する検討の結果は資料編 2.3 章に記
載。）。 
なお、事業着手前に周辺の河川等の水質調
査を行うとともに、事業実施中に定期的な
調査を行う。 

25 
f)トンネル掘削に伴う
発生土の管理等 

記載なし f)トンネル掘削に伴う発生土の管理等 
トンネル掘削に伴う発生土については、有
害物質の含有状況等を把握し、必要に応じ
て「建設工事における自然由来重金属等含
有岩石・土壌への対応マニュアル（暫定 
版）」などに基づいて搬出先等における汚
染防止措置を行う。 
また、土壌汚染対策法（平成 14 年法律第
53 号）に基づく溶出量基準・含有量基準を
超過する土壌を確認した場合は、必要に応
じて速やかに同法第７条第６項の技術的
基準に基づく対応を行う。 

25 
g)温室効果ガス等の排
出削減 

記載なし 事業実施段階において、温室効果ガス排出
量を削減するため、他の道路事業における
取組状況を踏まえ、「国等による環境物品
等の調達の推進等に関する法律」（平成十
二年五月三十一日法律 第百号）に基づく
特定調達品目等の使用に努める。 
また、効率的な施工の実施が建設機械等か
ら排出される温室効果ガス排出量の削減
に資することから、地域特性等を踏まえ、
温室効果ガスの排出削減等に留意しつつ、
効率的な施工計画を策定するよう努める。
さらに、トンネル内の照明等の施設の省エ
ネ化等を進め、供用時においてもできる限
りの温室効果ガスの排出量削減に努める。

26 
3) 環境影響評価準備
書手続中に新たに情報
提供を行った資料 

記載なし 環境影響評価準備書の縦覧後に、予測評価
結果の補足等を目的として山梨県知事及
び山梨県環境影響評価条例第４７条に基
づく知事の附属機関である山梨県環境影
響評価等技術審議会へ情報提供を行った。
情報提供を行った補足資料等は資料編 2.3
に記載した。 

7-5～42 
表 7-2-1 選定した調
査、予測及び評価の手
法並びにその理由 

（A3 頁） （A4 頁に分割） 

7-43～44 
表 7-3-1(1) 専門家に
よる技術的助言 

記載なし 専門家の助言を受けた検討・反映結果を記
載 
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表 15-1-1(4) 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-1-1 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

二酸化窒素（NO2）  ：大気中の窒素酸化
物の主要成分。物の燃焼で発生した一酸化
窒素が空気中で酸化して生成する。 

浮遊粒子状物質（SPM）：大気中に浮遊す
る粒子状物質で粒径が 10 マイクロメート
ル以下のもの。 

一般環境大気測定局 ：大気の汚染状況や
気象について 24 時間観測を行っている測
定局のこと。 

8-1-4 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

ppm(parts per million)：微量に含まれて
いる物質の割合を表す単位で、1m3 の空気
中に 1cm3 の物質が存在する場合の濃度が
1ppm となる。 

8-1-5 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

風配図：ある地点の風向の統計的性質を示
すために用いられ、各風向別に出現頻度の
百分率を線分の長さで示すもの。 

静穏 :風速が 0.4m/秒以下の風の状態を
いい、このような静穏状態になると汚染物
質は拡散せず滞留しやすくなる。 

8-1-16 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

プルームモデル:大気の拡散予測式の一
つ。風、拡散係数、排出量等を一定とした
時の濃度分布の定常解を求める。計算が比
較的容易で、長期平均濃度の推定に適して
いる。定常の場で、濃度の空間分布を求め
るのに適している。 

パフモデル:大気汚染の拡散モデルの一
つ。時間とともに移送・拡散の状況を予測
するモデル。移送・拡散の場を非定常と考
え、ある時刻の濃度分布とパフの排出量を
初期条件として、次の時刻での移送・拡散
を逐次計算方式で求める。気象条件の時間
的、空間的変化に近似的に対応が可能。非
定常、非均質の場に適用できる。 

窒素酸化物（NOx）:窒素酸化物は、空気中
で石油や石炭等の物の燃焼、合成、分解等
の処理を行うとその過程で必ず発生する
もので、燃焼温度が高温になるほど多量に
発生する。窒素酸化物は、高温燃焼の過程
でまず NO の形で生成され、これが大気中
に放出された後、酸素と結びついて NO2 と
なる。この反応はすぐに起こるものではな
いことから、大気中ではその混合物として
存在している。発生源としては、ばい煙発
生施設等の固定発生源と、自動車等の移動
発生源がある。 

煙源:大気汚染の予測における大気汚染物
質の発生源を指す。 
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表 15-1-1(5) 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-1-22 
表 8-1-11 
大気質の予測地点 

【既存道路】 

予測地点 
(道路構造) 

都市計画
用途地域

既存道路 

桜井 IC 付近 
(インターチェンジ部、

トンネル坑口) 
無指定 

国道 140 号 
西関東連絡道路 

 

【既存道路】 

予測地点 
(道路構造) 

都市計画 
用途地域 

既存道路 

桜井 IC 付近 
(インターチェンジ部、

トンネル坑口) 
無指定 

国道 140 号 
国道 140 号（西関東
連絡道路） 
甲府外郭環状道路
東側区間 

【表注釈】 

記載なし 

【表注釈】 

注 2）既存道路は、複合的な予測を行う際
に考慮した道路を示す。 

8-1-30 
表 8-1-12 
予測に用いる日交通量 

【日交通量(台/日)、路線名称】 

予測地域 日交通量（台/日） 

桜井 IC 周辺 計画路線 27,800 

 
国道 140 号、西関東連
絡道路 

16,600～30,900

塚原 IC 周辺 計画路線 23,300～27,800

 
県道緑ヶ丘運動公園
線 

10,100～10,800
 

【日交通量(台/日) 、路線名称】 

予測地域 日交通量（台/日） 

桜井 IC 周辺 計画路線 27,800 

 
国道 140 号、国道 140
号(西関東連絡道路) 

16,600～30,900

 
甲府外郭環状道路東
区間 

29,000 

塚原 IC 周辺 計画路線 23,300～27,800

 
(仮)新環状・緑が丘ア
クセス線 

10,100～10,800

8-1-31 
表 8-1-13 
時間変動係数及び車種
構成比の設定方法 

【対象道路、行の追加】 

対象道路 
時間変動係数及び 

車種構成比の設定方法 
大型車
混入率

計画路線 
国道２０号 
県道緑ヶ丘運動
公園線 
県道敷島竜王線 
県道甲府昇仙峡
線 
県道島上条宮久
保絵見堂線 
茅ヶ岳広域農道 

平成１７年度全国道路交通
情勢調査（道路交通センサ
ス）における国道２０号の変
動パターンを用いた。 

20.4％

県道甲府韮崎線 平成１７年度全国道路交通
情勢調査（道路交通センサ
ス）における甲府韮崎線の
変動パターンを用いた。 

5.4％

県道甲府韮崎線 平成１７年度全国道路交通
情勢調査（道路交通センサ
ス）における甲府韮崎線の
変動パターンを用いた。 

5.4％

中央自動車道 平成１７年度全国道路交通
情勢調査（道路交通センサ
ス）における中央自動車道
の変動パターンを用いた。

33.7％

国道 140 号、 
西関東連絡道路 

平成１７年度全国道路交通
情勢調査（道路交通センサ
ス）における国道１４０号
の変動パターンを用いた。

10.3％

 

【対象道路、行の追加】 

対象道路 
時間変動係数及び 

車種構成比の設定方法 
大型車
混入率

計画路線 
国道２０号 
(仮)新環状・緑が
丘アクセス線 
県道敷島竜王線
県道甲府昇仙峡
線 
県道島上条宮久
保絵見堂線 
茅ヶ岳広域農道

平成１７年度全国道路交通
情勢調査（道路交通センサ
ス）における国道２０号の変
動パターンを用いた。 

20.4％

甲府外郭環状道
路東側区間 

平成１７年度全国道路交通
情勢調査（道路交通センサ
ス）における国道２０号、
国道 140 号、中央自動車道
の各調査地点の時間変動係
数及び車種構成比を算術平
均することにより求めた変
動パターンを用いた。 

16.2％

県道甲府韮崎線 平成１７年度全国道路交通
情勢調査（道路交通センサ
ス）における甲府韮崎線の
変動パターンを用いた。 

5.4％

中央自動車道 平成１７年度全国道路交通
情勢調査（道路交通センサ
ス）における中央自動車道
の変動パターンを用いた。

33.7％

国道 140 号(西関
東連絡道路) 

平成１７年度全国道路交通
情勢調査（道路交通センサ
ス）における国道１４０号
の変動パターンを用いた。

10.3％

8-1-32 
表 8-1-14（1） 
時間変動係数及び車種
構成比 

(計画路線、国道２０号、 

県道緑ヶ丘運動公園線、 

県道敷島竜王線、県道甲府昇仙峡線、 

県道島上久保絵見堂線、茅ヶ岳広域農道) 

(計画路線、国道２０号、 

(仮)新環状・緑が丘アクセス線、 

県道敷島竜王線、県道甲府昇仙峡線、 

県道島上久保絵見堂線、茅ヶ岳広域農道) 

8-1-33 
表 8-1-14（2） 
時間変動係数及び車種
構成比(甲府外郭環状
道路東側区間) 

【表及び図の追加】 

記載なし 

【表及び図の追加】 

表 8-1-14（2）時間変動係数及び車種構成
比(甲府外郭環状道路東側区間) 
図 8-1-9(2)時間変動係数及び車種構成比
（大型車混入率）の追加 
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表 15-1-1(6) 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-1-38 
表 8-1-16 
予測計算に用いる平均
走行速度 

【道路区分及び走行速度、行の追加】 

道路区分 走行速度

接続道路 
既存道路 

県道緑ヶ丘運動公園線 40～50

国道 140 号 50 

西関東連絡道路（ランプ部）※ 40 
 

【道路区分及び走行速度、行の追加】 

道路区分 走行速度

接続道路
既存道路

(仮)新環状・緑が丘アクセス

線 
40～50

国道 140 号(西関東連絡道路) 50 

国道 140 号(西関東連絡道路 
ランプ部）※ 

40 

甲府外郭環状道路東側区間 80 

8-1-48 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

バックグラウンド濃度:工場、自動車など
の人為的汚染、火山などの自然的汚染から
の影響をともに受けていない地域でも大
気汚染物質濃度はゼロではない。これをバ
ックグラウンド値またはバックグラウン
ド濃度という。 

8-1-49 
5)予測結果 

【4 行目】 

また、既存道路の影響を考慮した予測結果
は、・・・ 
 
【8～10 行目】 

記載なし 
 

【4 行目】 

また、既存道路からの影響を考慮した、複
合的な影響の予測結果は、・・・ 
 
【8～10 行目】 

なお、計画路線の整備と合わせて側道の整
備を行うが、これは周辺の生活道路の機能
補償のために改修を行うものである。よっ
て、通行する交通量は少なく予測値に影響
を与えるものではないため、側道からの影
響は考慮していない。 

8-1-50 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

1 時間値:大気中の汚染物質の測定におい
て、60 分間試料吸引を続けて測定する場合
の測定値。 
日平均値の年間 98%値:１年間の測定によ
り得られた１日平均値のうち、低い方から
98%に相当する値。 

8-1-51 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

日平均値の年間２％除外値：１年間の測定
により得られた１日平均値のうち、高い方
から２%の範囲内にあるものを除外した後
の最高値。 

8-1-52 
表 8-1-25(1) 
二酸化窒素の予測結果
（既存道路の影響を考
慮した予測） 

【予測地点】 

番号 予測地点(既存道路) 

1 
桜井 IC 周辺 

(国道 140 号、西関東連絡道路)
外回り

2 
塚原 IC 周辺 

(県道緑ヶ丘運動公園線) 
外回り

 

【予測地点】 

番号 予測地点(既存道路) 

1 

桜井 IC 周辺 

(国道 140 号(西関東連絡道路)、 

甲府外郭環状道路東側区間) 
外回り

2 
塚原 IC 周辺 

((仮)新環状・緑が丘アクセス線) 
外回り

8-1-53 
表 8-1-25(2) 
浮遊粒子状物質の予測
結果（既存道路の影響
を考慮した予測） 

【予測地点】 

番号 予測地点(既存道路) 

1 
桜井 IC 周辺 

(国道 140 号、西関東連絡道路)
外回り

2 
塚原 IC 周辺 

(県道緑ヶ丘運動公園線) 
外回り

 

【予測地点】 

番号 予測地点(既存道路) 

1 

桜井 IC 周辺 

(国道 140 号(西関東連絡道路)、 

甲府外郭環状道路東側区間) 
外回り

2 
塚原 IC 周辺 

((仮)新環状・緑が丘アクセス線) 
外回り

8-1-54 
2)基準又は目標との整
合性に係る評価 

【1～2 行目】 

また、評価値と基準値を比較した評価結果
を表 8-1-28 及び表 8-1-29 に示す。 

【1～2 行目】 

また、現況値と予測値及び基準値を比較し
た評価結果を表 8-1-28及び表 8-1-29に示
す。 
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表 15-1-1(7) 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-1-54 
脚注 

【脚注】 

記載なし 

【脚注】 

*1 環境基準は、人の健康を保護し、及び
生活環境を保全する上で維持されること
が望ましい基準として定められたもので
あり、対象事業による環境影響を当該基準
値まで許容させるものではない。 

8-1-55 
表 8-1-28(1) 
二酸化窒素の評価結果
（計画路線の予測） 

【年平均値】 

 

予測地点 年平均値

桜井 IC 周辺 外回り 0.022 

塚原 IC 周辺 外回り 0.021 

牛句 IC 周辺 内回り 0.009 

甲斐 IC・JCT 周辺 
外回り 0.010 

内回り 0.009 

岩森交差点周辺 内回り 0.016 

宇津谷交差点周辺 

宇津谷東部 

外回り 0.015 

内回り 0.015 

宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
外回り 0.015 

 

【年平均値】 

予測地点 
年平均値 

現況値 予測値

桜井 IC 周辺 外回り 0.008 0.022

塚原 IC 周辺 外回り 0.008 0.021

牛句 IC 周辺 内回り 0.006 0.009

甲斐 IC・JCT 周辺 
外回り 0.008 0.010

内回り 0.008 0.009

岩森交差点周辺 内回り 0.014 0.016

宇津谷交差点周辺 

宇津谷東部 

外回り 0.014 0.015

内回り 0.014 0.015

宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
外回り 0.014 0.015

 

8-1-56 
表 8-1-28(2) 
浮遊粒子状物質の評価
結果（計画路線の予測） 

【年平均値】 

 

予測地点 年平均値

桜井 IC 周辺 外回り 0.028 

塚原 IC 周辺 外回り 0.026 

牛句 IC 周辺 内回り 0.020 

甲斐 IC・JCT 周辺 
外回り 0.020 

内回り 0.020 

岩森交差点周辺 内回り 0.020 

宇津谷交差点周辺 

宇津谷東部 

外回り 0.020 

内回り 0.020 

宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
外回り 0.020 

 

【年平均値】 

予測地点 
年平均値 

現況値 予測値

桜井 IC 周辺 外回り 0.024 0.028

塚原 IC 周辺 外回り 0.022 0.026

牛句 IC 周辺 内回り 0.020 0.020

甲斐 IC・JCT 周辺 
外回り 0.020 0.020

内回り 0.020 0.020

岩森交差点周辺 内回り 0.020 0.020

宇津谷交差点周辺 

宇津谷東部 

外回り 0.020 0.020

内回り 0.020 0.020

宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
外回り 0.020 0.020

 

8-1-57 
表 8-1-29(1) 
二酸化窒素の評価結果
（既存道路の影響を考
慮した予測） 

【予測地点、年平均値】 

 

予測地点 年平均値

桜井 IC 周辺 
(国道 140 号、西関東連絡道路）

外回り 0.022 

塚原 IC 周辺 
(県道緑が丘運動公園線（未完成))

外回り 0.021 

牛句 IC 周辺 
(県道甲府昇仙峡線、 

県道敷島竜王線）

内回り 0.012 

甲斐 IC・JCT 周辺 
(中央自動車道、 

県道島上条宮久保絵見堂線）

外回り 0.010 

内回り 0.009 

岩森交差点周辺 
(茅ヶ岳広域農道) 

内回り 0.017 

宇津谷交差点周辺 

宇津谷東部 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り 0.015 

内回り 0.015 

宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り 0.016 

 

【予測地点、年平均値】 

予測地点 
年平均値 

現況値 予測値

桜井 IC 周辺 
(国道 140 号(西関東連絡道路)、 

甲府外郭環状道路東側区間) 
外回り 0.008 0.022

塚原 IC 周辺 
((仮)新環状・緑が丘アクセス線) 

外回り 0.008 0.021

牛句 IC 周辺 
(県道甲府昇仙峡線、 

県道敷島竜王線） 
内回り 0.006 0.012

甲斐 IC・JCT 周辺 
(中央自動車道、 

県道島上条宮久保絵見堂線） 

外回り 0.008 0.010

内回り 0.008 0.009

岩森交差点周辺 
(茅ヶ岳広域農道) 

内回り 0.014 0.017

宇津谷交差点周辺 

宇津谷東部 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り 0.014 0.015

内回り 0.014 0.015

宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り 0.014 0.016
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表 15-1-1(8) 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-1-58 
表 8-1-29(2) 
浮遊粒子状物質の評価
結果（既存道路の影響
を考慮した予測） 

【予測地点、年平均値】 

 

予測地点 年平均値

桜井 IC 周辺 
(国道 140 号、西関東連絡道路）

外回り 0.028 

塚原 IC 周辺 
(県道緑が丘運動公園線（未完成))

外回り 0.026 

牛句 IC 周辺 
(県道甲府昇仙峡線、 

県道敷島竜王線）

内回り 0.021 

甲斐 IC・JCT 周辺 
(中央自動車道、 

県道島上条宮久保絵見堂線）

外回り 0.020 

内回り 0.020 

岩森交差点周辺 
(茅ヶ岳広域農道) 

内回り 0.021 

宇津谷交差点周辺 

宇津谷東部 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り 0.020 

内回り 0.020 

宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り 0.021 

 

【予測地点、年平均値】 

予測地点 
年平均値 

現況値 予測値

桜井 IC 周辺 
(国道 140 号(西関東連絡道路)、 

甲府外郭環状道路東側区間) 
外回り 0.024 0.028

塚原 IC 周辺 
((仮)新環状・緑が丘アクセス線) 

外回り 0.022 0.026

牛句 IC 周辺 
(県道甲府昇仙峡線、 

県道敷島竜王線） 
内回り 0.020 0.021

甲斐 IC・JCT 周辺 
(中央自動車道、 

県道島上条宮久保絵見堂線） 

外回り 0.020 0.020

内回り 0.020 0.020

岩森交差点周辺 
(茅ヶ岳広域農道) 

内回り 0.020 0.021

宇津谷交差点周辺 

宇津谷東部 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り 0.020 0.020

内回り 0.020 0.020

宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り 0.020 0.021

8-1-59 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

粉じん等：大気環境中に浮遊する微細な粒
子状の物質のこと。大気中の粉じんには粒
径、成分のさまざまなものがあり、一般的
には粒径が10μm程度以上の大きなものを
「降下ばいじん」、粒径が 10μm 程度以下
のものを「浮遊粒子状物質（SPM）」と呼
んでいる。 

8-1-71 
2)検討結果の検証 

【1～2 行目】 

実施事例等により、環境保全措置の効果に
係る知見は蓄積されていると判断される。

【1～2 行目】 

実施事例等(資料編 2.2 参照)により、環境
保全措置の効果に係る知見は蓄積されて
いると判断される。 

8-1-73 
脚注 

【脚注】 

記載なし 

【脚注】 

*2 降下ばいじんの参考となる値は、スパ
イクタイヤ粉じんの発生の防止に関する
法律を元に目安として設定した指標であ
り、対象事業による環境影響を当該基準値
まで許容させるものではない。 

8-1-84 
2)検討結果の検証 

【1 行目】 

実施事例等により、環境保全措置の効果に
係る知見は蓄積されていると判断される。

【1 行目】 

実施事例等(資料編 2.2 参照)により、環境
保全措置の効果に係る知見は蓄積されて
いると判断される。 

8-1-88 
2)基準又は目標との整
合性に係る評価 

【1～2 行目】 

・・・。また、予測値と参考値を比較した
評価結果を表 8-1-48 に示す。 

【1～2 行目】 

・・・。また、環境保全措置前後の予測値
と参考値を比較した評価結果を表 8-1-48
に示す。 

8-1-88 
表 8-1-48 評価結果 

【予測値】 

予測地点 
予測値（ｔ/㎞ 2/月） 

春季 夏季 秋季 冬季

甲府市 

桜井町 
0.2 0.5 0.3 0.5

甲府市 

古府中町 
0.3 0.5 0.4 0.4

甲府市 

平瀬町 
0.6 1.3 1.2 1.4

甲斐市 

牛句 
0.2 0.4 0.5 0.5

甲斐市 

団子新居 
0.4 0.5 0.5 0.5

甲斐市 

宇津谷 
0.2 0.2 0.3 0.2

 

【予測値】 

予測

地点

予測値（ｔ/㎞ 2/月） 

春季 夏季 秋季 冬季 

保全

措置前

保全

措置後

保全 

措置前 

保全 

措置後 

保全 

措置前 

保全 

措置後 

保全

措置前

保全

措置後

甲府市

桜井町
5.0 0.2 10.4 0.5 6.8 0.3 9.0 0.5

甲府市

古府中町
5.7 0.3 9.4 0.5 8.6 0.4 8.0 0.4

甲府市

平瀬町
13.0 0.6 26.4 1.3 24.5 1.2 28.9 1.4

甲斐市

牛句
3.5 0.2 7.8 0.4 9.2 0.5 9.5 0.5

甲斐市

団子新居
7.1 0.4 9.0 0.5 11.0 0.5 9.6 0.5

甲斐市

宇津谷
3.3 0.2 4.8 0.2 5.3 0.3 4.5 0.2
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表 15-1-1(9) 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-1-88 
脚注 

【脚注】 

記載なし 

【脚注】 

*3 降下ばいじんの参考となる値は、スパ
イクタイヤ粉じんの発生の防止に関する
法律を元に目安として設定した指標であ
り、対象事業による環境影響を当該基準値
まで許容させるものではない。 

8-1-92 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

大気安定度：気温が下層から上層に向かっ
て低い状態にあるとき、下層の大気は上層
へ移動しやすい。このような状態を「不安
定｣という。また、温度分布が逆の場合は、
下層の大気は上層へ移動しにくい。このよ
うな状態を「安定｣という。このような大
気の安定性の度合いを大気安定度といい、
大気が安定のときは汚染物質が拡散せず、
汚染が進行する。 

8-1-105 
2)検討結果の検証 

【1～2 行目】 

実施事例等により、環境保全措置の効果に
係る知見は蓄積されていると判断される。

【1～2 行目】 

実施事例等(資料編 2.2 参照)により、環境
保全措置の効果に係る知見は蓄積されて
いると判断される。 

8-1-107 
1)回避又は低減に係る
評価 

【5～6 行目】 

記載なし 

【5～6 行目】 

さらに、住居等の保全対象の近くでは、第
3 次排出ガス対策型建設機械の使用を検討
する。 

8-1-107 
2)基準又は目標との整
合性に係る評価 

【1～2 行目】 

・・・。また、予測値と参考値を比較した
評価結果を表 8-1-63 に示す。 

【1～2 行目】 

・・・。また、現況値と環境保全措置前後
の予測値及び参考値を比較した評価結果
を表 8-1-63 に示す。 

8-1-108 
脚注 

【脚注】 

記載なし 

【脚注】 

*4 環境基準は、人の健康を保護し、及び
生活環境を保全する上で維持されること
が望ましい基準として定められたもので
あり、対象事業による環境影響を当該基準
値まで許容させるものではない。 

8-1-109 
表 8-1-63(2) 
大気質の評価結果（二
酸化窒素） 

【年平均値】 

 

予測地点 年平均値

甲府市桜井町 0.0105

甲府市塚原町 0.0084

甲斐市牛句 0.0099

甲斐市団子新居 0.0089

甲斐市岩森 0.0142

甲斐市宇津谷東部 0.0171

甲斐市宇津谷田畑 0.0141
 

【年平均値】 

予測地点 
年平均値 

現況値 保全措置前 保全措置後

甲府市桜井町 0.008 0.0122 0.0105

甲府市塚原町 0.008 0.0090 0.0084

甲斐市牛句 0.006 0.0122 0.0099

甲斐市団子新居 0.008 0.0100 0.0089

甲斐市岩森 0.014 0.0146 0.0142

甲斐市宇津谷東部 0.014 0.0191 0.0171

甲斐市宇津谷田畑 0.014 0.0144 0.0141
 

8-1-110 
表 8-1-63(4) 
大気質の評価結果（浮
遊粒子状物質） 

【年平均値】 

 

予測地点 年平均値

甲府市桜井町 0.02442

甲府市塚原町 0.02204

甲斐市牛句 0.02064

甲斐市団子新居 0.02008

甲斐市岩森 0.02003

甲斐市宇津谷東部 0.02069

甲斐市宇津谷田畑 0.02002
 

【年平均値】 

予測地点 
年平均値 

現況値 保全措置前 保全措置後

甲府市桜井町 0.024 0.02478 0.02442

甲府市塚原町 0.022 0.02210 0.02204

甲斐市牛句 0.020 0.02119 0.02064

甲斐市団子新居 0.020 0.02022 0.02008

甲斐市岩森 0.020 0.02008 0.02003

甲斐市宇津谷東部 0.020 0.02128 0.02069

甲斐市宇津谷田畑 0.020 0.02005 0.02002
 

8-1-122 
2)基準又は目標との整
合性の検討 

【1～2 行目】 

・・・。また、予測値及び参考値を比較し
た評価結果を表 8-1-74 に示す。 

【1～2 行目】 

・・・。また、現況値と予測値及び参考値
を比較した評価結果を表 8-1-74 に示す。
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表 15-1-1(10) 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-1-123 
脚注 

【脚注】 

記載なし 

【脚注】 

*5 環境基準は、人の健康を保護し、及び
生活環境を保全する上で維持されること
が望ましい基準として定められたもので
あり、対象事業による環境影響を当該基準
値まで許容させるものではない。 

8-1-124 
表 8-1-74(2) 
大気質の評価結果（二
酸化窒素） 

【年平均値】 

 

予測地点 年平均値

甲府市桜井町 0.009 

甲府市古府中町 0.009 

甲府市平瀬町 0.007 

甲斐市牛句 0.007 

甲斐市団子新居 0.008 

甲斐市宇津谷 0.015 
 

【年平均値】 

予測地点 
年平均値 

現況値 予測値 

甲府市桜井町 0.008 0.009 

甲府市古府中町 0.008 0.009 

甲府市平瀬町 0.006 0.007 

甲斐市牛句 0.006 0.007 

甲斐市団子新居 0.008 0.008 

甲斐市宇津谷 0.014 0.015 
 

8-1-125 
表 8-1-74(4) 
大気質の評価結果（浮
遊粒子状物質） 

【年平均値】 

 

予測地点 年平均値

甲府市桜井町 0.024 

甲府市古府中町 0.022 

甲府市平瀬町 0.020 

甲斐市牛句 0.020 

甲斐市団子新居 0.020 

甲斐市宇津谷 0.020 
 

【年平均値】 

予測地点 
年平均値 

現況値 予測値 

甲府市桜井町 0.024 0.024 

甲府市古府中町 0.022 0.022 

甲府市平瀬町 0.020 0.020 

甲斐市牛句 0.020 0.020 

甲斐市団子新居 0.020 0.020 

甲斐市宇津谷 0.020 0.020 
 

8-2-2 
表 8-2-2(2) 
騒音調査地点及び調査
項目（道路交通騒音） 

【地点の変更】 

調査場所 路線名 
都市計画

用途地域

保全

対象

甲府市 

桜井町 
国道 140 号 無指定 住居等

 

【地点の変更】 

調査場所 路線名 
都市計画 

用途地域 

保全

対象

甲府市 

桜井町 

国道 140 号 

(西関東連絡道路) 
無指定 住居等

 

8-2-3 
4)調査期間等 

【2～3 行目】 

・・・、平成 18 年 10 月 17 日(火)から平
成 18年 10月 18 日(水)にかけて 24時間連
続の測定を行った。 

【2～3 行目】 

・・・、平成 18 年 10 月 17 日(火)から平
成 18年 10月 18 日(水)及び平成 24年５月
16日(水)から平成24年５月17日(木)にか
けて 24 時間連続の測定を行った。 

8-2-4 
図 8-2-1 
自動車の走行に係る騒
音調査位置図 

【調査地点の変更】 

調査地点 A の位置変更 

【調査地点の変更】 

調査地点 A の位置変更 

8-2-5 
表 8-2-3(2) 
騒音レベルの調査結果
（等価騒音レベル（Ｌ

Aeq）） 

【調査地点の変更】 

調査地点 
調査結果(dB) 

昼間 夜間 

甲府市桜井町 68 64 
 

【調査地点の変更】 

調査地点 
調査結果(dB) 

昼間 夜間 

甲府市桜井町 65 60 
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表 15-1-1(11) 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-2-5 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

dB ：音や振動の大きさを表す単位 
LAeq：時間的に騒音レベルが変動している
場合に、測定時間内に受けたエネルギーを
時間平均した騒音レベル(等価騒音レベ
ル) 

8-2-6 
表 8-2-4 
自動車交通量の調査結
果 

【地点の変更】 

調査地点 路線名 

自動車

交通量

(台/日)

大型車

混入率

（％）

甲府市 

桜井町 
国道 140 号 17,822 6.6 

 

【地点の変更】 

調査場所 路線名 

自動車 

交通量 

(台/日) 

大型車

混入率

（％）

甲府市 

桜井町 

国道 140 号 

(西関東連絡道路) 
15,189 5.1 

 

8-2-10 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

A 特性音圧レベル:聴覚の周波数特性を反
映した重みづけ(A 特性)をした音圧レベル
のことであり、一般に騒音レベルという。

8-2-15 
表 8-2-9 
騒音の予測地点 

【既存道路】 

番

号
予測地点 

（道路構造） 

都市計画

用途地域
既存道路 

1
桜井 IC 周辺 
（インターチェンジ部、

トンネル抗口部） 

無指定 
国道 140 号 

西関東連絡道路 

2
塚原 IC 周辺
（インターチェンジ部、ト

ンネル抗口部）
 無指定 

県道緑ヶ丘運動公

園線（未完成） 
 

【既存道路】 

番

号
予測地点 

（道路構造） 
都市計画 

用途地域 
既存道路 

1
桜井 IC 周辺 
（インターチェンジ部、

トンネル抗口部） 

無指定 

国道 140 号（西関東

連絡道路） 

甲府外郭環状道路

東側区間 

2
塚原 IC 周辺
（インターチェンジ部、ト

ンネル抗口部）
 無指定 

(仮)新環状・緑が丘

アクセス線 

 【表注釈】 

記載なし 

【表注釈】 

注 2）既存道路は、複合的な予測を行う際
に考慮した道路を示す。 
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表 15-1-1(12) 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-2-24 
5)予測結果 

【3 行目】 

また、既存道路の影響を考慮した予測結果
は、表 8-2-11 に示すとおりである。・・・

【3 行目】 

また、既存道路からの影響を考慮した、複
合的な影響の予測結果は、表 8-2-11 に示
すとおりである。 

【6～8 行目】 

記載なし 

【6～8 行目】 

なお、計画路線の整備と合わせて側道の整
備を行うが、これは周辺の生活道路の機能
補償のために改修を行うものである。よっ
て、通行する交通量は少なく予測値に影響
を与えるものではないため、側道からの影
響は考慮していない。 

8-2-26 
表 8-2-11(1) 
騒音の予測結果（既存
道路の影響を考慮した
予測） 昼間（等価騒音
レベル（ＬAeq）） 

【予測地点(既存道路)】 

予測地点(既存道路) 予測高さ

桜井 IC 周辺 
(国道 140 号、西関東連絡道路)

外回り

近接

空間

4.2m 

1.2m 

背後地
4.2m 

1.2m 

塚原 IC 周辺 
(県道緑ヶ丘運動公園線（未完

成）) 

外回り

近接

空間

4.2m 

1.2m 

背後地
4.2m 

1.2m 
 

【予測地点(既存道路)】 

予測地点(既存道路) 予測高さ

桜井 IC 周辺 
(国道 140 号(西関東連絡道路)、

甲府外郭環状道路東側区間) 

外回り 

近接 

空間 

4.2m 

1.2m 

背後地 
4.2m 

1.2m 

塚原 IC 周辺 
((仮)新環状・緑が丘アクセス線) 

外回り 

近接 

空間 

4.2m 

1.2m 

背後地 
4.2m 

1.2m 

8-2-27 
表 8-2-11(2) 
騒音の予測結果（既存
道路の影響を考慮した
予測） 夜間（等価騒音
レベル（ＬAeq）） 

【予測地点(既存道路)】 

予測地点(既存道路) 予測高さ

桜井 IC 周辺 
(国道 140 号、西関東連絡道路)

外回り

近接

空間

4.2m 

1.2m 

背後地
4.2m 

1.2m 

塚原 IC 周辺 
(県道緑ヶ丘運動公園線（未完

成）) 

外回り

近接

空間

4.2m 

1.2m 

背後地
4.2m 

1.2m 
 

【予測地点(既存道路)】 

予測地点(既存道路) 予測高さ

桜井 IC 周辺 
(国道 140 号(西関東連絡道路)、

甲府外郭環状道路東側区間) 

外回り 

近接 

空間 

4.2m 

1.2m 

背後地 
4.2m 

1.2m 

塚原 IC 周辺 
((仮)新環状・緑が丘アクセス線) 

外回り 

近接 

空間 

4.2m 

1.2m 

背後地 
4.2m 

1.2m 

8-2-28 
1)環境保全措置の検討 

【2～3 行目】 

自動車の走行による騒音の環境負荷を低
減するための環境保全措置として、表
8-2-12 に示す５案を検討した。 

【2～3 行目】 

自動車の走行による騒音の環境負荷を低
減するための環境保全措置として、表
8-2-12 に示す４案を検討した。 

8-2-28 
表 8-2-12 
環境保全措置の検討 

【環境保全措置の検討結果、行の削除】 

環境保全 

措置 

環境保全措置の

効果 

環境保全措置の 

検討結果 

排水性舗装の

敷設 

空隙の多い舗装

により発生音の

低減効果や吸音

効果が見込まれ

る。 

低減効果の大きい環境

保全措置であるものの、

遮音壁を設置すること

により騒音影響を低減

することが出来ること

から、環境保全措置とし

て採用しない。 

環境施設帯の

設置 

車道端から 10ｍ

又は 20ｍの土地

を道路用地とし

て取得するもの

であり、距離減衰

による減音効果

が期待できる。

騒音の発生の低減が確

実に見込めるものの、用

地幅を多く確保する必

要があるため、環境保全

措置として採用しない。

 

【環境保全措置の検討結果、行の削除】 

環境保全

措置 

環境保全措置の

効果 

環境保全措置の 

検討結果 

排水性舗装の

敷設 

空隙の多い舗装

により発生音の

低減効果や吸音

効果が見込まれ

る。 

低減効果の大きい環境

保全措置であるものの、

空隙詰まりなどにより

経時的に低下する傾向

がある。遮音壁を設置す

ることにより騒音影響

を低減することが出来

ることから、環境保全措

置として採用しない。
 

8-2-28 
2)検討結果の検証 

【1 行目】 

実施事例等により、環境保全措置の効果に
係る知見は蓄積されていると判断される。

【1 行目】 

実施事例等(資料編 2.2 参照)により、環境
保全措置の効果に係る知見は蓄積されて
いると判断される。 
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表 15-1-1(13) 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-2-31 
表 8-2-14(1) 
「遮音壁の設置」によ
る低減効果(既存道路
の影響を考慮した予
測)昼間（等価騒音レベ
ル(ＬAeq)） 

【既存道路】 

予測地点(既存道路) 

桜井 IC 周辺 
(国道 140 号、西関東連絡道路)

外回り
近接空間

背後地
 

【既存道路】 

予測地点(既存道路) 

桜井 IC 周辺 
(国道 140 号(西関東連絡道路)、

甲府外郭環状道路東側区間) 
外回り 

近接空間

背後地
 

8-2-32 
表 8-2-14(2) 
「遮音壁の設置」によ
る低減効果(既存道路
の影響を考慮した予
測)夜間（等価騒音レベ
ル(ＬAeq)） 

【既存道路】 

予測地点(既存道路) 

桜井 IC 周辺 
(国道 140 号、西関東連絡道路)

外回り
近接空間

背後地
 

【既存道路】 

予測地点(既存道路) 

桜井 IC 周辺 
(国道 140 号(西関東連絡道路)、

甲府外郭環状道路東側区間) 
外回り 

近接空間

背後地
 

8-2-33 
3)検討結果の整理 

【3 行目】 

記載なし 

【3 行目】 

また、遮音壁の設置位置図は、図 8-2-7 に
示すとおりである。 

8-2-34 
図 8-2-7(1) 
遮音壁位置図（桜井 IC
周辺） 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

遮音壁位置図の追加 

8-2-35 
図 8-2-7(2) 
遮音壁位置図（牛句 IC
周辺） 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

遮音壁位置図の追加 

8-2-36 
図 8-2-7(3) 
遮音壁位置図（岩森交
差点周辺） 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

遮音壁位置図の追加 

8-2-37 
図 8-2-7(4) 
遮音壁位置図（宇津谷
交差点周辺 宇津谷田
畑） 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

遮音壁位置図の追加 

8-2-38 
2)基準又は目標との整
合性に係る評価 

【1～2 行目】 

・・・。また、予測結果と基準値を比較し
た評価結果は表 8-2-17及び表 8-2-18に示
すとおりである。 

【1～2 行目】 

また、現況値と環境保全措置前後の予測結
果及び基準値を比較した評価結果は表
8-2-17 及び表 8-2-18 に示すとおりであ
る。 

8-2-39 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

幹線交通を担う道路：高速自動車、一般国
道、都道府県道、及び市町村道（市町村道
にあたっては４車線以上に限る。） 

8-2-39 
脚注 

【脚注】 

記載なし 

【脚注】 

*1 環境基準は、人の健康を保護し、及び
生活環境を保全する上で維持されること
が望ましい基準として定められたもので
あり、対象事業による環境影響を当該基準
値まで許容させるものではない。 
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表 15-1-1(14) 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-2-40 
表 8-2-17(1) 
騒音の評価結果（計画
路線の予測） 昼間（等
価騒音レベル（ＬAeq）） 

【現況値、予測結果】 
基準値

(dB)

4.2ｍ 67

1.2ｍ 63

4.2ｍ 63

1.2ｍ 61

4.2ｍ 67

1.2ｍ 62

4.2ｍ 60

1.2ｍ 57

4.2ｍ 58

1.2ｍ 58

4.2ｍ 57

1.2ｍ 57

4.2ｍ 63

1.2ｍ 59

4.2ｍ 62

1.2ｍ 59

4.2ｍ 61

1.2ｍ 58

4.2ｍ 59

1.2ｍ 57

4.2ｍ 60

1.2ｍ 52

4.2ｍ 60

1.2ｍ 55

4.2ｍ 59

1.2ｍ 58

4.2ｍ 57

1.2ｍ 56

4.2ｍ 59

1.2ｍ 58

4.2ｍ 57

1.2ｍ 56

4.2ｍ 59

1.2ｍ 56

4.2ｍ 57

1.2ｍ 55

70

（65）

70

60

70

（65）

70

（65）

70

（65）

6ａ
宇津谷交差点周辺

宇津谷東部

70

（65）

70

（65）

70

60

70

（65）

番号 予測地点

4 甲斐IC・JCT 周辺

宇津谷交差点周辺
宇津谷田畑

1

2

3

5

6b 外回り

桜井IC周辺

塚原IC周辺

牛句IC周辺

岩森交差点周辺

外回り

外回り

内回り

外回り

内回り

内回り

外回り

内回り

近接空間

背後地

近接空間

背後地

近接空間

背後地

近接空間

背後地

近接空間

背後地

近接空間

背後地

近接空間

背後地

予測結果LAeq(dB)
予測
高さ

近接空間

背後地

近接空間

背後地

 

【現況値、予測結果】 
基準値

保全措置前 保全措置後 (dB)

4.2ｍ 68 67

1.2ｍ 65 63

4.2ｍ 64 63

1.2ｍ 62 61

4.2ｍ 67 -

1.2ｍ 62 -

4.2ｍ 60 -

1.2ｍ 57 -

4.2ｍ 60 58

1.2ｍ 59 58

4.2ｍ 60 57

1.2ｍ 58 57

4.2ｍ 63 -

1.2ｍ 59 -

4.2ｍ 62 -

1.2ｍ 59 -

4.2ｍ 61 -

1.2ｍ 58 -

4.2ｍ 59 -

1.2ｍ 57 -

4.2ｍ 75 60

1.2ｍ 75 52

4.2ｍ 69 60

1.2ｍ 68 55

4.2ｍ 59 -

1.2ｍ 58 -

4.2ｍ 57 -

1.2ｍ 56 -

4.2ｍ 59 -

1.2ｍ 58 -

4.2ｍ 57 -

1.2ｍ 56 -

4.2ｍ 63 59

1.2ｍ 59 56

4.2ｍ 61 57

1.2ｍ 58 55

4 甲斐IC・JCT 周辺

6ａ
宇津谷交差点周辺

宇津谷東部

（65）

70

60

（65）

70

（65）

70

（65）

70

70

（65）

70

（65）

70

60

70

（65）

70

6b
宇津谷交差点周辺

宇津谷田畑
外回り

近接空間

49

背後地

内回り

近接空間

49

背後地

外回り

近接空間

49

背後地

5 岩森交差点周辺 内回り

近接空間

49

背後地

内回り

近接空間

45

背後地

外回り

近接空間

45

背後地

3 牛句IC周辺 内回り

近接空間

42

背後地

背後地

2 塚原IC周辺 外回り

近接空間

44

背後地

番号 予測地点
予測
高さ

現況値
(dB)

予測結果LAeq(dB)

1 桜井IC周辺 外回り

近接空間

44

 

 【表注釈】 

注 2）騒音に係る環境基準の地域指定がな
されていない地点については、現況の土地
利用状況等を勘案して「地域の区分Ｂ」を
想定した。想定した基準値は( )付きで示
す。 
注 3）時間区分は、昼間（６時～22 時）、
夜間（22 時～６時）である。 

【表注釈】 

注 2）着色部分は、環境基準の超過を示す。
注 3）騒音に係る環境基準の地域指定がな
されていない地点については、現況の土地
利用状況等を勘案して「地域の区分Ｂ」を
想定した。想定した基準値は( )付きで示
す。 
注 4）時間区分は、昼間（６時～22 時）、
夜間（22 時～６時）である。 
注 5）現況値は、一般環境騒音の調査地点
における高さ 1.2m の測定値である。 

8-2-41 
表 8-2-17(2) 
騒音の評価結果（計画
路線の予測） 夜間（等
価騒音レベル（ＬAeq）） 

【現況値、予測結果】 

基準値

(dB)

4.2ｍ 64

1.2ｍ 60

4.2ｍ 60

1.2ｍ 58

4.2ｍ 64

1.2ｍ 59

4.2ｍ 58

1.2ｍ 54

4.2ｍ 56

1.2ｍ 56

4.2ｍ 55

1.2ｍ 54

4.2ｍ 61

1.2ｍ 57

4.2ｍ 60

1.2ｍ 57

4.2ｍ 59

1.2ｍ 55

4.2ｍ 56

1.2ｍ 54

4.2ｍ 58

1.2ｍ 49

4.2ｍ 57

1.2ｍ 52

4.2ｍ 58

1.2ｍ 57

4.2ｍ 55

1.2ｍ 54

4.2ｍ 58

1.2ｍ 57

4.2ｍ 55

1.2ｍ 54

4.2ｍ 56

1.2ｍ 54

4.2ｍ 54

1.2ｍ 53

65

(60)

65

55

65

(60)

65

(60)

65

(60)

65

(60)

65

55

65

(60)

65

(60)

予測結果LAeq(dB)

6b
宇津谷交差点周辺

宇津谷田畑
外回り

近接空間

背後地

内回り

近接空間

背後地

6ａ
宇津谷交差点周辺

宇津谷東部

外回り

近接空間

背後地

5 岩森交差点周辺 内回り

近接空間

背後地

内回り

近接空間

背後地

4 甲斐IC・JCT 周辺

外回り

近接空間

背後地

3 牛句IC周辺 内回り

近接空間

背後地

2 塚原IC周辺 外回り

近接空間

背後地

1 桜井IC周辺 外回り

近接空間

背後地

番号 予測地点
予測
高さ

 

【現況値、予測結果】 

基準値

保全措置前 保全措置後 (dB)

4.2ｍ 65 64

1.2ｍ 62 60

4.2ｍ 61 60

1.2ｍ 59 58

4.2ｍ 64 -

1.2ｍ 59 -

4.2ｍ 58 -

1.2ｍ 54 -

4.2ｍ 58 56

1.2ｍ 57 56

4.2ｍ 57 55

1.2ｍ 56 54

4.2ｍ 61 -

1.2ｍ 57 -

4.2ｍ 60 -

1.2ｍ 57 -

4.2ｍ 59 -

1.2ｍ 55 -

4.2ｍ 56 -

1.2ｍ 54 -

4.2ｍ 72 58

1.2ｍ 72 49

4.2ｍ 66 57

1.2ｍ 65 52

4.2ｍ 58 -

1.2ｍ 57 -

4.2ｍ 55 -

1.2ｍ 54 -

4.2ｍ 58 -

1.2ｍ 57 -

4.2ｍ 55 -

1.2ｍ 54 -

4.2ｍ 60 56

1.2ｍ 57 54

4.2ｍ 58 54

1.2ｍ 56 53

(60)

65

55

4 甲斐IC・JCT 周辺

6ａ

(60)

65

(60)

65

(60)

65

(60)

65

55

65

(60)

65

65

(60)

65

6b
宇津谷交差点周辺

宇津谷田畑
外回り

近接空間

46

背後地

内回り

近接空間

46

背後地

宇津谷交差点周辺
宇津谷東部

外回り

近接空間

46

背後地

5 岩森交差点周辺 内回り

近接空間

46

背後地

内回り

近接空間

43

背後地

外回り

近接空間

43

背後地

3 牛句IC周辺 内回り

近接空間

39

背後地

背後地

2 塚原IC周辺 外回り

近接空間

39

背後地

番号 予測地点
予測
高さ

現況値
(dB)

予測結果LAeq(dB)

1 桜井IC周辺 外回り

近接空間

35

 

 【表注釈】 

注 2）騒音に係る環境基準の地域指定がな
されていない地点については、現況の土地
利用状況等を勘案して「地域の区分Ｂ」を
想定した。想定した基準値は( )付きで示
す。 
注 3）時間区分は、昼間（６時～22 時）、
夜間（22 時～６時）である。 

【表注釈】 

注 2）着色部分は、環境基準の超過を示す。
注 3）騒音に係る環境基準の地域指定がな
されていない地点については、現況の土地
利用状況等を勘案して「地域の区分Ｂ」を
想定した。想定した基準値は( )付きで示
す。 
注 4）時間区分は、昼間（６時～22 時）、
夜間（22 時～６時）である。 
注 5）現況値は、一般環境騒音の調査地点
における高さ 1.2m の測定値である。 
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表 15-1-1（15） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-2-42 
表 8-2-18(1) 
騒音の評価結果（既存
道路の影響を考慮した
予測） 昼間（等価騒
音レベル（ＬAeq）） 

【現況値、予測結果】 

計画 既存

路線 道路

4.2ｍ 67 52 67
1.2ｍ 63 51 63

4.2ｍ 63 52 64
1.2ｍ 61 52 62

4.2ｍ 67 52 67

1.2ｍ 62 48 62
4.2ｍ 60 51 61

1.2ｍ 57 47 57
4.2ｍ 58 69 69

1.2ｍ 58 69 70

4.2ｍ 57 66 66
1.2ｍ 57 66 66

4.2ｍ 63 48 63
1.2ｍ 59 48 59

4.2ｍ 62 48 62

1.2ｍ 59 48 59
4.2ｍ 61 54 62

1.2ｍ 58 54 59
4.2ｍ 59 55 60

1.2ｍ 57 55 59

4.2ｍ 60 57 62
1.2ｍ 52 57 58

4.2ｍ 60 60 63
1.2ｍ 55 60 61

4.2ｍ 59 52 60

1.2ｍ 58 51 59
4.2ｍ 57 51 58

1.2ｍ 56 51 57
4.2ｍ 59 52 60

1.2ｍ 58 52 59

4.2ｍ 57 52 58

1.2ｍ 56 52 57

4.2ｍ 59 62 64
1.2ｍ 56 57 60

4.2ｍ 57 60 62

1.2ｍ 55 57 59

合成値

予測結果LAeq(dB)
基準値
(dB)

背後地 60

6b

宇津谷交差点周辺
宇津谷田畑
(国道20号、県道甲
府韮崎線）

外
回
り

近接
空間

70

背後地 （65）

背後地 （65）

近接
空間

6ａ

宇津谷交差点周辺
宇津谷東部
(国道20号、県道甲
府韮崎線）

外
回
り

近接
空間

70

内
回
り

70

背後地 （65）

5
岩森交差点周辺
(茅ヶ岳広域農道）

内
回
り

近接
空間

70

背後地 （65）

背後地 （65）

近接
空間

4

甲斐IC・JCT 周辺
(中央自動車道、県
道島上条宮久保絵見
堂線)

外
回
り

近接
空間

70

内
回
り

70

背後地 60

背後地 （65）

3

牛句IC周辺
(県道甲府昇仙峡
線、県道敷島竜王
線)

内
回
り

近接
空間

70

背後地 （65）

2
塚原IC周辺
(県道緑が丘運動公
園線（未完成))

外
回
り

近接
空間

70

70

番
号

予測地点
予測
高さ

1
桜井IC周辺
(国道140号、西関東
連絡道路)

外
回
り

近接
空間

 

【現況値、予測結果】 

計画 既存 計画 既存

路線 道路 路線 道路

4.2ｍ 68 52 68 67 52 67

1.2ｍ 65 51 65 63 51 63

4.2ｍ 64 52 64 63 52 64

1.2ｍ 62 52 63 61 52 62

4.2ｍ 67 52 67 - - -
1.2ｍ 62 48 62 - - -

4.2ｍ 60 51 61 - - -

1.2ｍ 57 47 57 - - -

4.2ｍ 60 69 69 58 69 69

1.2ｍ 59 69 70 58 69 70
4.2ｍ 60 66 67 57 66 66

1.2ｍ 58 66 66 57 66 66

4.2ｍ 63 48 63 - - -

1.2ｍ 59 48 59 - - -

4.2ｍ 62 48 62 - - -
1.2ｍ 59 48 59 - - -

4.2ｍ 61 54 62 - - -

1.2ｍ 58 54 59 - - -

4.2ｍ 59 55 60 - - -

1.2ｍ 57 55 59 - - -
4.2ｍ 75 62 75 60 57 62

1.2ｍ 75 61 75 52 57 58

4.2ｍ 69 62 70 60 60 63

1.2ｍ 68 62 69 55 60 61

4.2ｍ 59 52 60 - - -
1.2ｍ 58 51 59 - - -

4.2ｍ 57 51 58 - - -

1.2ｍ 56 51 57 - - -

4.2ｍ 59 52 60 - - -

1.2ｍ 58 52 59 - - -
4.2ｍ 57 52 58 - - -

1.2ｍ 56 52 57 - - -

4.2ｍ 63 62 66 59 62 64

1.2ｍ 59 57 61 56 57 60

4.2ｍ 61 60 64 57 60 62

1.2ｍ 58 57 61 55 57 59

基準値
(dB)

合成値

予測結果LAeq(dB)

保全措置前 保全措置後

合成値

予測
高さ

現況値
(dB)

宇津谷交差点周辺
宇津谷田畑
(国道20号、県道甲
府韮崎線）

外
回
り

近接
空間

496b

70

背後地 60

49

70

背後地 （65）

宇津谷交差点周辺
宇津谷東部
(国道20号、県道甲
府韮崎線）

外
回
り

近接
空間

49

70

背後地 （65）

6ａ

内
回
り

近接
空間

岩森交差点周辺
(茅ヶ岳広域農道）

内
回
り

近接
空間

49

70

背後地 （65）

5

45

70

背後地 （65）

甲斐IC・JCT 周辺
(中央自動車道、県
道島上条宮久保絵見
堂線)

外
回
り

近接
空間

45

70

背後地 （65）

4

内
回
り

近接
空間

牛句IC周辺
(県道甲府昇仙峡
線、県道敷島竜王
線)

内
回
り

近接
空間

42

70

背後地 60

背後地 （65）

3

2
塚原IC周辺
((仮)新環状・緑が
丘アクセス線)

外
回
り

近接
空間

44

70

背後地 （65）

桜井IC周辺
(国道140号(西関東
連絡道路)、甲府外
郭環状道路東区間)

1
外
回
り

近接
空間

44

70

番
号

予測地点

 【表注釈】 

記載なし 

【表注釈】 

注 5）現況値は、一般環境騒音の調査地点
における高さ 1.2m の測定値である。 

8-2-43 
表 8-2-18(2) 
騒音の評価結果（既存
道路の影響を考慮した
予測） 夜間（等価騒
音レベル（ＬAeq）） 

【現況値、予測結果】 

計画 既存

路線 道路

4.2ｍ 64 45 64
1.2ｍ 60 44 60

4.2ｍ 60 45 60
1.2ｍ 58 45 58

4.2ｍ 64 50 64

1.2ｍ 59 46 59
4.2ｍ 58 48 58

1.2ｍ 54 45 55
4.2ｍ 56 66 67

1.2ｍ 56 67 67

4.2ｍ 55 63 63
1.2ｍ 54 63 63

4.2ｍ 61 46 61
1.2ｍ 57 45 57

4.2ｍ 60 46 60

1.2ｍ 57 45 57
4.2ｍ 59 52 60

1.2ｍ 55 52 57
4.2ｍ 56 53 58

1.2ｍ 54 53 57

4.2ｍ 58 55 60
1.2ｍ 49 54 55

4.2ｍ 57 58 61
1.2ｍ 52 57 58

4.2ｍ 58 48 58

1.2ｍ 57 48 58
4.2ｍ 55 48 56

1.2ｍ 54 47 55
4.2ｍ 58 48 58

1.2ｍ 57 48 58

4.2ｍ 55 49 56

1.2ｍ 54 48 55

4.2ｍ 56 57 60
1.2ｍ 54 53 57

4.2ｍ 54 57 59

1.2ｍ 53 53 56

予測結果LAeq(dB)
基準値
(dB)

合成値

背後地 55

6b

宇津谷交差点周辺
宇津谷田畑
(国道20号、県道甲
府韮崎線）

外
回
り

近接
空間

65

背後地 (60)

背後地 (60)

近接
空間

6ａ

宇津谷交差点周辺
宇津谷東部
(国道20号、県道甲
府韮崎線）

外
回
り

近接
空間

65

内
回
り

65

背後地 (60)

5
岩森交差点周辺
(茅ヶ岳広域農道）

内
回
り

近接
空間

65

背後地 (60)

背後地 (60)

近接
空間

4

甲斐IC・JCT 周辺
(中央自動車道、県
道島上条宮久保絵見
堂線)

外
回
り

近接
空間

65

内
回
り

65

背後地 55

3

牛句IC周辺
(県道甲府昇仙峡
線、県道敷島竜王
線)

内
回
り

近接
空間

65

背後地 (60)

2
塚原IC周辺
(県道緑が丘運動公
園線（未完成))

外
回
り

近接
空間

65

背後地 (60)

1
桜井IC周辺
(国道140号、西関東
連絡道路)

外
回
り

近接
空間

65

番
号

予測地点
予測
高さ

 

【現況値、予測結果】 

計画 既存 計画 既存

路線 道路 路線 道路

4.2ｍ 65 45 65 64 45 64

1.2ｍ 62 44 62 60 44 60

4.2ｍ 61 45 61 60 45 60

1.2ｍ 59 45 60 58 45 58

4.2ｍ 64 50 64 - - -
1.2ｍ 59 46 59 - - -

4.2ｍ 58 48 58 - - -

1.2ｍ 54 45 55 - - -

4.2ｍ 58 66 67 56 66 67

1.2ｍ 57 67 67 56 67 67
4.2ｍ 57 63 64 55 63 63

1.2ｍ 56 63 64 54 63 63

4.2ｍ 61 46 61 - - -

1.2ｍ 57 45 57 - - -

4.2ｍ 60 46 60 - - -
1.2ｍ 57 45 57 - - -

4.2ｍ 59 52 60 - - -

1.2ｍ 55 52 57 - - -

4.2ｍ 56 53 58 - - -

1.2ｍ 54 53 57 - - -
4.2ｍ 72 59 72 58 55 60

1.2ｍ 72 59 72 49 54 55

4.2ｍ 66 60 67 57 58 61

1.2ｍ 65 59 66 52 57 58

4.2ｍ 58 48 58 - - -
1.2ｍ 57 48 58 - - -

4.2ｍ 55 48 56 - - -

1.2ｍ 54 47 55 - - -

4.2ｍ 58 48 58 - - -

1.2ｍ 57 48 58 - - -
4.2ｍ 55 49 56 - - -

1.2ｍ 54 48 55 - - -

4.2ｍ 60 58 62 56 57 60

1.2ｍ 57 53 58 54 53 57

4.2ｍ 58 57 61 54 57 59

1.2ｍ 56 53 58 53 53 56

予測結果LAeq(dB)

基準値
(dB)

保全措置前 保全措置後

宇津谷交差点周辺
宇津谷田畑
(国道20号、県道甲
府韮崎線）

外
回
り

近接
空間

46

65

背後地 55

6b

46

65

背後地 (60)

宇津谷交差点周辺
宇津谷東部
(国道20号、県道甲
府韮崎線）

外
回
り

近接
空間

46

65

背後地 (60)

6ａ

内
回
り

近接
空間

岩森交差点周辺
(茅ヶ岳広域農道）

内
回
り

近接
空間

46

65

背後地 (60)

5

43

65

背後地 (60)

甲斐IC・JCT 周辺
(中央自動車道、県
道島上条宮久保絵見
堂線)

外
回
り

近接
空間

43

65

背後地 (60)

4

内
回
り

近接
空間

牛句IC周辺
(県道甲府昇仙峡
線、県道敷島竜王
線)

内
回
り

近接
空間

39

65

背後地 55

3

塚原IC周辺
((仮)新環状・緑が
丘アクセス線)

外
回
り

近接
空間

39

65

背後地 (60)

2

外
回
り

近接
空間

35

65

背後地 (60)

予測
高さ

現況値
(dB)

1

桜井IC周辺
(国道140号(西関東
連絡道路)、甲府外
郭環状道路東区間)

番
号

予測地点

合成値 合成値

 【表注釈】 

記載なし 

【表注釈】 

注 5）現況値は、一般環境騒音の調査地点
における高さ 1.2m の測定値である。 

8-2-44 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

LA5：時間的に変動している値を読み取り、
値の大きい順に並び替えた時、高いほうか
ら５%に相当する値（90%レンジの上端値）
を LA5と表す。 

8-2-55 
2)検討結果の検証 

【1 行目】 

実施事例等により、環境保全措置の効果に
係る知見は蓄積されていると判断される。

【1 行目】 

実施事例等(資料編 2.2 参照)により、環境
保全措置の効果に係る知見は蓄積されて
いると判断される。 

8-2-57 
1)回避又は低減に係る
評価 

【6 行目】 

記載なし 

【6 行目】 

さらに、住居等の保全対象の近くでは、超
低騒音型機械の使用を検討する。 
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表 15-1-1（16） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-2-57 
2)基準又は目標との整
合性の検討 

【1～2 行目】 

・・・。また、予測結果と規制基準を比較
した評価結果は表 8-2-30 に示すとおりで
ある。 

【1～2 行目】 

・・・。また、現況値と環境保全措置前後
の予測結果及び規制基準を比較した評価
結果は表 8-2-30 に示すとおりである。 

8-2-57 
脚注 

【脚注】 

記載なし 

【脚注】 

*2 規制基準は、生活環境を保全し、国民
の健康の保護に資することを目的とした
騒音規制法に基づき定められたものであ
り、対象事業による環境影響を当該基準値
まで許容させるものではない。 

8-2-58 
表 8-2-30 
騒音の評価結果 

【現況値と予測結果】 

ユニット 
地上 

高さ 
予測結果(dB)

鋼橋架設 
1.2m 70 

4.2m 75 

法面整形 

(掘削部) 

1.2m 77 

4.2m 77 

鋼橋架設 
1.2m 74 

4.2m 80 

盛土（路

体・路床） 

1.2m 82 

4.2m 81 

土砂掘削 
1.2m 81 

4.2m 80 

鋼橋架設 
1.2m 78 

4.2m 81 

盛土（路

体・路床） 

1.2m 78 

4.2m 78 
 

【現況値と予測結果】 

ユニット
地上

高さ

現況値 

(dB) 

予測結果(dB) 

保全措置前 保全措置後

鋼橋架設
1.2m

50 
88 70 

4.2m 88 75 

法面整形

(掘削部)

1.2m
45 

77 - 

4.2m 77 - 

鋼橋架設
1.2m

45 
93 74 

4.2m 93 80 

盛土（路

体・路床）

1.2m
47 

82 - 

4.2m 81 - 

土砂掘削
1.2m

50 
81 - 

4.2m 80 - 

鋼橋架設
1.2m

50 
96 78 

4.2m 97 81 

盛土（路

体・路床）

1.2m
50 

78 - 

4.2m 78 - 

 【表注釈】 

記載なし 

【表注釈】 

注 2）着色部分は、規制基準の超過を示す。

8-2-59 
表 8-2-31 
調査地点 

【地点の変更】 

調査場所 路線名 
都市計画

用途地域

保全

対象

甲府市 

桜井町 
国道 140 号 無指定 住居等

 

【地点の変更】 

調査場所 路線名 
都市計画 

用途地域 

保全

対象

甲府市 

桜井町 

国道 140 号 

(西関東連絡道路) 
無指定 住居等

 

8-2-60 
4)調査期間等 

【2～4 行目】 

・・・、平成 18 年 10 月 17 日(火)から平
成 18年 10月 18 日(水)にかけて 24時間連
続の測定を行った。 

【2～4 行目】 

・・・、平成 18 年 10 月 17 日(火)から平
成 18年 10月 18 日(水)及び平成 24年５月
16日(水)から平成24年５月17日(木)にか
けて 24 時間連続の測定を行った。 
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表 15-1-1（17） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-2-62 
表 8-2-32 
騒音レベルの調査結果
（ＬAeq） 

【地点の変更】 

調査地点 路線名 
調査結果

(dB) 

甲府市 

桜井町 
国道 140 号 68 

 

【地点の変更】 

調査地点 路線名 
調査結果 

(dB) 

甲府市 

桜井町(2)

国道 140 号 

(西関東連絡道路) 
65 

 

8-2-62 
表 8-2-33 
自動車交通量の調査結
果 

【地点の変更】 

調査地点 路線名 

自動車

交通量

(台/日)

大型車

混入率

（％）

甲府市 

桜井町 
国道 140 号 16,163 6.1

 

【地点の変更】 

調査地点 路線名 

自動車 

交通量 

(台/日) 

大型車

混入率

（％）

甲府市 

桜井町 

国道 140 号 

(西関東連絡道路) 
13,794 4.9

 

8-2-71 
表 8-2-37 
工事用車両の運行に係
る騒音の予測結果 

【路線名、現況値(dB)】 

調査地点 路線名 
現況値

(dB)

地上

高さ

予測

結果

(dB)

甲府市 

桜井町 
国道 140 号 68 

1.2m 68 

4.2m 68 
 

【路線名、現況値(dB)】 

調査地点 路線名 
現況値 

(dB) 

地上 

高さ 

予測

結果

(dB)

甲府市 

桜井町 

国道 140 号（西関

東連絡道路） 
65 

1.2m 65 

4.2m 65 

8-2-73 
脚注 

【脚注】 

記載なし 

【脚注】 

*3 環境基準は、人の健康を保護し、及び
生活環境を保全する上で維持されること
が望ましい基準として定められたもので
あり、対象事業による環境影響を当該基準
値まで許容させるものではない。 

*4 要請限度は、生活環境を保全し、国民
の健康の保護に資することを目的とした
騒音規制法に基づき定められたものであ
り、対象事業による環境影響を当該基準値
まで許容させるものではない。 

8-2-74 
表 8-2-41 
騒音の評価結果 

【路線名、現況値(dB)】 

調査地点 路線名 
地上

高さ

予測

結果

(dB)

甲府市 

桜井町 
国道 140 号 

1.2m 68 

4.2m 68 

甲府市 

古府中町 
県道甲府山梨線 

1.2m 63 

4.2m 62 

甲府市 

山宮町 
県道甲府昇仙峡線

1.2m 67 

4.2m 67 

甲斐市 

牛句 
県道敷島竜王線 

1.2m 68 

4.2m 68 

甲斐市 

団子新居 

県道島上条宮久保

絵見堂線 

1.2m 65 

4.2m 65 

甲斐市 

宇津谷出口 
県道甲府韮崎線 

1.2m 70 

4.2m 70 
 

【路線名、現況値(dB)】 

調査地点 路線名 
地上 

高さ 

現況値

(dB) 

予測

結果

(dB)

甲府市 

桜井町 

国道 140 号（西関

東連絡道路） 

1.2m 
65 

65 

4.2m 65 

甲府市 

古府中町 
県道甲府山梨線 

1.2m 
61 

63 

4.2m 62 

甲府市 

山宮町 
県道甲府昇仙峡線 

1.2m 
64 

67 

4.2m 67 

甲斐市 

牛句 
県道敷島竜王線 

1.2m 
68 

68 

4.2m 68 

甲斐市 

団子新居 

県道島上条宮久保

絵見堂線 

1.2m 
63 

65 

4.2m 65 

甲斐市 

宇津谷出口
県道甲府韮崎線 

1.2m 
70 

70 

4.2m 70 

8-3-1 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

L10：時間的に変動している値を読み取り、
値の大きい順に並び替えた時、高いほうか
ら 10%に相当する値（80%レンジの上端値）
を L10と表す。 

地盤卓越振動数:地盤固有の特性（地盤の
固さなど）を表すひとつの指標 

8-3-2 
表 8-3-2(2) 
振動及び地盤の状況の
調査地点（道路交通振
動） 

【地点の変更】 

調査場所 路線名 
都市計画

用途地域

保全

対象

甲府市 

桜井町 
国道 140 号 無指定 住居等

 

【地点の変更】 

調査場所 路線名 
都市計画 

用途地域 

保全

対象

甲府市 

桜井町 

国道 140 号 

(西関東連絡道路) 
無指定 住居等
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表 15-1-1（18） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-3-3 
4)調査期間等 

【2～4 行目】 

・・・、平成 18 年 10 月 17 日(火)から平
成 18年 10月 18 日(水)にかけて 24時間連
続の測定を行った。 

【2～4 行目】 

・・・、平成 18 年 10 月 17 日(火)から平
成 18年 10月 18 日(水)及び平成 24年５月
16日(水)から平成24年５月17日(木)にか
けて 24 時間連続の測定を行った。 

8-3-5 
表 8-3-3(2) 
振動の状況の調査結果
（道路交通振動） 

【地点の変更】 

調査地点 
調査結果 L10(dB) 

昼間 夜間 

甲府市桜井町 45 39 
 

【地点の変更】 

調査地点 
調査結果 L10(dB) 

昼間 夜間 

甲府市桜井町 40 32 
 

8-3-16 
2)基準又は目標との整
合性の検討 

【1～2 行目】 

・・・。また、予測結果と規制基準を比較
した評価結果は・・・ 

【1～2 行目】 

・・・。また、現況値と予測結果及び規制
基準を比較した評価結果は・・・ 

8-3-16 
脚注 

【脚注】 

記載なし 

【脚注】 

*1 規制基準は、生活環境を保全し、国民
の健康の保護に資することを目的とした
振動規制法に基づき定められたものであ
り、対象事業による影響を当該基準値まで
許容させるものではない。 

8-3-17 
表 8-3-10 
振動の評価結果(振動
レベルの80％レンジの
上端値(Ｌ10) 

【現況値】 

番

号
予測地点 

予測結果

（L10） 

昼間 夜間

1 甲府市桜井町 外回り 43 42

2 甲府市塚原町 外回り 43 42

3 甲斐市牛句 内回り 43 42

4
甲斐市 

団子新居 

外回り 39 38

内回り 39 38

5 甲斐市岩森 内回り 50 49

6
甲斐市 

宇津谷東部 

外回り 44 43

内回り 44 43

7
甲斐市 

宇津谷田畑 
外回り 42 41

 

【現況値】 

番

号
予測地点 

現況値 
予測結果

（L10） 

昼間 夜間 昼間 夜間

1 甲府市桜井町 外回り 34 <30 43 42

2 甲府市塚原町 外回り <30 <30 43 42

3 甲斐市牛句 内回り 31 <30 43 42

4
甲斐市 

団子新居 

外回り <30 <30 39 38

内回り <30 <30 39 38

5 甲斐市岩森 内回り <30 <30 50 49

6
甲斐市 

宇津谷東部

外回り <30 <30 44 43

内回り <30 <30 44 43

7
甲斐市 

宇津谷田畑
外回り <30 <30 42 41

 

8-3-17 
表 8-3-10 
振動の評価結果(振動
レベルの80％レンジの
上端値(Ｌ10) 

【表注釈の追加】 

記載なし 

【表注釈の追加】 

注 5）現況値は、一般環境振動の調査地点
における測定値である。 
注 6）現況値の「<30」は、測定限界 30dB
未満であったことを示す。 
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表 15-1-1（19） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-3-27 
表 8-3-18 
環境保全措置の検討 

【環境保全措置の効果】 

低振動型建設機械を採用することにより、
振動の発生を低減できる。 

【環境保全措置の効果】 

低振動型建設機械を採用することにより、
振動の発生を低減できる。 
なお、低振動型に指定されている建設機械
は限られているため、指定されている機種
(バイブロハンマ)を用いる工事に限られ
た環境保全措置である。 

8-3-27 
2)検討結果の検証 

【1 行目】 

実施事例等により、環境保全措置の効果に
係る知見・・・ 

【1 行目】 

実施事例等(資料編 2.2 参照)により、環境
保全措置の効果に係る知見・・・ 

8-3-28 
表 8-3-19(2) 
検討結果の整理 

【環境保全措置の効果】 

低振動型建設機械を採用することにより、
振動の発生を低減できる。 

【環境保全措置の効果】 

低振動型建設機械を採用することにより、
振動の発生を低減できる。なお、低振動型
に指定されている建設機械は限られてい
るため、指定されている機種(バイブロハ
ンマ)を用いる工事に限られた環境保全措
置である。 

8-3-29 
2)基準又は目標との整
合性の検討 

【環境保全措置の効果】 

・・・また、予測結果と規制基準を比較し
た評価結果は・・・ 

【環境保全措置の効果】 

・・・また、現況値と予測結果及び規制基
準を比較した評価結果は・・・ 

8-3-29 
表 8-3-21 
振動の評価結果 

【現況値】 

種別 ユニット 
予測結果

(dB) 

場所打杭工 オールケーシ

ング 
51 

アスファルト

舗装工 

上層路盤、下層

路盤 
56 

場所打杭工 オールケーシ

ング 
58 

盛土工(路体、

路床） 

盛土（路体、路

床） 
63 

アスファルト

舗装工 

上層路盤、下層

路盤 
59 

場所打杭工 オールケーシ

ング 
63 

盛土工(路体、

路床） 

盛土（路体、路

床） 
61 

 

【現況値】 

種別 ユニット 
現況値 

(dB) 

予測結果

(dB) 

場所打杭工 オールケーシ

ング 
34 51 

アスファルト

舗装工 

上層路盤、下層

路盤 
<30 56 

場所打杭工 オールケーシ

ング 
<30 58 

盛土工(路体、

路床） 

盛土（路体、路

床） 
<30 63 

アスファルト

舗装工 

上層路盤、下層

路盤 
<30 59 

場所打杭工 オールケーシ

ング 
<30 63 

盛土工(路体、

路床） 

盛土（路体、路

床） 
<30 61 

8-3-29 
表 8-3-21 
振動の評価結果 

【表注釈の追加】 

記載なし 

【表注釈の追加】 

注 1）現況値は、一般環境振動の調査地点
における昼間の測定値である。 
注 2）現況値の「<30」は、測定限界 30dB
未満であったことを示す。 

8-3-29 
脚注 

【脚注】 

記載なし 

【脚注】 

*2 規制基準は、生活環境を保全し、国民
の健康の保護に資することを目的とした
振動規制法に基づき定められたものであ
り、対象事業による影響を当該基準値まで
許容させるものではない。 
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表 15-1-1（20） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-3-31 
表 8-3-23 
振動及び地盤の状況の
調査地点 

【地点の変更】 

調査場所 路線名 
都市計画

用途地 

保全

対象

甲府市 

桜井町 
国道 140 号 無指定 住居等

 

【地点の変更】 

調査場所 路線名 
都市計画 

用途地域 

保全

対象

甲府市 

桜井町 

国道 140 号 

(西関東連絡道路) 
無指定 住居等

 

8-3-31 
4)調査期間等 

【2～4 行目】 

・・・、平成 18 年 10 月 17 日(火)から平
成 18年 10月 18 日(水)にかけて 24時間連
続の測定を行った。 

【2～4 行目】 

・・・、平成 18 年 10 月 17 日(火)から平
成 18年 10月 18 日(水)及び平成 24年５月
16日(水)から平成24年５月17日(木)にか
けて 24 時間連続の測定を行った。 

8-3-33 
表 8-3-24 
振動の状況の調査結果 

【地点の変更】 

調査地点 路線名 調査結果 L10

甲府市 

桜井町 
国道 140 号 45 

 

【地点の変更】 

調査地点 路線名 調査結果 L10 

甲府市 

桜井町 

国道 140 号 

(西関東連絡道路) 
40 

 

8-3-40 
5）予測結果 

【1 行目】 

予測値は、<30～46dB である。 

【1 行目】 

予測値は、<30～42dB である。 

8-3-40 
表 8-3-27 
工事用車両の運行に係
る振動の予測結果 

【路線名、現況値、予測値】 

路線名 
L10 

現況値 予測値 

国道 140 号 45 46 

県道甲府山梨線 <30 <30 

県道甲府昇仙峡線 <30 33 

県道敷島竜王線 31 32 

県道島上条宮久保絵見堂線 <30 <30 

県道甲府韮崎線 41 42 
 

【路線名、現況値、予測値】 

路線名 
L10 

現況値 予測値 

国道 140 号(西関東連絡道路) 40 42 

県道甲府山梨線 <30 <30 

県道甲府昇仙峡線 <30 33 

県道敷島竜王線 31 32 

県道島上条宮久保絵見堂線 <30 <30 

県道甲府韮崎線 41 42 
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表 15-1-1（21） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-3-42 
2)基準又は目標との整
合性の検討 

【1～2 行目】 

・・・。また、予測結果と規制基準を比較
した評価結果は・・・ 

【1～2 行目】 

・・・。また、現況値と予測結果及び規制
基準を比較した評価結果は・・・ 

8-3-42 
脚注 

【脚注】 

記載なし 

【脚注】 

*3 規制基準は、生活環境を保全し、国民
の健康の保護に資することを目的とした
振動規制法に基づき定められたものであ
り、対象事業による影響を当該基準値まで
許容させるものではない。 

8-3-43 
表 8-3-31 
工事用車両の運行に係
る振動の評価結果 

【路線名、現況値、予測値】 

路線名 
L10 

現況値 予測値 

国道 140 号 45 46 

県道甲府山梨線 <30 <30 

県道甲府昇仙峡線 <30 33 

県道敷島竜王線 31 32 

県道島上条宮久保絵見堂線 <30 <30 

県道甲府韮崎線 41 42 
 

【路線名、現況値、予測値】 

路線名 
L10 

現況値 予測結 

国道 140 号(西関東連絡道路) 40 42 

県道甲府山梨線 <30 <30 

県道甲府昇仙峡線 <30 33 

県道敷島竜王線 31 32 

県道島上条宮久保絵見堂線 <30 <30 

県道甲府韮崎線 41 42 

8-4-1 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

低周波音：一般に人間が聴くことができる
音の周波数範囲は 20Hz～20,000Hz と言わ
れるが、100Hz 以下の音波のことをいう。

8-4-13 
表 8-4-8 
整合を図るべき基準等 

【表注釈の追加】 

記載なし 

【表注釈の追加】 

なお、低周波音の参考となる指標は、国等
で整合を図るべき基準及び目標が定めら
れていない場合、その項目の定量的な評価
を行う目安として用いた値であり、対象事
業による環境影響を当該基準値まで許容
させるものではない。 

8-5-2 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

帯水層：地層の分類の一種。利水可能な地
下水が飽和している地層。地層を構成する
粒子間の空隙・間隙が大きく、かつ、地下
水によって飽和されている透水層。 

8-5-4 
用語の説明 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

観測井：地層の収縮量および帯水層の地下
水位を観測するために設けられた井戸。 

8-5-17 
表 8-5-6(3) 
調査区域の利用源泉数 

【施設数等】 

温泉地名 
利用源泉数(箇所)

主たる泉質名
自噴 動力 合計

 
3 11 14

ナトリウム－

塩化物泉 

湯村 

0 12 12

ナトリウム・カ

ルシウム－塩

化物泉 

湯村除く 22 26 48 単純温泉 

 

8 7 15

単純・ナトリウ

ム-塩化物・炭

酸水 

春日居 5 4 9 素塩泉 

石和 12 6 18 単純温泉 

春日居・

石和除く 
12 9 21

単純温泉 

 62 75 137  
 

【施設数等】 

温泉地名 施設数
利用源泉数(箇所) 

主たる泉質名
自噴 動力 合計 

 
17 4 11 15 

ナトリウム－

塩化物泉 

湯村 

11 0 12 12 

ナトリウム・カ

ルシウム－塩

化物泉 

湯村除く 42 24 36 60 単純温泉 

 

16 7 9 16 

単純・ナトリウ

ム-塩化物・炭

酸水 

春日居 17 4 4 8 素塩泉 

石和 66 12 8 20 単純温泉 

春日居・

石和除く
6 12 8 20 

単純温泉 

 175 63 88 151  
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表 15-1-1（22） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-5-17 
表 8-5-6(3) 
調査区域の利用源泉数 

【表注釈】 

出典：山梨県 平成 19 年度資料 

※湧出量は、毎分あたりの湧出量に 24 時
間を乗じて 1 日あたりとして算出 

【表注釈】 

出典：施設数「公共温泉利用施設一覧」（平

成 22 年 12 月 20 日現在） 

「利用施設一覧」（平成 22 年 12 月 20 日

現在） 

他  「平成 22 年度利用状況調査」（平

成 23 年 3 月末現在） 

http://www.pref.yamanashi.jp/taiki-su

i/50295382321.html 

8-5-25 
1) 回避又は低減に係
る評価 

【最終段落】 

なお、事業実施区域周辺の個別の井戸等に
ついては、事業実施段階で、井戸分布等の
詳細な調査を行い、必要に応じて適切な対
策を講じる。 

【最終段落】 

なお、事業実施区域周辺の個別の井戸等に
ついては、事業実施段階で、井戸分布等の
詳細な調査を行い、必要に応じて適切な対
策を講じる。また、トンネル掘削工事によ
る地下水位の低下等の影響が懸念される
箇所において、工事の実施に当たって当該
影響が見られる際には、地下水等への影響
の低減効果を含めて、施工方法を検討し、
確実に対策を実施する。温泉については、
継続的なモニタリングを行い、工事中及び
供用後の温泉の状況の把握に努める。 

8-7-15 
表 8-7-7 
整合を図るべき基準 

【表注釈の追加】 

記載なし 

【表注釈の追加】 

なお、この参考値は、定量的な評価を行な
う目安として用いた値であり、対象事業に
よる環境影響を当該基準値まで許容させ
るものではない。 

8-8-2 
表 8-8-1(1) 
調査の手法 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

樹洞性：樹皮がはがれて木の中が腐るなど
して隙間が開き、できた洞窟状の空間を、
「休息、隠れ家、ねぐら、営巣、繁殖・育
雛など」の場所として利用する性質のこ
と。 

8-8-12 
a)哺乳類の生息状況 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

洞穴性：生息の活動（採餌・採食、休息、
ねぐら、繁殖、成長）の一部又は全てを、
洞窟（光がなく、温度が一定で、湿度が高
い環境）に依存する性質のこと。 

8-8-23 
a)魚類の生息状況 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

特定外来種：「特定外来生物による生態系
等に係る被害の防止に関する法律（2004
年、法律 78 号）〔外来生物法〕」によっ
て、飼育、栽培、譲渡、運搬、輸入、野外
への放出などが規制された生物種（1 科 4
属 32 種、37 種類）。海外から導入された
外来生物（移入種：対象とする地域や個体
群の中に外部から入り込んだ個体の種）の
うち、日本にもともとあった生態系、人の
生命や健康、農林水産業に被害を及ぼす又
は及ぼす恐れがある生物が指定されてい
る。 
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表 15-1-1（23） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-8-44 
表 8-8-21(1) 
重要な鳥類の予測結果 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域周辺で・・・周辺には同質
の環境が広く分布している。また、河幅
の狭い河川では河道内に橋脚は設置せ
ず、河幅の広い河川では改変範囲を極力
少なくすることや、工事にあたっては濁
水対策を実施する。 

・したがって、・・・ 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域周辺で・・・周辺には同質
の環境が広く分布している。河川におい
ては、河幅の狭い河川では河道内に橋脚
は設置せず、河幅の広い河川では改変範
囲を極力少なくする。また、工事実施に
伴い濁水の発生等の影響が考えられる
ことから、工事の実施にあたっては濁水
対策を実施する（資料編 2.3 章に記載）。

・したがって、・・・ 

8-8-45 
表 8-8-21(3) 
重要な鳥類の予測結果 

【「工事施工ヤード、工事用道路等の設置、
建設機械の稼動」の影響予測】

・本種の主な生息環境は・・・ 
・本種が確認されている・・・、同質の環

境が多く残る。また、河幅の狭い河川で
は河道内に橋脚は設置せず、工事にあた
っては濁水対策を実施する。 

・したがって、・・・ 

【「工事施工ヤード、工事用道路等の設置、
建設機械の稼動」の影響予測】

・本種の主な生息環境は・・・ 
・本種が確認されている・・・、同質の環

境が多く残る。また、河幅の狭い河川で
は河道内に橋脚は設置せず、工事実施に
伴い濁水の発生等の影響が考えられる
ことから、工事の実施にあたっては濁水
対策を実施する（資料編 2.3 章に記載）

・したがって、・・・ 

8-8-55 
表 8-8-21(14) 
重要な鳥類の予測結果 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域周辺で・・・に含まれない。
また、河幅の狭い河川では河道内に橋脚
は設置せず、河幅の広い河川では改変範
囲を極力少なくすることや、工事にあた
っては濁水対策を実施する。 

・したがって、・・・ 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域周辺で・・・に含まれない。
河川については、河幅の狭い河川では河
道内等の設置に橋脚は設置せず、河幅の
広い河川では改変範囲を極力少なくす
る。また、工事実施に伴い濁水の発生等
の影響が考えられることから、工事の実
施にあたっては濁水対策を実施する（資
料編 2.3 章に記載）。 

・したがって、・・・ 

8-8-58 
表 8-8-21(19) 
重要な鳥類の予測結果 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域周辺で・・・、周辺には同
質の環境が広く分布している。また、河
幅の狭い河川では河道内に橋脚は設置
せず、河幅の広い河川では改変範囲を極
力少なくすることや、工事にあたっては
濁水対策を実施する。 

・したがって、・・・ 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域周辺で・・・、周辺には同
質の環境が広く分布している。河川につ
いては、河幅の狭い河川では河道内に橋
脚は設置せず、河幅の広い河川では改変
範囲を極力少なくする。また、工事実施
に伴い濁水の発生等の影響が考えられ
ることから、工事の実施にあたっては濁
水対策を実施する（資料編 2.3 章に記
載）。 

・したがって、・・・ 

8-8-60 
表 8-8-22(2) 
重要な両生類・爬虫類
の予測結果 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域周辺で・・・、河道内に橋
脚は設置しない計画である。また、工事
にあたっては濁水対策を実施する。 

・したがって、・・・ 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域周辺で・・・、河道内に橋
脚は設置しない計画である。また、工事
実施に伴い濁水の発生等の影響が考え
られることから、工事の実施にあたって
は濁水対策を実施する（資料編 2.3 章に
記載）。 

・したがって、・・・ 
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表 15-1-1（24） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-8-62 
表 8-8-23 
重要な魚類の予測結果 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域及び・・・ 
・本種が確認されている・・・、改変範囲

は橋脚施工部のみであり、同質の環境が
多く残る。また、工事にあたっては濁水
対策を実施する。 

・したがって、・・・ 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域及び・・・ 
・本種が確認されている・・・、改変範囲

は橋脚施工部のみであり、同質の環境が
多く残る。また、工事実施に伴い濁水の
発生等の影響が考えられることから、工
事の実施にあたっては濁水対策を実施
する（資料編 2.3 章に記載）。 

・したがって、・・・ 

8-8-63 
表 8-8-24（1） 
重要な昆虫類の予測結
果 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域及び・・・ 
・本種が確認されている・・・、改変範囲

は橋脚施工部のみであり、同質の環境が
多く残る。また、工事にあたっては濁水
対策を実施する。 

・したがって、・・・ 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域及び・・・ 
・本種が確認されている・・・、改変範囲

は橋脚施工部のみであり、同質の環境が
多く残る。また、工事実施に伴い濁水の
発生等の影響が考えられることから、工
事の実施にあたっては濁水対策を実施
する（資料編 2.3 章に記載）。 

・したがって、・・・ 

8-8-64 
表 8-8-24（2） 
重要な昆虫類の予測結
果 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域及び・・・ 
・本種が確認されている・・・、改変範囲

は橋脚施工部のみであり、同質の環境が
多く残る。また、工事にあたっては濁水
対策を実施する。 

・したがって、・・・ 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域及び・・・ 
・本種が確認されている・・・、改変範囲

は橋脚施工部のみであり、同質の環境が
多く残る。また、工事実施に伴い濁水の
発生等の影響が考えられることから、工
事の実施にあたっては濁水対策を実施
する（資料編 2.3 章に記載）。 

・したがって、・・・ 

8-8-65 
表 8-8-24（3） 
重要な昆虫類の予測結
果 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域周辺で・・・ 
・本種が確認されている・・・、改変範囲

は橋脚施工部のみであり、同質の環境が
多く残る。また、工事にあたっては濁水
対策を実施する。 

・したがって、・・・ 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域周辺で・・・ 
・本種が確認されている・・・、改変範囲

は橋脚施工部のみであり、同質の環境が
多く残る。また、工事実施に伴い濁水の
発生等の影響が考えられることから、工
事の実施にあたっては濁水対策を実施
する（資料編 2.3 章に記載）。 

・したがって、・・・ 

8-8-66 
表 8-8-24（4） 
重要な昆虫類の予測結
果 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域及び・・・ 
・本種が確認されている・・・、改変範囲

は橋脚施工部のみであり、同質の環境が
多く残る。また、工事にあたっては濁水
対策を実施する。 

・したがって、・・・ 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域及び・・・ 
・本種が確認されている・・・、改変範囲

は橋脚施工部のみであり、同質の環境が
多く残る。また、工事実施に伴い濁水の
発生等の影響が考えられることから、工
事の実施にあたっては濁水対策を実施
する（資料編 2.3 章に記載）。 

・したがって、・・・ 

8-8-67 
表 8-8-24（5） 
重要な昆虫類の予測結
果 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域及び・・・ 
・本種が確認されている・・・、改変範囲

は橋脚施工部のみであり、同質の環境が
多く残る。また、工事にあたっては濁水
対策を実施する。 

・したがって、・・・ 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域及び・・・ 
・本種が確認されている・・・、改変範囲

は橋脚施工部のみであり、同質の環境が
多く残る。また、工事実施に伴い濁水の
発生等の影響が考えられることから、工
事の実施にあたっては濁水対策を実施
する（資料編 2.3 章に記載）。 

・したがって、・・・ 
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表 15-1-1（25） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-8-74 
表 8-8-25（1） 
重要な底生動物（昆虫
類を除く）の予測結果 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域及び・・・、周辺には同質
の環境が広く分布している。また、河幅
の狭い河川では河道内に橋脚は設置せ
ず、河幅の広い河川では改変範囲を極力
少なくし、工事にあたっては濁水対策を
実施する。 

・したがって、・・・ 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域及び・・・、周辺には同質
の環境が広く分布している。河川につい
ては、河幅の狭い河川では河道内に橋脚
は設置せず、河幅の広い河川では改変範
囲を極力少なくする。また、工事実施に
伴い濁水の発生等の影響が考えられる
ことから、工事の実施にあたっては濁水
対策を実施する（資料編 2.3 章に記載）。

・したがって、・・・ 
8-8-75 
表 8-8-25（2） 
重要な底生動物（昆虫
類を除く）の予測結果 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域及び・・・ 
・本種が確認されている・・・、改変範囲

は橋脚施工部のみであり、同質の環境が
多く残る。また、工事にあたっては濁水
対策を実施する。 

・したがって、・・・ 

【「工事施工ヤード、 
工事用道路等の設置」の影響予測】

・計画路線区域及び・・・ 
・本種が確認されている・・・、改変範囲

は橋脚施工部のみであり、同質の環境が
多く残る。また、工事実施に伴い濁水の
発生等の影響が考えられることから、工
事の実施にあたっては濁水対策を実施
する（資料編 2.3 章に記載）。 

・したがって、・・・ 

8-8-77 
表 8-8-27 
環境保全措置の検討 

【環境保全措置の効果】 

環境保全措置 環境保全措置の効果 

低騒音型・低振動型

機械の使用 

低騒音型・低振動型の建設機

械を使用することにより、計

画路線区域及び周辺を生息範

囲とする種への影響を低減す

ることができる。 
 

【環境保全措置の効果】 

環境保全措置 環境保全措置の効果 

低騒音型・低振動型

機械の使用 

低騒音型・低振動型の建設機

械を使用することにより、計

画路線区域及び周辺を生息範

囲とする種への影響を低減す

ることができる。さらに、超

低騒音型機械の使用も検討す

る。 

なお、低振動型に指定されて

いる機械は限られているた

め、指定されている機械（バ

イブロハンマ）を用いる工事

に限られた環境保全措置であ

る。 

8-8-78 
3)検討結果の検証 

【1 行目】 

実施事例等により、・・・ 

【1 行目】 

実施事例等（資料編 2.2 参照）により、・・・

8-8-78 
4)検討結果の整理 

【2 段落目】 

なお、環境保全措置の実施にあたって
は、専門家等の意見を聴取しながら適切に
行うものとする。 

【2 段落目】 
なお、環境保全措置の実施にあたっては、
専門家等の意見を聴取しながら適切に行
うものとする。キクガシラコウモリの代償
措置の具体的な内容については、これまで
の調査結果や専門家等の意見を踏まえて
十分に検討し、適切に措置を実施する。オ
オタカについては、工事着手前において繁
殖状況の調査を実施し、環境保全措置とし
て繁殖地の近傍において繁殖期間中に工
事を実施しない等について、専門家等の意
見を踏まえて十分に検討し、適切に環境保
全措置を実施する。 
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表 15-1-1（26） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-8-78 
表 8-8-28 
代償措置の検討及び検
証（キクガシラコウモ
リ） 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

ボックスカルバート：道路等の路盤下を横
断する箱型のトンネル（箱型の暗渠〔あん
きょ〕）。 
※ボックスカルバートは、タヌキ、イタチ、

キツネなど、多くの動物が「道路等の横
断の移動経路」として利用している（「国
土技術政策総合研究資料第 393 号-第
395 号（平成 19 年 6 月）」）。 

※また、ボックスカルバートを利用して、
コウモリ類の「ねぐら・繁殖場所」など
の創出を行っている場合もある（資料編
2.2.5 参照）。 

8-8-79 
表 8-8-29(3) 
検討結果の整理 

【実施内容 位置】 

計画路線区域明かり部（対象種の繁殖地近
傍） 

【実施内容 位置】 

計画路線区域明かり部（対象種の繁殖地近
傍） 

オオタカについては、調査箇所ＡとＥを対
象とする。 

8-8-81 
2)事後調査の結果によ
り環境影響の程度が著
しいことが判明した場
合の対応 

【1～2 行目】 

事前に予測し得ない環境上の著しい影響
が生じた場合は、事業者が関係機関協議
し、・・・ 

【1～3 行目】 

事後調査の結果により、事業の実施による
生息環境の大幅な変化等、事前に予測し得
ない環境上の著しい影響が生じたことが
判明した場合は、事業者が関係機関協議
し、・・・ 

8-8-81 
3)事後調査結果の公表
方法 

【1 行目】 

事後調査結果の公表方法については、原則
として事業者が行うものとするが、公表時
期・方法については、関係機関と連携しつ
つ、適切に実施するものとする。 

【1 行目】 

事後調査結果の公表については、原則とし
て事業者が行うものとするが、関係機関と
連携しつつ、適切な時期・方法により公表
する。 
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表 15-1-1（27） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-9-1 
表 8-9-1 
調査手法 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

被度：種別の植被率を階級で示したもの
（階級区分は 6 階級）。コドラート（方
形区）内において、その植物がその層で
どれだけの面積を占めているかを示す。

群度：種別の生育状態を階級で示したもの
（階級区分は 5 階級）。コドラート（方
形区）内において、その植物がどのよう
な状態で群落をつくっているか、あるい
は単独で存在するかなどを示す。 

階層構造：植生の垂直断面の構造。森林は
「高木層、亜高木層、低木層、草本層」
で構成されいる。 

8-9-14 
a)植生の状況 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

薪炭林：薪や木炭の原料の生産を目的とす
る森林。薪炭林は広葉樹などの二次林
（代償植生）が主で、暖温帯ではシイ
類・カシ類、冷温帯ではコナラ・ミズナ
ラ・クヌギ・アカマツなどが主な構成種
である。薪炭の原料として 10～30 年ご
とに伐採が繰返されてきた林で、里地・
里山の中心的存在であり、人為的な管理
（伐採頻度や下草刈り、落葉掃きなど）
で維持されてきた。 

代償植生：さまざまな人為的影響が加えら
れた後に成立した植生。農耕地や人工林
などのほか、刈り取り・伐採などによっ
て成立した里山や草原なども含まれる。
人為的影響がなくなると、徐々に構成種
が変化し、自然植生に向けて遷移する。

自然植生：人間によって伐採や植林などの
手が加えられていない植生。代表的な自
然植生は、関東以南の海岸や低山帯に成
立するシイ・カシ・タブなどの常緑広葉
樹林、関東以南の山地帯や本州北部・北
海道の低山帯に成立するミズナラ・ブナ
を中心とする落葉広葉樹林、北海道の山
地に成立するエゾマツ・トドマツの亜高
山針葉樹林などである。 

8-9-37 
3)検討結果の検証 

【1 行目】 

実施事例等により、・・・ 

【1 行目】 

実施事例等（資料編 2.2 参照）により、・・・

8-9-39 
2)事後調査の結果によ
り環境影響の程度が著
しいことが判明した場
合の対応 

【1～2 行目】 

事前に予測し得ない環境上の著しい影響
が生じた場合は、事業者が関係機関協議
し、・・・ 

【1～3 行目】 

事後調査の結果により、事業の実施による
生育の大幅な変化、保全対象種の生育数の
減少等、事前に予測し得ない環境上の著し
い影響が生じたことが判明した場合は、事
業者が関係機関協議し、・・・ 
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表 15-1-1（28） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-3～6 
表 8-10-2（1）～（4） 
〔準備書 表 8-10-2〕 
地域を特徴づける生態
系の区分及び概要 

【表の記載】 

各生態系の区分及び概要を1枚の表で集約

表8-10-2：山地の樹林の生態系 
台地・低地の樹林の生態系 
果樹園・畑地の生態系 
水田の生態系 
大規模河川の生態系 
      （釜無川・塩川）

中規模河川の生態系（荒川）

ため池の生態系 
市街地の生態系 

【表の記載】 

各生態系の区分及び概要を4枚の表に分割

表8-10-2（1）：山地の樹林の生態系 
表8-10-2（2）：台地・低地の樹林の生態系

果樹園・畑地の生態系 
表8-10-2（3）：水田の生態系 

大規模河川の生態系 
（釜無川・塩川）

表8-10-2（4）：中規模河川の生態系（荒川）

ため池の生態系 
市街地の生態系 

8-10-3 
表 8-10-2（1） 
〔準備書 表 8-10-2〕 
地域を特徴づける生態
系の区分及び概要 

【地域を特徴づける生態系の区分の列】 
＜山地の樹林生態系＞の行 

山地の樹林生態系 

【地域を特徴づける生態系の区分の列】 
＜山地の樹林生態系＞の行 

山地の樹林生態系 
【面積：527.4ha】 

8-10-3 
表 8-10-2（1） 
〔準備書 表 8-10-2〕 
地域を特徴づける生態
系の区分及び概要 

【生態系の概要の列】 
＜山地の樹林生態系＞の行 

・・・生態系であるとみなされる。 

【生態系の概要の列】 
＜山地の樹林生態系＞の行 

・・・生態系であるとみなされる。 

【主要な動物種】 
〔哺乳類〕キツネ、テン、アカネズミ、

ニホンイノシシ、モグラ、ニホンリス、
ムササビ、ツキノワグマ 

〔鳥類〕オオタカ、シジュウカラ、ヒヨ
ドリ、キビタキ、メジロ、ホオジロ、
イカル 

〔両生類･爬虫類〕トカゲ、カナヘビ 
〔昆虫類〕オオムラサキ、ヤマトタマム

シ、ルリボシカミキリ、アカハナカミ
キリ、アカシジミ、ウラナミアカシジ
ミ、ハルゼミ、ヒグラシ、チッチゼミ

【主要な植生･植物種】 
〔植生〕アカマツ群落、コナラ群落、ケ

ヤキ群落、アラカシ群落、伐跡群落、
スギ･ヒノキ植林 
高木：アカマツ、クヌギ、コナラ、
エノキ、ケヤキ、カスミザクラ、ス
ギ、ヒノキ 
低木：ヤマブキ、コゴメウツギ、ア
オキ、ヤマウルシ、クマノミズキ、
ハナイカダ、エゴノキ、マルバアオ
ダモ、ムラサキシキブ、ヤマウグイ
スカグラ、ガマズミ 
草本：オオバノイノモトソウ、クマ
ワラビ、オケラ、シラヤマギク、コ
ウヤボウキ、オオバジャノヒゲ、サ
ルトリイバラ、タチドコロ、アズマ
ネザサ、コチヂミザサ、シュンラン

 【表注釈の追加】 

記載なし 

【表注釈の追加】 

※主な地形区分での「山地（傾斜地）」と
「台地・低地（平坦地）」については、
土地利用等を考慮に入れて、概ね傾斜角
度 8°以上の地域を「山地（傾斜地）」、
傾斜角度 8°未満の地域を「台地・低地
（平坦地）」として大別している。 
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表 15-1-1（29） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-4 
〔準備書 8-10-3〕 
表 8-10-2（2） 
〔準備書 表 8-10-2〕 
地域を特徴づける生態
系の区分及び概要 

【地域を特徴づける生態系の区分と 
主な植生区分と主な地形区分の列】

地域を特徴づける
生態系の区分 主な植生区分 主な地形区分

台地・低地の 
樹林生態系 
 

樹林 台地・低地 
(平坦地) 

果樹園・畑地の 
生態系 

 

 

果樹園・畑地 山地(傾斜地)
台地・低地 
(平坦地) 

 

【地域を特徴づける生態系の区分と 
主な植生区分と主な地形区分の列】

地域を特徴づける
生態系の区分 主な植生区分 主な地形区分

台地・低地の 
樹林生態系 
【面積：62.4ha】

樹林・水域 台地・低地 
(平坦地) 

果樹園・畑地の 
生態系 
【面積：314.6ha】

果樹園・畑地 
・ススキ草地 

山地(傾斜地)

台地・低地 
(平坦地) 

 【生態系の概要の列】 
＜台地・低地の樹林生態系＞の行 

・・・小規模な水田等も内包する。 

【生態系の概要の列】 
＜台地・低地の樹林生態系＞の行 

・・・小規模な水田等も内包する。 

【主要な動物種】 
〔哺乳類〕キツネ、イタチ、アカネズミ、

モグラ、キクガシラコウモリ 
〔鳥類〕オオタカ、シジュウカラ、ヒヨ

ドリ、メジロ、カルガモ 
〔両生類・爬虫類〕アマガエル、トカゲ、

カナヘビ、イシガメ 
〔魚類〕オイカワ、アブラハヤ 
〔昆虫類〕ニイニイゼミ、オオムラサキ、

アカマダラコガネ、アカシジミ、カゲ
ロウ類、オナガサナエ、オニヤンマ、
ゲンジボタル、シマトビケラ類、ユス
リカ類 

〔その他の無脊椎動物〕カワニナ 
【主要な植生･植物種】 
〔植生〕コナラ群落、オニグルミ群落、

ハリエンジュ群落、シンジュ群落、竹
林、ヤナギ低木林、クサヨシ群落 
高木：オニグルミ、クヌギ、コナラ、
エノキ、ハリエンジュ、シンジュ 
低木：タチヤナギ、ヤマコウバシ、
アケビ、ノイバラ、コマユミ、ヤマ
ウコギ、ムラサキシキブ、ヤマウグ
イスカグラ、ガマズミ、エノキ 
草本：ヤブマメ、スイカズラ、カナ
ムグラ、ギシギシ、カキドオシ、オ
ケラ、ジャノヒゲ、クサヨシ、ノガ
リヤス、チヂミザサ、アズマネザサ
その他：付着藻類、デトリタス 

 ＜果樹園・畑地の生態系＞の行 

・・・段丘斜面にみられる樹林も内包する。

＜果樹園・畑地の生態系＞の行 

・・・段丘斜面にみられる樹林も内包する。

【主要な動物種】 
〔哺乳類〕キツネ、モグラ、ニホンイノ

シシ、イタチ、ハクビシン、アカネズ
ミ、カヤネズミ 

〔鳥類〕オオタカ、チョウゲンボウ、ム
クドリ、キジバト、ヒヨドリ、ツグミ、
ホオジロ、スズメ 

〔両生類・爬虫類〕アマガエル、カナヘ
ビ 

〔昆虫類〕キボシカミキリ、クワハムシ、
クマバチ、コウカアブ、モモブトカミ
キリモドキ、オオモンクロベッコウ、
キリギリス、キバネツノトンボ、ツチ
イナゴ 

【主要な植生･植物種】 
〔植生〕果樹園・桑畑、畑、畑地雑草群

落（放棄畑）、アズマネザサ群落、ヨ
モギ･セイタカアワダチソウ群落、ス
スキ･クズ群落 
低木：イチジク、モモ、ウメ、ブド
ウ、マグワ 
草本：ナズナ、オオイヌノフグリ、
カキドオシ、スベリヒユ、トキワハ
ゼ、ヤハズソウ、メドハギ、クズ、
メヒシバ、エノコログサ、ススキ、
果菜、葉菜、根菜 
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表 15-1-1（30） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-4 
〔準備書 8-10-3〕 
表 8-10-2（2） 
〔準備書 表 8-10-2〕 
地域を特徴づける生態
系の区分及び概要 

【表注釈の追加】 

記載なし 

【表注釈の追加】 

※主な地形区分での「山地（傾斜地）」と
「台地・低地（平坦地）」については、
土地利用等を考慮に入れて、概ね傾斜角
度 8°以上の地域を「山地（傾斜地）」、
傾斜角度 8°未満の地域を「台地・低地
（平坦地）」として大別している。 

8-10-5 
〔準備書 8-10-3〕 
表 8-10-2（3） 
〔準備書 表 8-10-2〕 
地域を特徴づける生態
系の区分及び概要 

【地域を特徴づける生態系の区分、 
主な植生区分と主な地形区分の列】

地域を特徴づける

生態系の区分 
主な植生区分 主な地形区分

水田の生態系 

 

 

 

水田 台地・低地 

(平坦地) 

大規模河川の 

生態系 

（釜無川・塩川） 

 

河川・水辺 

 

【地域を特徴づける生態系の区分、 
主な植生区分と主な地形区分の列】

地域を特徴づける

生態系の区分 
主な植生区分 主な地形区分

水田の生態系 

【面積：110.9ha】

 

 

水田耕作地・

高茎草地 

台地・低地 

(平坦地) 

大規模河川の 

生態系 

（釜無川・塩川）

【面積：31.9ha】

河畔林・高茎

草地・自然裸

地・開放水域 

河川・水辺 

 【生態系の概要の列】 
＜水田の生態系＞の行 

・・・平坦地にのみ分布する。 

【生態系の概要の列】 
＜水田の生態系＞の行 

・・・平坦地にのみ分布する。 

【主要な動物種】 
〔哺乳類〕イタチ、カヤネズミ、タヌキ
〔鳥類〕オオタカ、チョウゲンボウ、ム

クドリ、ツグミ、スズメ 
〔両生類・爬虫類〕トノサマガエル、ア

マガエル、カナヘビ、アオダイショウ
〔昆虫類〕ヤチスズ、タンボコオロギ、

ウスイロササキリ、エゾイナゴ、ヘイ
ケボタル 

〔その他の無脊椎動物〕ヒメタニシ、サ
カマキガイ 

【主要な植生･植物種】 
〔植生〕水田、ヨシ群落、ガマ群落、水

田雑草群落（放棄水田） 
草本：チョウジタデ､アゼナ､オオヂ
シバリ､コナギ､コブナグサ､イヌビ
エ､チガヤ､ヨシ､ヒメガマ､ガマ､ヒ
メクグ､イネ 
その他：付着藻類 
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表 15-1-1（31） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-5 
〔準備書 8-10-3〕 
表 8-10-2（3） 
〔準備書 表 8-10-2〕 
地域を特徴づける生態
系の区分及び概要 

【生態系の概要の列】 
＜大規模河川の生態系＞の行 

・・・裸地環境を内包する。 

【生態系の概要の列】 
＜大規模河川の生態系＞の行 

・・・裸地環境を内包する。 

【主要な動物種】 
〔哺乳類〕タヌキ 
〔鳥類〕チョウゲンボウ、ダイサギ、ア

オサギ、イソシギ、ツバメ、イワツバ
メ、セグロセキレイ、カワラヒワ、ホ
オジロ、スズメ、イカルチドリ 

〔両生類・爬虫類〕カナヘビ、ツチガエ
ル 

〔魚類〕アブラハヤ、オイカワ 
〔昆虫類〕ヒラタクワガタ、オオコフキ

コガネ、ヒゲナガカワトビケラ、カゲ
ロウ類、ハグロトンボ、カワラバッタ、
ハマスズ、ニセハネナガヒシバッタ、
セグロバッタ、トノサマバッタ、シロ
ヘリツチカメムシ、カワラゴミムシ、
シブイロカヤキリモドキ、イチモンジ
セセリ 

【主要な植生･植物種】 
〔植生〕ハリエンジュ群落、オギ群落､

ススキ・チガヤ群落､ススキ・クズ群
落、シナダレスズメガヤ群落、砂礫河
原（自然裸地）、開放水域 
高木：ヤナギ類、ハリエンジュ 
低木：エノキ 
草本：オオイヌタデ、カラスノエン
ドウ、クズ、カナムグラ、ヤブジラ
ミ、オトコヨモギ、カワラサイコ、
シナダレスズメガヤ、クサヨシ、オ
ギ､ススキ､チガヤ、ツルヨシ、イチ
ゴツナギ 
その他：付着藻類、デトリタス 

 【表注釈の追加】 

記載なし 

【表注釈の追加】 

※主な地形区分での「山地（傾斜地）」と
「台地・低地（平坦地）」については、
土地利用等を考慮に入れて、概ね傾斜角
度 8°以上の地域を「山地（傾斜地）」、
傾斜角度 8°未満の地域を「台地・低地
（平坦地）」として大別している。 

8-10-6 
〔準備書 8-10-3〕 
表 8-10-2（4） 
〔準備書 表 8-10-2〕 
地域を特徴づける生態
系の区分及び概要 

【地域を特徴づける生態系の区分、 
主な植生区分と主な地形区分の列】

地域を特徴づける

生態系の区分 
主な植生区分 主な地形区分

中規模河川の 

生態系 

（荒川） 

 

河川・水辺 

ため池の生態系 

 

 

河川・水辺 

市街地の生態系 

 

市街地 山地(傾斜地）

 

台地・低地 

(平坦地) 
 

【地域を特徴づける生態系の区分、 
主な植生区分と主な地形区分の列】

地域を特徴づける

生態系の区分 
主な植生区分 主な地形区分

中規模河川の 

生態系 

（荒川） 

【面積：9.0ha】

抽水植物・開

放水域 

河川・水辺 

ため池の生態系 

【面積：31.2ha】

樹林・抽水植

物･湿生植物 

・開放水域 

河川・水辺 

市街地の生態系 

【面積：241.5ha】

市街地 山地(傾斜地）

 

台地・低地 

(平坦地) 
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表 15-1-1（32） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-6 
〔準備書 8-10-3〕 
表 8-10-2（4） 
〔準備書 表 8-10-2〕 
地域を特徴づける生態
系の区分及び概要 

【生態系の概要の列】 
＜中規模河川の生態系＞の行 

・・・構造物が多くみられる。 

【生態系の概要の列】 
＜中規模河川の生態系＞の行 

・・・構造物が多くみられる。 

【主要な動物種】 
〔哺乳類〕アカネズミ 
〔鳥類〕オオタカ、ダイサギ、アオサギ、

カルガモ、セグロセキレイ 
〔両生類・爬虫類〕カジカガエル 
〔魚類〕アブラハヤ、アユ 
〔昆虫類〕ヒゲナガカワトビケラ、カゲ

ロウ類、ハネナガイナゴ、ウスイロサ
サキリ、イネミズゾウムシ、ミヤマカ
ワトンボ、ヘビトンボ 

【主要な植生･植物種】 
〔植生〕ツルヨシ群落、開放水域 

草本：ミゾソバ、ツルヨシ 
その他：付着藻類、デトリタス 

 ＜ため池の生態系＞の行 

・・・乏しい状況にある。 

＜ため池の生態系＞の行 

・・・乏しい状況にある。 

【主要な動物種】 
〔哺乳類〕イタチ 
〔鳥類〕オオタカ、ダイサギ、アオサギ、

カルガモ、セグロセキレイ、モズ、シ
ジュカラ 

〔両生類・爬虫類〕ウシガエル、クサガ
メ 

〔魚類〕ブラックバス、ブルーギル、ト
ウヨシノボリ 

〔昆虫類〕コシアキトンボ、ガムシ、ホ
ソミイトトンボ、ギンヤンマ、ショウ
ジョウトンボ、ユスリカ類、オオヤマ
トンボ、ウスイロササキリ、エゾイナ
ゴ、ヤナギルリハムシ 

〔その他の無脊椎動物〕ヒメタニシ、ア
メリカザリガニ 

【主要な植生･植物種】 
〔植生〕抽水植物群落、湿生植物群落、

アカメヤナギ林、開放水域 
低木：アカメヤナギ 
草本：オオイヌタデ、イヌビエ、ク
サヨシ、ヒメガマ 
その他：付着藻類、デトリタス 
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表 15-1-1（33） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-6 
〔準備書 8-10-3〕 
表 8-10-2（4） 
〔準備書 表 8-10-2〕 
地域を特徴づける生態
系の区分及び概要 

【生態系の概要の列】 
＜市街地の生態系＞の行 

・・・一つの生態系として扱った。 

【生態系の概要の列】 
＜市街地の生態系＞の行 

・・・一つの生態系として扱った。 

【主要な動物種】 
〔哺乳類〕ヒナコウモリ科の一種、ハツ

カネズミ 
〔鳥類〕スズメ、ムクドリ、ドバト 
〔両生類・爬虫類〕アマガエル、カナヘ

ビ 
〔昆虫類〕アオマツムシ、ルリチュウレ

ンジ、ナミアゲハ、ヤマトシジミ 
【主要な植生･植物種】 
〔植生〕市街地の植物相（オオミゾソバ

群落、造成地雑草群落、人工草地、植
栽樹群、鉄道･道路、工場･資材置場、
住宅地･建造物、人工裸地･グラウン
ド） 
高木：イチョウ、ソメイヨシノ 
低木：サザンカ、アジサイ、サツキ、
カキノキ 
草本：スギナ、イヌタデ、ツメクサ、
イヌガラシ、ヘビイチゴ、カタバミ、
ヤエムグラ、ヒルガオ、イヌホオズ
キ、ノゲシ、オニタビラコ、エノコ
ログサ、カヤツリグサ 

 【表注釈の追加】 

記載なし 

【表注釈の追加】 

※主な地形区分での「山地（傾斜地）」と
「台地・低地（平坦地）」については、
土地利用等を考慮に入れて、概ね傾斜角
度 8°以上の地域を「山地（傾斜地）」、
傾斜角度 8°未満の地域を「台地・低地
（平坦地）」として大別している。 

8-10-30 
〔準備書 8-10-27〕 
表 8-10-5(2) 
注目種の選定理由 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

洞穴性：生息の活動（採餌・採食、休息、
ねぐら、繁殖、成長）の一部又は全てを、
洞窟（光がなく、温度が一定で、湿度が高
い環境）に依存する性質のこと。 

8-10-34 
〔準備書 8-10-31〕 
d）注目種・群集の生態
的特性 

【2～3 行目】 

・・・生態的特性を表 8-10-6～表 8-10-12
に示す。なお、生息・生育基盤の利用状況
図は資料編に示す。 

【2～3 行目】 

・・・生態的特性は表 8-10-6～表 8-10-12
に、これら注目種・群集の生息・生育基盤
の利用状況図は図8-10-10に示すとおりで
ある。 

8-10-42 
図 8-10-10(1) 
キツネの生息範囲（上
位性） 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

キツネの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 169、図 9-1-1(1)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

・主な移動経路を追加。 
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表 15-1-1（34） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-43 
図 8-10-10(2) 
オオタカの生息範囲
（上位性） 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

オオタカの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 170、図 9-1-1(2)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-44 
図 8-10-10(3) 
チョウゲンボウの生息
範囲（上位性） 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

チョウゲンボウの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 171、図 9-1-1(3)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-45 
図 8-10-10(4) 
アオサギの生息範囲
（上位性） 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

アオサギの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 172、図 9-1-1(4)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-46 
図 8-10-10(5) 
アカネズミの生息範囲
(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

アカネズミの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 173、図 9-1-1(5)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-47 
図 8-10-10(6) 
カヤネズミの生息範囲
(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

カヤネズミの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 174、図 9-1-1(6)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 
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表 15-1-1（35） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-48 
図 8-10-10(7) 
ニホンイノシシの生息
範囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

ニホンイノシシの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 175、図 9-1-1(7)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-49 
図 8-10-10(8) 
シジュウカラの生息範
囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

シジュウカラの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 176、図 9-1-1(8)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-50 
図 8-10-10(9) 
ムクドリの生息範囲
(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

ムクドリの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 177、図 9-1-1(9)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-51 
図 8-10-10(10) 
トノサマガエルの生息
範囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

トノサマガエルの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 178、図 9-1-1(10)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-52 
図 8-10-10(11) 
カジカガエルの生息範
囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

カジカガエルの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 179、図 9-1-1(11)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 
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表 15-1-1（36） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-53 
図 8-10-10(12) 
オイカワの生息範囲
(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

オイカワの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 180、図 9-1-1(12)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-54 
図 8-10-10(13) 
アブラハヤの生息範囲
(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

アブラハヤの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 181、図 9-1-1(13)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-55 
図 8-10-10(14) 
コシアキトンボの生息
範囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

コシアキトンボの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 182、図 9-1-1(14)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-56 
図 8-10-10(15) 
カワラバッタの生息範
囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

カワラバッタの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 183、図 9-1-1(15)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-57 
図 8-10-10(16) 
ハネナガイナゴの生息
範囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

ハネナガイナゴの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 184、図 9-1-1(16)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 
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表 15-1-1（37） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-58 
図 8-10-10(17) 
ハルゼミの生息範囲
(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

ハルゼミの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 185、図 9-1-1(17)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-59 
図 8-10-10(18) 
ニイニイゼミの生息範
囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

ニイニイゼミの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 186、図 9-1-1(18)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-60 
図 8-10-10(19) 
キボシカミキリの生息
範囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

キボシカミキリの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 187、図 9-1-1(19)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-61 
図 8-10-10(20) 
ヒゲナガカワトビケラ
の生息範囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

ヒゲナガカワトビケラの生息範囲の図を
追加 

「準備書資料編 188、図 9-1-1(20)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-62 
図 8-10-10(21) 
オオムラサキの生息範
囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

オオムラサキの生息範囲の図を追加 

「準備書資料編 189、図 9-1-1(21)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 
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表 15-1-1（38） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-63 
図 8-10-10(22) 
キクガシラコウモリの
生息範囲(特殊性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

キクガシラコウモリの生息範囲の図を追
加 

「準備書資料編 190、図 9-1-1(22)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-64 
図 8-10-10(23) 
コナラ群落の生育範囲
(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

コナラ群落の生育範囲の図を追加 

「準備書資料編 191、図 9-1-1(23)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-65 
図 8-10-10(24) 
アカマツ群落(二次林)
の生育範囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

アカマツ群落(二次林)の生育範囲の図を
追加 

「準備書資料編 192、図 9-1-1(24)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-66 
図 8-10-10(25) 
ススキ-クズ群落の生
育範囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

ススキ-クズ群落の生育範囲の図を追加 

「準備書資料編 193、図 9-1-1(25)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-67 
図 8-10-10(26) 
水田環境の範囲(典型
性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

水田環境の範囲の図を追加 

「準備書資料編 194、図 9-1-1(26)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 
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表 15-1-1（39） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-68 
図 8-10-10(27) 
オギ群落の生育範囲
(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

オギ群落の生育範囲の図を追加 

「準備書資料編 195、図 9-1-1(27)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-69 
図 8-10-10(28) 
ツルヨシ群落の生育範
囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

ツルヨシ群落の生育範囲の図を追加 

「準備書資料編 196、図 9-1-1(28)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-70 
図 8-10-10(29) 
抽水・湿性植物帯の生
育範囲(典型性) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

抽水・湿性植物帯の生育範囲の図を追加 

「準備書資料編 197、図 9-1-1(29)」に以
下の補足を行い、本編に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

8-10-71 
〔準備書 8-10-39〕 
4)予測対象種の選定 

【第 2 段落、1 行目】 

・・・表 8-10-6～表 8-10-12 に示す・・・

【第 2 段落、1 行目】 

・・・表 8-10-6～表 8-10-12 及び図 8-10-10
に示す・・・ 

8-10-79 
〔準備書 8-10-47〕 
表 8-10-14(2) 
台地・低地の樹林生態
系の予測結果 

【オイカワの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息環境の

質的変化

・計画路線区域周辺に

は、・・・せず、河幅

の広い河川では改変範

囲を極力少なくするこ

とや、工事にあたって

は濁水対策を実施する

ため、主な生息環境に

変化はほとんど生じな

い。 

・したがって、・・・ 
 

【オイカワの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息環境の

質的変化 

・計画路線区域周辺に

は、・・・せず、河幅

の広い河川では改変範

囲を極力少なくする。

また、工事実施に伴い

濁水の発生等の影響が

考えられることから、

工事の実施にあたって

は濁水対策を実施する

（資料編 2.3 章に記

載）。よって、主な生

息環境に変化はほとん

ど生じない。 

・したがって、・・・ 
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表 15-1-1（40） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-80 
〔準備書 8-10-48〕 
表 8-10-14(3) 
台地・低地の樹林生態
系の予測結果 

【オイカワの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息基盤の

縮小、消失

・計画路線区域には、・・・

あり、生息基盤が一部

消失、縮小する可能性

がある。しかし、改変

範囲・・・ 

・したがって、・・・ 

道路の存在 移動経路の

分断 

 

【オイカワの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息基盤の

縮小、消失 

・計画路線区域には、・・・

あり、生息基盤が一部

消失、縮小する可能性

がある（４脚中１脚、

約 8m2)。しかし、改変

範囲・・・ 

・したがって、・・・ 

道路の存在 移動経路の

分断 

8-10-81 
〔準備書 8-10-49〕 
表 8-10-14(4) 
台地・低地の樹林生態
系の予測結果 

【キクガシラコウモリの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息環境の

質的変化

・計画路線区域周辺には、

本種のねぐらや繁殖場

所となる防空壕が存在

す る が 、 そ の 防 空

壕・・・ 

・したがって、・・・ 

 生息基盤の

縮小、消失

・計画路線区域には、本

種のねぐらや繁殖場所

となる防空壕が存在す

るが、工事の実施によ

り防空壕の大部分が消

失する。また、一部の

防空壕は・・・ 

・したがって、・・・ 
 

【キクガシラコウモリの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息環境の

質的変化 

・計画路線区域周辺には、

本種のねぐらや繁殖場

所となる防空壕が 3 箇

所存在するが、その防

空壕は・・・ 

・したがって、・・・ 

 生息基盤の 

縮小、消失 

・計画路線区域及びその

周辺には、本種のねぐ

らや繁殖場所となる防

空壕が 7 箇所存在する

が、工事の実施により

防空壕の大部分が消失

する（4箇所）。また、

一部の防空壕は・・・

・したがって、・・・ 

8-10-90 
〔準備書 8-10-57〕 
表 8-10-17(1) 
大規模河川（釜無川・
塩川）の生態系の予測
結果 

【アオサギの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息環境の

質的変化

・計画路線区域に・・・

環境が多く存在する。

また、その他の河川に

おいても、河幅の狭い

河川では河道内に橋脚

は設置せず、河幅の広

い河川では改変範囲を

極力少なくすること

や、工事にあたっては

濁水対策を実施するた

め、主な生息環境に変

化はほとんど生じな

い。 

・したがって、・・・ 
 

【アオサギの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息環境の

質的変化 

・計画路線区域に・・・

環境が多く存在する。

・その他の河川において

は、河幅の狭い河川で

は河道内に橋脚は設置

せず、河幅の広い河川

では改変範囲を極力少

なくする。また、工事

実施に伴い濁水の発生

等の影響が考えられる

ことから、工事の実施

にあたっては濁水対策

を実施する（資料編 2.3

章に記載）。よって、

主な生息環境に変化は

ほとんど生じない。 

・したがって、・・・ 

8-10-91 
〔準備書 8-10-58〕 
表 8-10-17(2) 
大規模河川（釜無川・
塩川）の生態系の予測
結果 

【アブラハヤの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息環境の

質的変化

・計画路線区域周辺に

は、・・・同質の環境

が多く存在する。また、

その他の河川において

も、河幅の狭い河川で

は河道内に橋脚は設置

せず、河幅の広い河川

では改変範囲を極力少

なくすることや、工事

にあたっては濁水対策

を実施するため、主な

生息環境に変化はほと

んど生じない。 

・したがって、・・・ 
 

【アブラハヤの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息環境の

質的変化 

・計画路線区域周辺に

は、・・・同質の環境

が多く存在する。 

・その他の河川において

は、河幅の狭い河川で

は河道内に橋脚は設置

せず、河幅の広い河川

では改変範囲を極力少

なくする。また、工事

実施に伴い濁水の発生

等の影響が考えられる

ことから、工事の実施

にあたっては濁水対策

を実施する（資料編 2.3

章に記載）。よって、

主な生息環境に変化は

ほとんど生じない。 

・したがって、・・・ 
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表 15-1-1（41） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-93 
〔準備書 8-10-60〕 
表 8-10-18(1) 
中規模河川（荒川）の
生態系の予測結果 

【アオサギの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息環境の

質的変化

・計画路線区域周辺に

は、・・・せず、河幅

の広い河川では改変範

囲を極力少なくするこ

とや、工事にあたって

は濁水対策を実施する

ため、主な生息環境に

変化はほとんど生じな

い。 

・したがって、・・・ 

 

 

 

 

 生息基盤の

縮小、消失

・計画路線区域には、本

種の生息環境となる河

川が分布するが、本種

の主な生息環境である

荒川については、計画

路線が橋梁で通過する

ため、生息環境の一部

消失や分断による生息

環境の縮小は生じな

い。 

・したがって、・・・ 
 

【アオサギの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息環境の

質的変化 

・計画路線区域周辺に

は、・・・せず、河幅

の広い河川では改変範

囲を極力少なくする。

また、工事実施に伴い

濁水の発生等の影響が

考えられることから、

工事の実施にあたって

は濁水対策を実施する

（資料編 2.3 章に記

載）。よって、主な生

息環境に変化はほとん

ど生じない。 

・したがって、・・・ 

 生息基盤の

縮小、消失 

・計画路線区域には、本

種の主な生息基盤とな

る河川が存在し、計画

路線は橋梁で通過す

る。荒川は、河川区域

内への橋脚の設置が必

要となる可能性があ

り、生息基盤が一部消

失、縮小する可能性が

ある（４脚中１脚、約

21m2)。しかし、改変範

囲は橋脚施工部のみ

で、同質の環境が多く

残るため、主な生息基

盤の変化はほとんど生

じない。 

・したがって、・・・ 

8-10-94 
〔準備書 8-10-61〕 
表 8-10-18(2) 
中規模河川（荒川）の
生態系の予測結果 

【カジカガエルの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息基盤の

縮小、消失

・計画路線区域には、・・・

可能性があり、生息基

盤が一部消失、縮小す

る可能性がある。しか

し、改変範囲は・・・

・したがって、・・・ 

道路の存在 移動経路の

分断 

 

【カジカガエルの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息基盤の

縮小、消失 

・計画路線区域には、・・・

可能性があり、生息基

盤が一部消失、縮小す

る可能性がある（４脚

中１脚、約 21m2)。しか

し、改変範囲は・・・

・したがって、・・・ 

道路の存在 移動経路の

分断 
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表 15-1-1（42） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-94 
〔準備書 8-10-61〕 
表 8-10-18(2) 
中規模河川（荒川）の
生態系の予測結果 

【アブラハヤの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息環境の

質的変化

・計画路線区域周辺に

は、・・・せず、河幅

の広い河川では改変範

囲を極力少なくするこ

とや、工事にあたって

は濁水対策を実施する

ため、主な生息環境に

変化はほとんど生じな

い。 

・したがって、・・・ 

 

 

 

 

 生息基盤の

縮小、消失

・計画路線区域には、・・・

可能性があり、生息基

盤が一部消失、縮小す

る可能性がある。しか

し、改変範囲は・・・

・したがって、・・・ 

道路の存在 移動経路の

分断 

 

【アブラハヤの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息環境の

質的変化 

・計画路線区域周辺に

は、・・・せず、河幅

の広い河川では改変範

囲を極力少なくする。

また、工事実施に伴い

濁水の発生等の影響が

考えられることから、

工事の実施にあたって

は濁水対策を実施する

（資料編 2.3 章に記

載）。よって、主な生

息環境に変化はほとん

ど生じない。 

・したがって、・・・ 

 生息基盤の

縮小、消失 

・計画路線区域には、・・・

可能性があり、生息基

盤が一部消失、縮小す

る可能性がある（４脚

中１脚、約 21m2)。しか

し、改変範囲は・・・

・したがって、・・・ 

道路の存在 移動経路の

分断 

 【ハネナガイナゴの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息基盤の

縮小、消失

・計画路線区域には、・・・

影響を及ぼす可能性が

ある。しかし、改変範

囲は・・・ 

・したがって、・・・ 
 

【ハネナガイナゴの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息基盤の

縮小、消失 

・計画路線区域には、・・・

影響を及ぼす可能性が

ある（４脚中２脚、約

41m2)。しかし、改変範

囲は・・・ 

・したがって、・・・ 

8-10-95 
〔準備書 8-10-62〕 
表 8-10-18(3) 
中規模河川（荒川）の
生態系の予測結果 

【ヒゲナガカワトビケラの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息環境の

質的変化

・計画路線区域には、本

種の生息基盤となる河

川が分布するが、本種

の主な生息基盤である

荒川については、計画

路線が橋梁で通過する

ため、生息基盤の一部

消失や分断による生息

基盤の縮小は生じな

い。 

・したがって、・・・ 
 

【ヒゲナガカワトビケラの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息基盤の

縮小、消失 

・計画路線区域には、本

種の主な生息基盤とな

る河川が存在し、計画

路線は橋梁で通過す

る。荒川は、河川区域

内への橋脚の設置が必

要となる可能性があ

り、生息基盤が一部消

失、縮小する可能性が

ある（４脚中１脚、約

21m2)。しかし、改変範

囲は橋脚施工部のみ

で、同質の環境が多く

残るため、主な生息基

盤の変化はほとんど生

じない。 

・したがって、・・・ 
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表 15-1-1（43） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-95 
〔準備書 8-10-62〕 
表 8-10-18(3) 
中規模河川（荒川）の
生態系の予測結果 

【ツルヨシ群落の予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生育基盤の

縮小、消失

・計画路線区域には、本

種の生息基盤となる河

川が分布するが、本種

の主な生息基盤である

荒川については、計画

路線が橋梁で通過する

ため、生育環境の一部

消失や分断による生育

環境の縮小は生じな

い。 

・したがって、・・・ 
 

【ツルヨシ群落の予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生育基盤の

縮小、消失 

・計画路線区域には、本

種の主な生育基盤とな

る河川が存在し、計画

路線は橋梁で通過す

る。荒川は、河川区域

内への橋脚の設置が必

要となる可能性があ

り、生育基盤が一部消

失、縮小する可能性が

ある（４脚中２脚、約

41m2)。しかし、改変範

囲は橋脚施工部のみ

で、同質の環境が多く

残るため、主な生育基

盤の変化はほとんど生

じない。 

・したがって、・・・ 

8-10-100 
〔準備書 8-10-67〕 
表 8-10-21 
環境保全措置の検討 

【環境保全措置の効果】 

環境保全措置 環境保全措置の効果 

低騒音型・低振動型

機械の使用 

低騒音型・低振動型の建設機

械を使用することにより、計

画路線区域及び周辺を生息範

囲とする種への影響を低減す

ることができる。 
 

【環境保全措置の効果】 

環境保全措置 環境保全措置の効果 

低騒音型・低振動型

機械の使用 

低騒音型・低振動型の建設機

械を使用することにより、計

画路線区域及び周辺を生息範

囲とする種への影響を低減す

ることができる。さらに、超

低騒音型機械の使用も検討す

る。 

なお、低振動型に指定されて

いる機械は限られているた

め、指定されている機械（バ

イブロハンマ）を用いる工事

に限られた環境保全措置であ

る。 

8-10-101 
〔準備書 8-10-68〕 
3)検討結果の検証 

【1 行目】 

実施事例等により、・・・ 

【1 行目】 

実施事例等（資料編 2.2 参照）により、・・・

8-10-101 
〔準備書 8-10-68〕 
表 8-10-22 
代償措置の検討及び検
証（キクガシラコウモ
リ） 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

ボックスカルバート：道路等の路盤下を横
断する箱型のトンネル（箱型の暗渠〔あん
きょ〕）。 
※ボックスカルバートは、タヌキ、イタチ、

キツネなど、多くの動物が「道路等の横
断の移動経路」として利用している（「国
土技術政策総合研究資料第 393 号-第
395 号（平成 19 年 6 月）」）。 

※また、ボックスカルバートを利用して、
コウモリ類の「ねぐら・繁殖場所」など
の創出を行っている場合もある（資料編
2.2.7 参照）。 

8-10-103 
〔準備書 8-10-70〕 
表 8-10-23(3) 
検討結果の整理 

【実施内容 位置】 

計画路線区域明かり部（対象種の繁殖地近
傍） 

【実施内容 位置】 

計画路線区域明かり部（対象種の繁殖地近
傍） 

オオタカについては、調査箇所ＡとＥを対
象とする。 
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表 15-1-1（44） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-105 
〔準備書 8-10-72〕 
2)事後調査の結果によ
り環境影響の程度が著
しいことが判明した場
合の対応 

【1～2 行目】 

事前に予測し得ない環境上の著しい影響
が生じた場合は、事業者が関係機関協議
し、・・・ 

【1～3 行目】 

事後調査の結果により、事業の実施による
生息環境の大幅な変化等、事前に予測し得
ない環境上の著しい影響が生じたことが
判明した場合は、事業者が関係機関協議
し、・・・ 

8-11-2 
表 8-11-1 
調査期間 

【調査期間の追加】 

 ― 

【調査期間の追加】 

調査期間 

 平成 24 年５月１日 

 平成 24 年６月 14 日 

8-11-3 
図 8-11-1 
道路の存在に係る主要
な眺望点及び景観資源
調査位置図 

【調査地点の追加】 

24 地点 

【調査地点の追加】 

43 地点（25～42 番を追加） 

8-11-6 
表 8-11-3(2) 
日常的な視点場の状況 

【計画路線からの距離、調査地点の追加】

番号 眺望点 
計画路線

からの距離
眺望点の状況 所在地

24 国道 20 号か

らの景観 

約 950m 韮崎市東端の国道 20号上に

位置する生活上の眺望点で

ある。 

眺望点周辺は畑や水田とな

っており、その中に商業施

設が点在している。 

韮崎市

 

【計画路線からの距離、調査地点の追加】

番号 眺望点 
計画路線 

からの距離 
眺望点の状況 所在地

25 東善寺墓地の

西側 

約170ｍ 東善寺墓地の西側の生活上

の眺望点である。周辺には果

樹園が広がる。 

甲府市

26 桜井町散策路 約105ｍ 国道140号（西関東連絡道路）

北側から西側の果樹園へ向

かう散策路上の生活上の眺

望点である。眺望点周辺はク

リ・コナラ等の雑木林が広が

る。 

甲府市

27 英和大学東側

住宅地入口

約140ｍ 国道140号（西関東連絡道路）

から英和大学東側の住宅地

へ向かう歩道上の生活上の

眺望点である。眺望点周辺に

は住宅地が広がる。 

甲府市

28 英和大学北西

の果樹園及び

桜並木 

約240ｍ 英和大学北西の果樹園へ向

かう農道上の生活上の眺望

点である。眺望点の周辺は果

樹園が広がり、右手に大山沢

川が流れる。 

甲府市

29 金峰神社付近

及び神社北側

の携帯電話ア

ンテナ前 

約200ｍ 金峰神社付近の生活上の眺

望点である。眺望点の前方に

甲府市塚原町の住宅地が広

がる。 

甲府市

30 古府中町第2

号公 

園 

約80ｍ 古府中町第2号公園前の眺望

点である。眺望点の前に相川

が流れ、その先に甲府市塚原

町の住宅地が広がる。 

甲府市

31 2号トンネル

入口北側の農

道 

交差 甲府市塚原町の住宅地から

北側へ伸びる農道上の生活

上の眺望点である。眺望点の

前方に甲府市塚原町の住宅

地が広がる。 

甲府市

32 県道7号（甲府

市山宮 昇仙

峡ライン）、

県道101号（甲

斐市牛句 敷

島竜王線）、

を通過する区

間 

約40ｍ 昇仙峡へ向かう県道7号（甲

府市山宮昇仙峡ライン）上の

生活上の眺望点である。眺望

点の左手に果樹園がある。

甲府市

 【表注釈】 

注）計画路線からの距離は、最も近接する
明かり部からの水平距離を示す。 

【表注釈】 

注）計画路線からの距離は、計画路線が視
認される場合は視認される箇所の中で最
も近い距離、視認されない場合は最も近接
する明かり部からの水平距離を示す。地点
毎の計画路線の可視、不可視については表
8-11-7 を参照。 
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表 15-1-1（45） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-11-7 
表 8-11-3(3) 
日常的な視点場の状況 

【計画路線からの距離、調査地点の追加】

記載なし 

【計画路線からの距離、調査地点の追加】

番号 眺望点 
計画路線 

からの距離 
眺望点の状況 所在地

33 茅ヶ岳東部広

域農道との複

合影響が把握

できる地点

（荒川サイク

リングロー

ド） 

約60ｍ 荒川右岸の遊歩道（荒川サイ

クリングロード）上の眺望点

である。眺望点の右手には荒

川が流れる。 

甲府市

34 矢木羽湖 約400ｍ 矢木羽湖東岸の遊歩道上の

生活上の眺望点である。眺望

点の前方には荒川が流れる

谷が広がる。 

甲斐市

35 高原団地 北

側の公園付近

約370ｍ 高原団地北側の公園前の生

活上の眺望点である。眺望点

の周辺は耕作地と果樹園が

広がる。 

甲斐市

36 太神神社西側 約330ｍ 太神神社西側の農道上の生

活上の眺望点である。眺望点

の周辺は耕作地が広がる。

甲斐市

37 双葉スポーツ

公園の北東端

約350ｍ 双葉スポーツ公園北東端の

遊歩道上の生活上の眺望点

である。眺望点の周辺は公園

敷地内の草地が広がり、近傍

に東屋がある。 

甲斐市

38 舟形神社北西 約80ｍ 舟形神社北西側の生活上の

眺望点である。眺望点の周辺

は六反川沿いに水田が広が

る。 

甲斐市

39 市営田畑団地

付近 

約160ｍ 妙善寺の裏手にある市営田

畑団地付近の生活上の眺望

点である。眺望点から見下ろ

す方向辺に甲斐市宇津谷の

住宅地が広がる。 

甲斐市

40 国道20号と六

反川の交差部

付近 

約50ｍ 国道20号と六反川の交差箇

所付近の歩道上からの生活

上の眺望点である。眺望点周

辺には甲斐市宇津谷の住宅

地が広がる。 

甲斐市

41 県道6号 田

畑交差点西

約110ｍ 県道6号沿道からの生活上の

眺望点である。眺望地点の周

辺は耕作地になっており、耕

作地を挟んだ先には国道20

号の盛土法面がある。 

甲斐市

42 国道20号新田

畑交差点南側

約80ｍ 塩川左岸側に位置する生活

上の眺望点である。眺望点の

背後には塩川があり、周辺は

耕作地になっている。 

甲斐市

 【表注釈】 

記載なし 

【表注釈】 

注）計画路線からの距離は、計画路線が視
認される場合は視認される箇所の中で最
も近い距離、視認されない場合は最も近接
する明かり部からの水平距離を示す。地点
毎の計画路線の可視、不可視については表
8-11-7 を参照。 

8-11-14 
表 8-11-4 
主要な眺望景観の状況 

【視認できる景観資源】 

番号 眺望点 眺望景観の状況 視認できる景観資源

3 上積翠寺展望地 

眺望点からやまなしの歴史

文化公園地域、甲府盆地及び

南アルプスを眺望できる。

甲府盆地 

やまなしの歴史文化公園

南アルプス 
 

【視認できる景観資源】 

番号 眺望点 眺望景観の状況 視認できる景観資源

3 上積翠寺展望地

眺望点からやまなしの歴史

文化公園地域、甲府盆地及び

南アルプスを眺望できる。 

甲府盆地 

やまなしの歴史文化公園

南アルプス 

秩父多摩甲斐国立公園

8-11-15 
表 8-11-5(1) 
日常的な視点場からの
景観の状況 

【視認できる景観資源】 

番号 眺望点 眺望景観の状況 視認できる景観資源

12 棚田からの景観 

眺望点から棚田越しに甲府

盆地とやまなしの歴史文化

公園地域及び南アルプスを

眺望できる。 

甲府盆地 

やまなしの歴史文化公園

南アルプス 
 

【視認できる景観資源】 

番号 眺望点 眺望景観の状況 視認できる景観資源

12 棚田からの景観

眺望点から棚田越しに甲府

盆地とやまなしの歴史文化

公園地域及び南アルプスを

眺望できる。 

甲府盆地 

やまなしの歴史文化公園

南アルプス 

秩父多摩甲斐国立公園
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表 15-1-1（46） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-11-16 
表 8-11-5(2) 
日常的な視点場からの
景観の状況 

【調査地点の追加】 

記載なし 

【調査地点の追加】 

番号 眺望点 眺望景観の状況 視認できる景観資源

25 東善寺墓地の

西側 

眺望点から甲府盆地及び斜

面の果樹園を眺望できる。 

甲府盆地 

斜面の果樹園 

26 桜井町散策路 眺望点から甲府盆地及び斜

面の果樹園を眺望できる。 

甲府盆地 

斜面の果樹園 

27 英和大学東側

住宅地入口

眺望点から横根町の斜面の

果樹園を眺望できる。 

斜面の果樹園 

28 英和大学北西

の果樹園及び

桜並木 

眺望点から甲府盆地及び斜

面の果樹園を眺望できる。 

甲府盆地 

斜面の果樹園 

29 金峰神社付近

及び神社北側

の携帯電話ア

ンテナ前 

眺望点から甲府盆地及びや

まなしの歴史文化公園を眺

望できる。 

甲府盆地 

やまなしの歴史文

化公園 

30 古府中町第2

号公園 

眺望点からやまなしの歴史

文化公園に含まれる甲府北

部の山岳景観を眺望できる。 

やまなしの歴史文

化公園 

31 2号トンネル

入口北側の農

道 

眺望点からやまなしの歴史

文化公園地域を眺望できる。 

やまなしの歴史文

化公園 

32 県道7号（甲府

市山宮 昇仙

峡ライン）、

県道101号（甲

斐市牛句 敷

島竜王線）、

を通過する区

間 

眺望点から黒富士火山群の

端部及び秩父多摩甲斐国立

公園を眺望できる。 

黒富士火山群 

秩父多摩甲斐国立

公園 

33 茅ヶ岳東部広

域農道との複

合影響が把握

できる地点

（荒川サイク

リングロー

ド） 

眺望点から黒富士火山群の

端部及び秩父多摩甲斐国立

公園を眺望できる。 

黒富士火山群 

秩父多摩甲斐国立

公園 

34 矢木羽湖 眺望点から富士山を眺望で

きるほか、黒富士火山群及び

秩父多摩甲斐国立公園の端

部を眺望できる 

富士山 

黒富士火山群 

秩父多摩甲斐国立

公園 

35 高原団地 北

側の公園付近

眺望点から耕作地越しに黒

富士火山群を眺望できる 

黒富士火山群 

36 太神神社西側 眺望点から耕作地越しに塩

川（左岸）河成段丘を眺望で

きる。 

塩川（左岸）河成段

丘 

37 双葉スポーツ

公園の北東端

眺望点から塩川（左岸）河成

段丘を眺望できる。 

塩川（左岸）河成段

丘 

38 舟形神社北西 眺望点から田園越しに八ヶ

岳南麓流れ山を眺望できる 

八ヶ岳南麓流れ山

39 市営田畑団地

付近 

眺望点から草地と甲斐市宇

津谷の住宅地越しに富士山

を眺望できる。 

富士山 

40 国道20号と六

反川の交差部

付近 

眺望点から甲斐市宇津谷の

住宅地越しに八ヶ岳南麓流

れ山を眺望できる。 

八ヶ岳南麓流れ山

41 県道6号 田

畑交差点西

眺望点から国道20号越しに

南アルプスを眺望できる。 

南アルプス 

42 国道20号新田

畑交差点南側

眺望点から耕作地及び国道

20号越しに八ヶ岳南麓流れ

山を眺望できる。 

八ヶ岳南麓流れ山

8-11-19 
表 8-11-6(2) 
物理的指標の解析方法 

【表 8-11-6(2) 物理的指標の解析方法】

記載なし 

【表 8-11-6(2) 物理的指標の解析方法】
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表 15-1-1（47） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-11-20 
表 8-11-7(1) 
予測地点の選定（主要
な眺望景観） 

【景観資源】 

番号 眺望点 景観資源 
対象道路の

可視・不可視

予測

対象

予測

番号

3
上積翠寺 

展望地 

甲府盆地 

やまなしの歴史文化公園

南アルプス 

可視 ○ a

 

【景観資源】 

番号 眺望点 景観資源 
対象道路の 

可視・不可視 

予測

対象

予測

番号

3
上積翠寺

展望地

甲府盆地 

やまなしの歴史文化公園 

南アルプス 

秩父多摩甲斐国立公園 

可視 ○ a

8-11-21 
表 8-11-7(2) 
予測地点の選定（日常
的な視点場からの景
観） 

【景観資源】 

番号 眺望点 景観資源 
対象道路の

可視・不可視

予測

対象

予測

番号

12
棚田から

の景観 

甲府盆地 

やまなしの歴史文化公園

南アルプス 

可視 ○ d

 

【景観資源】 

番号 眺望点 景観資源 
対象道路の 

可視・不可視 

予測

対象

予測

番号

12
棚田から

の景観

甲府盆地 

やまなしの歴史文化公園 

南アルプス 

秩父多摩甲斐国立公園 

可視 ○ d

8-11-21 
表 8-11-7(2) 
予測地点の選定（日常
的な視点場からの景
観） 

【予測地点の追加】 

記載なし 

【予測地点の追加】 

番号 眺望点 景観資源 
対象道路の 

可視・不可視 

予測

対象

予測

番号

25 東善寺墓地の西側 甲府盆地 

斜面の果樹園 

可視 ○ k

26 桜井町散策路 甲府盆地 

斜面の果樹園 

可視 ○ l

27 英和大学東側住宅

地入口 
斜面の果樹園 

可視 ○ m

28 英和大学北西の果

樹園及び桜並木 

甲府盆地 

斜面の果樹園 

可視 ○ n

29 金峰神社付近及び

神社北側の携帯電

話アンテナ前 

甲府盆地 

やまなしの歴史文

化公園 

可視 ○ o

30 古府中町第2号公

園 

やまなしの歴史文

化公園 

可視 ○ p

31 2号トンネル入口

北側の農道 

やまなしの歴史文

化公園 

可視 ○ q

32 県道7号（甲府市山

宮  昇 仙 峡 ラ イ

ン）、県道101号（甲

斐市牛句 敷島竜

王線）、を通過す

る区間 

黒富士火山群 

秩父多摩甲斐国立

公園 

可視 ○ r

8-11-22 
表 8-11-7(3) 
予測地点の選定（日常
的な視点場からの景
観） 

【予測地点の追加】 

記載なし 

【予測地点の追加】 

表 8-11-7(3) 予測地点の選定（日常的な視点場からの景観）

番号 眺望点 景観資源 
対象道路の 

可視・不可視 

予測

対象

予測

番号

33 茅ヶ岳東部広域農

道との複合影響が

把握できる地点

（荒川サイクリン

グロード） 

黒富士火山群 

秩父多摩甲斐国立

公園 

可視 ○ s

34 矢木羽湖 富士山 

黒富士火山群 

秩父多摩甲斐国立

公園 

可視 ○ t

35 高原団地 北側の

公園付近 
黒富士火山群 

可視 ○ u

36 太神神社西側 塩川（左岸）河成

段丘 

可視 ○ v

37 双葉スポーツ公園

の北東端 

塩川（左岸）河成

段丘 

不可視 

38 舟形神社北西 八ヶ岳南麓流れ山 可視 ○ w

39 市営田畑団地付近 富士山 可視 ○ x

40 国道20号と六反川

の交差部付近 
八ヶ岳南麓流れ山 

可視 ○ y

41 県道6号 田畑交

差点西 
南アルプス 

可視 ○ z

42 国道20号新田畑交

差点南側 
八ヶ岳南麓流れ山 

可視 ○ aa

8-11-23 
図 8-11-2 
道路の存在に係る景観
予測地域位置図 

【予測地点の追加】 

10 地点 

【予測地点の追加】 

27 地点（A～aa を追加） 

8-11-26 
a.上積翠寺展望地 

【2 行目】 

・・・の歴史文化公園及び南アルプスを眺
望している。 

【2 行目】 

・・・の歴史文化公園、南アルプス及び秩
父多摩甲斐国立公園を眺望している。 

8-11-27  ― 【景観写真の修整、撮影条件の追加】 

写真を拡大し、撮影条件を追加した。 

8-11-29  ― 【景観写真の修整、撮影条件の追加】 

写真を拡大し、撮影条件を追加した。 
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表 15-1-1（48） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-11-31  ― 【景観写真の修整、撮影条件の追加】 

写真を拡大し、撮影条件を追加した。 

8-11-32 
d. 棚田からの景観 

【2 行目】 

・・・、甲府盆地及び南アルプスを眺望す
る生活上の眺望点である。 

【2 行目】 

・・・、甲府盆地、南アルプス及び秩父多
摩甲斐国立公園を眺望する生活上の眺望
点である。 

8-11-33  ― 【景観写真の修整、撮影条件の追加】 

写真を拡大し、撮影条件を追加した。 

8-11-35  ― 【景観写真の修整、撮影条件の追加】 

写真を拡大し、撮影条件を追加した。 

8-11-37  ― 【景観写真の修整、撮影条件の追加】 

写真を拡大し、撮影条件を追加した。 

8-11-39  ― 【景観写真の修整、撮影条件の追加】 

写真を拡大し、撮影条件を追加した。 

8-11-41  ― 【景観写真の修整、撮影条件の追加】 

写真を拡大し、撮影条件を追加した。 

8-11-42 
(g)一橋陣屋跡前から
の景観 

【5～7 行目】 

これらによると、対象道路は近景に位置し
ており、水平見込角は 27.9 度と構造物は
目立ちやすい値となっている。また、仰角
は7.2度と圧迫感を生じやすい値となって
おり、スカイラインが切断される。 

【5～7 行目】 

これらによると、対象道路は近景に位置し
ており、水平見込角は 67.0 度と構造物は
目立ちやすい値となっている。また、仰角
は 11.0 度と圧迫感が生じない角度に押さ
えられているが、スカイラインは切断され
る。 

8-11-42 
表 8-11-16 
視覚に関する物理的指
標による解析結果 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 80ｍ 

水平見込角 27.9° 

仰角 7.2° 

スカイライン切断 あり 
 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 50ｍ 

水平見込角 67.0° 

仰角 11.0° 

スカイライン切断 あり 
 

8-11-43  ― 【景観写真の修整、撮影条件の追加】 

写真をパノラマとするともに拡大し、撮影
条件を追加した。 

8-11-45  ― 【景観写真の修整、撮影条件の追加】 

写真を拡大し、撮影条件を追加した。 

8-11-46～47 
k. 東善寺墓地の西側 

 ― 【地点の追加】 

8-11-48～49 
l. 桜井町散策路 

 ― 【地点の追加】 

8-11-50～51 
m. 英和大学東側住宅
地入口 

 ― 【地点の追加】 
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表 15-1-1（49） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-11-52～53 
n. 英和大学北西の果
樹園及び桜並木 

 ― 【地点の追加】 

8-11-54～55 
o. 金峰神社付近及び
神社北側の携帯電話ア
ンテナ前 

 ― 【地点の追加】 

8-11-56～57 
p. 古府中町第 2 号公
園 

 ― 【地点の追加】 

8-11-58～59 
q. 2 号トンネル入口北
側の農道 

 ― 【地点の追加】 

8-11-60～61 
r. 県道 7 号（甲府市山
宮 昇仙峡ライン）、県
道 101 号（甲斐市牛句 
敷島竜王線）、を通過
する区間 

 ― 【地点の追加】 

8-11-62～63 
s. 茅ヶ岳東部広域農
道との複合影響が把握
できる地点（荒川サイ
クリングロード） 

 ― 【地点の追加】 

8-11-64～65 
t. 矢木羽湖 

 ― 【地点の追加】 

8-11-66～67 
u. 高原団地 北側の
公園付近 

 ― 【地点の追加】 

8-11-68～69 
v. 太神神社西側 

 ― 【地点の追加】 

8-11-70～71 
w. 舟形神社北西 

 ― 【地点の追加】 

8-11-72～73 
x. 市営田畑団地付近 

 ― 【地点の追加】 

8-11-74～75 
y. 国道 20 号と六反川
の交差部付近 

 ― 【地点の追加】 

8-11-76～77 
z. 県道6号 田畑交差
点西 

 ― 【地点の追加】 

8-11-78～79 
aa. 国道20号新田畑交
差点南側 

 ― 【地点の追加】 
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表 15-1-1（50） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-11-80 
表 8-11-35 
環境保全措置の検討対
象 

【地点の追加】 

対象とした眺望点 視距離 

斜面の果樹園の景観 約150ｍ 

荒川河川敷公園 約250ｍ 

県道敷島竜王線（富士山が見える場所） 約150ｍ 

一橋陣屋跡前からの景観 約80ｍ 
 

【地点の追加】 

対象とした眺望点 視距離 

斜面の果樹園の景観 約150ｍ 

荒川河川敷公園 約290ｍ 

県道敷島竜王線（富士山が見える場所） 約330ｍ 

一橋陣屋跡前からの景観 約50ｍ 

東善寺墓地の西側 約170ｍ 

桜井町散策路 約105ｍ 

英和大学東側住宅地入口 約140ｍ 

英和大学北西の果樹園及び桜並木 約240ｍ 

金峰神社付近及び神社北側の携帯電話ア

ンテナ前 
約200ｍ 

2号トンネル入口北側の農道 交差 

県道7号（甲府市山宮 昇仙峡ライン）、県

道101号（甲斐市牛句 敷島竜王線）、を通

過する区間 

約40ｍ 

茅ヶ岳東部広域農道との複合影響が把握

できる地点（荒川サイクリングロード） 
約60ｍ 

矢木羽湖 約400ｍ 

高原団地 北側の公園付近 約370ｍ 

太神神社西側 約330ｍ 

舟形神社北西 約80ｍ 

市営田畑団地付近 約160ｍ 

国道 20 号と六反川の交差部付近 約50ｍ 

県道 6号 田畑交差点西 約110ｍ 

国道 20 号新田畑交差点南側 約80ｍ 

8-11-81 
表 8-11-36 
環境保全措置の検討 

【対象とした眺望点】 

環境保全措置 対象とした眺望点
環境保全措置の

効果 

環境保全措置の

検討結果 

地形改変部の 

緑化 

特定の眺望点を想定し

ていない 

 

周辺の構成種

と調和した樹

木を用いて緑

化を行うこと

で、周辺景観に

調和させるこ

とが可能であ

る。 

周辺景観に調

和させること

が可能であり、

効果が確実に

見込めること

から、環境保全

措置として採

用する。 

ラウンディン 

グによる周辺 

地形との調和 

特定の眺望点を想定し

ていない 

切土部ののり

肩をラウンデ

ィングするこ

とにより、周辺

地形と違和感

なく連続させ

ることが可能

である。 

周辺景観に調

和させること

が可能であり、

効果が確実に

見込めること

から、環境保全

措置として採

用する。 

構造物（橋梁 

等）及び道路 

付属物の形式、 

デザイン、色 

彩の検討 

斜面の果樹園の景観

荒川河川敷公園 

県道敷島竜王線 

（富士山が見える場

所） 

一橋陣屋跡前からの景

観 

周辺景観に調

和させること

が可能である。

周辺景観に調

和させること

が可能であり、

効果が確実に

見込めること

から、環境保全

措置として採

用する。 

眺望点の移設 斜面の果樹園の景観

荒川河川敷公園 

県道敷島竜王線 

（富士山が見える場所）

新たな眺望景

観となりうる

場所に眺望点

を移設する。

眺望点の移設

により眺望景

観の影響を回

避または低減

することが困

難であるため、

環境保全措置

として採用し

ない。 
 

【対象とした眺望点】 

環境保全措置 検討箇所 
環境保全措置

の効果 

環境保全措置

の検討結果

地形改変部の

緑化 

計画路線により地形を

改変する箇所 

周辺の構成種

と調和した樹

木を用いて緑

化を行うこと

で、周辺景観に

調和させるこ

とが可能であ

る。 

周辺景観に調

和させること

が可能であり、

効果が確実に

見込めること

から、環境保全

措置として採

用する。 

ラウンディン

グによる周辺

地形との調和

切土部 切土部ののり

肩をラウンデ

ィングするこ

とにより、周辺

地形と違和感

なく連続させ

ることが可能

である。 

周辺景観に調

和させること

が可能であり、

効果が確実に

見込めること

から、環境保全

措置として採

用する。 

構造物（橋梁

等）及び道路

付属物の形式、

デザイン、色

彩の検討 

六反川渡河部付近、荒

川渡河部付近、桜井IC

付近 

周辺景観に調

和させること

が可能である。 

周辺景観に調

和させること

が可能であり、

効果が確実に

見込めること

から、環境保全

措置として採

用する。 

眺望点の移設 保全対象とした眺望点

（表8-11-35参照） 

 

新たな眺望景

観となりうる

場所に眺望点

を移設する。 

眺望点の移設

により眺望景

観の影響を回

避または低減

することが困

難であるため、

環境保全措置

として採用し

ない。 



15-51 

表 15-1-1（51） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-11-81 
3)検討結果の検証 

【1 行目】 

実施事例等により、環境保全措置の効果に
係る知見は蓄積されていると判断される。

【1 行目】 

実施事例等(資料編 2.2 参照)により、環境
保全措置の効果に係る知見は蓄積されて
いると判断される。 

8-11-82 
4)検討結果の整理 

【5～6 行目】 

なお、環境保全措置の実施にあたっては、
専門家等の意見を聴取しながら適切に行
うものとする。 

【4～6 行目】 

なお、環境保全措置の実施にあたっては、
専門家等の意見を聴取しながら適切に行
うものとし、構造物（橋梁等）及び道路付
属物の形式、デザイン、色彩は事業進捗と
ともに具体化するため事業実施段階にお
いて検討を行うこととする。 

8-11-83 
1)回避又は低減に係る
評価 

【3 行目～8 行目】 

景観の構造に変化が生じると予測した地
点については、周辺景観との調和に配慮し
た構造物（橋梁等）の形式、デザイン、色
彩の検討等の環境保全措置を実施するこ
とで、環境負荷の低減に努める。 

また、特定の眺望点のみでなく、計画路線
全域を対象とする環境保全措置として、地
形改変部の緑化及びラウンディングによ
る周辺地形との調和を実施することで、環
境負荷の低減に努める。 

【3 行目～8 行目】 

また、環境保全措置として、地形改変部の
緑化、ラウンディングによる周辺地形との
調和及び周辺景観との調和に配慮した構
造物（橋梁等）の形式、デザイン、色彩の
検討等の環境保全措置を実施することで、
環境負荷の低減に努める。 

8-12-4 
表 8-12-2 
調査時期 

【調査時期の追加】 

 ― 

【調査時期の追加】 

調査時期 調査の内容 

平成 24 年４月 15 日

平成 24 年５月１日

触れ合いの場からの眺望の状

況の確認のために補足調査を

実施した。 

8-12-15 
表 8-12-4(10) 
調査結果 

【15 花の咲く丘 利用環境】 

地区の老人会が休耕している畑を利用し
て花を植えている。コスモス等が植栽され
ている。 

【15 花の咲く丘 利用環境】 

地区の老人会が休耕している畑を利用し
て花を植えている。コスモス等が植栽され
ており、写真撮影に用いられている。 

8-12-17 
表 8-12-5 
主要な人と自然との触
れ合いの活動の場予測
地点 

【項目の追加】 

番号 予測地点 

1 武田神社 

２ 武田の杜遊歩道 

３ 荒川サイクリングロード 

４ 矢木羽湖 

５ 桜井町桜・里山管理 

６ 桜井町散策路 

７ 塚原町バードウォッチング 

８ 塚原集落（ホタルの里） 

９ 団子新居散策路 

10 坊沢川ザリガニ採集 

11 双葉団地周辺散策路 

12 花の咲く丘 
 

【項目の追加】 

番号 予測地点 
対象道路の

可視・不可視

1 武田神社 不可視 

２ 武田の杜遊歩道 不可視 

３ 荒川サイクリングロード 可視 

４ 矢木羽湖 可視 

５ 桜井町桜・里山管理 不可視 

６ 桜井町散策路 可視 

７ 塚原町バードウォッチング 不可視 

８ 塚原集落（ホタルの里） 不可視 

９ 団子新居散策路 不可視 

10 坊沢川ザリガニ採集 不可視 

11 双葉団地周辺散策路 不可視 

12 花の咲く丘 不可視 
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表 15-1-1（52） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-12-19 
表 8-12-6(1) 
予測結果(武田神社) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

予測地点詳細図の追加 

8-12-20 
表 8-12-6(2) 
予測結果(武田の杜遊
歩道) 

【予測結果 第 4 項目】 

計画路線と交差するが、地下式で通過する
ため、快適性の変化は生じないと予測す
る。 

【予測結果 第 4 項目】 

計画路線と交差するが、地下式で通過す
る。また、塚原ＩＣも遊歩道から約 350m
以上離れた場所にあり、視認できないた
め、快適性の変化は生じないと予測する。

 【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

予測地点詳細図の追加 

8-12-21 
表 8-12-6(3) 
予測結果(荒川サイク
リングロード) 

【予測結果 第 4 項目】 

・・・と予測する。 

【予測結果 第 4 項目 4～5 行目】 

・・・と予測する。景観の変化の程度は「第
11 節 景観 (p.8-11-63)」を参照。 

 【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

予測地点詳細図の追加 

8-12-22 
表 8-12-6(4) 
予測結果(矢木羽湖) 

【予測結果 第 4 項目 3 行目】 

・・・と予測する。 

【予測結果 第 4 項目 3～4 行目】 

・・・と予測する。景観の変化の程度は「第
11 節 景観 (p.8-11-65)」を参照。 

 【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

予測地点詳細図の追加 

8-12-23 
表 8-12-6(5) 
予測結果(桜井町桜・里
山管理) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

予測地点詳細図の追加 

8-12-24 
表 8-12-6(6) 
予測結果(桜井町散策
路) 

【予測結果 第 4 項目】 

既に西関東道路が存在するため、新たな近
傍の風景に変化は生じない。西側において
は、桜井ＩＣが視認されるが、散策路より
15ｍ低い位置に建設されるため、甲府市街
地や南アルプス等、散策路からの景観は大
きく変化せず、快適性の変化は生じないと
予測する。 

【予測結果 第 4 項目】 

既に国道 140 号（西関東連絡道路）が存在
するため、新たな近傍の風景に変化は生じ
ない。西側においては、桜井ＩＣが視認さ
れるが、散策路より 15ｍ低い位置に建設さ
れるため、甲府市街地や南アルプス等、散
策路からの景観は大きく変化せず、快適性
の変化は生じないと予測する。景観の変化
の程度は「第 11 節 景観 (p.8-11-49)」
を参照。 

 【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

予測地点詳細図の追加 
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表 15-1-1（53） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-12-25 
表 8-12-6(7) 
予測結果(塚原町バー
ドウォッチング) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

予測地点詳細図の追加 

8-12-26 
表 8-12-6(8) 
予測結果(塚原集落(ホ
タルの里) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

予測地点詳細図の追加 

8-12-27 
表 8-12-6(9) 
予測結果(団子新居散
策路) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

予測地点詳細図の追加 

8-12-28 
表 8-12-6(10) 
予測結果(坊沢川ザリ
ガニ採集) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

予測地点詳細図の追加 

8-12-29 
表 8-12-6(11) 
予測結果(双葉団地周
辺散策路) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

予測地点詳細図の追加 

8-12-30 
表 8-12-6(12) 
予測結果(花の咲く丘) 

【図の追加】 

記載なし 

【図の追加】 

予測地点詳細図の追加 

8-12-31 
12.1.4 事後調査 

【2～3 行目】 

予測手法は都市計画対象道路事業実施区
域と主要な人と自然との触れ合いの活動
の場の分布範囲の重ね合わせ等による方
法であり、・・・ 

【2～3 行目】 

予測手法は都市計画対象道路事業実施区
域と主要な人と自然との触れ合いの活動
の場の分布範囲の重ね合わせ、触れ合いの
活動の場からの景観変化を把握するフォ
トモンタージュ等の多くの実績を有する
手法であり、・・・ 

8-13-1 
用語の説明 
 

【用語の説明】 

記載なし 

【用語の説明】 

コンクリート塊：側溝など既存の工作物の
除去に伴って生じるコンクリートの破片。

 

アスファルト・コンクリート塊：舗装の剥
ぎ取りあるいは削り取りによって生じる
アスファルトがら 

8-13-2 
表 8-13-1 廃棄物等に
係る予測結果 

種 類 発生量 
道路事業実

施区域での

再利用量

道路事業実施区

域外への搬出量

建設発生土 注1） 約270万ｍ3 約40万ｍ3 約230万ｍ3

コンクリート塊 約 400ｍ3 － 約 400ｍ3

アスファルト・コン

クリート塊 約1,900ｍ3 － 約1,900ｍ3

建設発生木材 約3,300ｍ3 － 約3,300ｍ3 
 

種 類 発生量 
道路事業実

施区域での

再利用量 

道路事業実施区

域外への搬出量

建設発生土 注1） 約270万ｍ3  約40万ｍ3  約230万ｍ3

コンクリート塊 約 400ｍ3  － 約 400ｍ3

アスファルト・コン

クリート塊 約1,900ｍ3  － 約1,900ｍ3

建設発

生木材

伐採 約3,300ｍ3 － 約3,300ｍ3 
型枠材 約 300ｍ3 － 約 300ｍ3 

8-13-2 
(1) 建設発生土 

【1 行目】 

建設発生土については約 270 万ｍ3 が生じ
るものと予測するが、・・・ 

【1 行目】 

建設発生土については、掘削工事により約
270 万ｍ3 が生じるものと予測するが、・・・

8-13-2 
(2) コンクリート塊及
びアスファルト・コン
クリート塊 

【1～2 行目】 

コンクリート塊及びアスファルト・コンク
リート塊については、それぞれ約 400ｍ3、
約 1,900ｍ3 が発生する。 

【1～2 行目】 

コンクリート塊及びアスファルト・コンク
リート塊については、既存工作物の撤去や
既存道路の掘削等により、それぞれ約 400
ｍ3、約 1,900ｍ3 が発生する。 
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表 15-1-1（54） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-13-2 
(2) コンクリート塊及
びアスファルト・コン
クリート塊 

【6～9 行目】 

コンクリート塊については、再生コンクリ
ート材に加工し、再資源化を図ることとす
る。アスファルト・コンクリート塊につい
ては、再生アスファルト合材等に加工し、
再資源化を図る予定である。再利用できな
いものについては、関係法令に基づいて適
正に処理・処分する。 

【6～9 行目】 

再資源化の具体的な内容は、コンクリート
塊については、再生コンクリート材に加工
し、再資源化を図ることとする。アスファ
ルト・コンクリート塊については、再生ア
スファルト合材等に加工し、再資源化を図
ることとする。 

8-13-3 
(3) 建設発生木材 

【1～2 行目】 

建設発生木材については、約 3,300ｍ3 が、
生じるものと予測する。 

【1～2 行目】 

建設発生木材については、森林の伐採に伴
い約 3,300ｍ3 が、橋梁部等の使用済みコ
ンクリート型枠材により約 300ｍ3 が生じ
るものと予測する。 

8-13-3 
(3) 建設発生木材 

【3～6 行目】 

・・・工事の際には分別解体し、再資源化
施設へ搬入する等により再資源化を図り、
再資源化できないものについては、関係法
令に基づいて適切に処理・処分する。具体
的には、現地でマルチング材、育成基盤材、
堆肥として再資源化を図る予定である。 

【4～8 行目】 

・・・工事の際には分別解体し、再資源化
できるものについては再資源化施設へ搬
入する等により再資源化を図る。再資源化
の具体的な内容は、伐採木については、マ
ルチング材、育成基盤材、堆肥として利用
する予定である。 
コンクリート養生等建設現場から発生す
るベニヤ板、標識杭等の再資源化できない
ものについては、関係法令に基づいて適切
に処理・処分する。なお、処理・処分に際
しては、可能な限りバイオマスボイラー燃
料等への再生が行われる産業廃棄物処理
業者へ委託することとする。 

8-13-4 
1) 環境保全措置の検
討 

【3～5 行目】 

環境保全措置の検討の結果、「工事間流用
の促進」、「再資源化施設への搬入等によ
る他事業等での利用」を採用する。 

【3～5 行目】 

環境保全措置の検討の結果、「工事間流用
の促進」、「再資源化施設への搬入等によ
る他事業等での利用」及び「トンネル掘削
に伴う発生土による土壌汚染の防止」を採
用する。なお、搬入する再資源化施設等は、
事業実施段階において検討を行う。 

8-13-6 
1) 回避又は低減に係
る評価 

【12 行目以降】 

・・・、再資源化出来ないものは適切に処
理・処分する。 

このことから、環境影響は事業者の実行可
能な範囲内でできる限り回避又は低減さ
れているものと評価する。 

 

【12 行目以降】 

・・・、再資源化出来ないものは適切に処
理・処分する。 

さらに、有害物質の含有状況等を把握し、
必要に応じて「建設工事における自然由来
重金属等含有岩石・土壌への対応マニュア
ル（暫定版）」などに基づいて搬出先等に
おける汚染防止措置を行うとともに、土壌
汚染対策法（平成 14 年法律第 53 号）に基
づく溶出量基準・含有量基準を超過する土
壌を確認した場合は、必要に応じて速やか
に同法第７条６項の技術的基準に基づく
対応を行うことで、土壌への影響を低減で
きる。 
このことから、環境影響は事業者の実行可
能な範囲内でできる限り回避又は低減さ
れているものと評価する。 
なお、対象事業実施区域外に搬出する残土
については、工事の実施に当たり搬出先及
び搬出先ごとの排出量を把握すると伴に、
事業に実施に際しては、作業員に対し、廃
棄物の排出抑制について周知・教育等を行
うと伴に、具体的な排出抑制計画を策定す
る。 
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表 15-1-1（55） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

9-2～29 
表 9-1-1 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【予測結果、環境保全措置及び事後調査の
列】 

 

【予測結果の概要及び環境保全措置の概要】

 
予測結果の概要及び環境保全措置の概要
をまとめて表記した。また、予測結果及び
評価結果は文章のみとし表を削除した。頁
を A4 版に変更した。 

9-2 
表 9-1-1(1) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

 

予測結果 
環境保全措置

及び事後調査
評価結果 

計画路線の予測結果

は、二酸化窒素の年平

均 値 が 0.009 ～

0.022ppm、浮遊粒子状

物 質 の 年 平 均 値 が

0.022～0.028mg/m3 で

ある。 

既存道路の影響を考

慮した予測結果は、二

酸化窒素の年平均値

が 0.009～0.022ppm、

浮遊粒子状物質の年

平 均 値 が 0.020 ～

0.028mg/m3である。 

 

予測地点 予測値 

・・・ ・・・ 
 

<環境保全措置>

予測結果より、

自動車の走行に

係る二酸化窒素

及び浮遊粒子状

物質に関して維

持されることが

望ましい水準が

満たされるもの

と考えられるた

め、環境保全措

置の検討は行わ

ないものとす

る。 

<事後調査> 

予測手法は、科

学的知見に基づ

いて設定された

ものであり、予

測の不確実性は

小さいと考えら

れることから、

事後調査は実施

しないこととす

る。 

＜回避又は低減に係る

評価＞ 

計画路線は道路の計画

段階において、集落及び

市街地をできる限り回

避した計画としており、

住居等の保全対象への

影響に配慮し、環境負荷

の回避・低減を図ってい

る。 

このことから、環境影響

は事業者の実行可能な

範囲内でできる限り回

避又は低減されている

ものと評価する。 

＜基準又は目標との整

合性に係る評価＞ 

評価結果より、二酸化窒

素の日平均値の年間

98％値及び浮遊粒子状

物質の日平均値の年間

2％除外値は全ての予測

地点で基準値を下回っ

ており、基準等との整合

は図られると評価する。

 

予測

地点
評価

・・・ ・・・
 

 

予測結果の概要及び 

環境保全措置の概要 
評価結果 

1.予測結果 

計画路線の予測結果は、二酸化窒素の

年平均値が 0.009～0.022ppm、浮遊粒

子 状 物 質 の 年 平 均 値 が 0.022 ～

0.028mg/m3である。 

既存道路からの影響を考慮した、複合

的な影響の予測結果は、二酸化窒素の

年平均値が 0.009～0.022ppm、浮遊粒

子 状 物 質 の 年 平 均 値 が 0.020 ～

0.028mg/m3である。 

なお、計画路線の整備と合わせて側道

の整備を行うが、これは周辺の生活道

路の機能補償のために改修を行うもの

である。よって、通行する交通量は少

なく予測値に影響を与えるものではな

いため、側道からの影響は考慮してい

ない。 

2.環境保全措置 

予測結果より、自動車の走行に係る二

酸化窒素及び浮遊粒子状物質に関して

維持されることが望ましい水準が満た

されるものと考えられるため、環境保

全措置の検討は行わないものとする。 

3.事後調査 

予測手法は、科学的知見に基づいて設

定されたものであり、予測の不確実性

は小さいと考えられることから、事後

調査は実施しないこととする。 

 

＜回避又は低減に係る

評価＞ 

計画路線は道路の計画

段階において、集落及び

市街地をできる限り回

避した計画としており、

住居等の保全対象への

影響に配慮し、環境負荷

の回避・低減を図ってい

る。 

このことから、環境影響

は事業者の実行可能な

範囲内でできる限り回

避又は低減されている

ものと評価する。 

＜基準又は目標との整

合性に係る評価＞ 

評価結果より、二酸化窒

素の日平均値の年間

98％値及び浮遊粒子状

物質の日平均値の年間

2％除外値は全ての予測

地点で基準値を下回っ

ており、基準等との整合

は図られると評価する。

 

9-5 
表 9-1-1(4) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【評価結果】 

記載なし 

【評価結果、8～9 行目】 

さらに、住居等の保全対象の近くでは、第
3 次排出ガス対策型建設機械の使用を検討
する。 
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表 15-1-1（56） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

9-7 
表 9-1-1(6) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【調査結果】 

●騒音レベルの調査結果(等価騒音レベル)

調査地点 
調査結果(dB) 

昼間 夜間 

甲府市桜井町 68 64 
 

【調査結果】 

●騒音レベルの調査結果(等価騒音レベル)

調査地点 
調査結果(dB) 

昼間 夜間 

甲府市桜井町 65 60 

9-7 
表 9-1-1(6) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【調査結果】 

●自動車交通量の調査結果 

調査地点 路線名 

自動車

交通量

(台/日)

大型車

混入率

(%)

甲府市桜井町 国道 140 号 17,822 6.6
 

【調査結果】 

●自動車交通量の調査結果 

調査地点 路線名 

自動車

交通量

(台/日)

大型車

混入率

(%)

甲府市桜井町 
国道 140 号(西関東

連絡道路) 
15,189 5.1

 【予測結果、4～5 行目】 

 

既存道路の影響を考慮した予測結果
は、・・・ 

【予測結果の概要及び環境保全措置の概
要、4～5 行目】 

既存道路からの影響を考慮した、複合的な
影響の予測結果は、・・・ 

9-8 
表 9-1-1(7) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【評価結果、10～11 行目】 

記載なし 

【評価結果、10～11 行目】 

さらに、住居等の保全対象の近くでは、超
低騒音型機械の使用を検討する。 

9-11 
表 9-1-1(10) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【調査結果】 

●振動レベルの調査結果(振動レベルの
80％レンジの上端値) 

調査地点 昼間 夜間

甲府市桜井町 45 39 
 

【調査結果】 

●振動レベルの調査結果(振動レベルの
80％レンジの上端値) 

調査地点 昼間 夜間 

甲府市桜井町 40 32 

9-12 
表 9-1-1(11) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【環境保全措置及び事後調査】 

<環境保全措置>(環境保全措置の効果) 

低振動型建設機械を採用することにより、
振動の発生を低減できる。 

【予測結果の概要及び環境保全措置の概要】

2.環境保全措置(環境保全措置の効果) 

低振動型建設機械を採用することにより、
振動の発生を低減できる。なお、低振動型
に指定されている建設機械は限られてい
るため、指定されている機種(バイブロハ
ンマ)を用いる工事に限られた環境保全措
置である。 

9-13 
表 9-1-1(12) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【調査結果】 

●振動レベルの調査結果(振動レベルの
80％レンジの上端値) 

調査地点 路線名 
調査結果

(dB) 

甲府市桜井町 国道 140 号 45 
 

【調査結果】 

●振動レベルの調査結果(振動レベルの
80％レンジの上端値) 

調査地点 路線名 
調査結果

(dB) 

甲府市桜井町 
国道 140 号(西関東連

絡道路) 
40 

9-13 
表 9-1-1(12) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【環境保全措置及び事後調査】 

 

予測結果は、30dB 未満～46dB である。 

【予測結果の概要及び環境保全措置の概
要】 

1.予測結果 

予測結果は、30dB 未満～42dB である。 

9-14 
表 9-1-1(13) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【予測結果】 

 

予測結果は、L50 が 69～74dB、LG5 が 78～
82dB である。 

【予測結果の概要及び環境保全措置の概
要】 

1.予測結果 

予測結果は、L50 が 66～74dB、LG5 が 75～
82dB である。 
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表 15-1-1（57） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

9-15 
表 9-1-1(14) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【評価結果】 

なお、事業実施区域周辺の個別の井戸等に
ついては、事業実施段階で、井戸分布等の
詳細な調査を行い、必要に応じて適切な対
策を講じる。 

【評価結果】 

なお、事業実施区域周辺の個別の井戸等に
ついては、事業実施段階で、井戸分布等の
詳細な調査を行い、必要に応じて適切な対
策を講じる。また、トンネル掘削工事によ
る地下水位の低下等の影響が懸念される
箇所において、工事の実施に当たって当該
影響が見られる際には、地下水等への影響
の低減効果を含めて、施工方法を検討し、
確実に対策を実施する。温泉については、
継続的なモニタリングを行い、工事中及び
供用後の温泉の状況の把握に努める。 

9-19 
表 9-1-1(18) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【予測結果の概要及び環境保全措置の概要】

＜事後調査の結果により環境影響の程度
が著しいことが判明した場合の対応＞ 

事前に予測し得ない環境上の著しい影響
が生じた場合は、事業者が関係機関と協議
し、・・・ 

【予測結果の概要及び環境保全措置の概要】

＜事後調査の結果により環境影響の程度
が著しいことが判明した場合の対応＞ 

事後調査の結果により、事業の実施による
生息環境の大幅な変化等、事前に予測し得
ない環境上の著しい影響が生じたことが
判明した場合は、事業者が関係機関と協議
し、・・・ 

9-20 
表 9-1-1(19) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

＜事後調査結果の公表方法＞ 

事後調査結果の公表方法については、原則
として事業者が行うものとするが、公表時
期・方法については、関係機関と連携しつ
つ、適切に実施するものとする。 

＜事後調査結果の公表方法＞ 

事後調査結果の公表については、原則とし
て事業者が行うものとするが、関係機関と
連携しつつ、適切な時期・方法により公表
する。 

9-21 
表 9-1-1(20) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【予測結果の概要及び環境保全措置の概要】

＜事後調査の結果により環境影響の程度
が著しいことが判明した場合の対応＞ 

事前に予測し得ない環境上の著しい影響
が生じた場合は、事業者が関係機関と協議
し、・・・ 

【予測結果の概要及び環境保全措置の概要】

＜事後調査の結果により環境影響の程度
が著しいことが判明した場合の対応＞ 

事後調査の結果により、事業の実施による
生育環境の大幅な変化等、事前に予測し得
ない環境上の著しい影響が生じたことが
判明した場合は、事業者が関係機関と協議
し、・・・ 

9-24 
表 9-1-1(23) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【予測結果の概要及び環境保全措置の概要】

＜事後調査の結果により環境影響の程度
が著しいことが判明した場合の対応＞ 

事前に予測し得ない環境上の著しい影響
が生じた場合は、事業者が関係機関と協議
し、・・・ 

【予測結果の概要及び環境保全措置の概要】

＜事後調査の結果により環境影響の程度
が著しいことが判明した場合の対応＞ 

事後調査の結果により、事業の実施による
生息環境の大幅な変化等、事前に予測し得
ない環境上の著しい影響が生じたことが
判明した場合は、事業者が関係機関と協議
し、・・・ 

9-25 
表 9-1-1(24) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【調査結果】 

＜主要な眺望点及び日常的な視点場の状
況及び景観資源の状況＞ 

・・・主要な眺望点及び日常的な視点場は
24 箇所存在している。 

【調査結果】 

＜主要な眺望点及び日常的な視点場の状
況及び景観資源の状況＞ 

・・・主要な眺望点及び日常的な視点場は

43 箇所存在している。 
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表 15-1-1（58） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

9-25 
表 9-1-1(24) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

＜主要な眺望景観及び日常的な視点場か
らの景観の状況＞ 

 

 

 

＜主要な眺望景観及び日常的な視点場か
らの景観の状況＞ 

眺望点 視認できる景観資源

兜山 富士山、甲府盆地

大蔵経寺山 富士山、甲府盆地

上積翠寺展望地
甲府盆地、やまなしの歴史文化公園、
南アルプス、秩父多摩甲斐国立公園

舞鶴公園 やまなしの歴史文化公園
みゆきの森みはらし広場 富士山、南アルプス、甲府盆地

県立美術館
秩父多摩甲斐国立公園、
やまなしの歴史文化公園

梅の里公園
富士山、黒富士火山群、
秩父多摩甲斐国立公園

サントリー山梨ワイナリー 富士山、甲府盆地

信玄橋
黒富士火山群、八ヶ岳南麓流れ山、
塩川（左岸）河成段丘

双田橋 黒富士火山群
斜面の果樹園の景観 斜面の果樹園

棚田からの景観
甲府盆地、やまなしの歴史文化公園、
南アルプス、秩父多摩甲斐国立公園

愛宕山スカイライン沿いの眺望景観 やまなしの歴史文化公園
高台からの景観・坑口斜面の景観 甲府盆地
緑が丘公園 やまなしの歴史文化公園
千松橋 黒富士火山群、秩父多摩甲斐国立公園
荒川河川敷公園 黒富士火山群、秩父多摩甲斐国立公園

県道敷島竜王線（富士山が見える場所）
富士山、黒富士火山群、
秩父多摩甲斐国立公園

道路からの景観（大久保地区） 富士山
大垈地区高台からの景観その１ 富士山
大垈地区高台からの景観その２ 富士山
ドラゴンパーク 黒富士火山群
一橋陣屋跡前からの景観 八ヶ岳南麓流れ山、

親水公園
黒富士火山群、八ヶ岳南麓流れ山、
塩川（左岸）河成段丘

国道20号からの景観 富士山、

東善寺墓地の西側 甲府盆地、斜面の果樹園

桜井町散策路 甲府盆地、斜面の果樹園
英和大学東側住宅地入口 斜面の果樹園

英和大学北西の果樹園及び桜並木 甲府盆地、斜面の果樹園
金峰神社付近及び神社北側の携帯電話アンテナ前 甲府盆地、やまなしの歴史文化公園
古府中町第2号公園 やまなしの歴史文化公園
2号トンネル入口北側の農道 やまなしの歴史文化公園
県道7号（甲府市山宮 昇仙峡ライン）、
県道101号（甲斐市牛句 敷島竜王線）、を通過する区間

黒富士火山群、秩父多摩甲斐国立公園

茅ヶ岳東部広域農道との複合影響が把握できる地点
（荒川サイクリングロード）

黒富士火山群、秩父多摩甲斐国立公園

矢木羽湖
富士山、黒富士火山群、
秩父多摩甲斐国立公園

高原団地　北側の公園付近 黒富士火山群
太神神社西側 塩川（左岸）河成段丘
双葉スポーツ公園の北東端 塩川（左岸）河成段丘
舟形神社北西 八ヶ岳南麓流れ山
市営田畑団地付近 富士山
国道20号と六反川の交差部付近 八ヶ岳南麓流れ山

県道6号　田畑交差点西 南アルプス
国道20号新田畑交差点南側 八ヶ岳南麓流れ山

 【予測結果の概要及び環境保全措置の概
要】 

＜主要な眺望景観及び日常的な視点場か
らの景観の変化＞ 

主要な眺望景観及び日常的な視点場から
の景観の変化の予測地点として、10 地点を
選定した。フォトモンタージュと視角の物
理的指標による解析結果から、斜面の果樹
園の景観、荒川河川敷公園、県道敷島竜王
線及び一橋陣屋跡前からの景観を眺望点
とする景観は、解析の結果、景観の構造に
変化が生じると予測される。 

【予測結果の概要及び環境保全措置の概
要】 

＜主要な眺望景観及び日常的な視点場か
らの景観の変化＞ 

主要な眺望景観及び日常的な視点場から
の景観の変化の予測地点として、27 地点を
選定した。フォトモンタージュと視角の物
理的指標による解析結果から、斜面の果樹
園の景観、荒川河川敷公園、県道敷島竜王
線、一橋陣屋跡前からの景観、東善寺墓地
の西側、桜井町散策路、英和大学東側住宅
地入口、英和大学北西の果樹園及び桜並
木、2 号トンネル入口北側の農道、県道 7
号（甲府市山宮 昇仙峡ライン）、県道 101
号（甲斐市牛句 敷島竜王線）、を通過す
る区間、茅ヶ岳東部広域農道との複合影響
が把握できる地点（荒川サイクリングロー
ド）、矢木羽湖、高原団地 北側の公園付
近、太神神社西側、舟形神社北西、市営田
畑団地付近、国道 20 号と六反川の交差部
付近、県道 6 号 田畑交差点西、国道 20
号新田畑交差点南側を眺望点とする景観
は、解析の結果、景観の構造に変化が生じ
ると予測される。 

9-25 
表 9-1-1(24) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【評価結果】 

景観の構造に変化が生じると予測した地
点については、周辺景観との調和に配慮し
た構造物（橋梁等）の形式、デザイン、色
彩の検討等の環境保全措置を実施するこ
とで、環境負荷の低減に努める。 

また、特定の眺望点のみでなく、計画路線
全域を対象とする環境保全措置として、地
形改変部の緑化及びラウンディングによ
る周辺地形との調和を実施することで、環
境負荷の低減に努める。 

【評価結果】 

また、環境保全措置として、地形改変部の

緑化、ラウンディングによる周辺地形との

調和及び周辺景観との調和に配慮した構

造物（橋梁等）の形式、デザイン、色彩の

検討等の環境保全措置を実施することで、

環境負荷の低減に努める。 

主要な眺望点 視認できる景観資源

兜山 富士山、甲府盆地

大蔵経寺山 富士山、甲府盆地

上積翠寺展望地 甲府盆地、やまなしの歴史文化公園、南アルプス

舞鶴公園 やまなしの歴史文化公園

みゆきの森みはらし広場 富士山、南アルプス、甲府盆地

県立美術館 秩父多摩甲斐国立公園、やまなしの歴史文化公園

梅の里公園 富士山、黒富士火山群、秩父多摩甲斐国立公園

サントリー山梨ワイナリー 富士山、甲府盆地

信玄橋
黒富士火山群、八ヶ岳南山麓流れ山、塩川（左岸）

河成段丘

双田橋 黒富士火山群

斜面の果樹園の景観 斜面の果樹園

棚田からの景観 甲府盆地、やまなしの歴史文化公園、南アルプス

愛宕山スカイライン沿いの眺望景観 やまなしの歴史文化公園

高台からの景観・坑口斜面の景観 甲府盆地

緑が丘公園 やまなしの歴史文化公園

千松橋 黒富士火山群、秩父多摩甲斐国立公園

荒川河川敷公園 黒富士火山群、秩父多摩甲斐国立公園

県道敷島竜王線（富士山が見える場所） 富士山、黒富士火山群、秩父多摩甲斐国立公園

道路からの景観（大久保地区） 富士山

大垈地区高台からの景観その1 富士山

大垈地区高台からの景観その2 富士山

ドラゴンパーク 黒富士火山群

一橋陣屋跡前からの景観 八ヶ岳南麓流れ山

親水公園
黒富士火山群、八ヶ岳南麓流れ山、塩川（左岸）河

成段丘

国道20号からの景観 富士山
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表 15-1-1（59） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

9-27 
表 9-1-1(26) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【調査結果】 

●主要な人と自然との触れ合いの活動の
場の調査結果 

調査地点の名称
計画路線

からの距離

武田神社 約400m

竜華池 約700m

武田の杜遊歩道 約450m

荒川サイクリングロード 交差

矢木羽湖 約250m

桜井町桜・里山管理 約300m

桜井町散策路 約50m

桜井町バードウォッチング 約700m

塚原町バードウォッチング 約500m

塚原集落
（ホタルの里）

約350m

敷島昆虫採集 約550m

団子新居散策路 約400m

坊沢川ザリガニ採集 約200m

双葉団地周辺散策路 約500m

花の咲く丘 約50m

【調査結果】 

●主要な人と自然との触れ合いの活動の
場の調査結果 

調査地点の名称
計画路線

からの距離

武田神社 約450m

竜華池 約700m

武田の杜遊歩道 約350m

荒川サイクリングロード 交差

矢木羽湖 約250m

桜井町桜・里山管理 約250m

桜井町散策路 約100m

桜井町バードウォッチング 約700m

塚原町バードウォッチング 約400m

塚原集落
（ホタルの里）

約400m

敷島昆虫採集 約550m

団子新居散策路 約400m

坊沢川ザリガニ採集 約100m

双葉団地周辺散策路 約200m

花の咲く丘 約150m

9-27 
表 9-1-1(26) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【予測結果の概要及び環境保全措置の概
要】 

＜事後調査＞ 

予測手法は都市計画対象道路事業実施区
域と主要な人と自然との触れ合いの活動
の場の分布範囲の重ね合わせ等による方
法であり、予測の不確実性は小さいと考え
られることから、事後調査は実施しないこ
ととする。 

【予測結果の概要及び環境保全措置の概
要】 

3.事後調査 

予測手法は都市計画対象道路事業実施区
域と主要な人と自然との触れ合いの活動
の場の分布範囲の重ね合わせ、触れ合いの
活動の場からの景観変化を把握するフォ
トモンタージュ等の多くの実績を有する
手法であり、予測の不確実性は小さいと考
えられることから、事後調査は実施しない
こととする。 

9-28 
表 9-1-1(27) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【予測結果】 

種 類 発生量 

建設発生土 注1） 約270万ｍ3 

コンクリート塊 約  400ｍ3 

アスファルト・コンクリート塊 約1,900ｍ3 

建設発生木材 約3,300ｍ3 
 

【予測結果】 

種 類 発生量 

建設発生土 注1） 約270万ｍ3 

コンクリート塊 約  400ｍ3 

アスファルト・コンクリート塊 約1,900ｍ3 

建設発生木材 伐採 約3,300ｍ3 

型枠材 約 300ｍ3 

9-28 
表 9-1-1(27) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【評価】 

建設副産物については、「建設リサイクル

推進計画 2008」及び「山梨県建設リサイク

ル推進計画」により定められた再資源化率

の目標値を上回るよう再利用・再資源化に

努めることとする。 

このことから、基準等との整合は図られる

と評価する。 

【評価】 

建設副産物については、「建設リサイクル

推進計画 2008」及び「山梨県建設リサイク

ル推進計画」により定められた再資源化率

の目標値を上回るよう再利用・再資源化に

努めることとする。 

このことから、基準等との整合は図られる

と評価する。 
なお、事業に実施に際しては、作業員に対
し、廃棄物の排出抑制について周知・教育
等を行うと伴に、具体的な排出抑制計画を
策定する。 
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表 15-1-1（60） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

9-29 
表 9-1-1(28) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【評価結果＜目標との整合性に係る評価
＞】 

このことから、基準等との整合は図られる
と評価する。 

 

【評価結果＜目標との整合性に係る評価
＞】 
このことから、基準等との整合は図られる
と評価する。 
なお、対象事業実施区域外に搬出する残土
については、工事の実施に当たり搬出先、
排出量を把握すると伴に、事業に実施に際
しては、作業員に対し、廃棄物の排出抑制
について周知・教育等を行うと伴に、具体
的な排出抑制計画を策定する。 

資料編 2-1～44 
2.1 大気質、騒音、振
動に係る予測条件 

【章の追加】 

記載なし 

【章の追加】 

2.1 章として大気質、騒音、振動に係る予
測条件を追加 

資料編 2-45～82 
2.2 
環境保全措置の実施事
例等 

【章の追加】 

記載なし 

【章の追加】 

2.2 章として環境保全措置事例を追加 

資料編 2-83～100 
2.3.2 
ゾンデ調査結果 

【章の追加】 

記載なし 

【章の追加】 

2.3.2 章としてゾンデ調査結果を追加 

資料編 2-101～105 
2.3.3 
反射音実験 

【章の追加】 

記載なし 

【章の追加】 

2.3.3 章として反射音実験を追加 

資料編 2-106～108 
2.3.4 
甲府市桜井町（国道140
号沿道）、甲斐市宇津
谷六反川（国道 20 号
沿道）の調査結果 

【章の追加】 

記載なし 

【章の追加】 

2.3.4 章として甲府市桜井町（国道 140 号
沿道）、甲斐市宇津谷六反川（国道 20 号
沿道）の調査結果を追加 

資料編 2-109～110 
2.3.5 
切土工等、工事施工ヤ
ードの設置に伴う水の
濁りに関する検討 

【章の追加】 

記載なし 

【章の追加】 

2.3.5 章として切土工等、工事施工ヤード
の設置に伴う水の濁りに関する検討を追
加 

資料編 2-111～126 
2.3.6 
環境影響評価準備書手
続中に新たに情報提供
を行った資料 

【章の追加】 

記載なし 

【章の追加】 

2.3.6 章として環境影響評価準備書手続中
に新たに情報提供を行った資料を追加 

資料編 3-8 
3.2 
トンネル坑口からの寄
与濃度の内訳 

【章の追加】 

記載なし 

【章の追加】 

3.2 章としてトンネル坑口からの寄与濃度
の内訳を追加 

資料編 7-40 
〔準備書資料編 129〕 
〔7.3 キクガシラコウ
モリの環境保全措置〕 

【章の削除】 

資料編 7.3 章「キクガシラコウモリの環境
保全措置」に係る全内容 

【章の削除】 

記載なし 
 
「準備書資料編 7.3 章」の内容は「資料編
2.2.5」に移動し、内容を再整理・統合。
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表 15-1-1（61） 知事意見等を踏まえた準備書の記載事項の修正内容 

評価書の頁 準備書 評価書 

資料編 7-40～47 
〔準備書資料編 130～
137〕 
7.3 動物重要種現地未
確認理由 

【章番号と表番号の変更】 

章番号：7.4 動物重要種現地・・・ 
表番号：表 7-4-1(＊) 動物 未確認・・・

【章番号と表番号の変更】 

章番号：7.3 動物重要種現地・・・ 
表番号：表 7-3-1(＊) 動物 未確認・・・
 
「準備書資料編 7.3 章」の内容が「記載な
し」になった関係で、章番号が繰上がる。

資料編 7-48～58 
〔準備書資料編 138～
148〕 
7.4 オオタカ検討会資
料 

【章番号と図番号の変更】 

章番号：7.5 オオタカ検討会資料 
表番号：図 7-5-1(＊) ＊地域 ・・・ 

【章番号と図番号の変更】 

章番号：7.4 オオタカ検討会資料 
表番号：図 7-4-1(＊) ＊地域 ・・・ 
 
「準備書資料編 7.3 章」の内容が「記載な
し」になった関係で、章番号が繰り上がる。

資料編 7-59～60 
7.5 相川周辺の水生生
物等の確認状況 

【章の追加】 

記載なし 

【章の追加】 

7.5 章として「相川周辺の水生生物等の確
認状況」の以下の情報を追加 

・7.5 章の説明文 
・図 7-5-1 相川周辺の水生生物等の状況

資料編 9-1 
〔準備書資料編 168～
197〕 
〔9.1 注目種の生息・
生育環境図〕 

【章の削除】 

資料編 9.1 章「注目種の生息・生育環境図」
に係る全内容 

【章の削除】 

記載なし 
 
「準備書資料編 9.1 章」の図面は以下の補
足を行い、本編 8.10 章に移動。 

・都市計画対象道路事業実施区域を「明
かり部の区間」と「トンネル部の区間」
とがわかる表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲がわか
る表示に変更。 

・主な生息・生育基盤の改変範囲の面積
等の情報を追加。 

・主な移動経路を追加（キツネの生息範
囲の図のみ）。 

資料編 9-1～4 
9.1 土地及び植生の改
変状況 

【章の追加】 

記載なし 

【章の追加】 

9.1 章として「土地及び植生の改変状況」
の以下の情報を追加 

・9.1 章の説明文 
・図 9-1-1 土地及び植生の改変の状況 

資料編 9-5～11 
9.2 生態系区分の改変
状況 

【章の追加】 

記載なし 

【章の追加】 

9.2 章として「生態系区分の改変状況」の
以下の情報を追加 

・9.2 章の説明文 
・表 9-2-1 地域設定の概要 
・図 9-2-1 地域区分の設定図 
・図 9-2-2 生態系区分の改変の状況 
・表 9-2-2 地域ごとの 
 各生態系区分の改変の程度

資料編 10-21～27 
10.1 眺望景観写真 

【写真の追加】 

記載なし 

【写真の追加】 

追加地点の写真を追加 

資料編 10-28～55 
10.2 景観予測資料 

【章の追加】 

記載なし 

【章の追加】 

10.2 章として景観予測資料を追加 

資料編 12-1 
12．廃棄物等 発生量の
算出根拠について 

【章の追加】 

記載なし 

【章の追加】 

12 章として廃棄物等 発生量の算出根拠に
ついてを追加 
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表 15-1-2（1） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

5 
表 3-2-2 ジャンクシ
ョン・インターチェン
ジ・交差点の概要 

 

国道 140 号 国道 140 号（西関東連絡道路） 

5 
表 3-2-2 ジャンクシ
ョン・インターチェン
ジ・交差点の概要 

 

（仮称）緑ヶ丘運動公園線 （仮）新環状・緑が丘アクセス線 

7 
図 3-2-4 計画交通量
（平成 42 年） 

（仮称）緑ヶ丘運動公園線 

国道 140 号 

（仮）新環状・緑が丘アクセス線 

国道 140 号（西関東連絡道路） 

東側区間の線を追加 

7-15 4.調査地点 

一般国道 140 号、主要地方道甲府山梨線、
主要地方道甲府昇仙峡線、一般県道敷島竜
王線、一般県道島上条宮久保絵見堂線、主
要地方道甲府敷島韮崎線及び一般国道 20
号（双葉バイパス） 

計 7 箇所 

4.調査地点 

一般国道 140 号、主要地方道甲府山梨線、
主要地方道甲府昇仙峡線、一般県道敷島竜
王線、一般県道島上条宮久保絵見堂線、主
要地方道甲府敷島韮崎線 

計 6 箇所 

8-1-7 
表 8-1-7 
気象の状況の現地調査
結果 

【最多風向】 

 調査地点 調査時期 最多風向 
 甲府市横根町 春季 SSW 
 甲斐市岩森 春季 S 
  冬季 S 
  通季 NNE 
 甲斐市宇津谷 冬季 NNE 
 
【風速 平均値】 

 調査地点 調査時期 風速平均値 
 甲斐市牛句 冬季 2.1 
 甲斐市岩森 冬季 2.0 
 
【風速 最大値】 

 調査地点 調査時期 風速平均値 
 甲斐市牛句 春季 9.6 
  冬季 9.2 
 甲斐市岩森 冬季 5.4 

【最多風向】 

 調査地点 調査時期 最多風向 
 甲府市横根町 春季 N 
 甲斐市岩森 春季 NNW 
  冬季 NNE 
  通季 NNW 
 甲斐市宇津谷 冬季 N 
 
【風速 平均値】 

 調査地点 調査時期 風速平均値 
 甲斐市牛句 冬季 2.0 
 甲斐市岩森 冬季 2.1 
 
【風速 最大値】 

 調査地点 調査時期 風速平均値 
 甲斐市牛句 春季 8.6 
  冬季 5.4 
 甲斐市岩森 冬季 9.2 
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表 15-1-2（2） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-1-8 
図 8-1-3(1) 
風配図（甲府市横根町） 

【風向頻度･平均風速のグラフ形状】 

春季、夏季、秋季、冬季、四季 
 
【Calm 頻度】 

春季 ： 4.2% 

【風向頻度･平均風速のグラフ形状】 

春季、夏季、秋季、冬季、四季 
 
【Calm 頻度】 

春季 ： 0.6% 

8-1-9 
図 8-1-3(2) 
風配図（甲府市塚原町） 

【風向頻度･平均風速のグラフ形状】 

春季、夏季、秋季、冬季、四季 

【風向頻度･平均風速のグラフ形状】 

春季、夏季、秋季、冬季、四季 

8-1-10 
図 8-1-3(3) 
風配図（甲斐市牛句） 

【風向頻度･平均風速のグラフ形状】 

春季、夏季、秋季、冬季、四季 
 
【平均風速】 

冬季 ： 2.1m/s 

【風向頻度･平均風速のグラフ形状】 

春季、夏季、秋季、冬季、四季 
 
【平均風速】 

冬季 ： 2.0m/s 

8-1-11 
図 8-1-3(4) 
風配図（甲斐市岩森） 

【風向頻度･平均風速のグラフ形状】 

春季、夏季、秋季、冬季、四季 
 
【Calm 頻度】 

春季 ： 12.5% 、 四季 ： 1.2% 
 
【平均風速】 

冬季 ： 2.0m/s 

【風向頻度･平均風速のグラフ形状】 

春季、夏季、秋季、冬季、四季 
 
【Calm 頻度】 

春季 ： 1.2% 、 四季 ： 4.8% 
 
【平均風速】 

冬季 ： 2.1m/s 

8-1-12 
図 8-1-3(5) 
風配図（甲斐市宇津谷） 

【風向頻度･平均風速のグラフ形状】 

春季、夏季、秋季、冬季、四季 
 
【Calm 頻度】 

冬季 ： 1.2% 、 四季 ： 11.3% 

【風向頻度･平均風速のグラフ形状】 

春季、夏季、秋季、冬季、四季 
 
【Calm 頻度】 

冬季 ： 7.7% 、 四季 ： 12.9% 

8-1-22 
表 8-1-11 
大気質の予測地点 

【既存道路】 

既存道路 保全対象

県道緑ケ丘運動公園線（未完成） 住居等
 

【既存道路】 

既存道路 保全対象

(仮)新環状・緑が丘アクセス線 住居等 

8-1-25 
図 8-1-8(2) 予測範囲
図（塚原 IC 周辺） 

 

（仮称）緑ヶ丘運動公園線 （仮）新環状・緑が丘アクセス線 

8-1-26 
図 8-1-8(3) 予測範囲
図（牛句 IC 周辺） 

- 【a-a’断面の断面図の寸法線の修正】 

8-1-29 
図 8-1-8(6) 予測範囲
図（宇津谷交差点周辺） 

- 【b-b’断面の断面図の寸法線及び寸法の
追記】 

8-1-30 
表 8-1-12 
予測に用いる日交通量 

【日交通量(台/日)】 

日交通量(台/日) 

県道緑ケ丘運動公園線（未完成） 10,100～10,800
 

【既存道路】 

日交通量(台/日) 

(仮)新環状・緑が丘アクセス線 10,100～10,800
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表 15-1-2（3） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-1-31 
表 8-1-13 
時間変動係数及び車種
構成比の設定方法 

【対象道路】 

既存道路 

計画路線 

国道２０号 

県道緑ヶ丘運動公園線（未完成） 

県道敷島竜王線 

県道甲府昇仙峡線 

県道島上条宮久保絵見堂線 

茅ヶ岳広域農道 
 

【対象道路】 

既存道路 

計画路線 

国道２０号 

(仮)新環状・緑が丘アクセス線 

県道敷島竜王線 

県道甲府昇仙峡線 

県道島上条宮久保絵見堂線 

茅ヶ岳広域農道 

8-1-31 
表 8-1-14（1） 
時間変動係数及び車種
構成比 

【表題】 

時間変動係数及び車種構成比(計画路線、国道２

０号、県道緑ヶ丘運動公園線、県道敷島竜王線、

県道甲府昇仙峡線、県道島上条宮久保絵見堂線、

茅ヶ岳広域農道) 

【表題】 

時間変動係数及び車種構成比(計画路線、国道２

０号、(仮)新環状・緑が丘アクセス線、県道敷

島竜王線、県道甲府昇仙峡線、県道島上条宮久

保絵見堂線、茅ヶ岳広域農道) 

8-1-36 
表 8-1-14（5） 
時間変動係数及び車種
構成比(国道 140 号(西
関東連絡道路)) 

【表題】 

表 8-1-14（4）時間変動係数及び車種構成
比(国道 140 号、西関東連絡道路) 

【表題】 

表 8-1-14（5）時間変動係数及び車種構成
比(国道 140 号(西関東連絡道路)) 

8-1-38 
表 8-1-16 
予測計算に用いる平均
走行速度 

【道路区分】 

道路区分 走行速度

県道緑が丘運動公園線 40～50
 

【道路区分】 

道路区分 走行速度

(仮)新環状・緑が丘アクセス線 40～50

8-1-52 
表 8-1-25(1) 
二酸化窒素の予測結果
（既存道路の影響を考
慮した予測） 

【予測地点(既存道路)】 

予測地点(既存道路) 

塚原 IC 周辺 
(県道緑が丘運動公園線（未完成)) 

外回り
 

【予測地点(既存道路)】 

予測地点(既存道路) 

塚原 IC 周辺 
((仮)新環状・緑が丘アクセス線) 

外回り 
 

8-1-53 
表 8-1-25(2) 
浮遊粒子状物質の予測
結果（既存道路の影響
を考慮した予測） 

【予測地点(既存道路)】 

予測地点(既存道路) 

塚原 IC 周辺 
(県道緑が丘運動公園線（未完成)) 

外回り
 

【予測地点(既存道路)】 

予測地点(既存道路) 

塚原 IC 周辺 
((仮)新環状・緑が丘アクセス線) 

外回り 
 

8-1-57 
表 8-1-29(1) 
二酸化窒素の評価結果
（既存道路の影響を考
慮した予測） 

【予測地点(既存道路)】 

予測地点(既存道路) 

塚原 IC 周辺 
(県道緑が丘運動公園線（未完成)) 

外回り
 

【予測地点(既存道路)】 

予測地点(既存道路) 

塚原 IC 周辺 
((仮)新環状・緑が丘アクセス線) 

外回り 
 

8-1-58 
表 8-1-29(2) 
浮遊粒子状物質の評価
結果（既存道路の影響
を考慮した予測） 

【予測地点(既存道路)】 

予測地点(既存道路) 

塚原 IC 周辺 
(県道緑が丘運動公園線（未完成)) 

外回り
 

【予測地点(既存道路)】 

予測地点(既存道路) 

塚原 IC 周辺 
((仮)新環状・緑が丘アクセス線) 

外回り 
 

8-1-78 
表 8-1-39 
予測地点 

【車両の通行ルート】 

予測地点 車両の通行ルート 

甲府市桜井町 国道 140 号 
 

【車両の通行ルート】 

予測地点 車両の通行ルート 

甲府市桜井町 国道 140 号(西関東連絡道路) 

8-1-79 
図 8-1-17 
資材及び機械の運搬に
用いる車両の運行に係
る粉じん等予測位置図 

【路線名】 
国道 140 号 

【路線名】 
国道 140 号(西関東連絡道路) 

8-1-80 
図 8-1-18(1) 
予測断面図(甲府市桜
井町・国道 140 号(西関
東連絡道路)) 

【図題】 

図 8-1-18(1) 予測断面図(甲府市桜井
町・国道 140 号) 

【図題】 
図 8-1-18(1) 予測断面図(甲府市桜井
町・国道 140 号(西関東連絡道路)) 
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表 15-1-2（4） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-1-84 
表 8-1-43 
環境保全措置の検討 

【環境保全措置の効果、検討結果】 

環境保全 

措置 

環境保全措置 

の効果 

環境保全措置 

の検討結果 

工事用車両の

タイヤ洗浄 

タイヤ洗浄装置を用い

て洗車することにより

粉じん等の発生を低減

できる。 

粉じん等の発生の低

減が確実に見込める

環境保全措置である

ことから、本環境保

全措置を採用する。
 

【環境保全措置の効果、検討結果】 

環境保全 

措置 

環境保全措置 

の効果 

環境保全措置 

の検討結果 

工事用車両の

タイヤ洗浄 

タイヤ洗浄装置を用い

て洗車することにより

粉じん等の発生を低減

できる。また、タイヤ洗

浄に伴って発生する工

事排水については、評価

書 P25 に記載のとおり、

適切に放流を行うこと

で影響を低減できる。 

粉じん等の発生の低

減が確実に見込める

環境保全措置であ

り、他の環境への影

響もないことから本

環境保全措置を採用

する。 

8-1-86 
表 8-1-46(3) 
検討結果の整理 

【環境保全措置の効果】 

実施主体 国土交通省関東地方整備局 

実施内容 
種類 工事用車両のタイヤ洗浄 

位置 工事施工範囲内 

環境保全措置の効果 

タイヤ洗浄装置を用いて洗車するこ

とにより粉じん等の発生を低減でき

る。 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 なし 
 

【環境保全措置の効果】 

実施主体 国土交通省関東地方整備局 

実施内容 
種類 工事用車両のタイヤ洗浄 

位置 工事施工範囲内 

環境保全措置の効果 

タイヤ洗浄装置を用いて洗車するこ

とにより粉じん等の発生を低減でき

る。また、タイヤ洗浄に伴って発生

する工事排水については、評価書 P25

に記載のとおり、適切に放流を行う

ことで影響を低減できる。 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 なし 

8-1-113 
表 8-1-64 
予測地点 

【車両の通行ルート】 

予測地点 車両の通行ルート 

甲府市桜井町 国道 140 号 
 

【車両の通行ルート】 

予測地点 車両の通行ルート 

甲府市桜井町 国道 140 号(西関東連絡道路) 

8-1-114 
図 8-1-22 
資材及び機械の運搬に
用いる車両の運行に係
る大気質予測位置図 

【路線名】 
国道 140 号 

【路線名】 
国道 140 号(西関東連絡道路) 

8-1-115 
図 8-1-23(1) 
予測断面図(甲府市桜
井町・国道 140 号(西関
東連絡道路)) 

【図題】 

図 8-1-23(1) 予測断面図(甲府市桜井
町・国道 140 号) 

【図題】 

図 8-1-23(1) 予測断面図(甲府市桜井
町・国道 140 号(西関東連絡道路)) 

8-1-117 
ｂ）走行速度 

各予測地点で 30～60ｋｍ/ｈとした。 各予測地点で 30～50ｋｍ/ｈとした。 

8-1-118 
(3)排出係数 

30km/h～60kmｈを記載 30km/h～50kmｈを記載 

8-1-120 
表 8-1-69(1) 
二酸化窒素予測結果 

【予測値(年平均値、日平均値の年間 98%
値)】 

番

号

予測 

地点 

予測値(年平均値) 日平均値

の年間

98％値
工事用車両 

寄与濃度 

既存道路の

寄与濃度

バックグラ

ウンド濃度
計 

A
甲府市 

桜井町 
0.00021 0.0012 0.008 0.009 0.022

【予測値(年平均値、日平均値の年間 98%
値)】 

番

号

予測

地点

予測値(年平均値) 日平均値

の年間

98％値
工事用車両

寄与濃度

既存道路の 

寄与濃度 

バックグラ

ウンド濃度 
計 

A
甲府市

桜井町
0.00021 0.0010 0.008 0.009 0.021

8-1-120 
表 8-1-69(2) 
浮遊粒子状物質予測結
果 

【予測値(年平均値)】 

番

号

予測 

地点 

予測値(年平均値) 日平均値

の年間

2%除外値
工事用車両 

寄与濃度 

既存道路の

寄与濃度

バックグラ

ウンド濃度
計 

A
甲府市 

桜井町 
0.000038 0.000241 0.024 0.024 0.059

【予測値(年平均値)】 

番

号

予測

地点

予測値(年平均値) 日平均値

の年間

2%除外値
工事用車両

寄与濃度

既存道路の 

寄与濃度 

バックグラ

ウンド濃度 
計 

A
甲府市

桜井町
0.000038 0.000185 0.024 0.024 0.059

8-1-124 
表 8-1-74(2) 
大気質の評価結果(二
酸化窒素) 

【日平均値の年間 98%値】 

番号 予測地点 
年平均値 日平均値

の年間 98%値現況値 予測値 

A
甲府市 

桜井町 
0.008 0.009 0.022 

【日平均値の年間 98%値】 

番号 予測地点
年平均値 

年平均値
現況値 現況値 

A
甲府市

桜井町
0.008 0.009 0.021 
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表 15-1-2（5） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-2-15 
表 8-2-9 
騒音の予測地点 

【既存道路】 

既存道路 保全対象

県道緑ケ丘運動公園線（未完成） 住居等
 

【既存道路】 

既存道路 保全対象

(仮)新環状・緑が丘アクセス線 住居等 

8-2-18 
図 8-2-6(2) 予測範囲
図（塚原 IC 周辺） 

（仮称）緑ヶ丘運動公園線 （仮）新環状・緑が丘アクセス線 

8-2-24 
表 8-2-10(1) 
騒音の予測結果（計画
路線の予測） 昼間（等
価騒音レベル（ＬAeq）） 

【予測高さ】 

予測地点(既存道路) 予測高さ

宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線）

外回り
近接

空間

4.2m 

4.2m 
 

【予測高さ】 

予測地点(既存道路) 予測高さ

宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り 
近接 

空間 

4.2m 

1.2m 

8-2-25 
表 8-2-10(2) 
騒音の予測結果（計画
路線の予測） 夜間（等
価騒音レベル（ＬAeq）） 

【予測高さ】 

番

号
予測地点(既存道路) 

予測

高さ

2
塚原 IC 周辺 
(県道緑が丘運動公園線(未完成))

外回り
近接

空間

4.2m

1.2m

6a
宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り
近接

空間

4.2m

4.2m
 

【予測高さ】 

番

号
予測地点(既存道路) 

予測

高さ

2
塚原 IC 周辺 
((仮)新環状・緑が丘アクセス線) 

外回り 
近接

空間

4.2m

1.2m

6a
宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り 
近接

空間

4.2m

1.2m

8-2-26 
表 8-2-11(1) 
騒音の予測結果（既存
道路の影響を考慮した
予測） 昼間（等価騒音
レベル（ＬAeq）） 

【予測高さ】 

番

号
予測地点(既存道路) 

予測

高さ

2
塚原 IC 周辺 
(県道緑が丘運動公園線(未完成))

外回り
近接

空間

4.2m

1.2m

6a
宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り
近接

空間

4.2m

4.2m
 

【予測高さ】 

番

号
予測地点(既存道路) 

予測

高さ

2
塚原 IC 周辺 
((仮)新環状・緑が丘アクセス線) 

外回り 
近接

空間

4.2m

1.2m

6a
宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り 
近接

空間

4.2m

1.2m

8-2-27 
表 8-2-11(2) 
騒音の予測結果（既存
道路の影響を考慮した
予測） 夜間（等価騒音
レベル（ＬAeq）） 

【予測高さ】 

番

号
予測地点(既存道路) 

予測

高さ

2
塚原 IC 周辺 
(県道緑が丘運動公園線(未完成))

外回り
近接

空間

4.2m

1.2m

6a
宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り
近接

空間

4.2m

4.2m
 

【予測高さ】 

番

号
予測地点(既存道路) 

予測

高さ

2
塚原 IC 周辺 
((仮)新環状・緑が丘アクセス線) 

外回り 
近接

空間

4.2m

1.2m

6a
宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り 
近接

空間

4.2m

1.2m

8-2-27 
表 8-2-11(2) 
騒音の予測結果（既存
道路の影響を考慮した
予測） 夜間（等価騒音
レベル（ＬAeq）） 

【予測高さ】 

番

号
予測地点(既存道路) 

予測

高さ

2
塚原 IC 周辺 
(県道緑が丘運動公園線(未完成))

外回り
近接

空間

4.2m

1.2m

6a
宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り
近接

空間

4.2m

4.2m
 

【予測高さ】 

番

号
予測地点(既存道路) 

予測

高さ

2
塚原 IC 周辺 
((仮)新環状・緑が丘アクセス線) 

外回り 
近接

空間

4.2m

1.2m

6a
宇津谷交差点周辺 

宇津谷田畑 
(国道 20 号、県道甲府韮崎線） 

外回り 
近接

空間

4.2m

1.2m

8-2-66 
表 8-2-35 
予測地点 

【車両の通行ルート】 

予測地点 車両の通行ルート 

甲府市桜井町 国道 140 号 
 

【車両の通行ルート】 

予測地点 車両の通行ルート 

甲府市桜井町 国道 140 号(西関東連絡道路) 
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表 15-1-2（6） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-2-67 
図 8-2-16 
資材及び機械の運搬に
用いる車両の運行に係
る騒音予測位置図 

【路線名】 
国道 140 号 

【路線名】 
国道 140 号(西関東連絡道路) 

8-2-68 
図 8-2-17(1) 
予測断面図(甲府市桜
井町・国道 140 号(西関
東連絡道路)) 

【図題】 
図 8-2-17(1) 予測断面図(甲府市桜井
町・国道 140 号) 

【図題】 
図 8-2-17(1) 予測断面図(甲府市桜井
町・国道 140 号(西関東連絡道路)) 

8-3-6 
表 8-3-4 
地盤の状況の調査結果 

【地盤種別】 

調査地点 地盤種別 
地盤卓越振動数

(Hz) 

甲府市 

桜井町 
未固結地盤 17.2 

甲府市 

古府中町 
未固結地盤 43.5 

甲府市 

山宮町 
未固結地盤 25.0 

甲斐市 

牛句 
未固結地盤 29.6 

甲斐市 

団子新居 
未固結地盤 43.0 

甲斐市 

宇津谷出口 
未固結地盤 24.2 

 

【地盤種別】 

調査地点 地盤種別 
地盤卓越振動数 

(Hz) 

甲府市 

桜井町 
砂地盤 17.2 

甲府市 

古府中町 
砂地盤 43.5 

甲府市 

山宮町 
砂地盤 25.0 

甲斐市 

牛句 
砂地盤 29.6 

甲斐市 

団子新居 
砂地盤 43.0 

甲斐市 

宇津谷出口
砂地盤 24.2 

 

8-3-8 
表 8-3-5 
振動予測式の定数及び
補正値等 

【平坦道路の行、α1=・・・の列】 
   0.068Ｌ10＊-2.0 
β：未固結地盤では 

【平坦道路の行、α1=・・・の列】 
   0.068Ｌ10＊-2.0 
β：砂地盤では 

8-3-33 
表 8-3-25 
振動及び地盤の状況の
調査地点 

【地盤種別の記載】 
調査地点 地盤種別 

甲府市桜井町 未固結地盤 

甲府市古府中町 未固結地盤 

甲府市山宮町 未固結地盤 

甲斐市牛句 未固結地盤 

甲斐市団子新居 未固結地盤 

甲斐市宇津谷出口 未固結地盤 
 

【地盤種別の記載】 
調査地点 地盤種別 

甲府市桜井町 砂地盤 

甲府市古府中町 砂地盤 

甲府市山宮町 砂地盤 

甲斐市牛句 砂地盤 

甲斐市団子新居 砂地盤 

甲斐市宇津谷出口 砂地盤 
 

8-3-36 
表 8-3-26 
予測地点 

【車両の通行ルート】 
予測地点 車両の通行ルート 

甲府市桜井町 国道 140 号 
 

【車両の通行ルート】 
予測地点 車両の通行ルート 

甲府市桜井町 国道 140 号(西関東連絡道路) 

8-3-37 
図 8-2-10 
資材及び機械の運搬に
用いる車両の運行に係
る振動予測位置図 

【路線名】 
国道 140 号 

【路線名】 
国道 140 号(西関東連絡道路) 

8-4-11 
表 8-4-6 
予測時間帯及び大型車
類時間交通量 

【大型車類時間交通量（台/時）】 

路線名 
予測 

時間帯 

大型車類 

時間交通量（台/時）

桜井 IC 周辺 10～11 時 242 

牛句 IC 周辺 10～11 時 304 

甲斐 IC・JCT 周辺 10～11 時 337 

宇津谷交差点周辺 10～11 時 358 
 

【大型車類時間交通量（台/時）】 

路線名 
予測 

時間帯 

大型車類 

時間交通量（台/時）

桜井 IC 周辺 10～11 時 226 

牛句 IC 周辺 10～11 時 325 

甲斐 IC・JCT 周辺 10～11 時 391 

宇津谷交差点周辺 10～11 時 331 

8-4-12 
5)予測結果 

【1～2 行目】 

・・・。予測値は、Ｌ50が 69～74dB、ＬG5

が 78～82dB である。 

【1～2 行目】 

・・・。予測値は、Ｌ50が 66～74dB、ＬG5

が 75～82dB である。 

8-4-12 
表 8-4-7 
低周波音の予測結果 

【予測結果】 

予測地点 

予測結果（dB） 

50％時間率音

圧レベル(L50)

G 特性 5％時間率

音圧レベル(LG5)

桜井 IC 周辺 内回り 69 78 
 

【予測結果】 

予測地点 

予測結果（dB） 

50％時間率音

圧レベル(L50) 

G 特性 5％時間率

音圧レベル(LG5)

桜井 IC 周辺 内回り 66 75 
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表 15-1-2（7） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-4-14 
表 8-4-9 
低周波音の評価結果 

【評価結果】 

予測地点 

予測結果（dB） 

50％時間率音

圧レベル(L50)

G 特性 5％時間率

音圧レベル(LG5)

桜井 IC 周辺 内回り 69 78 
 

【評価結果】 

予測地点 

予測結果（dB） 

50％時間率音

圧レベル(L50) 

G 特性 5％時間率

音圧レベル(LG5)

桜井 IC 周辺 内回り 66 75 

8-5-11 
(a) ボーリング調査孔
における地下水位 

【3～4 行目】 

・・・扇状地堆積物部で高い。B-4 は掘削
終了後、地下水位は認められない・・・ 

【3～4 行目】 

・・・扇状地堆積物部で高い。B-9 は掘削
終了後、地下水位は認められない・・・ 

8-5-25 
1) 環境保全措置の検
討 

【6～7 行目】 

以上のことから、環境保全措置の検討は行
わないものとする。 

【6～7 行目】 

以上のことから、地下水の水位及び温泉に
ついては環境保全措置の検討は行わない
ものとする。 
なお、工事の施工中に掘削等に伴って発生
する工事排水については、評価書 P25「 e)
工事中の水質監視等」で記載している内容
を環境保全措置として実施する。 

8-5-25 
1) 回避又は低減に係
る評価 

【3 段落目以降】 

・・・温泉についても変化はほとんど生じ
ない。 
このことから、環境影響は事業者の実行可
能な範囲内でできる限り回避又は低減さ
れているものと評価する。 
 

【3 段落目以降】 

・・・温泉についても変化はほとんど生じ
ない。 
さらに、工事の実施中に掘削等に伴って発
生する工事排水については、評価書 P25「e)
工事中の水質監視等」で記載している内容
を環境保全措置として実施することで環
境影響を低減することができる。 
このことから、環境影響は事業者の実行可
能な範囲内でできる限り回避又は低減さ
れているものと評価する。 

8-7-9 
表 8-7-6 
日照阻害の予測結果 

【高架構造物設置後の日影時間】 

予測地点 
予測 

高さ 

地形による

日影時間

高架構造物設置後

の日影時間注 1) 

宇津谷 

交差点周辺 
4.0m 

地形の影響

なし 

3 時間以内 

4 時間以内 
 

【高架構造物設置後の日影時間】 

予測地点
予測

高さ

地形による 

日影時間 

高架構造物設置後

の日影時間注 1) 

宇津谷 

交差点周辺
4.0m

地形の影響

なし 

4 時間以内 

3 時間以内 

8-7-15 
表 8-7-8 
評価結果 

【高架構造物設置後の日影時間】 

予測地点 
予測 

高さ 

地形による

日影時間

高架構造物設置後

の日影時間注 1) 

宇津谷 

交差点周辺 
4.0m 

地形の影響

なし 

3 時間以内 

4 時間以内 
 

【高架構造物設置後の日影時間】 

予測地点
予測

高さ

地形による 

日影時間 

高架構造物設置後

の日影時間注 1) 

宇津谷 

交差点周辺
4.0m

地形の影響

なし 

4 時間以内 

3 時間以内 

8-8-24 
表 8-8-13 重要な魚類 

スジシマドジョウ 

選定基準 6：VU 

スジシマドジョウ 

選定基準 6：CR・EN 

8-8-24 
注３） 

メダカは、「メダカ北日本集団」と判断し、
選定基準６における絶滅危惧種Ⅱ類（VU）
とした。 

注３）削除 

8-8-76 
2)環境保全措置の検討 

【第 1 段落 1 行目】 

道路の存在、工事施工ヤード、工事用道路
等の設置による動物・・・ 

 

【第 2 段落 3～4 行目】 

・・・、「工事従事者への講習・指導」、
「締切､沈砂地等の濁水処理の実施」・・・

【第 1 段落 1 行目】 

道路の存在、工事施工ヤード及び工事用道
路等の設置、建設機械の稼働による動
物・・・ 

 

【第 2 段落 3～4 行目】 

・・・、「工事従事者への講習・指導」、
「締切・沈砂地等の濁水処理の実施」・・・

8-8-78 
4)検討結果の整理 

【第 1 段落 3～4 行目】 

・・・、「工事従事者への講習・指導」、
「締切､沈砂地等の濁水処理の実施」・・・

【第 1 段落 3～4 行目】 

・・・、「工事従事者への講習・指導」、
「締切・沈砂地等の濁水処理の実施」・・・
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表 15-1-2（8） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-8-79 
表 8-8-29(1) 
検討結果の整理 

【実施内容 種類】 

工事施工ヤード及び工事用道路等の計画
路線区域内利用 

【実施内容 種類】 

工事施工ヤード及び工事用道路の計画路
線区域内利用 

8-8-79 
表 8-8-29(3) 
検討結果の整理 

【環境保全措置の効果】 

繁殖期を避けた工事工程の検討及び段階
的に土地の改変を改変することにより、対
象種の生息への影響を低減することがで
きる。 

【環境保全措置の効果】 

繁殖期を避けた工事工程の検討及び段階
的に土地を改変することにより、対象種の
生息への影響を低減することができる。 

8-8-82 
1)回避又は低減に係る
評価 

【第 2 段落 3～4 行目】 

・・・、工事従事者への講習・指導、締切､
沈砂地等の濁水処理の実施・・・ 

【第 2 段落 3～4 行目】 

・・・、工事従事者への講習・指導、締切・
沈砂地等の濁水処理の実施・・・ 

8-9-14 
表 8-9-8(1) 
植物群落の概要 

【植物群落の概要の内容掲示】 

表 8-9-8(1)の「伐跡群落～オオミゾソバ群
落（表末の５群落）」に係る内容 

【植物群落の概要の内容掲示】 

「伐跡群落～オオミゾソバ群落」に係る内
容は記載なし 

「準備書 表 8-9-8(1)」の表末の５群落に
係る内容は、表 8-9-8(2)の表頭に移動 

8-9-15 
表 8-9-8(2) 
植物群落の概要 

【植物群落の概要の内容掲示】 

「伐跡群落～オオミゾソバ群落」に係る内
容の記載なし 

【植物群落の概要の内容掲示】 

「準備書 表 8-9-8(1)」の表末の５群落
（伐跡群落～オオミゾソバ群落）に係る内
容を表頭に移植 

8-9-39 
表 8-9-17 
事後調査の内容 

【調査項目】 

調査項目 

移植した植物の 

生育状況調査 

 

 

 

 

 
 

【調査項目】 

調査項目 

移植した植物の 

生育状況調査 

（イヌハギ、ミズマツ

バ、ウスゲチョウジタ

デ、スズサイコ、ミゾ

コウジュ、イヌノフグ

リ、カワヂシャ） 

8-10-14 
〔準備書 8-10-11〕 
（c）果樹園・畑地の生
態系 

【第 5 段落、1 行目】 

・・・一次消費者として、クワやイチジク
といった・・・ 

【第 5 段落、1 行目】 

・・・一次消費者として、マグワやイチジ
クといった・・・ 

8-10-72 
〔準備書 8-10-40〕 
5)影響予測の手順 

【1 行目】 

影響予測は図8-10-10に示す手順に基づき
行った。 

 

【図題 図番号】 

図 8-10-10 予測手順 

【1 行目】 

影響予測は図8-10-11に示す手順に基づき
行った。 

 

【図題 図番号】 

図 8-10-11 予測手順 

8-10-80 
〔準備書 8-10-48〕 
表 8-10-14(3) 
台地・低地の樹林生態
系の予測結果 

【コナラ群落の「影響要因」、「影響内容」

及び「予測結果」の内容】 

表 8-10-14(3)の末尾行の「コナラ群落」に
係る内容 

【コナラ群落の「影響要因」、「影響内容」

及び「予測結果」の内容】 

記載なし 

「準備書 表 8-10-14(3)」の末尾行の「コ
ナラ群落」に係る内容は、表 8-10-14(4)
の 2 行目に移動 

8-10-81 
〔準備書 8-10-49〕 
表 8-10-14(4) 
台地・低地の樹林生態
系の予測結果 

【コナラ群落の「影響要因」、「影響内容」

及び「予測結果」の内容】 

「工事施工ヤードの設置及び工事用道路
の設置」の「生育環境の質的変化」の「予
測結果」の記載なし 

【コナラ群落の「影響要因」、「影響内容」

及び「予測結果」の内容】 

「準備書 表 8-10-14(3)」の末尾行の「コ
ナラ群落」に係る内容を表の 2 行目に移動
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表 15-1-2（9） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-10-94 
〔準備書 8-10-61〕 
表 8-10-18(2) 
中規模河川（荒川）の
生態系の予測結果 

【カジカガエルの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息基盤の

縮小、消失

・計画路線区域には、本

種の主な生息基盤とな

る荒川が存在し、計画

路線は橋梁で通過す

る。・・・ 

・したがって、・・・ 

道路の存在 移動経路の

分断 

 

【カジカガエルの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息基盤の

縮小、消失 

・計計画路線区域には、

本種の主な生息基盤と

なる河川が存在し、計

画路線は橋梁で通過す

る。・・・ 

・したがって、・・・ 

道路の存在 移動経路の

分断 

 【アブラハヤの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息基盤の

縮小、消失

・計画路線区域には、本

種の主な生息基盤とな

る荒川が存在し、計画

路線は橋梁で通過す

る。・・・ 

・したがって、・・・ 

道路の存在 移動経路の

分断 

 

【アブラハヤの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息基盤の

縮小、消失 

・計画路線区域には、本

種の主な生息基盤とな

る河川が存在し、計画

路線は橋梁で通過す

る。・・・ 

・したがって、・・・ 

道路の存在 移動経路の

分断 

 【ハネナガイナゴの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息基盤の

縮小、消失

・計画路線区域には、本

種の主な生息基盤とな

る荒川が存在し、計画

路線は橋梁で通過す

る。・・・ 

・したがって、・・・ 
 

【ハネナガイナゴの予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

工事施工ヤード

の設置及び工事

用道路の設置 

生息基盤の

縮小、消失 

・計画路線区域には、本

種の主な生息基盤とな

る河川が存在し、計画

路線は橋梁で通過す

る。・・・ 

・したがって、・・・ 

8-10-95 
〔準備書 8-10-62〕 
表 8-10-18(3) 
中規模河川（荒川）の
生態系の予測結果 

【ツルヨシ群落の予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

道路の存在 生育環境の

質的変化

・ツルヨシ群落が分布す

る・・・同質の環境が

あるため、主な生息基

盤に変化はほとんど生

じない。 

・したがって、生息環境

は保全される。 
 

【ツルヨシ群落の予測結果】 

影響要因 影響内容 予測結果 

道路の存在 生育環境の

質的変化 

・ツルヨシ群落が分布す

る・・・同質の環境が

あるため、主な生育基

盤に変化はほとんど生

じない。 

・したがって、生育環境

は保全される。 

8-10-99 
〔準備書 8-10-66〕 
2)環境保全措置の検討 

【1 行目】 

道路の存在、工事施工ヤード、工事用道路
の設置による・・・ 

【1 行目】 

道路の存在、工事施工ヤード及び工事用道
路の設置による・・・ 

8-10-103 
〔準備書 8-10-70〕 
表 8-10-23(3) 
検討結果の整理 

【環境保全措置の効果】 

繁殖期を避けた工事工程の検討及び段階
的に土地の改変を改変することにより、対
象種の生息への影響を低減することがで
きる。 

【環境保全措置の効果】 

繁殖期を避けた工事工程の検討及び段階
的に土地を改変することにより、対象種の
生息への影響を低減することができる。 
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表 15-1-2（10） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-11-4 
表 8-11-2 
主要な眺望点の状況 

【計画路線からの距離】 

番号 眺望点 
計画路線

からの距離
眺望点の状況 所在地

３ 上積翠寺展

望地 

約1,350m 眺望点は、武田の杜遊歩道沿い

に位置する。眺望点周辺はア

カマツ林が広がっている。

甲府市

７ 梅の里公園 約600m 眺望点は梅の里公園の高台

に位置する。 

眺望点周辺は梅が植えられ

ている。 

甲斐市

 

【計画路線からの距離】 

番号 眺望点 
計画路線 

からの距離 
眺望点の状況 所在地

３ 上積翠寺展

望地 

約1,870m 眺望点は、武田の杜遊歩道沿い

に位置する。眺望点周辺はア

カマツ林が広がっている。

甲府市

７ 梅の里公園 約890m 眺望点は梅の里公園の高台

に位置する。 

眺望点周辺は梅が植えられ

ている。 

甲斐市

 【表注釈】 

注）計画路線からの距離は、最も近接する
明かり部からの水平距離を示す。 

【表注釈】 

注）計画路線からの距離は、計画路線が視
認される場合は視認される箇所の中で最
も近い距離、視認されない場合は最も近接
する明かり部からの水平距離を示す。地点
毎の計画路線の可視、不可視については表
8-11-7 を参照。 

8-11-5 
表 8-11-3(1) 
日常的な視点場の状況 

【計画路線からの距離】 

番号 眺望点 
計画路線

からの距離
眺望点の状況 所在地

12 棚田からの

景観 

約1,150m 甲府市下積翠寺町に位置す

る棚田である。 

早春季には梅の花越しに甲

府市街地を眺望できる。 

甲府市

13 愛宕山スカ

イライン沿

いの眺望景

観 

約1,900m 眺望点は、甲府市愛宕山を

南北に通るスカイライン沿

いに位置する。 

眺望点周辺は雑木林となっ

ている。 

甲府市

14 高台からの

景観・坑口斜

面の景観 

約450m 甲府市塚原町の高台に位置

する生活上の眺望点であ

る。 

眺望点周辺は畑や雑木林と

なっており、甲府盆地を見

渡すことができる。 

甲府市

17 荒川河川敷

公園 

約250m 荒川河川敷公園内に位置す

る生活上の眺望点である。

公園内は芝生が敷かれてお

り、サイクリングロード等

が整備されている。 

甲斐市

18 県道敷島竜

王線（富士山

が見える場

所） 

約150m 眺望点は、敷島総合公園東

に位置する。敷島竜王線は、

山梨県の主要な観光地であり、

地域を代表する景勝地であ

る昇仙峡への途中経路に含

まれる。 

甲斐市

 

【計画路線からの距離】 

番号 眺望点 
計画路線 

からの距離 
眺望点の状況 所在地

12 棚田からの

景観 

約1,350m 甲府市下積翠寺町に位置す

る棚田である。 

早春季には梅の花越しに甲

府市街地を眺望できる。 

甲府市

13 愛宕山スカ

イライン沿

いの眺望景

観 

約2,140m 眺望点は、甲府市愛宕山を

南北に通るスカイライン沿

いに位置する。 

眺望点周辺は雑木林となっ

ている。 

甲府市

14 高台からの

景観・坑口斜

面の景観 

約530m 甲府市塚原町の高台に位置

する生活上の眺望点であ

る。 

眺望点周辺は畑や雑木林と

なっており、甲府盆地を見

渡すことができる。 

甲府市

17 荒川河川敷

公園 

約290m 荒川河川敷公園内に位置す

る生活上の眺望点である。

公園内は芝生が敷かれてお

り、サイクリングロード等

が整備されている。 

甲斐市

18 県道敷島竜

王線（富士山

が見える場

所） 

約330m 眺望点は、敷島総合公園東

に位置する。敷島竜王線は、

山梨県の主要な観光地であり、

地域を代表する景勝地であ

る昇仙峡への途中経路に含

まれる。 

甲斐市

 【表注釈】 

注）計画路線からの距離は、最も近接する
明かり部からの水平距離を示す。 

【表注釈】 

注）計画路線からの距離は、計画路線が視
認される場合は視認される箇所の中で最
も近い距離、視認されない場合は最も近接
する明かり部からの水平距離を示す。地点
毎の計画路線の可視、不可視については表
8-11-7 を参照。 

8-11-21 
表 8-11-7(2) 
予測地点の選定（日常
的な視点場からの景
観） 

【番号】 

 番号 眺望点 
 19-1 道路からの景観（大久保地区）
 19-2 大垈地区高台からの景観その１
 20 大垈地区高台からの景観その２

【番号】 

 番号 眺望点 
 19 道路からの景観（大久保地区）
 20-1 大垈地区高台からの景観その１
 20-2 大垈地区高台からの景観その２

8-11-26 
(2)主要な眺望景観及
び日常的な視点場から
の景観の変化 

【1 行目】 

記載なし 

【1 行目】 

都市計画対象道路事業の実施により景観
の変化が生じると想定される眺望点にお
いて、フォトモンタージュ法により景観の
変化の程度を予測した（物理的指標の解析
経緯については資料編 10.2 参照）。 

8-11-26 
a. 上積翠寺展望地 

【見出し】 

(a) 上積翠寺展望地 

【見出し】 

a. 上積翠寺展望地 
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表 15-1-2（11） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-11-26 
a)主要な眺望景観の変
化 

【1 行目】 

都市計画対象道路事業の実施により主要
な眺望景観の変化が生じると想定される
主要な眺望点において、フォトモンタージ
ュ法により主要な眺望景観の変化の程度
を予測した。 

【1 行目】 

記載なし 

8-11-26 
a. 上積翠寺展望地 

【6～7 行目】 

これらによると、対象道路は中景に位置し
ており、水平見込角は 3.1 度と構造物は目
立ちにくい値となっている。俯角は 7.8 度
と俯瞰景観においてやや目につきやすい
角度となっている。 

【6～7 行目】 

これらによると、対象道路は中景に位置し
ており、水平見込角は 3.7 度と構造物は目
立ちにくい値となっている。俯角は 8.1 度
と俯瞰景観においてやや目につきやすい
角度となっている。 

8-11-26 
表 8-11-8 
視覚に関する物理的指
標による解析結果 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 1,350ｍ 

水平見込角 3.1° 

俯角 7.8° 

スカイライン切断 なし 
 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 1,870ｍ 

水平見込角 3.7° 

俯角 8.1° 

スカイライン切断 なし 

8-11-28 
b. 梅の里公園 

【見出し】 

(b) 梅の里公園 

【見出し】 

b. 梅の里公園 

8-11-28 
表 8-11-9 
視覚に関する物理的指
標による解析結果 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 600ｍ 

水平見込角 3.8° 

俯角 4.3° 

スカイライン切断 なし 
 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 890ｍ 

水平見込角 3.8° 

俯角 4.3° 

スカイライン切断 なし 

8-11-30 
c.斜面の果樹園の景観 

【見出し】 

(a) 斜面の果樹園の景観 

【見出し】 

c. 斜面の果樹園の景観 

8-11-32 
d. 棚田からの景観 

【見出し】 

(b) 棚田からの景観 

【見出し】 

d. 棚田からの景観 

8-11-32 
d. 棚田からの景観 

【7～8 行目】 

また、俯角は 2.4 度と俯瞰景観の中心領域
から外れており、スカイラインの切断はな
いため、眺望景観を阻害しないと予測す
る。 

【7～8 行目】 

また、俯角は 4.9 度と俯瞰景観の中心領域
から外れており、スカイラインの切断はな
いため、眺望景観を阻害しないと予測す
る。 

8-11-32 
表 8-11-11 
視覚に関する物理的指
標による解析結果 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 1,150ｍ 

水平見込角 3.9° 

俯角 2.4° 

スカイライン切断 なし 
 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 1,350ｍ 

水平見込角 3.9° 

俯角 4.9° 

スカイライン切断 なし 

8-11-34 
e. 愛宕山スカイライ
ン沿いの眺望景観 

【見出し】 

(c) 愛宕山スカイライン沿いの眺望景観 

【見出し】 

e. 愛宕山スカイライン沿いの眺望景観 

8-11-34 
表 8-11-12 
視覚に関する物理的指
標による解析結果 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 1,900ｍ 

水平見込角 1.4° 

俯角 2.4° 

スカイライン切断 なし 
 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 2,140ｍ 

水平見込角 1.4° 

俯角 2.4° 

スカイライン切断 なし 
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表 15-1-2（12） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-11-36 
f. 高台からの景観・坑
口斜面の景観 

【見出し】 

(d) 高台からの景観・坑口斜面の景観 

【見出し】 

f. 高台からの景観・坑口斜面の景観 

8-11-36 
f. 高台からの景観・坑
口斜面の景観 

【3 行目】 

対象道路のうち塚原 IC 付近のトンネル坑
口部及び緑が丘運動公園線が視野に含ま
れる。 

【3 行目】 

対象道路のうち塚原 IC 付近のトンネル坑
口部及び(仮)新環状・緑が丘アクセス線が
視野に含まれる。 

8-11-36 
f. 高台からの景観・坑
口斜面の景観 

【8～10 行目】 

また、俯角は 3.4 度と俯瞰景観の中心領域
から外れており、スカイラインの切断はな
いため、景観資源の眺望を阻害しないと予
測する。 

【8～10 行目】 

また、俯角は 7.0 度と俯瞰景観においてや
や目につきやすい角度となっているが、ス
カイラインの切断はないため、景観資源の
眺望を阻害しないと予測する。 

8-11-36 
表 8-11-13 
視覚に関する物理的指
標による解析結果 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 450ｍ 

水平見込角 24.1° 

俯角 3.4° 

スカイライン切断 なし 
 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 530ｍ 

水平見込角 24.1° 

俯角 7.0° 

スカイライン切断 なし 

8-11-38 
g. 荒川河川敷公園 

【見出し】 

(e) 荒川河川敷公園 

【見出し】 

g. 荒川河川敷公園 

8-11-38 
g. 荒川河川敷公園 

【7～9 行目】 

これらによると、対象道路は近景に位置し
ており、水平見込角は 22.9 度と構造物は
目立ちやすい値となっている。また、仰角
は3.4度と圧迫感が生じない角度に抑えら
れており、スカイラインの切断はない。 

【7～9 行目】 

これらによると、対象道路は近景に位置し
ており、水平見込角は 21.5 度と構造物は
目立ちやすい値となっている。また、仰角
は3.3度と圧迫感が生じない角度に抑えら
れており、スカイラインの切断はない。 

8-11-38 
表 8-11-14 
視覚に関する物理的指
標による解析結果 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 250ｍ 

水平見込角 22.9° 

仰角 3.4° 

スカイライン切断 なし 
 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 290ｍ 

水平見込角 21.5° 

仰角 3.3° 

スカイライン切断 なし 

8-11-40 
h. 県道敷島竜王線（富
士山が見える場所） 

【見出し】 

(f) 県道敷島竜王線（富士山が見える場
所） 

【見出し】 

h. 県道敷島竜王線（富士山が見える場所）

8-11-40 
表 8-11-15 
視覚に関する物理的指
標による解析結果 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 150ｍ 

水平見込角 31.4° 

俯角 0.8° 

スカイライン切断 なし 
 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 330ｍ 

水平見込角 31.4° 

俯角 0.8° 

スカイライン切断 なし 

8-11-42 
i. 一橋陣屋跡前から
の景観 

【見出し】 

(g) 一橋陣屋跡前からの景観 

【見出し】 

i. 一橋陣屋跡前からの景観 

8-11-44 
j. 国道 20 号からの景
観 

【見出し】 

(h) 国道 20 号からの景観 

【見出し】 

j. 国道 20 号からの景観 
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表 15-1-2（13） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-11-44 
j. 国道 20 号からの景
観 

【5～6 行目】 

これらによると、対象道路は中景に位置し
ており、水平見込角は 6.1 度と構造物はあ
まり目立たない値となっている。 

【5～6 行目】 

これらによると、対象道路は中景に位置し
ており、水平見込角は 7.8 度と構造物はあ
まり目立たない値となっている。 

8-11-44 
表 8-11-17 
視覚に関する物理的指
標による解析結果 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 950ｍ 

水平見込角 6.1° 

仰角 0.3° 

スカイライン切断 なし 
 

【内容】 

指標 内容 

視距離 約 850ｍ 

水平見込角 7.8° 

仰角 0.3° 

スカイライン切断 なし 

8-12-2 
表 8-12-1 
主要な人と自然との触
れ合いの活動の場調査
地点 

【計画路線からの距離】 

番号 調査地点の名称 
計画路線 

からの距離

１ 武田神社 約 400m 

３ 武田の杜遊歩道 約 450m 

６ 桜井町桜・里山管理 約 300m 

７ 桜井町散策路 約 50m 

９ 塚原町バードウォッチング 約 500m 

10 塚原集落（ホタルの里） 約 350m 

13 坊沢川ザリガニ採集 約 200m 

14 双葉団地周辺散策路 約 500m 

15 花の咲く丘 約 50m 
 

【計画路線からの距離】 

番号 調査地点の名称 
計画路線 

からの距離

１ 武田神社 約 450m 

３ 武田の杜遊歩道 約 350m 

６ 桜井町桜・里山管理 約 250m 

７ 桜井町散策路 約 100m 

９ 塚原町バードウォッチング 約 400m 

10 塚原集落（ホタルの里） 約 400m 

13 坊沢川ザリガニ採集 約 100m 

14 双葉団地周辺散策路 約 200m 

15 花の咲く丘 約 150m 

8-12-3 
図 8-12-1 
人と自然との触れ合い
の活動の場調査位置図 

【調査地点位置の修正】 【調査地点位置の修正】 

8-12-4 
表 8-12-3(1) 
主要な人と自然との触
れ合いの活動の場の概
況 

【計画路線からの距離】 

番号 調査地点の名称 
計画路線 

からの距離

１ 武田神社 約 400m 

３ 武田の杜遊歩道 約 450m 
 

【計画路線からの距離】 

番号 調査地点の名称 
計画路線 

からの距離

１ 武田神社 約 450m 

３ 武田の杜遊歩道 約 350m 

8-12-5 
表 8-12-3(2) 
主要な人と自然との触
れ合いの活動の場の概
況 

【計画路線からの距離】 

番号 調査地点の名称 
計画路線 

からの距離

６ 桜井町桜・里山管理 約 300m 

７ 桜井町散策路 約 50m 

９ 塚原町バードウォッチング 約 500m 

10 塚原集落（ホタルの里） 約 350m 

13 坊沢川ザリガニ採集 約 200m 

14 双葉団地周辺散策路 約 500m 

15 花の咲く丘 約 50m 
 

【計画路線からの距離】 

番号 調査地点の名称 
計画路線 

からの距離

６ 桜井町桜・里山管理 約 250m 

７ 桜井町散策路 約 100m 

９ 塚原町バードウォッチング 約 400m 

10 塚原集落（ホタルの里） 約 400m 

13 坊沢川ザリガニ採集 約 100m 

14 双葉団地周辺散策路 約 200m 

15 花の咲く丘 約 150m 

8-12-11 
表 8-12-4(6) 
調査結果 

【7 桜井町散策路 利用環境】 

西関東道路北側から西側の果樹園へ向か
う散策路である。 

【7 桜井町散策路 利用環境】 

国道 140 号（西関東連絡道路）北側から西
側の果樹園へ向かう散策路である。 

8-12-18 
図 8-12-2 
人と自然との触れ合い
の活動の場予測位置図 

【予測地点位置の修正】 【予測地点位置の修正】 
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表 15-1-2（14） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-12-19 
表 8-12-6(1) 
予測結果(武田神社) 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 400m 離れた場
所にあり、 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 450m 離れた場
所にあり、 

8-12-20 
表 8-12-6(2) 
予測結果(武田の杜遊
歩道) 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 450m 離れた場
所にある。 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 350m 離れた場
所にある。 

8-12-23 
表 8-12-6(5) 
予測結果(桜井町桜・里
山管理) 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 300ｍ離れた場
所にあり、・・・ 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 250ｍ離れた場
所にあり、・・・ 

 【予測結果 第 3 項目 2～3 行目】 

・・・、その箇所は既に西関東道路が開通
している部分であり、・・・ 

【予測結果 第 3 項目 2～3 行目】 

・・・、その箇所は既に国道 140 号（西関
東連絡道路）が開通している部分であ
り、・・・ 

 【予測結果 第 4 項目 1～2 行目】 

計画路線は主要な活動範囲から視認され
るが、近傍の風景は西関東道路部がほとん
どである。 

【予測結果 第 4 項目 1～2 行目】 

計画路線は主要な活動範囲から視認され
るが、近傍の風景は国道 140 号（西関東連
絡道路）がほとんどである。 

8-12-24 
表 8-12-6(6) 
予測結果(桜井町散策
路) 

【予測結果 第 1 項目】 

計画路線の明かり部から約 50ｍ離れた場
所にあり、計画路線による散策路の改変は
ない。 

【予測結果 第 1 項目】 

国道 140 号（西関東連絡道路）の高架部と
交差するが、計画路線の明かり部からは約
100ｍ離れた場所にあり、計画路線による
散策路の改変はない。 

 【予測結果 第 3 項目 2～3 行目】 

・・・その箇所は既に西関東道路が開通し
ている部分であり、・・・ 

【予測結果 第 3 項目 2～3 行目】 

・・・その箇所は既に国道 140 号（西関東
連絡道路）が開通している部分であり、・・・

8-12-25 
表 8-12-6(7) 
予測結果(塚原町バー
ドウォッチング) 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 500m 離れた場
所にあり、・・・ 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 400m 離れた場
所にあり、・・・ 

 【予測結果 第 4 項目 1 行目】 

計画路線から約 500m 離れた場所にあ
り、・・・ 

【予測結果 第 4 項目 1 行目】 

計画路線から約 400m 離れた場所にあ
り、・・・ 

8-12-26 
表 8-12-6(8) 
予測結果(塚原集落(ホ
タルの里) 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 350m 離れた場
所にある。 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 400m 離れた場
所にある。 

8-12-28 
表 8-12-6(10) 
予測結果(坊沢川ザリ
ガニ採集) 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 200m 離れた場
所にあり、・・・ 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 100m 離れた場
所にあり、・・・ 

 【予測結果 第 4 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 200ｍ離れた場
所にあり、・・・ 

【予測結果 第 4 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 100ｍ離れた場
所にあり、・・・ 

8-12-29 
表 8-12-6(11) 
予測結果(双葉団地周
辺散策路) 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 500m 離れた場
所にあり、・・・ 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 200m 離れた場
所にあり、・・・ 

 【予測結果 第 4 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 500m 離れた場
所にあり、・・・ 

【予測結果 第 4 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 200m 離れた場
所にあり、・・・ 
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表 15-1-2（15） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

8-12-30 
表 8-12-6(12) 
予測結果(花の咲く丘) 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約50m離れた場所
にあり、・・・ 

【予測結果 第 1 項目 1 行目】 

計画路線の明かり部から約 150m 離れた場
所にあり、・・・ 

 【予測結果 第 4 項目 1～2 行目】 

計画路線の明かり部は花の咲く丘から約
50m の場所にあり近接しているが、・・・

【予測結果 第 4 項目 1～2 行目】 

計画路線の明かり部は花の咲く丘から約
150m の場所にあるが視認できず、・・・

8-13-4 
表 8-13-3 環境保全措
置の検討 

【環境保全措置の追加】 

記載なし 

【環境保全措置の追加】 

環境保全

措置 

環境保全措置 

の効果 

環境保全措置

の検討結果

トンネル掘

削に伴う発

生土による

土壌汚染の

防止 

有害物質の含有状況等を把

握し、必要に応じて「建設工

事における自然由来重金属

等含有岩石・土壌への対応マ

ニュアル（暫定版）」などに

基づいて搬出先等における

汚染防止措置を行うととも

に、土壌汚染対策法（平成14

年法律第53号）に基づく溶出

量基準・含有量基準を超過す

る土壌を確認した場合は、必

要に応じて速やかに同法第

７条６項の技術的基準に基

づく対応を行うことで、土壌

への影響を低減できる。 

トンネル掘削

に伴う発生土

による土壌へ

の影響を確実

に低減できる

ことから環境

保全措置とし

て採用する。

8-13-4 
2) 検討結果の検証 

【3～4 行目】 

・・・、実際の稼働状況により多少の変動
はあるものの、既に処理能力に実績がある
ことから、環境保全措置の効果の不確実性
は小さいと判断される。 

【3～4 行目】 

・・・、実際の稼働状況により多少の変動
はあるものの、既に処理能力に実績がある
こと、「建設工事における自然由来重金属
等含有岩石・土壌への対応マニュアル（暫
定版）」や土壌汚染対策法（平成 14 年法
律第 53 号）の技術的基準に基づく対応を
行うことから環境保全措置の効果の不確
実性は小さいと判断される。 

8-13-5 
表 8-13-4(3) 
検討結果の整理 

【検討結果の整理の追加】 

記載なし 

【検討結果の整理の追加】 

実施主体 国土交通省関東地方整備局 

実施内容 

種類
トンネル掘削に伴う発生土による土

壌汚染の防止 

位置
都市計画対象道路事業実施区域及び

その周辺 

環境保全措置の効果 
トンネル掘削に伴う発生土による土

壌への影響を確実に低減できる 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 特になし 

9-2 
表 9-1-1(1)  
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【調査結果、風向・風速の調査結果】 

調査地点 最多風向 平均風速 

甲斐市岩森 北北東 2.5m/s 
 

【調査結果、風向・風速の調査結果】 

調査地点 最多風向 平均風速 

甲斐市岩森 北北西 2.5m/s 

9-4 
表 9-1-1(3) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【環境保全措置の効果】 

実施主体 国土交通省関東地方整備局 

実施内容 
種類 工事用車両のタイヤ洗浄 

位置 工事施工範囲内 

環境保全措置の効果 

タイヤ洗浄装置を用いて洗車する

ことにより粉じん等の発生を低減

できる。 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 なし 
 

【環境保全措置の効果】 

実施主体 国土交通省関東地方整備局 

実施内容 
種類 工事用車両のタイヤ洗浄 

位置 工事施工範囲内 

環境保全措置の効果

タイヤ洗浄装置を用いて洗車する

ことにより粉じん等の発生を低減

できる。また、タイヤ洗浄に伴っ

て発生する工事排水については、

評価書 P25 に記載のとおり、適切

に放流を行うことで影響を低減で

きる。 

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 なし 
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表 15-1-2（16） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

9-11 
表 9-1-1(10) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【調査結果 地盤の状況】 

計画路線沿道の地表面の地盤種別は、各地
点とも砂地盤である。地盤卓越振動数は
19.6～43.5Hz である。 

【調査結果 地盤の状況】 

計画路線沿道の地表面の地盤種別は、各地
点とも砂地盤である。地盤卓越振動数は
17.2～43.5Hz である。 

9-15 
表 9-1-1(14) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【評価結果】 

・・・温泉についても変化はほとんど生じ
ない。 
このことから、環境影響は事業者の実行可
能な範囲内でできる限り回避又は低減さ
れているものと評価する。 
 

【評価結果】 

・・・温泉についても変化はほとんど生じ
ない。 
さらに、工事の実施中に掘削等に伴って発
生する工事排水については、評価書 P25「e)
工事中の水質監視等」で記載している内容
を環境保全措置として実施することで環
境影響を低減することができる。 
このことから、環境影響は事業者の実行可
能な範囲内でできる限り回避又は低減さ
れているものと評価する。 

9-16 
表 9-1-1(15) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【環境保全措置】 

・・・温泉についても変化はほとんど生じ
ないと考えられる。 
以上のことから、環境保全措置の検討は行
わないものとする。 
 

【環境保全措置】 

・・・温泉についても変化はほとんど生じ
ないと考えられる。 
以上のことから、地下水の水位及び温泉に
ついては環境保全措置の検討は行わない
ものとする。 
なお、工事の施工中に掘削等に伴って発生
する工事排水については、評価書 P25「 e)
工事中の水質監視等」で記載している内容
を環境保全措置として実施する。 

9-28 
表 9-1-1(27) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【環境保全措置】 

記載なし 

【環境保全措置】 

実施主体 国土交通省関東地方整備局 

実施内容 

種類
トンネル掘削に伴う発生土による

土壌汚染の防止 

位置
都市計画対象道路事業実施区域及

びその周辺 

環境保全措置の効果
トンネル掘削に伴う発生土による

土壌への影響を確実に低減できる

効果の不確実性 なし 

他の環境への影響 特になし 

9-28 
表 9-1-1(27) 
環境影響評価結果の総
合的な評価 

【評価結果＜回避又は低減に係る評価＞】

・・・再資源化出来ないものは適切に処理・
処分する。 
このことから、・・・ 

【評価結果】 

・・・再資源化出来ないものは適切に処理・
処分する。 
さらに、有害物質の含有状況等を把握し、
必要に応じて「建設工事における自然由来
重金属等含有岩石・土壌への対応マニュア
ル（暫定版）」などに基づいて搬出先等に
おける汚染防止措置を行うとともに、土壌
汚染対策法（平成 14 年法律第 53 号）に基
づく溶出量基準・含有量基準を超過する土
壌を確認した場合は、必要に応じて速やか
に同法第７条６項の技術的基準に基づく
対応を行うことで、土壌への影響を低減で
きる。 
このことから、・・・ 



15-78 

表 15-1-2（17） その他、準備書からの主な相違点 

評価書の頁 準備書 評価書 

資料編 2-108 
4)調査結果 
表 2-3-11(1) 
騒音の調査結果(等価
騒音レベル(LAeq)) 

【注釈】 

記載なし 

【注釈】 

※国道 20 号沿道の計画路線完成後の騒音
レベルは、資料編 p4-22～25 に記載。 

資料編 5-30 
5.4 事業実施区域周辺
の温泉水の流動 

【6～7 行目】 

・・・P8-5-16、表 8-5-5(2)）、・・・ 

【6～7 行目】 

・・・P8-5-16、表 8-5-6(2)）、・・・ 

資料編 7-42 
〔準備書資料編 132〕 
表 7-3-1(2) 
〔準備書資料編 
 表 7-4-1(2)〕 
動物 未確認重要種 

【生息の可能性が低い 

と判断される理由の列】 

＜鳥類 オオヨシゴイ＞の行 

・・・生息適地はみられない。夏鳥として
渡来するが、山梨県 RDB では県内での繁殖
確認は無いとされる。 

【生息の可能性が低い 

と判断される理由の列】 

＜鳥類 オオヨシゴイ＞の行 

・・・生息適地はみられない。夏鳥として
渡来するが、山梨県レッドデータブックで
は県内での繁殖確認は無いとされる。 

資料編 7-44 
〔準備書資料編 134〕 
表 7-3-1(4) 
〔準備書資料編 
 表 7-4-1(4)〕 
動物 未確認重要種 

【生息の可能性が低い 

と判断される理由の列】 

＜鳥類 ヨタカ＞の行 

・・・、本種の個体数は減少傾向にあり、
山梨県 RDB では「確認情報が年々少なくな
り、・・・ 

【生息の可能性が低い 

と判断される理由の列】 

＜鳥類 ヨタカ＞の行 

・・・、本種の個体数は減少傾向にあり、
山梨県レッドデータブックでは「確認情報
が年々少なくなり、・・・ 

資料編 7-46 
〔準備書資料編 136〕 
表 7-3-1(6) 
〔準備書資料編 
 表 7-4-1(6)〕 
動物 未確認重要種 

【生息の可能性が低い 

と判断される理由の列】 

＜昆虫類 アオハダトンボ＞の行 

山梨県 RDB では「県内では、韮崎市と北杜
市の・・・ 

【生息の可能性が低い 

と判断される理由の列】 

＜昆虫類 アオハダトンボ＞の行 

山梨県レッドデータブックでは「県内で
は、韮崎市と北杜市の・・・ 

資料編 7-46 
〔準備書資料編 136〕 
表 7-3-1(6) 
〔準備書資料編 
 表 7-4-1(6)〕 
動物 未確認重要種 

＜昆虫類 スジグロチャバネセセリ＞の
行 

山梨県 RDB では｢1998 年以降に公表された
県内のデータは無い｡・・・ 

＜昆虫類 スジグロチャバネセセリ＞の
行 

山梨県レッドデータブックでは｢1998 年以
降に公表された県内のデータは無い｡・・・

資料編 7-47 
〔準備書資料編 137〕 
表 7-3-1(7) 
〔準備書資料編 
 表 7-4-1(7)〕 
動物 未確認重要種 

【生息の可能性が低い 

と判断される理由の列】 

＜昆虫類 ヒョウモンモドキ＞の行 

山梨県 RDB では「過去に甲斐市や甲府市か
ら記録はあるが、・・・ 

【生息の可能性が低い 

と判断される理由の列】 

＜昆虫類 ヒョウモンモドキ＞の行 

山梨県レッドデータブックでは「過去に甲
斐市や甲府市から記録はあるが、・・・ 

 ＜昆虫類 キマダラモドキ＞の行 

山梨県 RDB では｢県内では富士山麓、塩山
市、都留市、南巨摩、・・・ 

＜昆虫類 キマダラモドキ＞の行 

山梨県レッドデータブックでは｢県内では
富士山麓、塩山市、都留市、南巨摩、・・・

 




